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2 ) アル ク 


は じ め に 


本 教材 は 「 日 本 語 中 級 読解 入門 」 な ど で 、 初 級 か ら 中 級 入門 レベ ル の 読解 に 
多少 慣れ て きた 学習 者 を 対象 に し た 中 級 レ ベル (前 期 か 後期 まで ) の 読解 孝 
材 で ある 。 既習 文型 に 加え て 、 中 級 文型 ・ 文 法事 項 ・ 慣 用 表現 を 文脈 の 中 で 繰 
り 返 し 、 同 時 に 語句 ・ 漢 字 の 拡充 を は か る ぉ の で ある 。 既刊 の 「 日 本 語 中 級 読 
解 入門 」 と 同様 に 各課 の 本 文 は 章 節 ご と に 精読 する こと が 、 主 目的 で は な く 、 
ます 出来 る だ け 一 気 に 読み 通し て 、 そ の 内 容 を 大 掴み に 把握 し 、 内 容 を 楽し み 、 
次 に 再読 や 部 分 読み を し な が ら 、 文 型 ・ 文 法 ・ 語 句 ・ 漢 字 を 学習 し 、 最 後に 自 
分 の 言葉 で まとめ た り 、 言 い 換 えた り 、 話 題 を 発展 ミ させ た り 、 ま た いく つか の 
ポイ ント に し ば ぼっ て 討論 する 。 そ れ を さら に 要約 文 に し た り 関 連作 文 を 書い た 
りす る こと に よっ て 、 縦 横 に 他 の 三 技能 の 練習 を し 、 互 い に 強 化し あっ て 実力 
を つけ て いく こと を 目標 に し て いる 。 し た が っ て 身近 な テー マ か ら 、 日 本 の 文 
化 、 文 学 、 芸 術 、 時 事 、 社 会 問題 な ど 広範 囲 に わた っ て 、 成 人 学習 者 向け に し 
て ある 。 


寺本 書 の 特徴 

1.「 日 本 語 中 級 読 解 入 門 」 が 各課 700 か ら 61200 字 ぐら い の 長 さ の 読み 物 で あっ 
だ の に 続い て 、 本 書 は 1000 か ら 2500 字 ぐら いで 、 長 さ 、 難 易 度 、 テ ー マ な ど 
に 幅 を も た せ た 22 課 で 構成 され て いる 。 

2. 読み や すい 文 で は ある が 、 内 容 的 に は 、 成 人 が 十分 楽し ゅ る 。 

3. 易 か ら 難 、 短 か ら 長 の 配列 で 主教 材 も し て ば か り で は な く 、 速 読 、 多 読 、 
副 教 材 も し て も 使え る 。 

4: テー マ は 、 日 常 生活 、 日 本 文化 、 文 学 、 芸 術 、 社 会 、 歴 史 、 異 文化 交流 、* 
経済 な ど 、 広 範囲 に バラ ンス よく 取り 入れ て ある 。 

5。 文体 も 変化 を つけ て 、 い ろ い ろ な ジャ ン ル に わた っ て いる 。 す な わ ち 、 エ 
ッ セ モイ 、 紀 行文 、 対 話 文 、 情 報 伝達 、 新 聞 ・ 雑 誌 記事 、 こ と わざ ぎ 集 な ど 多 様 
で ある 。 


"・ 本 教材 は 、 日 本 語 能力 試験 ・ 大 学 入 試 対 策 は と し て の 読解 力 差 成 、 一 般 記 人 
〒 四 有吉 、 ビ ジネス マン 向け の 情報 拡充 と 日 本 文化 ・ 事 情 の 紹介 、 き ら に 教 補 


読 教材 と し て の 3 面 が 考 慮 きれ て いる 4。 

7・ 書き お ろ し 文 と 新聞 ・ 雑 誌 、 興 文化 研究 書 な どか ら の 生 教材 を 適 富 取 り 入 
れ て ある 。 

3・ 特に 各課 の 本 文 の 終わ り に 、 初 回 の 通読 直後 に 「 大 意 チ ェ ミック 』 と し て 大 
章 み な 内 容 電 握 が 出来 た か 否 か を チェ ッ ク す る た め の 質問 が 用 意 き れ て いる 。 
ま だ 学習 者 が 一 定時 間 内 に 速 読 練習 を し て も よい し 、 モ デル テー プ を 使っ (6 1 
聴 解 有力 の チェ ッ ク を し て も よい 。 レビ ピ ベ ル に 合わ せ て 、 再 度 読ん だ り 、 聴い た 
) し て も よい し 、 教 師 が 質問 を 変え だ たり 、 増やし た り 自 由 に で きる な お 線 
間 問 題 の 中 で 、 四 の 質問 は 、 十 分 に 読ん だ 後 で の 細か い 内 容 チ ェ ッ ク の た ら ゅ 
の 問題 な の で 質問 の 数 も 多く し て ある 。 


疹 本 書 の 構成 

條 書 は 22 課 か ら 成 り 、 字 数 、 文 体 、 あ よび テー マ は 幅 と 変化 が ある が 、 構 上 
の 大 枠 は すべ て 共通 で ある 。 す な わ ち 
ぁ 本 文 

大 意 チ ェ ッ ク (大 意 把握 を チェ ッ ク す る た め の 人 簡単 な 質問 2 5) 
ぁ 語句 と 漢字 

人 半 て は 本 丈 に より が な を つけ た り 。」 各 父 っ 必 の フタ ボテ ト ま も 渦 半 
時 み 方 を つけ て いな い 。 こ れ ら は 見 中 すく 便利 な よう で ある が 、 学 習 者 は 
^ し に 依存 し すぎ て 、 最 後 まで 、 漢 字 の 読み 方 を 覚え よう と し な いと いう 経 
から 、 本 書 て は あえ て 、 よ ふり が な も フッ トノ ー ト も つけ で いな い . ょ だ だ し . 
四 有 名 詞 な ど 、 普 運 件 の な い 漠 字 や 常用 漢字 以外 の 漢字 を 用 いて いる 場合 の 
読み は 本 文中 に ふり が な を つけ る 場合 も ある 。 

人 T ト 来 語 は 下 に まとめ て 、 原 語 の スペ ル を 入れ て ある 。 英語 が 中 心 で を れ 以 
條 の も の は 、 何 語 か を 明示 て ある 。 だ と ば ドイ ウ 暫 =⑥I フ ラン ス 語 
の リシア 語 三 ⑨ の よう な 表示 で ある 。 な お カタ カナ 書き の 語 名 も 擬音 語 


や 動植物 名 の よう に 日 本 の も の は 、 外 来 語 の 中 に 入れ ず に 、 上 の 部 分 に 入れ 


て ある 。 

ぁ 練習 問題 

I. 構文 

謝 六 文型 

B. 主として 活用 形 な どの 文法 問題 

II. 言葉 の 使い 方 

. 新 出 語句 の 意味 の 確認 と 文脈 中 で 適切 に 使 を を よう に する 。 

. 助詞 の 使い 方 

. 文 の 完成 

4. 短文 作り 

を その他 交 関 連語 句 や 説明 文 な ど を 左右 結ば せる 。/ 京 熟語 作り / 凛 意 味 の 説 明 

ノ 京 慣 用 文 、 会 話 表 現 1 

な ど 多様 ど だが 、1 一 4 の タイ プ は 原則 と し て 、 各課 に ある が 、 凛 印 の も の は 、 

課 に よっ て 変化 を つけ 、 あ き な い よう に 配慮 し て ある 。 

軸 . 質問 
内 容 理解 の チェ ッ ク や 話し 方 の 練習 の た め の 質 問 は 各課 に 5 一 10 あ る 。 

IV. 討論 テー マ 
「 中 級 入門 」 に は な か っ た が 、 中 級 レ ベル 用 に 加え られ た 練習 で 、 本 文 
か ら 、 展 開 、 関 連 し た テー マ を 一 般 化 、 抽 象 化し た も の を 3ー5 で ら 
い 選 ん で ある 。 これ に よっ て 自分 の 意見 を 人 前 で きち ん と フォ ー マ ル 
に 発言 する 練習 が で きる 。 

V. 発展 問題 (その 課 に 独特 な 練習 問題 ) 


CS5 DM = 


絡 本 書 の 使い 方 
1. まず 教師 の モデ ルリ ー デ ィング また は テー プ で 一 回 通し て 聞か せ て 、 大 意 


を 把握 きせ る 練習 。 集 中 し て 聞け ば 、 だ れ で も ある 程度 は 理解 が で きる 粗筋 を 
クラ ス 全 体 で 話し 合わ せ て 、 そ の 内 容 を 再 構成 きせ る 練習 は 聴 解 の 集中 力 増 
進 に 役立つ 。 
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は | 


2・ 陸 に は 一 定 の 時 間 内 に 黙 読 させ て 同じ よ うな 練習 を る せれ ば 、 ク ラス 全員 
て で 自分 の 理解 で きた 部 分 を 出し 合っ て 、 ゲ ー ム の よう に 楽し みな が 6 ら 大 意 反 
握 が で きる 。 
3. 語句 と 漢字 
漁 字 の 読み を 学習 し 、 新 出 語 名 は や き しい 日 本 語 で 説明 きせ た り 、 教 師 が 
ー だ うす る 。 中 級 な の で 、 原 則 と し て 学生 は 辞書 な ど を 用 いて 予習 が で き て 
いる と いう 前 提 で 、 説 明 さ せる 。 ま ちがっ て いる 場合 、 ま た は むず か し い 場 
合 の み 、 教 師 が 説明 する 。 
4 . 本 文 読 み 
① 初 回 は 教師 の モデ ルリ ー デ ィング や テー プ で 通読 


の パラ グラ フ ご と の 再読 は 、 教 師 の そ モデル っ ュー ラル リー ディ ング っ 導 習 者 
の 個人 読み は 原則 で ある が 、 レ ベル 、 時 間 、 変 化 を つけ る な どの 理由 て 
目 由 に 組み 合わ せる 。 

ざ パ ラグ ラフ ご と の 内 容 チ ェ ッ ク 。 こ の 時 、 練 習 問題 の 皿 の 質 問 を 適宜 選 
ん だ り 、 拡 大 し た り し て 使う 。 

の 最後 に 全体 の 要約 を 言わ せ た り 、 学 習 者 同士 で 話し 合い を きせ る 。 

5. 練習 問題 I-V 
0・ 他 技能 べ の 転換 ( 聴 解 、 話 し 方 、 対 論 、 要 約 作文 な ど ) を 試み 、 客 名 の 定 

着 、 知 識 拡充 の 強化 を 図る 。 

7・ 本 書 の 22 課 の 読み ちる の は 、 易 か ら 難 、 短 か ら 6 長 へ と 配列 きれ て いる が 、 初 

うか ら 全 部 、 こ の 順序 で 教室 で 読む 必要 は な く 、 学 期中 の 時 間 割 、 他 教材 と 

の 関連 、 受 験 対象 な どの 事情 た 合 わせ て 、 一 部 を 自習 で 、 テ スト の み 教 室 て 

する な ど 、 自 由 に スケ ジュ ー ル を 立て て 使用 きれ た い 。 

避 化 に 本 書 作成 に あたり 飯田 真知 子 、 岩 附 英美 子 、 小 松 高 坦 、 陳 権 、 秋 中 泊 
の 各氏 に 執筆 協力 し て いた だ いた こ と を 記し 、 謝 意 を 表し ます 。 著 者 
新版 に 際 し て 今回 の 新版 刊行 に 当たっ て は 、 本 文中 の 表記 の 一 部 、 ょ び 
落 殺 と 漢字 」「 索 引 」 を 改訂 し た 。 本 書 が 読解 力 差 成 を 中 心 に 語学 力 向上 に つっ 
信 が る 中 級 教科 書 た し て 、 引 続き 多 の 学習 者 に 使用 きれ る こと を 願っ て や み 
cda 編著 者 代表 . 富岡 純子 
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こ て す ぐー 

ー ざ る を え そえ ない 

< と か ー と か 

(な ん と か ) 一 よう に な る 

で きる だ け ー 

ー の お か げ で 
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ー に 所 秋 し と < 
ー が ー の よう な グー の よう に 
ー よ り も むし ろ ー の ほう が 一 
ー は ーー⑦ こ と だ 


3 課 「 日 本 人 の 笑い 一 狂言 etter 22 
ど 人 ほな し に れ で る る 
も っ と も 一 に 一 が ある 
eo に 人 いん 0 褒 : 


4 課 北海 道 で の 夏休み cae a ii 0 0 6 0h Sion oa oia eo git 0 ee vies eiee 
Ds 
ー 経 由 で 一 
が か が えっ て 一 
せめ て 一 た ら 
ー す る や いな や ー 
5 課 「 飛 鳥 」 一 夢 を 乗せ る 豪華 客船 See の 8 Re も wwrei0ie、aue.kd 本 8 eo 0 RR 37 
ne UCS 1 
何より 一 
つか ず 離 れず 
系 わ 0 と 
ー で あっ て 一 で も ある 
6 課 日 本 人 の スギ 花粉 症 … oe 
KNO 
ー を 一 と 呼ぶ ノ 言 う 
ー 人 に 一 人 は 一 
ー の - 割 を 一 が 占め る 


7 課 血液 型 に よる 性 格 判断 … ド oo 5| 
(た た を X)rr て る も だ で る も 
こん な に = ば は ば ない 
ー も ー ば ー も ーー する ある 


8 課 図書 館 | 日 遊泳 術 
ーー と) し て いる 


ー と も な れ ば 

< 動詞 > し が ち 

Nb Ag oo 

て と いえ ども 一 

ー な いわ け で は な い 

(いく らち. た だ たとえ) か ら と いっ て 
ー か どう か わか ら な い 


脇 目 も ふら ず に 一 
一 体 (全体 ) どこ に 一 < 動 詞 〉 の か 
2 紀 ま 人 及 応 
こと いう より 、 ね なじ し 2% 
10 課 本 音 と 建前 の 就職 活動 PR EN NR a ds 。 
に NA arteneteire 73 
て し な いう ち に ーー 
より 一 (より ~) 
ー か ね な い 
て も の の 


中 課 集合 住宅 ・ 部 高層 住宅 の 住み 方 RA TE 5 」 計 79 
こと か た と か 
ー が は 何より 一 
ー が は 当然 で ある 
ー と の こと で ある ノー と の 提言 助言 が ある 
12 課 世界 一 の つり 橋 RE TC RAR ee DE eee A 85 


と り わ け 
方 全 を 期し て ~ 
ー を 抜く 
13 課 すす む オ リン ピッ ク の 商業 化 ae gh な は 93 
て と は 、 の こと で ある 
まる で ~~ の か の よう で ある 
ー( な る ) と いわ れ て いる 
ー か どう か は 、 と も か く < く La er 
いま や 、 一 な っ て い ぃ る 


14 了 "日 本 経済 の 現実 と 録 題 ぐ 心 へ 100 


ーー から も ーー する こと が で きる 
て と と も に 、. 一 (を ょ も ) し な けれ ば な ら な い 


15 課 上 高地 a ER EE ER SR SA NS TE ee en a 106 
中 で も 一 
失っ て いる < 連 体 修飾 > 
ー の は ーー か ら で あ る 

16 課 ビデ オ と の つき あい Se Se oS e が ee あの きみ の OZ な 96 2 113 


ー に も か か わら ず 
ー と は 言え な い 
で て も ご きれ な い は ほど 一 
ー と し か 言い よう が な い 
ー な いこ と も な い 
は た し て だ ろう か 
17 課 方 言 ま る だ し の 弁論 会 A i NS 0 Wane I 4 120 
デー の は 、ー に は ーー だ ゼ だ グ です 
ー ェ が その ば は 、 二 ゼ だ / で す 
ー と いえ ば ー だ です 


18 課 広がる 交流 の 輪 一 3 話 ooocoeeeseeeeeeeeseeeeeeoeoeeeeooveeeeeeeeeoee 126 
ー の 経歴 を 持つ 一 
ー か ら ー に か け て 一 
ー と は いえ ーー 
ー は (一 の た め ) どう し て も 欠か せな い 


19 課 モス クワ の アー トト フェア sooeeoeeeeeooooeeseeseeeeeeeeoooeedeeeoeoe 133 
ー の か た わら 
ー も の な ら 一 
ー こ う は いか な い 
ご どき だら 
つい 一 
ー な い グ ある か の よう に 


20 課 宇宙 飛行 か ら の メッ セー ジ odesee eedee soo tooo eaeee ee ee ee 140 
と て も 一 な い 
ー に は 閉口 する 
文字 通り ~ 

2I 課 日 本 文学 の 流れ …… の ei 148 
ー の こと を プ は 一 (一 に つい て 一 ) 
を ん な に < 人 で 、。 どう や っ て と 
ー か ら 不 思 議 (な ん ) だ 


.B は ーー かど" は ーー まで 
今 も この 中 に 生き て いる 
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1 課 英語 を 習っ て ペッ ト と 交流 


i PPP 
1 課 英語 ここ ト と 交流 (言え る よ う に な っ て 、 大 喜び で 帰っ て 行き まし た 。 
タロ ー は 大 学 教授 の クラ ー 半球 か わい が っ て いる ペッ ト の 犬 の を 1 
前 で す 。 スタ 2 すか Ob RUN 
Cade Th Rr RS be on mt dO CE et ME 
て 生活 し て いる の に 、 日 本 語 は ぜん ぜん わか り ま せん 。 2 年 間 日 本 の 大 学 で 教 し で て れ た の ょ : し 用 i 計 に さこ 
えて いた クラ ー ク さん が アテ クズ リカ へ 帰る こと に な り ま し た . 犬 を つれ て 帰る の ま 』 いわ ば ネイ ティ ブス ピ ター の 用 ロー に わ だ し の 発音 が 通じ た っ て こと で 
は むず か し い の で 、 だ れ か 大 を か わい が っ て くれ る 日 本 人 に タロ ー を 抽 っ て 6 上 議 7 」 中川 さ ん が 天変 典 閉 し た 声 で うれ し そう に 介 び まし た 。 
らい だ いと 思い まし た 。 ク ラー ク き ん に だ た だ の まれ て J ゎ な し! は 犬 の 好き な 友 だ それ か Tr RHJ 
ち に 次 々 に 電話 を し て きい て み ま し た . ER 財 け で いる そう で す 。 タ ロー の お か げ で 苦手 だ っ た 英会話 が 好き に な っ な た の で 
PR すか 6 ら 、 9 凍 あて か わい 着き そい ます 。 
べ の 犬 好き で 一 番 熱 心 に 申 し 込ん で きた の は 、 斉 校 時 代 の クラ ス メ ー ト だ っ 「 で (ラロ ー1 近 の 子 人 た 上 日 本宮 で きる よ うに な っ た を ラ です 
で それで 次 の 日 日 の 生後 ee まだ た 中川 きん の 自慢 話 が ふえ る で し ょ う 。「 ね え 、 聞 いて / うち の タロ ー は バ 
、 ざ 夫妻 と タロ ー に 会 今 い まし た 。 中 川 さん と タロ ー の 見 合い で し た 。 中 リン ガル よ /」 と いう 声 が 聞こ える よう で す 。 
EARNS Lb oD クラ ー ク きん は 安心 し 
i 45 作 Av こし に し まし が MM 
cs ~- ろ が タロ ー が 初め 中川 家 に 引っ 越し て きた その 隔 の - と で す 。 中川 き 0 MI OUR TO っ 
ん が ああ た だ じ く わた し に 電話 を か けり て き て . こ う 言い まし た 。「 大 変 な の よ 、 本 7 だ の ル よ みあ に の か ら WT 
大 急ぎ で わた し に 英 会 語 を 教え て / あ な た も こ ご 存じ の ょ うに わた し は 高校 時 代 edn ta baa 


③ タ ロー は どん な 語句 を 知っ て いる か 。( 三 つぐ らい 、 例 を あげ な さい ) 


に あま り 勉 強し な か っ た の で 今 で も 英会話 は 苦手 な の よ 。 て も タロ ー と 話 を す 
クー 生生 生 生還 章 | 


る だ め に 英語 き を 使わ ぎる を えな い の よ 。 早 〒( 親 し く な ろう ぅ と 思 つて 必要 な っ 
だ の ま 。 ? さ 島 ま 7 と か "お 手 ? と か / 待 て ? ED と か 言っ て も ま 
っ だ 《 く わから な い 顔 を し て いる の 本 当 ーー た て な る は と 困っ て いる の ょ 。」 
「 を っ ? あな た が こ れ か ら 英 会 話 を 習 ぅ DN a 「 泥 編 だ けど 、 そ れ 
ORmseDr 仕方 な いわ 。 で も タロ ー と 話す だ け 
英会話 で いい の よ ょ 。」 芳生 ね て た の も の で 、r で な 家 へ いら っ し 。 
い 。 2 一 3 時 間 、 一 緒 に 勉強 し て み ま し ょ う 。」 と わた し は 答え まし た 。 
「 シ ェ イ クハ ン デ 」 が 「 お 手 」 よ 、 と か 「 ウ エイ ト 」 が 「 お 待ち 」 と か 「 ヵ ム 
チー が 「 あ いそ うす 分 5 犬 と の 交流 に 必要 ヵ と 思わ れる 表現 を 20 く 6 い 、 


語句 と 漢字 
8 な ら い だ い が く きょう じゅ ふ さい A 
タロ ー( 犬 の 名 ) 習う 学 教 授 夫 か わい が る 
せい かつ な まえ か え か し つぎ っ ぎ 
生活 (名 前 を ) つ ける つれ て 帰る 司 う 次 々 に 
ね っ し ん な か が わ あん し ん み あ , サ 
熱心 に 川 安心 (する ) 見 合い a 
ひ と ひつ よう ’ し た ぞ ん 
| っ 越す 必要 ー ざ る を ぇ ない 親しい ご 存じ 
は ん V どろ な わ し か た し ん けん 
ご 飯 お いで 泥 縄 仕方 な 真剣 (な ) 
こえ か さき [ ひょう げん と っ くん 
声 ね る お 待ち E 特訓 (する ) 
お お よろ こ お どろ Nl こう ふん 
大 喜び 驚く けた だ まし い いわ ば 興奮 (する ) 
きけ は 。 、 じゅう じ まん ば な し 
叫ぶ うち 自慢 話 


ペッ ト (et() クラ ー ク (Clark) ウェ イ ト (wait) クラ ス メ ー ト (class mate) 


シェ イク ハン ズ (shake hands)) カム ヒア ー (come here) カー ド (card) 


ネイ ティ ブス ピー カー(native SDeaker) バイ リン ガル (bilingual) 


練習 問題 
1 . 構文 
①② を 参考 に し て ③ を 完成 させ 、④ は 自分 で 文 を 作り な さい 。 
TT Gt 
(① タ ロー は 生ま れ て すぐ クラ ー ク 家 へ も ら わ れ て きま し た 。 
② 大 学 を 出 て すぐ に 日 本 へ 留学 し まし た 。 
③ 家 に 帰っ て すぐ に 


④ 


2 . ざる を えな い 。 
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{ ソ 


mT Gi 
の ② き いふ を お と し た の で 、 駅 か ら 家 まで 歩か ざす る を えな か っ た 。 


⑨③ テ スト が 近い の で 
④ 
と と か と か 

⑪「 待 て 」 と か 「 お 手 」 と か は 英語 で 何と 言い ます か 。 
ーー 
金持ち の 人 は ベンツ と か ロー ルス ロイ ス と か そそ う 今 ) 


④ 

4 。 (なんとか) よう に な る 

① な ん と か 英語 を 話せ る よう に な り ま し た 。 

の 日 本 語 を 3 か 月 勉強 し た ら 、 な ん と か わか る よう に な り ま し た 。 
い 4 ァ - “ 

な ん と か 料理 が で" き 3 ゞ うと 7 

④ 

5. で きる だ け 

① 日 本 語 は まだ よく わか ら な いか ら 、 で きる だ け ゆ っ くり 話し て くだ さい 。 


② 明 日 の 朝 は で きる だ け 早 く 来 て て だ さい 。 
で きる だ けた くさ ん の 友だち を 
④ 
6 . の お か げ で 

① タ ロー の お か げ て 英会話 が 好き に な っ た 。 

② 友 だ ちの お か げ で 、 安 《 く て きれ いな アパ ー ト に 引っ 越し た 。 
③ 毎 朝 の ジョ ギン グ の お か げ で 
④ 


II. 言葉 の 使い 方 

1.| の 中 の 言葉 を 一 つ 選ん で 、 適 当 な 形 に し て に 書き な さい 。 
① 動 物 が 大 好き な 田中 さき ん は 、 き ん じ ょ の 猫 や 犬 を 大 へ ん か ゆり で ます 。 
② わ た し は ビー ル は 好き で す が 、 ぢ 酒 は の み ま せ ん 。 


9 


クラ ー ク さん は 日 本 に 2 年 も 住ん で いた と 日 本 語 は す し どん 0 %) 
話せ ませ ん 。 NG 

④ わ も な た し の 家 へ ゼ の ~ あそび に 来 で くだ る い 。 

⑧ 先 生 は 学生 に ツタ! 次 問 し まし た 。 

⑥ わ た し は 学生 時 代 に あま り 勉 強し な か っ た の て / 英会話 は に 5 と で お 

(⑦ の ピク ニッ ク に サン ドイ ッ チ レク! ぉ に ぎり いろ いろ な お べ ん と 
2 を 持っ て いき ます 。 と 


⑬ 朝 早く 電話 の ペル が 42 1 な り ま し た 。 

ゆき び し か っ た 中川 さ ん の 一 家 も $、 タ ロー の より て 、 大 へ ん に ぎゃ か に 
な り ま し た 。 

⑩ 新 し い 家 に の 22( と て 、 す で に ペッ ト を プ "2 EE 


せん ぜん あまり せ ひ 、 と が ンー と か か わい が る この に 


の で お か げ 。 飼う 次 々 に . 苦手 けた た まし い 引っ 越す 
レレ と 人 


2.( ) の 中 に ひら が な を 1 字 ず つ 入れ な さい 。 

① タ ロー() わた し (0 け ) 飼 っ て いる 犬 で す 。 

②2 年 前 ( )( )、 タ ロー は 家族 ( ) 一 員 で す 。 

クラ ー ク さん は アメ リカ へ 帰る こと ( ) な っ た -. 

④ 外 国 へ 動物 を つれ て いく ( ) は むず か し い 。 

⑤ 中 川 き ん ( ) その 犬 を あげ た い ( ) 思 いま し た 。 

⑥ わ た し は クラ ス メ ー ト ( ) 次 々 ( ) 電 話 を し まし た 。 

⑦ 中 川 さ ん は タロ ー( ) ぜ ひく だ きい ( ) 言 いま し た 。 

中 川 さ ん は クラ ー ク 夫妻 ( ) タ ロー( ) 会 いま し た . 

⑨ 中 川 さ ん は ? カ ム ウー 2 隊 か (hGC 人 62 シ パル ダ * (。 ) (の 言い 
方 を 特訓 し まし た 。 

⑩ わ た し に ぜひ 英語 を 教え て くだ さい ( ) 真 剣 ( ) た の み ま し た 。 

⑪ 中 川 る さん は 大 喜び ( ) 帰 り ま し た 。 

⑫ つ ぎ ( ) 日 ( ) 朝 、 また 電話 が な り ま し た 。 
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3 、 次 の 言葉 を 使っ て 短文 を 作り な さい 。 


ーー を か わい が る 
② 一 ざる を えな い 
SS は EC~ 
⑨④ い わ ゎ わ ば 
あわ た だ し く 


皿 . 下 の 質問 に 答え な さい 。 


タロ ー は だ れ の 大 だ っ た か 。 

② ク ラー ク 夫 妻 は ペッ ト と 何 語 で 交流 し て いた か 。 

タリ ロー は 日 本 で 生ま れ て 、 生 活 し て いた の に 、 な ぜ 英 語 し か わか ら な い の か 。 
《④ ク ラー ク 夫 妻 は どぼん な 人 に タロ ー を 飼っ て も らい だ た か っ だ た だ か 。 

⑥ 中 川 き さん は な ぜ 英 会 話 が 苦手 か 。 [ 

⑥ 中 川 さ ん は な ぜ 英 会 話 が 習い た く な っ た の か 。 

⑦ 中 川 る さん の 英語 は タロ ー に 通じ た か 。 

⑧ 犬 と の 交流 に は どん な 語句 が 必要 か 。 


IV. 討論 テー マ 


① こ の 「 読 み も る の 」 の 面白 き は は どこ に ある か 。 
② ペ ッ ト を 飼う 時 に 気 を つけ な けれ ば な ら な い 点 は ? 
ペッ ト に つい て 日 本 と あな た だ の 国 と の 事情 を 比較 し な る い 。 
④ 集 合 住 宅 で ペッ ト を 飼う こと に つい て 。 


2 課 屋 台 
wl rd 

日 本 人 が 外国 に 住ん で 2、3 年 た つと むし ょ うに 人 懐か し く 思 い 出 すこ と が い 
* つか あり ます 。 それ は お すし や 温泉 や 屋台 な ど で す 。 屋 台 で お で ん を 食べ な 
が ら お 酒 を 飲ん で みた いと 思う だ け で 胸 が 熱く な っ て くる の で す 。 

外国 に も きま ざま な 屋台 が あり ます 。 屋台 を の ぞ く と 、 そ の 国 の 庶民 の 食 生 
活 が わか っ て 非常 に お も し ろ い です 。 6 

日本 の 屋 全 で は で ん 」、「 ラ ー メ レン 」、「 焼 鳥 、、「 タ 焼き 」、「 焼 き そ ば 」 
が よ 《 で て ゆい ます 。 外国 人 観光 客 に 人 気 の あ る 浅草 で は は 、 1 年 中 いろ いろ な 屋 
王 が て て いま す 。 こ れ ら の ほか に 「 焼 きとう も ろ こ し あんず あめ 」、「 じ ゃ 
」 が 綾 首 セ 」、『 納 あ め 」、「 拓 好み 焼き 聞 手 焼 ぎ 震 ん さい ト な 8 の 選 台 が 寺 の 境 
内 に 所 狭し と 並ん で いま す 。 淫 章 は 毎日 が お 祭り の よう な に ぎわ いで す 。 日 本 
各地 の お 祭り で も 、 屋 合 は 欠か ゃ な 存 人 て 。 子供 の ころ 食べ た 焼き そば や 
" 細 あ め の 味 は 、 大 人 に な っ て も 忘れ られ な いも の で す 。 

本 の 屋 公 は 手押し 車 を ちょ っ と し た レス トラ ン や 飲み 物 尾 に し た も の 。 車 
の まわ り に 椅子 を い くつ か 並べ て 屋台 の 開店 と な る 。 雨 が 降る と ビニ ー ル シー 
ト で すっ ぱり と 包み 、 が 林 に の れ な いよ うに 容れ て いる.oww ルン 
ふだん 私 た ち が 町 で 見 か ける の は 、 庶 民 の 大 好物 の ぉ で ん と ラー メン の 屋台 
で 4 A RMI SR が な ら び ます 。 駅 前 は 一 日 働き ずく め 
て 心 $ 体 も 《 く た くだ な の サラ リー マン が ちょ っ と 一 一 杯 ひっ か ける の に 格好 の 場所 
な の で す 。 日 本 の 尾 台 は 食べ る こと より も 、 む し ろ 酒 を 飲む た め に も 各 る 
人 の ほう が 多い ょ う で す 。 

容 情 7、 6 人 有望 を みわ せな が ら 庫 むる 程 の 角 る で す 。 こ の 人 き が. 
まっ だ く 気 取り の な い 親 し みや すい 雰囲気 を つく っ て いる の で す 。 《 つ ろ い だ 


で 「 で 本 を み 共 わ し 、 ビー ル を つぎ あつ づ て いる うち に 。 いつ じ か 破 才 き 爽 
き 飛 ん で いっ て し まう の で す 。 


は く に 寒い 冬 の 日 に 熱い お で ん を 食べ る の は 、 最高 で す 。 ぉ で ん は 日 本 人 が 
寒い 冬 に 好 ん で 食べ る 鋼 料 理 の こ a 斗 の 中 に は 大 きく 切っ た 大 根 じゃ が 
い ① あ お は ん 村 ん きも 海中 や を 、 ゆめ で 卵 、 昆 大 焼き 豆腐 な どの 具 が 入 
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て いま す 。 普通 、 だ し は 昆布 で と り ま す が 、 屋 台 に よっ て は 、 鳥 肉 で と る と 


ころ も あり ます 。 
お で ん を 食べ な が ら 、 気 の ぉ け な い 友 人 、 知人 と 酒 を 飲ん で いる と 、 体 ば 


が 9 で な くじ の 中 まで ポカ ポカ ト 温 かく な っ て くる の で す 。 

大 都会 住む せ サ す ラ リーマン が 疲れ た 体 を 休め 、 明 日 へ の 活力 を 養う 場所 が 屋 
台 な の で す 。 外 国生 活 の 長い 日 本 人 が 、 な ぜ 屋 友 を 懐か が しむ の か 、 お わか り に 
な っ た で し ょ うか 。 


大 意 チ ェ ッ ク 
⑰ 外 国 に 住ん で いる 日 本 人 が 懐か し く 思 い 出 す の は どん な も の か 。 
② 町 で 見 か ける 屋台 で は どん な 食べ 物 を 売っ て いる か 。 [ 
⑨⑧ 屋 台 の 狭 さ は どん な 雰囲気 を つく っ て いる か 。 


語句 と 漢字 

屋台 し ょ うに 租 か し い ぉ で ん きま ざま な 
し ょ くせ いか つ や き と り や ゃ 

の を ぞ く 生活 焼鳥 タコ 焼き 焼き そば 

あさ くさ 1 ト わた 

浅草 と を う も あみ と し あん ず あ め じゃ が いも 縄 あめ 

けい だ い : こ ろ せ か WM か た い ぐる ま 

境内 所 狭し 欠く 7 手押し 車 ちょ っ と し た 

すっ ぽ り (と )  ( 赤 に ) ね れる 圭 失 する ) 大 時 物 働き ずく ゅ 

が の (に ) 。 ひっ か ける 格好 立ち 寄る 気取り 

雰囲気 し 9" ル ァ 及 前 み 変 わす つぎ あう いつ し か 

吹き 飛ぶ 鋼 料 表 大 根 ちと お は ん さん 

= ん に ゃ ( 、 昆布 焼き 豆腐 具 だ し 

と り に く き ち じん か つり ょ く 

鳥 也 気 の む け な い 知 ポカ ポカ (と ) 活力 


バタ ー (butter) ビニ ー ル シー ト (vinyl sheet) 


サラ リー マン (salaried man/worker) ムード (mood) 


練習 問題 
1 . 構文 
①② を 参考 に し て ③ を 完成 させ 、④ は 自分 で 文 を 作り な さい 。 
1 。 に 所 狭し と 一 
① い ろ い ろ な 屋 吾 が 神社 や 寺 の 境内 に 所 狭し と 並ん で いる 。 
ウィ スキ ー の ボトル が バー の 棚 に 所 狭し と 置い て ある 。 
③ 図 書館 に は 本 や 新聞 や 雑誌 が 
④ 


2 、 一 が 一 の よう な グー の よう に 

① 浅 草 は 毎日 が お 祭り の よう な に ぎわ い だ 。 

② 冬 に は ゲレンデ が スキ ー ヤ ー で ラッ シュ アワ ー の よう に 込む 。 
③ 高 層 ビ どん か ら 下 を 見 る と 車 が お も ちゃ の よう に 


④ 


3 。 より も むし ろ 一 の ほう が 

① 高 級 が レス トラ ン よ り も むし ろ 気 取り の な い 屋 台 の ほう が いい 。 

② 東 京 の 山の手 より も むし ろ 下 町 の ほう が 親しみ や すい 雰囲気 が ある 。 
ヨー ロッ パ よ り も むし ろ ア メリ カ の ほう が 


2 課 屋 台 
ーー 一石二鳥 六 
二 二の足 を 踏む 七 
三 八 
m ル 
・ ホ 


2」 [| の 中 の 言葉 ホー つ 選 ん で 、 適当 な 形 に し て 。 OU 
④ 日 本 人 が 外国 に 住ん で 2 、 3 年 た っ つとむ しょ うに か っ か ^ く 玉 りす こと 
の 
が ある 。 RO し 29 
の 界 の 7 鈴 に 人 気 の ある あさ くさ で は 、1 年 中 いろ いろ な や リル が で て い 
9!。 。 ,_ ぅ の 4 イ Z た で ぐー 
⑧ 日 本 各地 の あお) / で も 、 屋台 は が な 


④ 雨 が 降る と 『 史 が 雨 に Yh + うい る 。 
mii の 司 は 1 日 便 半 の cyb 体 も < を くけ : の サラ リー マン が か 


の / 
ー 稼 て 773 の に 橋 妊 の すす A 

@ 屋 台 の が まっ た 貧 政 り の な い ? 人 て グ や すい 雰囲気 を つく っ 
て いる 。 て が K PN 


④ 


4 ご は (の ) こと だ 

① お で ん は 寒い 冬 の 日 に 日 本 人 が 好 ん で 食べ る 鍋 料 理 の こと だ 。 
カラ オケ の / オ ケ ” は オー ケス トラ の こと だ 。 

③ 紅 葉 は 


a 、2 BE 


本 か かしい エ 夫 する E22 邊 eg 04 諾 広 さ 
必 祭り 気取り ぬれ る ど 一 杯 外国 人 観光 客 店 

0 し 思い 出す | 欠く) ちよ っ と 得 所 衝 狭 き ま 二 杯 
働き ずく め ひっ か ける ut a st 


④ 


II. 言葉 の 使い 方 


1 . 一 か ら 十 まで の 数 字 を 含む 熟語 か 成句 を 日 本 人 か ら 聞 き と っ て 、 二 つ ず つ 
書き な さい 。 


3 .( ) の 中 に ひら が な を 1 字 ず つ 入 れ な さい 。 

① 子 供 の ころ 食べ た 焼き そば や 綿 あめ の 味 は 、 大 人 ((-) な っ (る ) (る ) 写 れ ら 
れ な い ( )( ) だ 。 

の ② ょ ふだん 私 た ち が 町 ( ) 見 か ける ( )( ) 庶 民 の 大 好物 ( ) お て ん と ラー ズ 
ン の 屋台 だ 。 

と てく ( ) 寒 い 冬 の 日 に 熱い む で ん を 食べ る ( )( 人 


2 課 屋 台 


祭り の 日 に 子供 た ち ( ) タ っ 焼き や 寺 き そば や も ちゃ な ど を 買っ て も TV。 討 論 テ ー マ 
ちら っ ( )、 よ ょ ろ こ ん で ぃ 弟 お で ん を 食べ な が ら 、 友 人 、 知 人 と お ぉ 酒 を 飲ん で いる と 、 ど うし て 体 ば か 
了 M 交 を 食 (」)()(、) 気 のり な い 友人 人 、 知 人 と yy 酒 を 航 ん て は り で な く 、 心 も 温か く な る の か 。 
CRG TO ) で な く 心 の 中 (。)( ) 求 カボ みよ 温か て な っ て で 5 ② 屋 台 と は 、 ど うい う 場 所 な の か 。 ど うし て 家族 と 一 緒 に 飲ん だ り 、 食 べた 
1.( ) に ひら が な を 1 字 ず つ 入 れ 、 右 側 と 結び な さい 。 り し な い の か 。 
び ① 屋 双 で お で ん を 食べ な が 6 おぉ お 酒 を * 体 も る くたくた の サラ リー マン 。 あな た の 国 に も 、 日 本 の 屋台 の よう な も の が あっ た ら 、 話 し 合い な さい 。 
飲ん で みた いと 思う だ け ( )  s * 胸 が 熱く 々 な っ て くる の で す 。 
② 日 本 各地 の ぉ 祭り で ( ) > < 格好 の 場所 が 屋台 で す 。 


⑬ 雨 が 降る と ビニ ー ル シー ト ( ) 。 * 屋台 は 欠か せな い 存 在 で す 。 


(① ち ょ っ と 一 杯 ひっ か ける の ( ) * 養う 場所 が 屋台 な の で す 。 


⑤《 つ ろ い だ ムー ド ( ) ° * 屋 公 を すっ ぽ ぱり と 包む 。 
⑥ 一 日 働き ずく ゅ て 心 ( ) * * 酒 を 的 み 交 わし 、 ビ ー ル を 
(の ⑦ サ ラリ ー マ ン が 明日 へ の 活力 ( )。 つぎ あう 。 

?. 次 の 言葉 を 使っ て 短文 を 作り な さい 。 

① 気 の お な け な い 

(いつ し か 

③ ポ カポ カ ( と ) 


④ 肩 と 肩 を あわ せな が ら 


中 下 の 質 問 に 答え な さい 。 


日 本 人 が 外国 に 住ん で 懐か し 思い出 す も の は 何 か 。 

② 日 本 の 屋台 で は 何 を 売っ て いる か 。 

③ 屋 台 が で る 場所 は どこ か 。 

④ 日 本 の 屋台 は 、 と どん な 形 、 様 子 を そし て いる か . 

や 普 通 の 屋 友 に は 、 何 人 で らい 座れ て 、 何 を 飲ん だ り 食べ た りす る か . 
⑨ サ ナラ リー マン は 、 ぼ う し て 屋 右 で 飲ん だ り 食 べた りす る の か .。 

(の お で ん は どん な 料理 か 。 
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| | 3 課 日 本 人 の 笑い 一 狂言 


6 場合 も 、 徹 底 的 に 相手 を や っ つけ る こと は し ませ ん 。 け ん か の 後 は 必ず めで て ey 
| = a い R > し と 呼び 、 身 
| 吊 3 課 日 本 人 の 笑い 一 狂言 た し めで た し で 終わ る の で す 。 この よう な 世界 を 「 和 楽 (わら 〈)」 
MN ト の 「 シ ェ イ クハ ンズ 」 な の で す 。 
| : か な 。 ツ ファー に 横 に 移ら て 光 層 あの 癌 を 大 が た し マイ AV が 0 
| 0 ら 5 ない 話 を し て いる 。 聞く と は な し に 聞い て いる と 、 いつ の ま に や ら 6 笑い に 引 狂言 の 登場 人 物 は 、 太郎 冠者 は 楽天 的 で 、 時 に は 、 ず る が し 
| で の りあ E 族 を 板 み 村人 で 幸生 な 仙 い ot まる も さあ 6 ネロ saa aa ht 
| 用 っ かり 球 れ が よれ て いた 記さ ん な 経験 を も た 入 は いよ 思い ます 1 tt 
川 用 こし た も めか 祭 % は さして れず 笑い の な 久生 は で ちょ 実は 自分 の 思う よう に 殿様 を :、 上 か ら の 圧力 に も めげ ず 、 し 
川 な いも の は あり ませ ん 天 郎 完 者 の 生き ざま か ら 、 封 建 社会 の 座 民 が 、 
| よ いい o le 
川 用 2 - タ ヽ ゝ た こと が うか が えま す 。 
用 て 人 は 無 表情 だ よ か 、 喧 いた か 、 い ろ い ろ よ 言わ れ て いま す が 。 日 、 OO ツ で ある 狂言 を た くさ ん 見 る 
| 川 9 記 Fi5 ヽ wrt = ~ 
| うこ 上 が 大 好き な 国民 で す 。 長 い 間 笑 い の 文化 を 大 事 に 育て て きま した. EM lt は 海外 で 普及 し て 、 理 解る れる よう に な れ 
| 。 、 浅 才 聞 語 が 人 気 が あ り ま す が 、 も っ は も 吉 い 音 肛 的 証 典 芸 能 に 寿 き 6 RE 
| / 少な i (人 o 
| し 言 は も を も は お 障 の 中 国 か 6 8 世紀 に あか 国 に 伝え られ て ば 、 経 済 摩擦 、 文 化 摩擦 も 少 
UN I i 年 革 は 当時 の 
川 で まる 拓馬 も も に 洲 じ られ ます 。 生体 よし た 6 大 意 チ ェ ッ ク $ 
| 能 は 、 i a RS それ だ け に 真 面 日 で や ゃ や 由 苦 し る は 知 め ま ① 上 日 本 の 喜劇 的 舞台 芸術 の 代表 は 何 か 。 
。 そこ て 、 能 と 能 の 間 に 息 抜き の 意味 も あっ て 面白 な が し い 、 記 の 0 が 


② 疲 れ て いる 時 は 、 能 と 狂言 と どちら の ほう が いい か 。 
③ 狂 言 の 登場 人 物 は 何人 ぐら いか 。 


HN いも の を は きん で 演じ られ で きま し た 。 そ れ が 、 和 狂言 で す 】 

。 。、、 舞 宮 て の 雲 を 見 て も 6 う 6 の た いう よ 役者 が 舞 右 の 上 か ら 纏 補 に 
川上 計り か ける 甘 で 、 役 者 の 表現 力 が 陽 か で あれ ば 、 言葉 が あか ら 6 な く て も 
| に 観客 に 通じ ます 。 に も か か わら ず 、 狂言 は 他 の 伝統 芸能 で ある 歌 無休 
| 、 能 よ り 一 歩 運 れ て 海外 に 紹介 きれ まし た 。 外国 に 紹介 きれ た の は 、30 生 
川 用 ぐら い 前 で す 。 

| ーー 最近 、 こ の 古典 半 能 が 日 本 人 の 笑い の 原点 と し て 、 ア メリ メ で 注目 
(NI 先日 NKK の 国際 放送 で 。、 コン ピア 大 学 で 狂言 に つい て 地 
| っ て 圭 い た アメ リカ 人 の 女子 学生 が 貞 味 深い こよ を 言っ て いま し た . 
i UR ho 
NM と なの (半鐘 入 )2 和 内 ま 案 楽 が だ 0 が KD 誠 まで っ 
NU i ed CE 
| の 本 質 を もら えた 画 白い 見 方 だ 思い ます 。 導 言 で は 、 争 いこ は を 
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| | | 3 課 日 本 人 の 笑い 一 狂言 
| | SER 
| 練習 問題 
| 語句 と 漢字 ER 
| 狂言 横 に な る くだ が ら 6 か いつ の ま に ゃ ら 引き 込 も 4 
| 還 ] ー こら な - 込む が LU で 文 を 作り な さい 。 
| 用 抱え る 収 ま 思 議 ほぐす 
| 靖 え る NE lt \ 
| | じん せい む ひょう じょう まん ざい らく ご き げき て き が し に て いる こ * 出 し や 則 者 六 
| 人 無 表 情 漫才 落語 喜劇 的 ④ 落 語 を 聞く と は な し に 聞い て いる と 、 お か し く て 笑 * 
||| | こ て ん げ い の う み が よん そう こっ けい i i ~ ゝ ここ 4 め た 。 
| 古典 芸能 。 磨く 挫 3 滑稽 (な ) 劇 ② 遊 ん で いる 子供 た ち を 見 る と は な し に 見 て いる と 、 急 に けん か を し 始 
| 能 演じ る 狂 導体 華やか (な ) 新聞 を 読 せ し は な し に 読ん で いる と 、 
| 肖 和 は いい 稚 か た くる いき ぬ ④ 
| 真面目 や や 苦し き 否め な い 息抜き 6 
面白 おかしい ( 廊 の )> る は きせ 役者 rN 
か ん きゃ 〈 い y か た 9 We ① も ジ と も 古い 喜劇 的 古典 芸能 に 狂言 が ある 。 
00 nd St) Me の ⑦ も っ と も きら いな 日 本 の 食べ も の に 納 号 が ある 。 
つう か ぶ き ぶん らく ぼ 間 2 の 
通じ る 《 り に 5 かかわ 5 ず 歌舞 伝 6 ⑧ 著 者 に も っ と も 人 気 の ある 
げん て ん ちゅ う も く こく さい ほう そう は く し ろ ん ぶ ん 
し か し 原点 注目 (する ) 国際 放送 博士 論 ④ 
療 ノ 悪玉 説い 対立 (する ) 席 投 ける ) 時 X 、 清和 PA 
け らい か なぁ ほん し っ み か た < 英語 で い の 0 ま る に 。 03ES Ni 」 “ジグ た o 
| 家 来 けん ヵ 仲直り 質 見 方 較 WE に AN 
あら そ え が て っ て いて き ② 若 者 の 言葉 で い えば 、 彼 は まる し く カ 0 + ーー ツマ 
| 争い ざと 描く 徹底 的 に や っ つけ る めで た し めで た し OE DE 
わ らく < と うじ ょ うじ ん まっ ム と の きま 上 寺 か と 言 で いえ ば 、 
| 和楽 まさ し く 登場 人 ! 抜け て いる 殿様 の 
の い み よん めい れい ぃ いり 
川 | 語 身 あさ くま は て 命令 生き ざま II. 言葉 の 使い 方 
| 土建 庶民 圧力 めげ ず し た た か (な ) 1 . 左右 の 言葉 を 結び な さい 。 Me 
| う か が 2 早道 摩 近 A. ( 例 ) 肩 の こら な い 一 一 話 B. ( 例 ) 腹 を 抱え て 一 一 笑う 
川 2 うかがう 道 祭 Eg 歩く ① 腹 を こわ し て 学校 を 話す 
| ② 肩 を いか らし て 仕事 ② 腹 を すか し て 泣く 休む 
ONI コメ ディ アン (comedian) NHK(Nippon Hoso Kyokai) ③ 肩 み が 狭 い 子供 ③ 腹 を だ て て 食べ る 
I 1 
用 コロ ン ビ デア (Columbia) ルー ツ (roots) ④ 肩 書 ば か り の 楽に な る ④ 腹 を 割っ て 買う 
| I と 怒る 
NN シェ イ クハ ンズ (shake hands) ⑤ 肩 車 に 乗せ た 思い ⑤ 腹 を 決め て 家 を le 
川 ⑥ 肩 が 軽く な っ て 名 刺 ⑥ 腹 一 杯 赤 
| 25 


| | 3 課 日 本 人 の 笑い 一 狂言 


I 2 . [| の 中 の 言葉 な ー つ 選ん で 、 適 当 な 形 に し て に 書き な さい 。 EX 8 
I ① は 私 た ちの 心 も 体 も て で れる 。 4 。 次 の 言葉 を 使っ て 短文 を 作り な さい 。 

| (の 2 を 主体 と し た は 、 華 や か で 落ち 着い た も の 。 ① あ ら 、 不 思 議 

③ 役 者 が か ら 観 客 に じかに 芸 で 、 の 豊か な 表現 力 ② 華 や か (な ) 

| が いる 。 ⑨ 面 白き か し い 
I ④ 狂 言 は 他 の で ある 、 能 より 一 歩 遅 れ て 海外 に ④ 抜 け て いる 
川 民 紹介 され た 。 ⑥⑤ 笑 い 

川 ⑥ ュ ロン ピア 大 学 で 狂言 に つい て 、 を 書い た の 女子 学生 が 

I こと を 言っ て いた 。 皿 . 下 の 質 問 に 答え な さい 。 

I ⑧ 竹 言 の 。 は ちょ っ 殿様 と 家 来 で ある で ある 4。 ⑳ 療 れ を ほ で す に は 、 何 が 一 番 い いか 。 

| ⑦ 太 郎 冠 者 は て 、 時 に は ずる が し 《 く こ に も で いる 。 ② 日 本 人 の 笑い は 「 狂 言 」 の ほか に 、 ど ん な も の に 表れ て いる か 。 

| ⑧ 日 本 人 の を に は 、_ の 笑い の で ある 狂言 を ⑧ 狂 言い 、 い つ 、 ど こ か ら 日 本 へ 来 て 、 い つっ さ ク み 完 成 し た か 。 
| | だ くさ ん 見 る の が で ④ 能 と 狂言 の 違い は 何 か 。 
| 太郎 冠者 楽天 的 早道 歌舞 伎 台 の 上 伝統 芸能 TR SA < tp ts 
| ⑥ コ ロン ピア 大 学 の 女子 学生 は 博士 論文 に 、 日 本 の 狂言 で は 争い ご と の 結末 


NN 博士 論文 理解 する 笑い 歌 アメ リカ 人 舞 文楽 
役者 ルー ツ 能 ほぐす 抜け て いる 登場 人 物 
| 心 富む 機知 興味 深い 語り か ける 庶民 


は 、 ど の よう に な る と 書い た か 。 
の ⑦「 和 楽 」 と は 何 か 。 


| 」 
| IV. 討論 テー マ 

| 3. ( ) の 中 に ひら が な を 1 字 ず つ 入れ な さい 。 ① 狂 言 の 主 役 ほ し て の 太郎 冠者 は どん な 人 物 か 。 

| ① よ て 日 本 人 は 無 表情 だ ( )( )、 嗜 い ( )( )、 い ろ い ろ と 言わ れ て いる 。 ② 筆 者 は 、 太 郎 冠者 か ら 日 本 の 封建 社会 の 庶民 を どの よ うに 描い て いる か 。 
UN の 狂言 は 当時 の は な し 言葉 ( ) 摘 装 ( ) よ る 清 稽 な 劇 ( )、 能 ( ) と も に 演 狂言 が も っ と 海外 で 普及 し て 、 理 解 さ れる よう に な れ ば 、 ど うし て 経済 摩 
| じ ら れ る 。 擦 、 文 化 摩擦 が 少な てく な る の か 。 
| | || | ③ 欧 米 の 演劇 だ ( )、 善 玉 、 悪 玉 ( ) どこ まで ( ) 鋭 く 対立 し て 演技 する 。 ④ あ な た の 国 に も 、 伝 統 芸能 の 中 で 、 太 郎 冠 者 の 役割 を する 者 が いる か 。 
I ④ 日 本 の 伝統 的 ( ) 芸 術 と 西欧 の 芸術 ( )( ) う まく 合っ て いる 。 ⑧「 笑 い 」 は わた し た ちの 日 常 生活 の 中 で 、 ど れ だ け 必 要 だ ろう か 。 


NN ⑤ 日 本 人 の 本 質 ( ) と ら え た 面白 い 見 方 ( ) と 思う 。 

⑧ 和 狂言 で は 、 争 い ( )( ) を 描く 場合 も 、 徹 底 的 ( ) 相 手 を や っ っ ける ( ) 
( ) は し ませ ん 。 

用 ⑦ 日 本 の 伝統 芸能 ( ) 男 性 の 役者 に より 、 父 ( )( ) 子 ( ) と 、 受 けつ が れ 
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4 課 北海 道 で の 夏休み 

去年 の 夏 、 私 は 前 か ら ず っ と 竣 見 て いた 北海 道 に 旅行 する こ と が で きた 。 い 
ろ い ろ な 面 で いつ も お 世話 に な っ て いる 華 先生 か ら の 誘い びあ っ た 。 先生 が ア 
メリ カ 時 代 に 知り 合っ た 古い 友人 の 渡辺 先生 に お っ し ゃ る 札幌 在住 の 大 学 教授 
が 、 ニ セコ の 羊 踏 山 (別名 を ぞ 富士 ) の ふも と に ログ ハウ ス を 建て て 、 工 先生 
を 招待 し て て だ きっ た と の こと だ っ た 。 工 先生 、S 先生 、 わ た し 、 わ た し の 友 
人 の B さ ん の 女性 ば か り 4 人 で 10 日 間 の ドラ イブ の 予定 だ っ た 。 東 北 自動 車道 
で 本 州 を 縦断 し て 青森 へ 行き 、 青 画 フ ェ リ ー に 乗っ て 函館 経由 で ニセ コ ま で 行 
計画 で あっ た 。 

出発 の 前 夜 は 、 遠 足 に 行く 小学 生み た い に 胸 が わく わ て し て 全然 眠れ な か っ 
た 。 何 回 も バッ グ の 中 を 確か め た り 、 北 海道 の 草原 を 想像 し て みた りす る うち 
に 夜 が 明け 、 出 発 時 間 に な っ て し まっ た 。 暑く ならない うち に 出発 し よう と 、 
6 時 に 新宿 駅 で 待ち 合わ せ を し た の で 、B き さん と わた し は 急い で 出かけ た 。 わ 
た し た ち は 一 睡 も し て いな か っ た が 、 元 気 いっ ぱい で 最高 の 体調 で あっ た 。 
東北 自動 車道 走っ て 、 仙 台 ま で 行く 。 運 良く 有名 な 「 七 夕 祭 り 」 の 日 に あ 

た り 、 色 とり どり の 七夕 和 飾り を 見 る こと が 出来 た 。 初日 は 水沢 に 泊まっ うた 。 二 
CL 0 奥 入 瀬 渓流 に 治っ 
て 走り 、 霧 に 包ま れ な た 八甲田 を 通っ て 青森 市 に 入っ た 。 ーー 人 で ずっ と 運転 な き 
る 丁 先 生 は 大 変 お 疲れ な の に 、 B さ ん と 私 は 後ろ の 席 で お し ゃ べり し た り 、 居 
眠り し だ た だり 、 食 べた り し て いた だ 。 夜 、 フ ェ リ ー ボ ポー ト に 着い た 。 た くさ ん の 車 
が 順番 を 待っ て いた 。 わ だ た し た ち も 2 時間 ぐ らい 待っ た が 、 潮 風 が 当たる ポー 
NN Og i 
魅了 きれ て 、 時 間 が た つの も 忘れ て いな た 。 本 は 

北海 道 の 玄関 函館 に 着い た の は 翌日 の 明け 方 で あっ た 。 朝 市 で 新鮮 な カニ 
や エピ な ど を 食べ な が ら 、 魚 市 場 を 歩き まわ っ た 。 函館 山 か ら 見 下ろ す 港 の 風 
景 は 、 何 と も 言え ぬ 絶 久 で あっ た 。 ハ リス トス え 正 教会 、 聖 ヨ ハネ 教会 、 元町 カト 
リッ ク 教 会 な ど が 異国 的 な 感じ で 、 小 高い 丘 に 建っ て いる 。 ま だ た 、 赤 に いれ ん が 
作り の 郵便 局 を 改造 し た 「 ユ ニオ ン ・ ス クエ ア 明 治 館 」 で は 、 シ ョ ッ ピ ング 好 
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4 課 北海 道 で の 夏休み 

の BS きん よわ た し は 何時 間 も 間 中 に な っ て し まっ て 、 先生 方 が わた し だ ち を 
還 が し まち る ハプニング も あっ た 。 

函館 を 後に し て 、 広 々 と し た 草原 を 横切っ て 最終 目的 地 の 羊 踊 山 の ふ も と の 
用人 屋 に 着い た 。 そ の ログ ハウ ツ ス に 泊め て いな ただ き 、 北 海道 の あちこち を 見 物 
衣 8 計画 で あっ た 。 渡辺 先 生 は 心から わた し た ち を 迎え て くだ きっ た 。 家 の 中 
は 建て た ば か り の 木 の 香り が し だ 。 台所 に は 手作り の ジャ ム が 名 札 を 
付け て 並ん で いた し 、 冷 蔵 庫 に は 冷 冷た い ビ ー ル や 果物 が 所 狭し と 入っ て いた 。 
渡辺 先生 の こ まや か な 気配 り に わた し た ち は 感 動 し て し まっ た 。 夕 方 、 渡 辺 先 
村人 め 直入 の 椅 友 事 導 敵 め 放 て に ぎ や か に な っ た 。 

翌朝 際 の 如 で よれ た じゃ が いも や キャ ペ ツ な で 朝食 を 済ま せ て 、 oy 
内 の 見 物 に 出かけ た 。 札幌 の シン ボル で ある 時 計 吾 、 二 祭 り で 有名 な 大 通り 
海道 大 学 で は 特に 「 ボ ポー イズ 、 ビー で アン ビシ ャ ス 」 と 名 言 を 残し た ク 

ラー ク 先 生 の 銅像 を 見 た 。 ク ラー クタ 会 館 で 少し 休ん で か ら 、 ポプラ 並木 を 見 た 
細 広々 と し た 北大 キャ ン パ ス を ドラ イブ し て 回 っ た 。「『 札 幌 ビ アメ ・ ガ ー デ ン 」 
で の < こち そう に 生 ピ ー ル は 欠か せな か っ た 。 夜 は 山小屋 で 十勝 ワイ ン を 前 に し 
EN 先生 方 と い ろ い ろ な 話 を 交わ し た 。 旅 に 慣れ た 工 先生 は スケ ジュ ー ル 通り 
の 決ま っ た 旅行 より 、 ゆ っ た りほ し た 気持 ち で の 気まま な 旅 が お 好き で 、 思 い 
立っ た ら ム ふら り と 旅立つ の だ を うだ 。 わた し も な る ほど その より だ と 思っ た 。 
次 の 日 は 野幌 の 「 開 拓 村 」 を 訪れ て 、 明治 ・ ・ 大 正 期 の 建造 物 や 生活 様式 を 再現 
し て ある の を 見 て 回 っ た 。 日 本 の 歴史 に 触れ て みる 有益 な 一 時 を 過 ご LCE 

次 の 日 は 小樽 で 、 運 河 や 北 一 硝子 の 店 を 回 り 、 オ ー プ ン し た ば か り の 映画 
ター で あっ た 石原 裕次 郎 の 記 飼 念 館 を 見 た いと いう わた し の ミ ー ハ ー な 願い に 泊 
は 反対 せ ず に 付き 合っ て くれ だ た だ 。 わ た し と B き ん は いた る 所 で 写真 を 撮り まく 
っ た 。 ま た 、 わ た し た ち は 波 辺 先 生 の ご 案内 で 新 見 温泉 の 古 色 蒼 然 た る 蒸し 風 
四 に も 入っ て みた 。 先 生 は こ の 蒸し 風呂 が すご く お 気 に 入り な 様子 て あっ た 。 
次 の 日 は 五色 温泉 に 行き 、 テン ネプ リ 山 を 眺め な が ら 露 天風 呂 を 楽し ん だ 。 ニ 
セ ュ の 周辺 に は 何 十 か 所 も の 温泉 や 、 スキ ー ー 場 が ある の だ を うだ 。 山 の 和典 の 温 
泉 場 に 行く 途中 、 北 キ ツネ に も 出 会 っ た 。 わ た し は さま ぎ ま な 初 体験 を し た 。 

上 海道 で の 最後 の 夜 は 油 公 湖 の 花火 を 見 に 行っ た 。 湖 に 落ち る 花火 を 見 な が 
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ら わ た し た ち は 欲 声 の 連発 で わっ た 。 あ まり に も ファ ンタ ステ イッ ク な の で 涙 


が 出 た 。1 週間 た いう 日 が 、 あ っ と いう 間 に 過 ぎ 去 っ た 。「 せ め て も ぅ 1 週間 滞 
在 が の ば せ だ ら 」 と いう の が われ われ 全員 の 気持 ち だ っ た 。 

帰り 道 は 室蘭 か ら の フェ リー に し 、 濾 辺 先生 や ログ ハウ ス と の 別れ を 惜しみ 
な が ら 室 蘭 に 向かっ た 。 毎年 、 夏 休み を 北海 道 で 過ごさ れる 先生 の 気持 ち が 
分 か る よう な 気 が し た 。 わ た し は も うす っ か り 北 海道 の と りこ に な っ て し まっ 
た 。 心 の 中 に は 思い 出 を いっ ぱい 詰め 、 バ パッ グ の 中 に は 撮り 終わ っ た 15 本 の フ 
ィ ル ム を 入れ 、 わ た し た ち は す し 詰め の 通勤 電車 が 待っ て いる 東京 の 日 常 生活 
へ 向かっ た 。 帰 京 す る や いな や 、 も う 次 の 夏休み が 待ち 遠 し い 気 が し た 。 


大 意 チ ェ ッ ク 
① い どこ を 通っ て 仙台 へ 行き 、 そ こ で 何 を 見 物 し た か 。 
② 青 森 か ら ど う や っ て 北海 道 に 渡っ た か 。 
③ 北 海道 で どこ を 観光 し た か 。 
《④ ニ セコ は どん な 所 か 。 
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ログ ハウ ッ ウス (log house) 

ロマ ン テ ィ ッ ク (romantic) 
ョ ヨハネ (johannes) カト リッ ク (Catholic) 
ユニ オン ・ ス クエ ア (Union Square) 
シン ボル (symbol) 
クラ ー ク (William Smith Clark, 1826 一 86) 
キャ ンプ バス (campus) ビア ・ ガ ー デ ン (beer garden) 


スケ ジュ ー ル (schedule) 
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よく じ つ 


せい きょう か い 
= 


きた いち が ら す 


北 一 硝子 


フェ リー (ferry) 
ハリ スト ス (⑤Khristos) 


ハプニング (happening) 


キャ ベツ (cabagge) 


「 ボ ポー イズ , ビー・ ア ン ビ シャ ス 」 (Boys, be ambitious) 


ポプラ (poplar) 


オォ ー デ プン (open) 


ファ ンタ ステ ィ ッ ク (fantastic) 
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1 . 構文 
A. ①② を 参考 に し て ③ を 完成 させ 、④ は 自分 で 文 を 作り な さい 。 
1 . て と の 一 
①T 先 生 を 招待 し て て だ さっ た と の こと だ っ た 。 
② 渡 辺 先 生 は 客員 教授 {と し て アメ リカ へ 行か れ た と の こと だ っ た 。 
③ 両 親 が 日 本 に 来る と の 知ら せ 


④ 


2 。 < 経由 感 <o 

① 画 館 経由 で = セコ まで 行く 計画 だ っ だ ただ 。 

② 飛 行 機 は 北極 経由 で 北米 、 ヨ ョ ヨー ロッ パ へ 飛ん で いる 。 
③ 地 下 鉄 経由 で 


④ 


3 。 か えっ て 

① 退 屈 で は な く 、 か えっ て 風景 に 魅了 さ れ て 、 時 間 の た つの も 忘れ て いた 。 
@ 突 然 訪 ね て 行っ て 、 か えっ て 迷惑 を か け て し まっ た 。 

③ タ クシ ー で いっ た の に 、 


④ 


4 . せめ て 一 た ら 

①「 せ め て も 3 う 1 週間 滞在 が の ば せな だ た だら 」 と いう 気持 ち だ っ た 。 

② 国 立 大 は だ めで も 、 せ め て 有名 私 立 大 学 に 合格 し た ら よ か っ た の に 。 
せめ て 電話 で も か け て くれ た だ ら 

④ 


5 . する や いな や 

① 帰 京 す る や いな や 、 も う 次 の 夏休み が 待ち 遠 し い 気 が し た 。 
② 結 婚 す る や いな や 、 あ の 人 の 態度 は 急 に 変わ っ た 。 

③ カ ニ を 食べ る や いな や 


④ 
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BB。 次 の 言葉 の 尊敬 語 、 謙 譲 語 を 書き な さい 。 
1 , (お ぉ お ) か (ご ) を つけ な さい 。 
6 好き な ③ ( ) 写真 | ⑥ (大 完 YY(`) 旅行 
①( ) 計画 ④( ) 趣味 ⑦() 世 話 ⑩( ) 案内 
② ( ) 元気 な ⑥ (6 ) 考え ⑧( ) 家族 _⑪() 帰 5 
2 . 動詞 の 形 を 変え な さい 。 
例 泊め て も 6 う 泊め て いた だ く ⑤ ド ライ ブ に 連れ て 行っ て も ら う 
① 過 ご す 
⑨ ず 招待 し て くれ る 
⑧ 迎 を て くれ る 
④ 運 転 す る 


⑥ 日 本 語 を 教え て も 6 ら 2 


中. 言葉 の 使い 方 


1. | | の 中 の 言葉 を 一 つ 選 ん で 、 適 当 な 形 に し て に 書き な さい 。 

① 征 先生 の アメ リカ 時 代 か ら の 、 渡辺 先生 が 、 ニ モコ の  ( 別 
名 ぇ ぞ 富 士 ) の ふも と に を 建て て 、 華 先生 を て くだ きっ 
GE 。 

@ 有 名 な 仙台 の 。 。 の 日 で 、 わ た し た ち は 運 良く 色とりどり の を 
尊 放 に (が で き (た 。 

③ を 一 周 し 奥 入 瀬 渓流 に 沿っ て 、 霧 に た 八甲田 を 
通っ て 青森 市 に 入っ だ 。 

④ 北 海道 の 瑞 館 に の は 翌日 の で あっ た 。 函 館山 か 
ら 港 の 風景 は 絶景 で あっ た 。 

⑤ 北 海道 大 学 で は 特に の 銅像 や 、 を 見 た り 、 を ド 
生 オブ 選 調 全局 次 

⑥「 札 幌 ぴ ビバ /・ ガ ー デ ン 」 で の に 生ビール は な か っ た 。 夜 
は 山小屋 で を 前 に し て 、 先 生 方 し いろ いろ な 話 を 交わ し た 。 

⑦ わ た し は も う 北海 道 の と りこ に な っ し まっ た だ 。 心 の 中 に は を 
いっ ぱい 、 バ ッ グ の 中 に は 15 本 の フィ ルム を 入れ 、 東 京 


4 課 北海 道 で の 夏休み 


の 日 常 生活 へ 向かっ た 。 疾 革 審 人 毅 、 
ジン 


コグ 先 年 七夕 祭り 明け 方 招待 する 七夕 和 飾り 
ONAN TC EE ポプラ 並木 す つ かり 包む 
古い 友人 十和田 湖 十勝 ワイ ン 何と も 言え ぬ 

撮り 終わ る 玄関 品 ログ ハウ ス 羊 踏 山 着く 
欠く 走る 見下ろす 詰め る 思い 出 


2. ( ) の 中 に ひら が な を 1 字 ず つ 入 れ な さい 。 

① 旅 行 は 、 工 先生 が アメ リカ 時 代 ( ) 知り 合っ た 古い 友人 の 渡辺 先生 ( ) 
( )( ) 大 学 教授 ( ) 招待 だ どっ た 。 

② 東 北 自動 車道 ( ) 本 州 ( ) 縦断 し て 青森 へ 行き 、 青 上 フェ リー( ) 
乗っ て 画 館 経由 ( ) ニモ コ ま で 行く 計画 ( ) あっ た 。 

③ 家 の 中 は 建て た ( )( )( ) の 木 の 香り ( ) あ ふれ て いた 。 容 蔵 庫 ( ) 
(  ) 浴 た い ビ ー ル や 果物 が 所 覆 し ( ). 入 っ て いた 。 

④ 旅 ( ) 慣れ だ 先生 は ゆっ た り 9 ( ) し た 気持 ち で 、 気 まま ( ) 旅 が お 
野 知 過 和 AII 紛 立つ (か (て 放線 多少 民放 立 わた) だ を うだ 。 

⑤ ォ オー プン し た ( )( )( ) の 石原 裕次 郎 記念 館 を 見 ( ) 行っ た 。 そ れ 
か ら 、 五 色 温泉 に 行き 、 ア ン ヌ プリ 山 を 眺め ( )( )( ) 露天 風呂 ( ) 
楽し ん だ 。 この辺 ( ) 北 キ ツネ や 熊 に 出会う ( )( ) も ある 。 

⑥ 洞 爺 湖 の 花火 は 動い て いる 船 ( )( ) 打ち 上 げ る も の で 、 ド ー ン と 上 が 
り 、 フ パッ ( ) 散る 豪華 な 花火 に 、 歓 声 の 連発 ( ) あっ た 。 

3 . 次 の 言葉 を 使っ て 短文 を 作り な さい 。 

① 何 と も 言え ぬ 

② こ まや か な 

③ 所 狭し と 

④ あ っ と いう 間 に 

⑤ 教 ぇ 子 


35 


・ 下 の 所 に ある 名 所 ・ 記 念 物 な ど を 右 か ら 選 び に 書き な さい 。 


5 課 飛鳥 」 一 一 夢 を 乗せ る 豪華 客船 


a. 東北 花火 開拓 村 、 ビ ア ・ ガ ー デ ン 、 | WM 
b. 函館 新 見 温泉 、 ロ グハウス 、 仙 台 七 タ 目 本 船籍 の 客船 と し て は 、 最 大 の 規模 を 誇る 「 飛 鳥 」 は 総 工費 150 億 円 、 総 ト 
M 祭り 、 八 甲田 、 奥 入 源 渓 流 、 運河 、 レン 数 2 万 8.717 ト ン 、 客 室 数 292、 1 泊 4 万 円 か ら 20 万 円 まで 、 ま き に 動く 豪華 
が ハリ スト ス 正 教会 、 石 原 裕次 郎 記 M OU gr ae RAI 
d. 小橋 念 館 、 五 色 温 泉 、 ア ン ヌ プリ 山 、 ホテ ル だ 。 甲板 に は プー ル が あり 、 気 泡 ぶ ろ も 楽し め る 。 料理 は 一 流 の フラ ン 
e、 札幌 HI et Spi 料理 、 和 食 や 、 す し バー も ある 。 
人 の 飛島 とい う 名 前 か ら 受 ける イメ ー ジ 通り 、 純 自 の 船体 を 日 本 の 伝統 色 で ある 
背 ほ 金 の ライ ン て 分 る 次 が 美しい 。 乗船 し て みる と 、 飛鳥 と いう 名 前 は 外観 ば 
か り で な く 〈、 も つと いろ いろ な 意味 で 日 本 的 な 心配 り を 表し て いる の だ と 気 づ 
軸 . 下 の 質問 に 答え な さい 。 いた 。 
①「 わ た し 」 は 北海 道 の ど こ に 招待 きれ て 行っ た の か 。 議 内 イン テリ ア の カラ ー コ ー デ オ ネ ー シ ョ ウツ" ダ ャ ヤッ ー だ け で で 前 の 例 重 作 も 
② 十 和田 湖 か ら 、 ど う や っ て 青森 へ 行っ た か 。 いて いる 浴槽 。 洋食 と と も に 和食 の パ バリエーション の 多き る 。 と どれ を と っ て も 欧 
③ 画 館 で どこ を 見 物 し た か 。 米 の 客船 の まね で は な い 。 オ ォ オリ ジ ナ ル の セン ス を 感じ る 。 そ し て 、 何 より 心地 … 
⑨ ロ グハウス の 持ち 主 は だ れ で 、 そこ に 何人 泊まっ た か 。 まい の は きめ の 細か い サ ービス で ある 4。 つか ず 離 れず の 場所 に いる クル ー た ち 
⑤ え ぞ 富 士 と 言わ れる 羊 踏 山 は ぼ こ に ある か 。 の 存在 は 、 空 気 の よ う に 自然 で 、 安心 感 が ある 。 聞く と こ ろ に よる と 、 ス タッ 
⑧ 札 幌 市 内 で どこ を 見 物 し た か 。 ク の 数 は 240 名 、 乗 客 584 名 で 2.4 人 に ひと り の クル ー が 担当 し て いる こと に な る 
⑦ 北 大 の キャ ン パ ス に は 何 が ある か 。 を う で ある 。 . 
め ニ セコ の 周辺 に どん な 温泉 が ある か 。 し か し 、 飛 鳥 は 日 本 的 で ある と 同時 に 、 イ ンタ ー ナ ショ ナル な 船 と し て の 和 釣 
③ 洞 爺 湖 の 花火 は 、 ど ん な だ っ た か 。 力も 兼ね 備え て いる 。 客 船 に は 客船 の 文化 が あり 、 海 の 上 で は 大 人 の 社交 場 と 
⑩「 わ た し 」 は 北海 道 の 旅行 が 終わ り 、 ま た 東京 の 日 常 生活 に も どる こと を 、 し て の 生活 が ある 。 日 こ ろ 「 社 交 的 」 な こと に は な じみ の な い 日 本 人 も 、 日 常 を 
どう 感じ て いる か 。 離れ て 、 ハ イッ サエ ティ ー な 楽し み を 味わっ つて も ら 6 え た 6……。 を ん な 気持 も 
⑩「 わ た し 」 は スケ ジュ ー ル どおり の 旅行 を する より も 、 と ん な 旅行 を し た が ら 、 飛島 の スタ ッ フ た ち は 世 昌一 流 の 客船 を ゅ ざし て サー ビス に も プロ の 意 
| いと 言っ て いる か 。 識 を 忘れ な い の で ある 。 
RI 乗船 し て 、 レ セ プ シ ョ ン の カウ ンタ ー で 歓迎 の あい きつ を 受け る と 、 も うこ 
I IV. 討論 テー マ こ は 日 本 で は な いよ うな 錯覚 に お を そ わ れる 。 シャ ン パ ング ラス を 傾け て 出港 を 
| ① 北 海道 へ 行っ た な ら 、 ど こ を 観光 し た いか 。 待っ て いる ほ き も その 思い は つの る 。 気がつく と 、 ク ルー の メン バー の 半分 以 
| | ② 北 海道 へ 行っ た こと が ある 人 は 、 北 海道 の どこ に 、 何 に 、 魅力 を 感じ た か 。 上 が "外国 人 "な の だ 。 欧米 や フィ リピ ン の 人 と 思わ れる クル ー が 、 それ ぞ れ に 
NI クラ ー ク 先生 は どの よ う な 人 か 。 知 っ て いる だ け の べ な きい 。 一 番 似 合 っ た 持ち 場 で 働い て いる の が お が る る 。 言 葉 の 心配 で ちょ っ と 不安 に な 
( っ だ が 、 こ の 船 の 公用 語 は 日 本 語 な の だ と 聞い て 、 ホ ッ と し た 。 
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この ツア ー の 何より の 楽し み は 、 。 め オー マル ドレ シス 着用 の 正式 な パー ティ ー 
だ 。 ま が 数 日 先 の こと な の に 、 すでに その 日 の 段 取 5 を 考え て い 4。 エス テテ 
ィ ッ クサ ロン に 行っ て 、 美 容 院 に 行っ て ぷぷ 

お 酒 も まわ っ て 、 すっ か り い い 気 分 に な っ て 外 を 見 る と 、 船 は まだ 東京 湾 を 
出 た ば か り だ っ だ 。 
東京 を 出 て 、 三 日 目 の 朝 。 も うす で に 自分 の 部 屋 と 化し た 客室 で 、 船 内 新聞 
を 読む 。 今 日 は ダッ キ で の スポ ー ツ イベ ント と 夜 の エン ター テイ メン ト が お ぉ も 
し ろ そ うだ 。 それ と 、 ラ スペ ガス ュー ナー で ゲー ム も し だ い 。 その 前 に プール 
と ジャ グ ジ ー ー て 体 を は ぐし て 、 それ か ら …… 。 考え て 思い 直し た 。 今 日 は 
* 頭 ^ に 栄養 を 与え よう 。 を うだ が 、 日 本 の 文化 に つい て 「 飛 島 学 講座 」 が あっ た 
は ず 。 を の 前 に ライ プラ リー ー で 勉強 で も し て みよ ょ う 5。 
ベッ ド か ら 飛 び 起き て 、 いつ も の よう に 浴槽 に つか り 
が ンタ は で る も うす で に 日 は 高く な っ て いる 。 
潮風 に 大 きく 深呼吸 し な が ら 6 ふと 、 出発 し た 日 の こと を 考え る 。 ua 
" 記 培 に な っ て し まっ た 。 な ん と な く 、 自分 が 変わ っ た よう に 思う 。 朝 が 苦手 
だ っ た の に 、 海 か ら 工 る 朝日 が 見 た く て 早起き に な っ て し まっ た こと や 、 世 人 
な 生活 を 送っ て し まう か と 思っ た の に 、 け っ こう 計画 画 的 に 生活 し て いる こと 。 
何より 、 ぜ ん ぜん 知ら な い 人 と 生活 し て いる うち に 、 近所 の 人 みた い に 思 えて 
* る の は 不思議 だ 。 そう 考 える と 、 こ の 船 は ひと つの 町 の よう に 思え て くる 。 
飛鳥 」 は 、 日 本 で あっ て 外国 で も ある 多国 籍 の 町 。 
デッキ に 出 て 、 遠 に 見 える 陸 を 眺め る 。 明 日 は いよ いよ 、 最 初 の 寄港 地 に 
到着 で ある 。 


、 頭 を スッ キリ きせ て 


ee 


(『 読 売 新聞 」1992 年 1 月 20 日 ・ 2 月 3 日 の 記事 よ り ) 


TY 
$ 大 意 チ ェ ッ ク ゃ を 
① 外 国 の 客船 と 比べ て 、 飛 鳥 は どん な 客船 か 。 
② 『 飛 鳥 」 に 外国 人 トク ルー は どの くら いい る か 。 
③ 飛鳥 」 の イン ター ナシ ョ ナル な 魅力 は 何 か 。 
ーー 
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5 課 「 飛 鳥 」 一 一 夢 を 乗せ る 豪華 客船 
ご う か きゃ くせ ん せん せき き 
薬 華 客船 船 規模 
そう こう ひ か ん ば ん き ほ う りょう り 
総 工費 甲板 気泡 ぶろ * 
Ce ん ば く で ん と うし ょ 〈 じ : う せん が いか ん 
日 伝 乗船 (する ) 外観 
よく そう よう し ょ く お うべ い 
気づく 浴槽 洋食 欧米 
心地 よい きめ 細か い つか ず 離 れず 
あん し ん か ん じょう きゃ く どう じ み り ょ く 
安心 感 同時 に 魅力 
し ゃ こう じょう ひ いち りゅう 
社交 場 日 ご みろ な じみ 0 
か ん げ い きっ か さく いさ か た む 
歓迎 錯覚 お そう 傾け る 
ゅ っ こ 0 の ふ あん 1 
出 っ の る 似合う 持ち 場 不 
こう ょ う ご ちゃ く よ う せい し き すう じ っ 
公用 語 式 ( な ) 数 日 CR 王 
ke きけ わん か 。 
区 取り (測り ま ゎ 4 一緒 ー と 化す ほぐす 
お も な お えい よう し お か ぜ し ん こき ゅ う 
思い 直す 栄養 スッ キリ する 潮風 深呼吸 (する ) 
き お く は や お た い だ 
ふと 記憶 な ん と な く 早起き 意 情 
けい か く て き な に た こく せき き こう ち と う ちゃ く 
計画 中 何より 多国 籍 寄港 地 到 着 
トン (ton) イメ ー ジ (image) . ラ イン (line) イン テリ ア Ginterior) 


コー ディ ネー ショ ン (coordination) バリ エー ショ ン (variation) 


オォ オリジナル (original) イン ター ナシ ョ ナル (international) 


クル ー (crew) ハイ ソサ エ テ ィ ー (high society) 


プロ (professional) レセ ャ プション (reception) メン バー (member) 


ツア ー (tour) フォ ー マ ル ドン レス (formal dress) 
エス テテ ィ ッ クサ ロン (esthetic salon) スポ ー ツ イベ ント (Sports event) 


エン ター テイ メン ト (entertainment) ラス ベガ スコ ユー ナー(LasVegas corner) 


ベラ ンダ (Veranda) 


ゲー ム (game) ライ ブラ リー (library) 


I . 構文 
A. ①② を 参考 に し て ③ を 完成 させ 、④ は 自分 で 文 を 作り な さい 。 


1 


2 


3 


人 
① 潮 風 に 大 きく 深呼吸 し な が ら ふ と 、 出 発し た 日 の こと を 考え る 。 
② 棚 に 並ん で いる 本 を 見 て いて ふと 、 借 り て いた 本 を 思い 出し た 。 
③ 家 庭 料理 を 食べ な が ら ふ と 、 

④ 

で あっ て 一 で も ある 


5 


。 と どれ を と っ て も 

① ゆ どれ を と っ て も 欧米 の 客船 の まね で は な い 。 

② 横 山大 観 の 絵 は 、 ど れ を と っ て も 世界 的 に 有名 な も の ば か り で ある 。 
モー ツア ルト の 音楽 は 、 


④ 


. 何 より (も ) 一 

① 何 より 心 地 よ い の は きめ の 細か い サ ービス で ある 。 

② 受 験 で 何より 大 切な の は 志望 校 の こと を よく 調べ る こと で ある 。 
③ 旅 行 に 行っ て 何より 困る こと は 


④ 


・ つか ず 離 れず 

① つ か ず 離 れず の 場所 に いる クル ー た ちの 存在 は 、 安 心 感 を 与え る 。 
② つ か ず 離 れず に し て いる 父親 は 、 子 供 た ち に と っ て あり が た い 。 
③ マ ラッ ン 競 技 の 現場 で 、 放 送 車 は 


④ 


~~ ~~ 


① 飛 鳥 は 日 本 ご あっ て 外国 で も ある 多国 籍 の 町 の よ う だ 。 

② 和 歌 山県 の 三尾 村 は 日 本 の 村 で びあ っ て アメ リカ の 村 で も ある 。 
③ あ の 人 は 学者 で あっ て 

④ 
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5 課 「 飛 鳥 」 一 一 夢 を 乗せ る 豪華 客船 

BB。 1 、 2 は 内 容 と 合っ て いる も の を 選び 、 3 、 4 は 質問 に 答え な さい 。 

1 。 つか ず 離 れず の 場所 に いる クル ー た ちの 存在 は 、 空 気 の よ うに 自然 で 安定 
感 が ある 。 の 所 は 、 ど うい う 意 味 か 。 

⑱ ク ルー たち は いな けれ ば 困る が 、 い て も じゃ ま に な ら な い 。 

② ク ルー た だ た ち は い て も いな く て も いい 存在 で ある 。 

⑧ ク ルー た ち は 自 然 の 空気 の よう に 客 の 世話 を する の で 安心 だ 。 

2 , 潮風 に 大 きく 深呼吸 し な が ら ふ と 、 出 発し た 日 の こと を 考え る 。 ず いぶ ん 
遠い 記憶 に な っ て し まっ た 。 の 所 は どう いう 意味 か 。 

① 船 に 乗っ て ずい ぶん 遠く に 来 て し まっ た の だ な あと 感激 し て いる 。 

② い っ 出発 し た の か ぜん ぜん 思い 出せ な い 。 

⑱ 出 発し て か ら も う 何 日 も た っ て し まっ だ よう な 感じ が し て 、 は っ きり 思い 

出せ な いく らい だ 。 

3 。 な ん と な く 、 自 分 が 変わ っ た よう に 思う 。 筆者 は どの よう に 変わ っ た と 思 
う の か 、 短 くま と め て 書き な さい 。 


4.「 飛 鳥 」 は 日 本 で あっ て 外国 で も ある 多国 籍 の 町 。 の 所 は 、 ど うい う 
意味 か 書き な さい 。 


5 . 次 の …… の 所 に 適当 な 言葉 を 補い な さい 。 
⑪ 日 常 を 離れ て 、 ハ イツ サエ ティ ー な 楽し み を 味わっ て も ら え を だら ……。 


エス テテ ィ ッ クサ ロン に 行っ て 、 美 容 院 に 行っ て …… 4 


剛直 に フー ル 0 ジャグジー で 作 人 が 衝 で じ で いそ し か piter 


II. 言葉 の 使い 方 
1 . 次 の 文 の 左 と 右 で 同じ 使い 方 を し て いる も の を 結び つけ な さい 。 


41 


MM 
5 課 「 飛 島 」 一 一 夢 を 乗せ る 豪華 客船 
| ① シ ャ ン ペ ング ラス を 傾け る 。 * sa. 首 を 傾け て 知ら な いと 言っ た 。 半 畑 当 し て いる こと に な る 。 
| ②A 会 社 は 財政 難 で 傾い て いる 。e <。 b. ビー ル の ジョ ッ キ を 傾け て 乾 枕 。 「 @ 言 葉 の 心配 ( ) ちょ っ と 不安 に な っ た だ ( )、 こ の 船 の 公用 語 は 日 本 語 な 
| ③ 台 風 で 家 が 傾い て し まっ た 。 * ec, ピサ の 斜 塔 は 傾い て いる 。 前 me いて 、 ホ >() し た 
| ④ 体 を 左右 に 傾け て くだ きい 。 * ed. 世界 に は 経済 的 に 傾い て いる 国 4 、 次 の 言葉 を 使っ て 短文 を 作り な さい 。 
上 0 あゆ 。 @⑪ 段 取り 
2.| の 中 の 言葉 なー つ 選 ん で 、 適 当 な 形 に し て に 書き な さい 。 | ② お 酒 が まわ る 
① 飛 鳥 と いう 名 前 か ら イメ ー ジ どおり 、 の 船体 を 日 本 の j③ ス ッ キ リ す る 
で ある 青 と 金 の ライ ン で 次 が 美しい 。 
② 飛 鳥 は 日 本 的 で ある と 同時 に な 船 と し て の 魅力 も て いる 。 四 。 下 の 質問 に 答え な さい 。 
⑥ や フィ リピ ン の 人 と クル ー が 、 そ れ ぞ れ に 一 番 | の 飛鳥 の 日 本 的 な 心配 り は 、 ど こ に 見 られ る か 。 例 えば 、 室 内 イン テリ ア は ? 
持ち 場 で いる の が わか る 。 シャ ワー か 浴槽 か ? 食事 は ? クル ー の 人 数 と 乗客 数 は ? サー ビス は ? 
④ こ の __ の 何より の 楽し み は ・ 着用 の 正式 な パー ティ ー だ 。 ま 1② 海 の 上 で は 大 人 の 社交 場 と し て の 生活 が ある 。 と ある が 、 ど ん な 社交 場 か 。 
だ の こと な の に 、 す で に を の 日 の を 考え て いる 。 ll⑧ 正 式 な パー ティ ー に 出る だ た め に 何 を し だ らい いか 。 
⑤ で の スポ ー ツ イベント と 夜 の が を うだ 。 今日 は ⑧ 船 の 中 で 、 ど ん な スポ ボー ツ や ゲー ム が 出来 る か 。 
に 栄養 を まり 、 ラ イブ ラリ ー で 勉強 で も ⑤ 筆 者 は 、 船 の 中 で 生活 し て 、 ど の よう に 変わ っ た と 思 プ て いる か 。 
Oo ⑥ 筆 者 は この 船 を 何 の よ うだ と 言っ て いる か 。 
ツア 電信 WW 了 少 ター 昼 導 表 ( シ シト 、、 館 る 乗船 お る かる 和仁 る IV. 討論 テー マ 
純白 伝統 色 欧米 フォ ー マ ル ドレ ス お も し ろ い ⑳ 客 船 に は どん な 「 文 化 」 が ある と 思う か 、 話 し 合い な る い 。 
と op ey 1000 サーチ デッキ 数 日 先 _ 受け る ②「 飛 鳥 」 は 日 本 で あっ て 外国 で も ある 多国 籍 の 町 。 ほ と ある が 、 ど うい うこ 
し て みる そう だ 幸 ね 備え る 社交 的 " 頭 ? 思う と を 述べ て いる の か 、 意 見 を 出し な る い 。 
バリ エー ショ ン イメ 生玉 00 居合 る 段取り 
3.( ) の 中 に ひら が な を 1 字 ず つ 入 れ な さい 。 
① 日 本 船籍 の 客船 ( )( )( ) は 最大 規模 を 誇る 「 飛 鳥 」( ) 1991 年 ( ) 
完成 、 総 トン 数 ( ) 2 万 8 千 ト ン 。 
② 乗 船 し て みる ( ) 飛鳥 と いう 名 前 は 外観 ( )( )( ) で な 〈、 も っ と 
いろ いろ な 意味 ( ) 日 本 的 な 心配 り ( ) 表し て いる 。 
③ ス タッ フ の 数 ( ) 240 名 、 乗 客 584 名 ( ) 2.4 人 ( ) ひ とり の クル ー( ) 
MK MI . 諾 


6 課 日 本 人 の スギ 花粉 症 

テレ ビ の 天気 子 報 を 見 る と 、 い つも 、 晴 れ 、 雨 、 鞭 りな どの マー ク が 出 て く 
る 。 と ころ が 、 毎 年 2 月 に 入る と 、 各 県 さま に 女性 の 顔 が 出 て く る 。 その 中 に 
は 、 マ スク (日 と 鼻 を お お う 和 白い 布 ) を し て いる 女性 も いる が 、 こ れ は 何 の マ 
ー ク だ ろう か 。 イ ン フ ル エ ン ザ ( 流 感 ) の マー ク で は な い 。 花 粉 症 が 猛威 を ふ 
NN 
注意 を 呼び か け て いる の だ 。 こ れ を 「 和 花粉 情報 」 と 呼ん で いる 。 
00 か か る 病気 を 「 花 粉 症 」 と 言う 。 人 に は 体内 に 入っ た 暴 
物 の 衝 自 質 を 排除 し よう と する 免疫 疫 反 応 が ある 。 ア レル ギー 体質 の 人 が 、 長 年 
スギ の 花粉 を 吸っ て いる と 、 免 疫 疫 反 応 が 過剰 に 起こ り 、 目 、 鼻 の 粘膜 を 刺激 し 、 
目 が 充血 し て 、 涙 や くし ゃ み が 止 ま ら な く な る 。 こ の 病気 は 30 年 ほど 前 に 発見 
PBPNONWMRMMDCDYOAOWWWNN petiireni 
る そう だ 。 ア レル ギー 症状 は 、 鼻 、 目 が 圧倒 的 に 多く 、 その他 、 の ど 、 上 友 膚 
% 管 支 な ど に も 出る 。 

マス ク の 女性 が 出 た ら 、 アレ ルギー 体質 の 人 は 外出 を ひか える か 、 花 粉 が 目 、 
鼻 、 日 に 入ら な いよ うに サン グラ ス や マス ク を し た うえ で 風 の 向 き や 強 き に 気 
を や わけ て が 姓 出 し だ ば ほ が が ば ゆい だ ぜ み う 

スギ の 花粉 が 風 に 乗っ て 飛び 散る 様子 を 見 た こと が ある 。 強い 風 が 吹く と 、 
何 衝 本 と いう スギ の 雄花 か ら 6 花粉 が 一 斉 に 吹き 飛ば され る 。 米粒 大 の 雄花 の 一 
っ 一 つ に 約 40 万 個 の 花粉 が 詰まっ て いる 。 この 花粉 が 、 起 の よ ょ うに だ た な び い て 、 
スギ の 林 が 見 えな く な る ほど だ 。 
花粉 症 を お こす 草花 は 、 北 アメ リカ で は ブタ クサ 、 ヨ ー ロ ッ パ で は カバ の 木 
や コナ ラ な ど だ が 、 日 本 で は 花粉 症 の 8 割 を スギ 花粉 定 が 占め て いる 。 それ は 
日 本 に スギ の 木 が 多い か ら だ 。 

理由 は 二 つ あ る 。 第 一 の 理由 は 、 第 二 次 世界 大 戦後 、 日 本 は 荒れ た 国土 を 緑 
に し ょ うと 、 ス ギ の 苗 を 全国 各地 に 植え た 。20 年 後 、 その スギ が 育ち 、 毎年 春 
に な る と 花粉 が 飛ぶ よう に な っ だ た からだ 。 第 二 の 理由 は 、 日 本 人 の 食 生活 が 欧 
米 風 に な っ て 、 ア レル ギー を 起こ し や すく な っ た だ から だ と 言わ れ て いる 。 ス ギ 
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6 課 日 本 人 の スギ 花粉 症 

花粉 症 は 、 ま さ に 日 本 人 の 現代 病 と 言 を る だ ろ う 。 

花粉 症 は 薬 で 、 症状 を 軽く な きえ る こと が で きる 。 まだ スギ の 花粉 が 飛ぶ の 
ほ 、 2 月 初め か ら 6 4 月 に か け て で 、 こ の 季節 が 終わ れ ば 自然 に な お る 。 そ を れ で 、 
の シー ズン が 来る と 、 都内 の デパ ー ト に は 花粉 症 定 対策 グッ ズ コ ユー ナー が お 目 
見 を し 、 メ ー カ ー 各 社 か ら は 、 新 型 マ スク か ら 情 報 提供 まで の 「 花 粉 症 商 戦 」 
が 花盛り と な る 。 

東京 新 符 の デパ ー ト に オォ ー UNUOCNHOOROOI 
スク 、 め が ね 、 目薬 、 鼻炎 用 の 楽 、 気 清浄 機 、 ス チー ム 吸 入 器 な ど が ずら り 
普 ん だ 。 吸 入 吾 は 「 昨 シー ズン は 生産 が 追い つか な か っ た が 、 今 年 は 増産 体 
制 あ を と っ て いる 」 そ うだ 。 数 社 が 吸入 器 を 発売 し て いる の で 、 シ ェ ア 争 い が 始 
UN る マス ク 、 め が ね は 、 人 花粉 を で きる だ け シ ャ ッ ト ア ウト し て 、 し か 
5 見た目 に は 目立た な いこ と が ポイ ント だ そう で 、 商品 の モニ の 0 1 
花粉 遮断 効果 は か な りあ る こと が わか っ た 。 マ スク の 場合 は 、 ぬれ た ガー 4 
枚 を マス ク の 中 に 重ね る こと で 、 効 果 が る さら 5 に アッ プ す る と いう 。 

空気 清浄 機 で は 、 空 気 を 回 転 き せ ず に 、 磁 気 で 空中 の 花粉 を 取り 除く タイ プ 
の も の 登場 し て いる 。 ま た ある 会 社 で は 、 日 本 気象 協会 の 協力 を 得 て 、 ス ギ 
花粉 情報 の ケレ ホン サー ビス を 関東 を 初め 、 他 の 地方 で も 実施 する そう だ 。 

き て 、 春 先 に な っ て 、 マ スク と サン グラ ス を か けた 日 本 人 が 急 に 増え る わけ 
曲っ て も ら え だ だ ろう か 。 


$ 大 意 チ ェ ッ ク $ 
① 花 粉 情報 は どん な マー ク で テレ ビ に 出 て くる か 。 
② 日 本 の 花粉 症 の 大 部 分 は 何 の 木 で 起こ る か 。 
③ ど うし て めがね や マス ク を か ける の か 。 
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6 課 日 本 人 の スギ 花粉 症 
ヌーク (mark) マス ク (mask) イィ インフルエンザ (influenzZa) 
アレ ルギー (⑤Allergie) アン ケー ト (②⑦ enquete) 
サン グラ ス (Sun glasses) ヨー ロッ フク \ (Europe) 
シー ズン (season) グッ ズ (goods) ュー ナー (corner) 
ヌー カー (maker) ォ ー プ ン (open) スチ ー ム (steam) 
シェ ア (share) シャ ッ ト ア ウト (shut out) ポイ ント (point) 


友 ニ ター テス ト (monitor test) ガー ゼ (⑪Gaze) アッ プ (up) 
イプ (type) テレ ホン サー ビス (telephone service) 


練習 問題 


I. 構文 
A、①② を 参考 に し て ③ の 文 を 完成 させ 、④ は 自分 で 作り な さい 。 
Ne に 入る と 、 

④ 毎 年 、 2 月 に 入る と 、 テ レビ に 花粉 情報 が 出 て くる 。 

②12 月 に 入る と 、 何 か と あわ た だ し く 、 も う 年 末 の 気分 で ある 。 
⑧ 夏 休み や 春休み の よう な 長期 休暇 に 入る と 


④ 
2 ご を 一 と 呼ぶ ノ 言 う 

① マ スク を し た 女性 が 注意 を 呼び か け て いる の を 「 和 花粉 情 報 」 と 呼ん で いる 。 
②@ 花 粉 を 吸い 込ん で か か る 病気 を 「 花 粉 症 」 と 言 2 。 

⑧ 早 朝 に 活動 する タイ プ を 朝 型 人 間 、 夜 中 に 


④ 
3. 一 人 に 一 人 は 一 

① 毎 年 、 春 先 に な る と 、 日 本 人 の 10 人 に 3 人 は 花粉 症 に 悩ま きれ る そう だ 。 
@ 最 近 の 新入 社員 の 5 人 に 1 人 は 1 年 未満 に や ある そう だ 。 

⑧ 留 学生 の 10 人 に 
④ 


4 . 一 の 一 割 を 一 が 占め る 
① 日 本 で は 花粉 症 の 8 割 を スギ 花粉 定 が 占め て いる 。 


② 最 近 は 、 カ ルチャ ー セ ンタ ー の 受講 生 の 3 割 ほ と を 中 年 男性 が 占め て いる 。 


⑨ 日 本 に 留学 し て いる 日 本 語学 習 者 の 


④ 


B. 次 の 動詞 を 名 詞 形 に 、 名 詞 を 動詞 形 に 変え な さい 。 

① 曇 りつ ( )② 育 つつ "( ) ⑧③ 呼 び か ける … ( ) 

④ 悩 むつ ( 人 ⑤ ひ か が 894( )⑥ 言 い 伝 を る っ ) 
全う まる つ ( ) ⑧ か すみ ご ( ) ⑨ 勝 つ 、 負 ける っ ( ) 
9⑩ 田 (に ) 植 える っ ( DA ( ) ⑲⑫ 和 驚く つつ ( ) 


II. 言葉 の 使い 方 
1. | | の 中 の 言葉 を 一 っ 選ん で 、 適 当 な 形 に し て に 書き な さい 。 


① テ レビ の を 見 る と 、 い つも 晴れ 、 封 り 、 雨 な どの が 出る 。 
人 に は 、 体 内 に 入っ た 異物 を と する 免疫 反応 が ある 。 
③ 花 粉 を か か る 病気 を 「 花 粉 症 」 と 言う 。 


④ 寒 る き が ゆる むと 、 花 粉 症 が 猛威 を 季節 が や っ て 〈 る 。 


⑤ ア ンタ MA 日 本 人 の 3 割 は 花粉 症 に か か る そう だ 。 

⑥ ア レル ギー 症状 の 部 位 は 、 鼻 、 目 が OR 
⑦ 日 本 人 の 間 で 、_____ 花粉 症 患 者 が いる 。 

⑧ _ の 雄花 の に 約 40 万 個 の 花粉 が 詰まっ て いる 。 

⑨ 日 本 人 の 食 生 活 が  _ に な っ て 、 ア レル ギー を な っ た か ら だ 。 
⑩ 春 先 に は 、 花 粉 症 " グッ ズ が する 。 


吸い 込む 米粒 大 圧倒 的 電 ル や すい お 目 見 え 
マー ク 対策 天気 予報 分 析 その 他 排除 する 
ー つ 一 つ いふ る 3 よる と 増え る 欧米 風 年 々 


2. ( ) の 中 に ひら が な を 1 字 ず つ 入 れ な さい 。 
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6 課 日 本 人 の スギ 花粉 症 


テレ ビ ( ) マ スク ( ) し た 女性 の 顔 ( ) 出 て くる 。 何 ( リマ ー ク だ ろう ( )。 

@20 年 後 、 を の スギ ( ) 育 ち 、 毎 年 春 ( ) な る ( )、 花 粉 が 飛ぶ よう ( ) な 
0 け (。 うだ 。 

強い 風 が 吹く ( ) 何 千本 ( ) い う ス ギ の 雄花 か ら 花 粉 が 一 斉 ( ) 飛ぶ 。 

@ 花 粉 定 は 薬 ( ) 症 状 ( ) 軽 ( ) お る える ( )( ) が で きる 。 

マス ク の 中 に 、 ぬ れ ( ) ガ ー ゼ を 1 枚 入れ る ( )、 効 果 が る ら ( ) ア ッ プ 
棒 い る 。 

3 次 の 言葉 を 使っ て 、 短 文 を 作り な さい 。 

① 悩 む 

② 圧 倒 的 に 
③ 追 いつ く 
《④ な る で く 
⑤ 協 力 す る 

4 . 次 の 言葉 を 日 本 語 で 説明 し な さい 。 

( 例 ) マ スク (病気 の 原因 ほな る も の を 吸わ な いよ うに 、 鼻 や 日 を お お う も の ) 


時 MM2 ウ ラル エン ザ ( ) 
②@ 予 報 ( ) 
③ 患 者 ( ) 
④ 対 策 ( ) 
⑥ お 目 見 え ( ) 
5 、 次 の 文 の 。 に 右 の 動詞 を 選ん で 、 文 を 完成 させ な さい 。 | 吹く < | 
①⑪ 信 年 $ ま た 花粉 症 が 猛威 を 6 ひか える 
② ア レル ギー 体質 の 人 が 、 花 粉 を は 据 や くし ゃ み が 出る 』 て て 
⑨⑧ 春 先 に は 、 外 出 を か 、 サ ング ラス と マス ク を | 飛び 散る 
④ 強 い 風 が と 一 斉 に 花粉 が の 

⑤ 花 粉 症 を 草花 は 、 ス ギ 、 ブ タク サ 、 コ ナラ な ど で あ る 。| か ける 


需 . 下 の 質問 に 答え な さい 。 
① 花 粉 症 は どん な 症状 が 出る か 。 


② あ な た の まわ り で 、 花 粉 症 に 悩ん で いる 人 に 気がつい た か 。 


③ あ な た だ の 国 で は 、 花 粉 症 の 問題 が ある か 。 
④ 日 本 で は 、 花 粉 症 は 、 い つ さ ご ろ 猛 威 を ふる うか 。 
⑤ 米 粒 大 の 雄花 に は どの くら 6 い の 花 粉 が 詰まっ て いる か 。 


IV. 討論 テー マ 

① 花 粉 症 対策 グッ ズ に は どん な の が ある か 。 

② 日 本 で は 、 和 花粉 症 は 現代 病 と 言わ れ て いる が 、 な ぜ か 。 
③ ス ギ 花 粉 症 が 日 本 に 多い の は な ぜ か 。 


ゆっ きか が を か < を ん 
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1 一 見 や さ し る う で 意外 に 項 周 な A pt AN32 まく 7 
' 議 昌 軸 た は わこ な に さ る る NL うな 作る キー 
間 が 行き 届く 。 の 財 財 の 人 々 和風 を \ て な いよ うに 、 自 分 の 地 情 や 記 、 
見 な ど は 抑制 する 。 し か し 物 柔 ら か で 、 つき あい や する 2 に 見 えて も 、 な か 
な か 人 に 心 開か な い 一 面 も ある 。 言 い 換え る と 、 次 硬 村 枯 が 
座り やすい の も ご 臣 で あ る ( すなわち 感情 考 が 強く 、 を の 上 完全 主 凌 で プラ イ 
7 人 に 芝 き れる こと を 全う も 妖 う 。 自分 の 把 いた 意見 は 容 史 に 変 
6 穏やか に 相手 に 合わ せ て いる よう に 見 えて も 、 心 の 中 で は 頑として 、 自 
説 を 守っ て いる こよ が よく ある 。 自分 の プラ イド を 傷つけ な いた め に 、 自 分 の 
は 聞 の 表現 を し る こよ が ある 。 従 っ て 、A 弄 の 人 の 本 斉 を 知る だ め に は 時 
間 が か か る が 、 よ く 知 り 合 を ば 、 思 いや り 、 中 導 外 な 押 気 る に 角 れ る 
粒 放 人 は くれ 区 痢 用 」 氷 測 測 守 寅 思 0。 家 簡 
7 。 ょ っ っ き に くい が 率直 で 話せ ば わか る 日 型 
B 型 の 印象 に は 二 つ の タイ プ が 見 られ る 。 その 一 つ は 、 何 し な く 、 と っ つき に 
| を それ が ある 時 に は 、 ゃ ず セ ず し し た 引っ こみ 地 抹 の 人 に 見 える 
、 また ある 時 に は 、 無愛想 で 、 恐 み し げに る え 見 を る 。 も う 一 つの タイ は 
陽気 て 気 きく で 、 "ざっ て きら ん な タイ プ で あぁ 。 cfE っ ちの タオ プ 1、 っ 
上 は BW の 人 が つき あい の 形式 的 な 慣習 挨 朱 に 、 な か な か 習 熱 で き な い 天 性 か 
らき て いる 。 挨拶 や つき あい が 苦手 だ と 思う と 引っ こみ 思案 に な り 、 開き 直っ 
て 挨拶 ぬき に な る と 、 気さく に 見 える 。 ま た B 型 は 言い に くい こと も 歯 に 衣 を き 
せ ず 、 ず ば ず ば 言 う 。 し か し 悪気 は 毛頭 な く 、 _ 腹の中 は あけ すけ で 、 こん な に 
nis 話し あえ ば 、 すでに 心 を 開き 、 だ れ か れ 区 別 な 親しみ 、 
相手 の 立場 を 理解 し 、 人 情 味 も ある 。 を の か わり 、 B 型 は 平素 は マイ ペー ス の 行 
動 を と り 、 周 囲 に 気 を 使わ な い の で 、 自分 勝手 な 人 と 誤解 され る こと が 多い 。 
B 型 に 対し て は 、 を その 日 常 の 言動 を 見 て 、 人 間 性 の 善悪 を 決め る べき で は な い 。 
語 せ ば わか る 人 と 考え た ほう が よい 。 
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3 . 最初 は 警戒 心 が 強い が 一 度 信頼 し あう と 最高 の 友 に な る O 型 
0 型 は 、 共通 し て 初対面 程度 の 人 や 、 相手 の 素性 、 人 柄 、 目 的 な ど が 知れ な い 
2 ち は 、 著 し く 警 成 や を 高め て いる の が 特徴 で ある 。 あ た りさ わり の な いこ 
し か 言わ な か っ たり 、 む っ つり し た り 、 た と え に こ や か で も 、 立 ち 入 っ た 話 に 
な る と 、 お と ぼけ を し た りす る 。 だ が 、 一 度 信頼 し あ う と 、 徹 底 的 に 温か く 親 
切 で 、 人 間 味 あ ふれ 、 友 人 に な れ ば 最高 し いわ れる 。 最 初 の 警戒 心 の 壁 を 突破 
する の が 、 ま ず 鍵 と な る 。 そのため に 共通 の 友人 を 立て た り 、 紹 介 状 も 0 型 に は 
一 番 効果 が ある 。 仕 事 や 事件 の 共同 体験 を 持っ た り 、 酒 を 飲み あっ た りす る ょ 
いっ ぺん に 親しく な れる こと も ある 。O 型 の 人 の 表現 は 率直 単純 、 ス トレ ー ト で 
好人 物 の 印象 を あたえ る 。 時 に は ロマ ンチ ッ ク な 詩人 肌 や 理想 家 風 を 示す が 記 は 
最も 現実 性 に 富み 、 プ ラス ・ マ イナ ス の 判断 や 計算 は 、 が っ ちり し て いる 4。 電 話 
で は 事務 的 に な る こと が 多い 。 ま だ 用 件 が 終わ る と サッ と 帰っ た りす る が 、 こ 
ちら を 嫌っ て いる の で は な い 。 一 言 多 て 自己 主張 の 強 き を 示す O 型 は 、 仲 間 も つ 
《 れ ば 敵 も つく る 。O 型 は 本 当 に 信頼 し た 相手 に は 、 と こと ん 尽く すこ と も ある . 
4 . 人 を 驚か す A 日 型 の 二 面 性 
AB 型 は 、 き わ め て 冷静 で 落ち つい て いて 、 考 え 方 も 合理 的 で ある 。 ソフ ト て 
円 満 な 知性 の 人 よい う 印象 を 与え る 。 と ころ が を の 反面 、 感 情 が 突発 的 に 変化 
し 、 気まぐれ 、 気まま で 空想 好き 、 現実 離れ の 趣味 性 も ある 。AB 型 の 人 は ビジ 


ネス 能力 も 高く 、 対人 態度 も そつ が な い 。 そ の 上 、 ょ よく 相手 に 合わ せる 。 AB 型 


は 特定 の 人 と 特別 親しく な っ た り 、 打 ちこ み 、 の め り こ む こと が 少な い 。 人 に 
対し て 誠実 公平 で 、 派 閥 活動 を し な い 良 きる ある 。 ク ー ル な 反面 、 ユ ー モ ア も 
ある 。 まだ 人 の 偽善 や うそ を よく 見 抜く 。 協 調 的 な AB 型 の 内 面 に 強い 正義 感 が 
潜ん で いる 。 
ーー NPD DL NII 0 
$ 大 意 チ ェ ッ ク 

① 全 く 違 う 二 面 性 を 持っ て いる の は 何 型 か 。 

②B 型 の 特徴 を 一 言 で 説明 し な さい 。 

③ 一 見 や さ し そ う で 、 頑固 者 は 何 型 か 。 
emm) ee eho ce 
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プラ イド (pride) タイ プ (type) 


ロマ ンチ ッ ク (romantic) 


スト レー ト (straight) 
プラ ス (plus) マイ ナス (minus) 


ンマ フト (soft) ビジ ネス (business) クー ル (cool) 


I. 構文 


A. ①② を 参考 に し て ③ を 完成 させ 、④ は 自分 で 文 を 作り な さい 。 

1 』 だ お た) ホイ て を で も 

① あ の 人 は 物 柔 ら か で 、 つ き あ いや すそ うに 見 えて も 、 な か な か 頑固 だ 。 
② だ と え 、 お と な し そう で も 、 内 面 は きわ め て プラ イド の 高い 人 も いる 。 
③ た と え ぇ 親友 で も 、 ーー RE すこ と が 9 衝 基 
④ 

2. こん な に 一 は な い 

① 何 で も 率直 に 話し て くれ 、 気 さく な の で 、 こ ん な に 気楽 な 和 手 は いな い 。 
の いつ で も 話 を 聞い て くれ る 、 こ ん な に 話 の わか る 父親 は めった に いな い 。 
どん な テス ト で も 百 点 を と る 

④ 

3. も 一 ば て も 一 する ある 

① こ の タイ プ の 人 は 自己 主張 が 強い の で 、 仲間 も つく れ ば 敵 も つく る 。 

② 役 は お 酒 も 飲め ば 、 甘い も の も 食べ る 。 MA 

③ 日 本 の た いて い ぃ の 家 に は 洋間 も あれ ば 

④ 
B. (  ) の 中 の 言葉 を 適当 な 形 に し て に 入れ な さい 。 

① あ の 人 は 一 見 


ユー モア (humour) 


が 、 意 外 な に され る 。 
( 強 そ う 無邪気 な 驚く) 
② 日 常 の 言動 どけ を 人 間 性 の 善悪 を で は な い 。 
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7 課 血液 型 に よる 性 格 判断 
9 ば 、 わ か る 人 と ほう が よい 。 

則 (る 決め る 話す 考え る ) 
初対面 の 人 に は 、 向 戒 を 

。 れず 、 自 分 で 判断 
(著しい 高め る ま ど わ す する ) 


いる か ら 、 人 の 噂 に 
が 大 切 で ある 。 


TI, 言葉 の 使い 方 

1. の の 言 甘 を ー つ 選ん で 、 適 当 な 形 に し て に 書き な さい 。 

則 ⑳① 生活 を する た め に は 、 | 」」 の 入 々 へ の 」 が 大 切 だ 。 

| ② あ の 人 は や さじ そう で NM は つよ ょ いよ ょ うだ 。 

( 2 避 情 才 (か だ あり 0 EO 

誠 | ④ こ の 友人 は 、_ が 高く 、 人 に 。 され る こと を 1 よ D も 鐘 う 。 

放 の A 型 の 人 の 。 を 知る た め に は 、 が か か る 。 

| ⑥B 刀 の 人 は 、 言い な @。 と 歯 に 言う 。 

の か れ は いつ も ぉ ず ぉ ず と な の で 、 な か な か | 

敵 凍 隊 の 0Bk 。 。。 は マイペース の 行動 を しり 、 ま わり に 気 を ; 
央 の か れ の で て 知 的 な 目 は 、 と ん な 小 き い を も 、 こし まう 。 
有 有 00m の 人 は 、 叶 に は ロマ ンチ ッ ク な を 示す が と 計算 も する 。 


| ⑧ 言 い まり 
| ーー 


ニア ーー 


変え る プラ イド 何 
抑制 軽 茂 衣 を きせ る 


周囲 な か な か 共同 
問 上 | 欲 氷 気配り な : 自分 

詩人 肌 
冷静 うそ 


引っ つっ こみ 思案 本音 時間 友人 


見 抜く YY のち 届 が りす 人 は あ 放 


有 2. 次 の 文 を 読ん で 、( ) に ひら が な を 1 字 ず つ 入 れ な さい 。 

| 有 表面 的 に ( ) 強 そう で す が 、 内 面 的 に ( ) 気 が 習い 。 

| @ 言 い 変 える ( ) プ ライ ド が 高 ( )、( )( ) 上 、 完 全 主義 者 で ある 。 
有 』 ③ 人 と ( ) つ き あ い が 苦 手 だ と 思う ( )、 引 っ こみ 思案 ( ) な る 。 


話し あえ ぇ ( )、 す で ( ) 心 ( ) 開 〈。 

⑨B 型 の 人 ( ) 対 し て は 、 を の 日 常 ( ) 言 動 ( ) 見 て 、 判 断 ( ) べ き で は な い . 
3 . 次 の 文 を 完成 し な さい 。 

① ゆ か れ は 、 周 囲 に 全く 気 を 使わ ず 、 マ イペ ー ス な の て 誤解 

② 最 初 は た と っ つき に くい が 、 一 度 信頼 し あう ぅ と 、 

4 . 次 の 言葉 を 使っ て 短文 を 作り な さい 。 


8 課 図書 館 1 日 遊泳 術 


| tom 明る 〈、 清 潔 で 、 広々 ほし て いる 。 自宅 の 狭い 書斎 で 頻 々 
WO いい り れ ど 時 に は 気分 を 変え て 、 散歩 気分 で 図書 館 に 行っ て 

凍 お 秩 ぶ 朋 的 を 持っ 区 回 午 角 を 利用 下る の 東 頒 放 凍 潮 る ます ウォ ッ チ 
ジン ez 新しい も の と の 出会い を 求め て 図書 館 に 足 を 運ぶ こと が あ 


ON i ーー で orr 還 by 
ォ に 
MOMNN LL orcas nT Th HW, 図書 館 に 足 を 運ん で み 
④ 毛 頭 DO CE コト UP に EYE 1 冊 の 本 が あな た を 変え る か も し れ な い 。 図 書館 は そん 
』 
EUC な 無限 の 可能 性 を 秘め た 、 混 池 と し た 知 的 空間 な の だ 。 

0 

還 . 下 の こ 答 えな 半 
人 生え な さき 1 学生 が 並ん で いて も 社会 人 は 入れ る いも 


① あ な た は 自分 や 家族 の 血液 型 を 知っ て いる か 。 
(あな た の 周囲 に 同じ 血液 型 の 人 が いる か 。 その 二 人 に 共通 点 が 見 られ る か 


[amaommes snes. 受験 生 を 中 心 と し た 学生 が 殺到 し 、 入 5 口 に 列 
⑧ 信 まで に 四 っ の 血液 型 の 信 い WM PNT を な す 。 ここ で 尻込み iC て はい 4 た がい 5 / 社 会 人 の 入館 は 学生 と は 別枠 に な っ て 

1 - き よう み を も っ た こと が ある か 。 ) ぃ て 、 0 に 利用 で きる 較 近 が ほ ま ん だ 。 列 の 入り を 攻 り て いる まこ 
(は と ん ど 正 反対 の 二 面 の 性 格 を も っ て いる の は 何 型 か 。 1 上 あま い 。 並ぶ 学生 若 を 脇 目 に 、 堂 々 と 入る の は 気分 の いい も の だ 。 
⑤ 周 囲 に 波風 を 立て な い ょ う に 気配 りす る の は 何 型 か 。 2 ます は 、 席 の 確保 ct iid tt 
⑨ 最 初 は 壁 を つく っ て いる が 、 よ く 知 り 合う と 最高 の 友 に な る の は 何 型 か . 4 8 し 、 あ な た が 居 上 限り し が ち で 、 今日 は 眠ら ず に 読書 を し た いと 考え る な 6 
UM ic coining 衣 人 に 、 記 は 室 際 に と っ て は いけ な い 。 また 、 学 生 が た むる し て いる 近く も 、 う % 
hp Three no nriip に 放 きい の て 避け た い 。 た だ し 、 一 概 に 居眠り が いけ な いと 考え る こと も な い 。 新 
Fai eterngnbiibaae 月 し な る い 。 記し uf に し て うつら うう らし て い 々 に わ き 4 積極 的 に うっ 6 3 

うす を あら わす か 。 、 ほ を 試し て みる の も いい 。 こ の 場合 は 、 密 度 の 高 

、 い 情報 や 、 高度 に 抽象 的 情報 を 脳 に 送り 込ん だ うえ で 、 うつ ら う つら 状態 に 
提 識 単なる 選 眼 り に 終わ っ て し まう だ ろう 。 
| 3. 全館 を 歩い て みよ う 、 すべ て の 棚 を 見 て みよ う 
| 行き 慣れ て いな い 図 書館 な ら ば 、 一 応 席 の 確保 を し た う え で 、 全 館 の 様子 を 
| 見 て 回 ろ うぅ 。 図 書館 の 開架 式 の 書棚 は 、 それ 自体 が 人 類 の 知恵 の イン デック ス 
| に 言 っ て も いい 。 全体 像 を 把握 する こと は 重要 だ 。 ま た 、 ラ ンダ ム に 本 を 見 る 


こと は 、「 本 と の 偶然 の 出会い 」 の チャ ンス を つく る 。 


ーー ニョ ョ ニー ーーーー-ーーーーーーーーーー- 


IV. 討論 テー マ 

血液 型 の 説明 は 、 あ な た 自身 や 家族 や 友人 に あて は まる か 。 
(あな た の 国 で は 、 何 型 の 和 人 が 多く て 、 何 型 の 人 が 少な いか 。 
③ 四 つの 血液 型 の 特徴 を な の ぉ の 簡単 に 話し 合 合っ て みな きる い 。 
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・ 今 日 の テー マ を 決定 する 記 の = ビー で 昌信 な り の イン デック ス 
| ie MA 0 還 上 図書 館 で いく 6 役立ち を うな 本 が 数 多く 見 つか っ だ か ら と いっ て 、 そ の すべ 
も 多く 、 土 地 勘 も ある 。 し か し 、 現在 の 自分 に た っ て 必要 な 読書 ほぼ の よう な 識 請 上 で を 持ち 帰る こと は で き な い 。 ま た 、 持 ち 帰 っ た か ら と いっ て 、 そ の すべ て を 
分 野 な の だ ろう …… と 振り 返っ て みよ う 。 得 意 分 野 を 深め る こと か 、 そ れ と も も 読め る か どう か も わか ら な い 。 それ より も 、 役 立ち を うな 本 の イン デック ス を 
| 間口 を 広げ る こと か 。 症 国 = し し て 持ち 帰ろ う 。 こ れ を 持っ て いれ ば 、 必 要 な 資料 が どこ に ある か 自宅 
5 . ぜひ 見 て お きた い 図 鑑 ・ 美 術 本 [ UN 目 記 て 1 検索 可能 だ 。 ま た ある 分 野 に つい て 詳し て 調べ た いと き に 有用 な の は 、 巻 
数 千 円 か ら モ ノ に よっ て は 数 万 円 する 高価 な 本 は 、 と て も 個人 的 に 購入 で き % 来 に まとめ られ た 参考 文献 一 覧 だ 。 内 容 が 充実 し て いる 本 の 参考 文献 は 役立つ 
な い 。 だ が 、 図 書館 で は こん な 本 を 手 に 取っ て みる こと が で き る 。 精 妙 な タッ 間 間 る こよ が 多い 。 
| チ で 描か れ だ 図版 、 イ マジ ネー ショ ン を 刺激 する デッサン …… は 灘 り 固まっ た 』 10. 雑誌 は 時 代 の 理解 に 有効 な ツー ル と な る 
左脳 を も みほ で し て くれ る 。 この 手 の 本 を ゆっ くり と 見 た だ け で 、 わ ぎわ ぎ 図 坦 去 の 世相 を 調べ る の に 、 新 聞 の 縮 周 版 が よく 使わ れる 。 も し 適切 な 雑誌 が 
書館 まで 出向 いて きた 価値 が あっ た と 感じ られ る だ ろう 。 ' 発見 で きれ ば 、 写 真 、 イ ラス ト 、 キ ャ ッ チ コピ ー な ど を 通じ て 、 新 聞 と 違っ た 
6 . 図書 館 に 通う 習慣 を つけ る な ら 借り 出し する 面 で 、「 時 代 」 を 発見 で きる だ ろう 。 
も し 、 図 書館 で 有意 義 な 時 間 が 過ごせ た と 感じ て も 、 忙 し い 毎日 を 送っ て い NN Ui 
る と 、 ま た だ 足 は 遠のい て し まう 。 も し 、 無 理 を し て も また 来 た い と 感じ た な ら 6、 


書籍 を 借り 出 を う (東京 都立 中 央 図書 館 な ど 一 部 の 図書 館 で は 貸し 出し を や っ $ 大 意 チ ェ ッ ク $ 

て いな い 図書 館 $ あ る)。 借 り た 本 を 返し に 来 な (て は いけ な いと いう 足かせ を 』 | ① 最 近 の 図書 館 は どう 変わ っ た か 。 

自分 に は め る わけ だ 。 4 @ 図 書館 に 入る の に 、 学 生 と 社会 人 の 区 別 が ある か 。 
7 . 図書 館 の 特色 を 知る 』  。③ 借 り 出 し 不能 の 図書 を 借り る に は どう すれ ば よい か 。 


同じ 公立 図書 館 で も 、 そ れ ぞ れ の 得意 分 野 が ある 。 た と えば 、 神 奈川 県 立 の 
図書 館 で は 、 川 崎 図 書館 が 工業 分 野 の 図書 に 強い 。 こ れ は 図書 館 と いえ ども 本 


を くま な く 取 り を そろ える こと は 不可 能 な の で 、 近 接 図書 館 相互 で 購入 図書 の 割 ー 
り 振り を し て いる た め だ 。 こ の あたり の 事情 は 図書 館 の 司書 に 聞け ば 教え て く 
れる 。 深 調べ る と き は 留意 し て お きた い 。 内 Sb i A 
8 . 借り 出し 不能 の 図書 で も 借り る 方 法 は ある 了 央 の) るる 、 492 交 
東京 都立 中 央 図書 館 の 書籍 は 貸し 出し を し て いな い 。 だ が 、 全 く 借 り る 方 法 b の 9 いう 
が な いわ け で は な い 。 も し 、 ど うし て も 借り た い 本 が あっ た ら 、 その 本 の 書名 1 簡 が bu て お か 
な ど を 控え て 、 地 元 の 中 小 の 都立 図書 館 か ら 貸 し 出し 請求 を すれ ば 、 図 書館 が 間 の 29?5 入 錠 別 析 優先 Oh 
中 央 図書 館 か ら 6「 ま た 借り 」 し て くれ る 。 た だ し 、 部 立 図 書館 は 東京 都内 に 動 & 詳 痢 陣 目 堂々 人 際 だ せろ する 
務 あ る い は 居住 し て いな いと 借り る こと は で き な い 。 避け る ー 続 に 往々 に し て うっ 5526 は ける) 
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UY みつ ど 
わく 呼び 込む 密度 
いち お う か く ほ よう す 
一 応 確保 様子 
J じ た hk じん る い ち え 
自 人 類 知恵 
PV と ちか ん ふ 。 か え 
得意 分 野 土地 勘 振り 返る 
0 ず か ん こ じん て き 
ム げ る 図鑑 個人 単 
ず は ん し げき と か た 
図版 激 疾 り 固まる 
か ち ゆう い ぎ と お 
価値 有意 義 遠のく 
あし と くし ょ く 
か で せ は め る 特色 
と y きん せつ 
導く 取り を そろえ る 接 
ば じょう 彰 、 も 小 D ゅ うい 
事情 司書 留意 (する ) 
ひか じ も と せい きゅう 
補え る 地元 衣 求 
きよ じゅ う も くじ じ ぷん 
居住 目次 目 分 な り 
けん さく くわ ゆう よう 
検索 詳し い 有用 (な ) 
いち らん じゅ うじ っ も う ら 
一 覧 実 EE 
て きせ つ 
(な ) 


シテ イィ イ ・ ウ ォ ッ チン グ (city watching) 
(random) チャ ンス (chance) 
イマ ジ ネ ホー ション (imagination) 


ツー ル (tool) イラ スト Gillustration) 


テー マ (theme) 


注 


fx 
いい 
s 
に ) 


人 
は 3 財 > ぷ >s 


Ns 苦 % KS 
な 哉 % 回 
本 は る 
ーー 


り 


較 * 貴志 え 
導 汗 3 は * 位 


イン デック ス (index) 
タッ チ (touch) 
デッサン (②⑦dessin) 


例文 ①② を 参考 に し て ③ を 完成 させ 、④ は 自分 で 文 を 作り な さい 。 


I . 構文 


Ee ea PO My el Be 
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56 ーー? ーー・6 
と 融 * 舌 3 貴志 
ミ ld 
* ロ 3 PS i% 
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< 
Wr 


甘 * 赤 $ 
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I 問 # 可 e せ 
と 
が * 
ペー 一 


踊 


3 


NE 感 < 寺 ぼ 再 : 型 * 酒 
> に RN っ 
だ 藻 * 

に ww 


s 
へ 
nk 
で て 


吾 


ュ ピ ー (copy) 
キャ ッ チ ュ コピ ビー .(catch copy) 


0 生 / の 


MN 


h 
3 
WN 
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A 
BM パ 
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WW 
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8 ポパー ト に 行く と 


衣 ③ 十 分 に 準備 し た うえ ぇ で 、 


0 品 近 の 図書 館 は 、 明 る 《、 清 潔 で 、 広 々 と し て いる 。 


放 る の 夢 休 の 神 い は 、 信 じ ら れ な い は ほど 、 凍 散 (人 けが な く 静 か ) と し て いる 。 
® の ん びり と し て いる 。 


2. 一 と も な れ ば 


日 曜日 の 図書 館 し も な れ ば 、 受 験 生 を 中 心 と し だ 学生 が 殺到 する 。 


罰 の ォ リンピック の 人 金メダル と も な れ ば 、 だ れ で も と れる も の で は な い 。 
放 る ③ 夏 休み と も なれ ば 、 
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3 < 動詞 > し が ち 


① 疲 れ て いる 時 は 、 電 車 の 座席 で 居眠り し が ち で ある 。 
』@ 図 書館 に 入る と 、 足 が 自分 の 得意 分 野 に 向い て し まい が ち が だ 。 


④ 


4。 だ / た うえ で 一 
④⑪ 高 度 に 抽象 的 な 情報 を 脳 に 送り こん だ うえ で 、 自 由 な 発想 を する 。 
② 席 を 確保 し た う え で 、 全 館 の 様子 を 見 て 回 ろう 。 


④ 


5. 一 と いえ ども 一 


① 図 書館 し いえ ども 本 を くま な く 取 り を そろえ を る こと は 不可 能 だ 。 
@ 大 統領 し いえ ども 、 往 々 に し て 政治 に 失敗 する こと が ある 。 
⑧⑨ お 父さん と いえ ども 


④ 


6 . ない わけ で は な い 
① 貸 し 出し を し な い 図 書館 で も 、 全 借りる 方 法 が な いわ け で は な い 。 


| ② 旅 行 に 行き た く な いわ け で は な い が 、 お 金 が が か る の で ……。 


③ 勉 強し な いわ け で は な い 


i 計 


④ 
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7 (いくら プ た と え ) か ら と いっ て 

① 本 が 数 多く 見 つか っ た か ら と いっ て 、 その すべ て を 持ち 帰る こと は で き な い 。 
② 好 きだ か ら と いっ て 、 そ ん な に た くさ ん 食べ た ら お な か を こわ し て し まう 。 
いくら 6 お 人 金 が ある か ら と いっ て 、 
NON RT WORN OA TO ORO RR NE 
8 . 一 か どう か わか ら な い 

① 株 を 買っ て も 、 仙 か る か どう か わか ら な いそ うだ 。 

ホ ド ラー さん は 休暇 に 国 へ 帰る か どう か わか ら な いと 言っ て いる 。 

③ 先 に 電話 を か け て お か な けれ ば 


 … "NAMUPNW で び 3 包 利和 7 20URAHDNIOINO いで 27、/ |) 2 


II. 言葉 の 使い 方 
1.( ) に 音読 み ( カ タカ ナ ) か 、 訓 読み (ひら が な ) を 書き な さい 。 
① 図 書 (トシ ョ ) ② 設 置 。( ) ③ 避 暑 地 ( ) 


地図 ( ) 設け る (も うけ る ) 避け る (さけ る ) 
図る ( ) 
④ 清 潔 (モイ ケッ ) ⑤ 目 次 (モク ジ ) ⑥ 空 間 (クウ カン ) 
清水 ( ) 次 第 ( ) 世間 ( ) 
清 い ( ) 次 々 ( ) 間口 ( ) 
⑦ 刺 激 (シゲ キ ) ⑧ 借用 証 ( ) 遠足 = ) 
刺す ( ) 借り る (か り る ) 遠のく (と お の く 〈) 
⑩ 特 色 (トク ショ ク ) ⑮⑪ 深 海 魚 ( ) ⑱ 詳 細 ( ) 
色彩  ( ) 深め る (ふか め る ) 詳し い (くわ し い ) 
色づく ( ) 


2 . 例 に な ら っ て 、 語 句 を 書き な さい 。 
例 いち ぉ う 一 応 。 ① い っ ぱん 
いち が い 〈④ い ち ぶ し じゅ 5 う 
⑥ い っ し ん どう た い 
いち りょう じ つ ち ゅ うぅ 


② い ちら ん 
⑤⑥ い ち も く りょう ぜん 
(〈⑦ い っ せき に ちょ う 
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|| 左右 を 結び つけ な さい 。 


IO 人 xt ・ ・ 議会 で 演説 する 。 

各々 *, ・ ・ 本 を 読ん で いる 。 

Il@⑨ き 々 :  ・ ・ 渋 浴 し た 車 が 動き 出し た 。 

の 淡々 ょ し た ・ ・ 体育 館 

広々 と し た ・ ・ 性 格 で きわ や か だ 。 

4 の 中 の こと ば を 一 つ 選 ん で 、 適 当 な 形 に し て に 書き な きい 。 
の 1 用 の 本 が あな た を か も し れ な い 。 図 書館 は そん な 無限 の 可能 性 
。 を 知 的 空間 な の だ 。 

| ② 図 書館 の の 書棚 は 、 そ れ 自 体 が 人 類 の の 6 言っ 
TN 

上 現在 の 自分 に ほっ て 必要 な は 、 得 意 分 野 を こま 人 多 列 れ 
と も 間口 を は 答 が 。 

l@ も し と ぅ し て た い 本 が だ ら 、 そ の 本 の 書名 な ど を 
. 誠 て 、 他 の 図書 館 か ら 貸し 出し ば 、 し て くれ る 。 
"© ぁ る 分 野 に つい て 調べ た いと き に の は 巻末 に 参 
用 文 水 一 覧 だ 。 

⑥ も し 道 切な 雑誌 が ば 、 写 真 、 、 キ ャ ッ チ ュ ビ ピー な ど を 
46 て 新聞 と 面 で 、「 時 代 」 を 発見 で きる だ ろう 。 


発見 で きる 開架 式 変え る 有用 な 深め る 
広げ る イア スス クス の 通じ る 部 々 る と まとめ る 
控え る 混 沖 と する 請求 する CR 詳し い 
秘め る 違う 借り る ,。.。 知 恵 、 ある 「 ま た 借り 」 


5.( ) の 中 に ひら が な を 1 字 ず つ 入 れ な さい 。 
| ① 普 ぶ 学 生 諸君 を 脇 目 ( ) 堂 々 ( ) 入 る の は 気分 の いい も の だ 。 


ラン ダム ( ) 本 を 見 る こと は 、「 本 ( )( ) 偶 然 の 出会い 」 の チャ ンス ( ) 
作る 。 

③ 図 書館 で は 、 高 価 な 本 を 手 ( ) と っ て みる こと ( ) で きる 。 精 妙 な タッ チ 
( ) 描 か れ た 図版 、 イ マジ ネー ショ ン ( ) 刺 激 す る デッサン 。 

④⑥ こ の 手 ( ) 本 を ゆっ くり と 見 た ( )( )( ) わ ぎわ ぎ 図 書館 まで 出向 いて 
きた 価値 ( ) あ っ た ( ) 感 じ ら れ る だ ろう 。 

⑤ 本 の 目次 の コピー( ) 自 分 な り ( ) イ ン デ ックス を 作っ て ぉ く 

⑯⑥ 過 去 の 世相 を 調べ る ( )( )、 新 聞 の 縮刷 版 ( ) ょ よく 使わ れる 。 

6 . 炊 の 言葉 を 使っ て 短文 を 作り な さい 。 

① 殺 到 す る 

た むろ する 

③ 遠 の く 


需 . 下 の 質 問 に 答え な さい 。 

① 筆 者 は 、 ど ん な 気分 で 、 ま な た 何と の 出会い を 求め て 図書 館 へ 行っ た らい い 
と 言っ て いる か 。 

② 筆 者 は 図書 館 で 居眠り を し て いい と 言っ て いる の か 、 し て は いけ な いと 言 
っ て いる の か 。 

③ 本 文 3. に 書い て ある 「 本 と の 偶然 の 出会い 」 と は どう いう 意味 か 。 

④ 図 書館 で どの よう な 高価 な 本 を 見 る こと が 出来 る か 。 

⑤ 貸 し 出し を や っ て いな い 図 書館 か ら 本 を 借り る に は 、 ど うし た らい いか 。 

⑯⑥ 役 立ち を うな 本 の イン デック ス を 、 ど うし て コピ ー し て お く 〈 の か 。 


IV. 討論 テー マ 

① 本 を 読み た い 時 、 図 書館 へ 行く か 、 本 屋 で 本 を 買う か 。 その 理由 は ? 

② お 互い に 各国 の 図書 館 を 紹介 し て 、 理 想 的 な 図書 館 は ぼう ある べき か 、 き 
し 合い な さい 。 


日 


日 


9 課 ペッ ト の 目 


施 校 か 6 ら 放 4 度 に 、 ア パー ト の ドア の を ば で じ っ ょ 伏せ て いる 自 い 導 を 見 る 


記 に な っ て 五 日 目 の こ ほ だ っ た 。 一 見 し て 、 ど こ か で 捨て られ た 猫 の よう で 
上 あっ た 。 顔 は 貧相 な 逆 三角 形 で 、 ほこ りっぱ ぽく 、 弱 々 し い 体つき だ っ た 。 後 足 
記 の 深い 偽 か 痛 を う で 、 稀 は ひっ きり な し に 小さ い 震 で な め て いた 。 


た し は 久 の 目 に 心 が 引 か れ た 。 澄 ん だ 青空 の よ うに きわ や か な 目 は 、 いか 


証 思 に 、 人 一 緒 に 暮らし た いと 訴え て いた 。 
記 らん ロ 。 に に は アパ バート だ か ら 、 お 前 を 飼う わけ に は いか な いわ 。 で も 、 
間 介 らい な ら 、 少 し あげ る けど 


菩 和束 を と で な が ら 計 うた ぶ を じ 人 の 人 を 過少 


了 を iu が きっ か り て 猫 は 毎日 わた し の 帰り を 待ち 続け た 。 時 々 恋人 も 連れ て 
有朋 た が 、 能 病 で 、 泥棒 の よう な 顔 を し た 黒 獲 だ っ だ た 。 


ある 雨 の 日 か 6 ら 猫 の 次 が 見 を な く 《 く な っ だ た 。 わ た し は 、 RE 猫 は 他 


間 の 家 の サ ンマ で も 次 ん で 殺さ る れ た の で は な いか と 、 ずっ と 悲し く 思 っ て いた 。 


1 か 月 後 、 わ た し は 思い が けず 、 あ の 猫 に 出会っ た 。 猫 は 、 近 所 に 住ん で い 


衣 + 准 信 の 追 産 相続 に 悩ん で いる お じき ん に 抱か れ て 、 水 の ま うな 冷た い 目 で 
、 Tai Piyo 7 giony Mpa 
に ELe ぶさ ふぶき や てい が だ 。 


お じ さ ん と 挨拶 し た 時 、 わ た し は 体 中 寒気 が し だ 。 飼い 主 の 目 っ つき が 、 猫 の 


語 『 あ まり に も 似 す ぎ て いた か ら で あ る 。 あ の 春の 海 を 思わ せる の どか な 猫 の 目 


て wl 


ほ 、 一 体 ど こ に 消え を えて し まっ た の か 。 


日 本 人 の 友人 の 中 に 、 結 婚 し て 十 数 年 8 た っ て いる の に 、 子 供 が で き な い 夫 


記 炉 が いる 。 子育て の 代わ り に 、 二 人 は 「 キ リン 」 と いう 犬 を やわ い が っ て いる 。 
2 韻 、 私 は その 友人 夫 旨 の 住む 高級 マン ショ ン に 立ち 寄っ た が 、 如 関 日 まで 
記 」 だ lm て くれ た の が 、「 キ サン ュ で あっ た 。 な ん だ か 栖 子 が お か し か 
間 た 。 よ く 見 る 上 、「 キ リン 」 は その 名 と は 反対 に 、 完 全 に 肉 の 塊 で あっ た 。 組 


《 て 短い 4 本 の 足 が 、 苦 し そう に 体 を 支え て いた 。 

「……… ミル ク 、 ア デイ スク リー ム と ケー キ が 『 キ リン 』」 の 大 好物 ! 
ん な に 太っ ちゃ っ て …… 。 人 人 と つき 合 
で 大 一 緒 に いる ほう が 落ち 着く お 」 奥 さん は 革 い 日 調 で 言っ た 。 


だ か ら こ 


「 キ リン 」 は 当然 ダイ エッ ト を 知っ て い る わけ で は な い か ら 、 い つの 日 か 肥 


満 で 死ね か も 知れ な い 。 飽食 時 代 に な ける 現代 人 の 悲劇 も 、 すでに 動物 に まで 
及 ん で いる の だ 。 


時 雨 が し と し と 降っ て いた ある 日 、 わた し は 70 歳 で らい の お ば あさ ん と 1 区 
の 小犬 に 出会っ た 。 お ば あき さん は 傘 を き し て と ば と ば 歩い て いた が ビニール 
に 体 が 包ま れ て いる 小犬 は 、 お ば あさ ん の 歩調 に 合わ せな が ら 6、 小刻み に 走っ 
て い だ 。 だ ん だ ん 近づく に つれ て 、 小 犬 は な に げ な く 頭 を 上 げ 、 ち ら り と わた 
し の ほう を 見 た 。 そ の 一 瞬 、 わ た し は ハッ と し た 。 

小 大 は 頭 が びしょぬれ に な り 、 雨 水 が ぶ どう の よう な 黒い 目 か ら ポ タリ ポタ 
リ と 流れ 落ち て いた 。 か わい そう だ と いう より 、 む し ろ る 動物 が 老い た 人 間 を 無 
言 で 見 守る 加 実 き を も 、 わ た し は し み じ み と 感じ た 。 

それ 以来 、 わ た し は 一 人 で ぶら ぶら 散歩 し て いる 時 、 洋 服 を 着せ られ た 5、 
アク セ サ リ ー で 飾ら れ た ペッ ト を ずい ぶん 見 か ける こと が あっ た 。 し か し 、 わ ゎ 
た し は 二度と 再び ペッ ト の 目 を 見 る 勇気 は な か っ た 。 ペ ッ ト の 目 に 、 ゎ た し の 
心 を 痛ま せる も の が 、 数 限り な く 映 っ て いる か ら で あ る 。 


ai ei iil ai cE a sta iL lb at LR aT, 
$ 大 意 チ ェ ッ ク $ 

(① あ な た は ペッ ト を 飼っ た こと が ある か 。 ど ん な ペッ ト だ っ た か 。 

(② こ こ に 3 匹 の ペッ ト の 話 が 出 て くる が 、 どの 話 が 、 一 番 印 象 に 残っ た か 。 

て 

座れ ん まっ の W 


2 う の は すっ ご く 疲 れる か ら 、 や っ ぱり 家 


し 


し は し し) 


な に げ な < 
員 あぁ まぁ みず 

、 雨水 

| ちゅ うじ っ 


中 | ふた た 


! 9 ペッ ト (pet) 


“ニー ル (vinyl) 


じっと 伏せ る 獲 
ひん そう よわ よわ 
質 相 (な ) ほこ りっぱ ぽい 弱 々 し い 
きず し た 
傷 ひっ きり な し に 吾 
きわ や か (な ) いか に も 主人 
えき か ん づめ もち きめ ぴの 
詰 目 も ふ 6 ず に 
< お く び ょ う どろ ぽう が 
連れ て 来る 騰 病 泥棒 
ころ か な お も 
殺す 悲し い 思い が けず 
な や だ こおり 
悩む 抱く 2 
まる まる あい さ つ 
丸々 と ふさ ふき ( ら ) 拶 
目 つき 似 すぎ る 思わ せる 
な よ げん か ん ぐち 
か わい が る 立ち 寄る 関口 
か ん ぜん 
な ん だ か お か し い 完全 (な ) 
大 好物 っ き 久 うぅ すっ ご くす ご の 
と う ぜ ん ひ まん し 
当然 肥満 死ぬ 
ひ げき お お よー 
悲劇 yA 及ぶ 
“Y ほ ち ょ う 
と ぼ と ぼ ( と ) ` 包む E 
る ひら が と ー 謗 ハッ と する 
お む ご ん 
ポタ リポ タリ (と ) 老い る 言 
し み じ み (も )-- 以来 ぶら 6 ぶら) 
ゆう き いた か ず か ぎ 
男気 痛ま せる 数 限り な い 
マン ショ ン (mansion) ダイ エッ ト (diet) 


アク セ サ リ ー (accessory) 


洪 さ 
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いっ けん 


EN 


か ら だ 


体つき 
9 
澄 む 


お 前 


むき ぼり 食べ る 


ひょっと し て 
串 あ > 


け 
寒気 
の どか (な ) 
よ ょ だ よ た だ (と) 


か た まり 


や っ ぱり (や は り ) 


飽 信 
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[ . 構文 


A. ①② を 参考 に し て ③ を 完成 させ 、④ は 自分 で 文 を 作り な さい 。 
1 . < 動詞 2 わけ に は いか な い 

① ア パー ト で ペッ ト を 飼う わけ に は いか な い 。 

② ボ ー ナ ス を 全部 使う 2 わけ に は いか な い 。 

③ 体 の 調子 が 悪く て も 会 社 を 

④ 

2. 脇 目 も ふら ず に 一 

① 猫 は 脇 目 も ふら ず に 魚 を むる ぼり 食べ て し まっ た 。 
② 子 供 は 脇 目 も ふら ず に ゲー ム ソ フ ト で 遊ん で いた 。 
③ 受 験 の た め 学 生 は 脇 目 5 ふら ず に 

④ 

3 . 一 体 ( 全 体 ) どこ に 一 < 動詞 > の か 

① の どか な 猫 の 目 は 、 一 体 ど こ に 消え て し まっ た の か 。 
② 一 体 ど こ に 銀行 の 通帳 と を し まっ た の か 、 思 い 出 せな い 。 
③ 幸 せな 暮らし は 一 体 ど こ に 

④ 

4 . 一 に まで 及ぶ 

① 飽 食 時 代 に お ける 現代 人 の 悲劇 も 、 す で に 動物 に まで 及 ん で いる 。 
② 政 界 汚職 事件 は 、 首 相 に まで 及 ん だ 。 

オォ オリン ピッ ク で 金メダル を と っ た ニュ ー ス は 

④ 

7 の 人 上 あ 本 we 


① 政 治 家 が 悪い ほし いう より 、 む し ろ を そう いう 政治 家 を 選ん だ 国民 が 悪い の だ 


みう か 。 
② ペ ッ ト は た だ の 動物 と し いう より 、 む し ろ 家 族 の 一 員 で ある 。 
③ あ の 人 は 日 本 人 と いう より 、 む し ろ 
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』B. 次 の 質問 の 答 と し て 最も 適当 な も の を ①②③ の 中 か ら 選 びな さい 。 
1. - こ は アパート だから お 前 を 飼う わけ に は いか な い 。 
と) し て な の か 。 
衣 ① 自 分 の 家 で は 飼え な いか ら 6。 
及 @ ァ バー ト に ょ っ て ペッ ト を 飼っ て は いけ な い 規 則 が ある か ら 。 
朋 ② ァ バート の 近所 の 人 が 猫 を 欲し だ る か ら 6。 
| 2. 近所 に 住ん で いる 丁 数 億 の 遺産 相続 に 悩ん で いる お じ さ ん ……。 
| | と ぅ し て 悩ん で いる の か 。 
① ち お じき さん の 財産 を 誰 に あげ よう か と 困っ て いる か ら 。 
② ゎ おじ さき さん は 財産 を 、 も う 家 族 に 分 け て し まっ て 、 お 金 が な いか ら 。 
おじ さん は 遺産 を 相続 し た が 、 十 数 億 円 も 損 を し た か ら 。 
| 3 .「 キ リン 」 は その 名 と は 反対 に 、 完 全 に 肉 の 塊 で あっ た 。 
と うい) に と を いっ て いる の か 。 
BR ①⑪「 キ リン 」 は 毎日 、 完 全 に 肉 の 塊 ば か り 食べ て いる よう だ っ た 。 
』 @⑦「 キ リン 」 は 内 の 塊 と は 反対 に 大 変 や せ て いた 。 
1 ③⑬「 キ リン 』」 は 細く て スマ ー ト な イメ ー ジ と は 違っ て 、 と て も 太っ て いた な た 。 
有 有 4. 小 大 は な に げ な く 頭 を 上 げ 、 ち ら り と わた し の ほう を 見 た 。 そ の 一 瞬 、 わ 
揚 上 た し は ハッ と し た 。 
な ぜ ハ ッ と し た の か 。 
① 時 雨 が 降っ て いる の に 散歩 な どき させ られ て 、 迷 惑 だ と 言っ て いる 小犬 の 様 


上 
! 


| 


子 を 見 た か ら 。 
@② 時 雨 が 降っ て いて 小犬 は 外 に 出 あ の が いや だ っ た が 、 毎 日 の 運動 の た め 仕 
方 が な いと あき ら め て いる か ら 。 
⑨③ 時 雨 が 降っ て いる の に 、 年 老い た お ば ある ん と 一 緒 に 歩き 、 ま だ 小犬 で も 、 
お ぉ ば あさ ん の 寂し い 気 持ち を 理解 し 、 見 守っ て いる 様子 に 感動 し た か ら 。 
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と 再び ペッ ト の 目 を 見 る 勇気 は な か っ だ 。 ベ ペッ ト の 目 に 、 
せる も の が 、 て いる か ら で あ る 。 


上 の ゎ た し は 
し の を 


II. 言葉 の 使い 方 
1. ( ) に 「 が 、 に 、 を 、 も 」 か ら 選 ん だ 助詞 を 一 つ 書 き 、| | の 中 か ら 適 当 


な 語句 を 選ん で 結び 付け な さい 。 
① 目 の 本 で の 人 ほ 机 め お まげ な 着物 ち 寺 る .。。 末 える er お 培 中 km 和 E 交 Ni3 電 

に ' 宙 計 ぱっ ちり し て いる 天才 8K 。 病 む 、 。 。 江 お sa 風下 ある ) で 0 二 介 呈 

i A する どい 人 映る 。 数 限り な いく れる さす 

に ね > 

CC donk M 

⑥ 旧 も た ( ) つり 上 げ て 怒る 』」、( ) の に ひら が な を 1 宇 ずつ 入れ な さい < 

か tig Are ENE SC 聞 ポー 語 語 の ド Z の も は 共和 9 棒 を 兄 る 4 
2. [| の 中 の 擬音 ・ 擬 態 語 を 選ん で 、 に 書き な さい 。 っ て 五 日 目 の ( )( ) だ っ た 。 

50 いと! は 敵 ( を 月 激 送 ま ら NYC を 側 腹 入 双 交 ( 和 を) i khinipoey rt 

NN i 4 と 思っ */ だ 。 
を . 人 9 し み じ み (と ) ポタ リポ タリ (と ) ⑧ ょ く 見 る と 、 r キ リン 」 は その 名 ( )( ) 反 対 ( )、 完全 に 肉 の 塊 ( ) あ っ 

① 水 道 の 蛇 日 か ら 。 水 が 垂れ て いる 。 に 細く て 短い 4 本 の 足 ( )、。 著 し (。 )(。 )(。 ) 体 を 率 ん ECRc 

② 風 に 吹か れ て 風船 が 。  。 と 空 に の ぼっ て 行っ た 。 の も た し は 一 人 (。) ぶ 6( )( ) 敬 歩 し て いる 時 洋服 ( 着き 5 れ ( )【 ム 
⑧ _ 。 了 雨 が 降っ て いる 。 アク セ ャ サリ ー( ) 飾 られ た ペッ ト を 見 ( )( )( ) こ と が あっ た 。 

④ 古本屋 街 を 散歩 し て いる 。 5 次 の 言葉 を 使っ て 短文 を 作り な さい 。 

⑥⑤ 年 老い た 人 た ち は 過 ぎ 去 っ た 生活 の 事 を 。  。 話し 合っ て いた 。 菩 が きっ か は ちと らち に た を わせ まし た で 半 才 も ーー 
⑥ こ わい 夢 を 見 て いて _ 目 が きめ た 。 なにげなく と Soon た の デオ チー 間 部 着 人 昌義 サ の な の カーデ 
⑦ 大 学 不 合格 の 掲示 セ や 見 て 。 家 に 帰っ た 。 ひょっと し て ーー ム 代 を キ て の 
3 . | | の 中 の 言葉 を 一 つ 選 び 、 適 当 な 形 に し て に 書き な さい 。 馬 い っ ふい な し に しき は 電導 大 し か も 写 下 を 捧 サ を 大 才 モ モー デー 
① わ た し は 猫 の 目 に 心 が た 。 青空 の よう に きわ や か な 目 は が EE 

_ 人 間 と 一 緒 に 暮し た いと て いた 。 

の た し は を の な 人 の 住む 高級 マン ショ ン に が 、 云 関口 ま 皿 . 下 の 質問 に 答え な さい 。 

we WW や の が 「 キ リン 」 で あっ た 。 } ① 筆 者 の アパ ー ト の 近く に いた 猫 は 、 と どん な 様子 どっ だ が 。 

③ ち 疲 さ ん は 傘 を て ict Ct eg oie の ⑦ 猫 の 姿 が 見 えな く な っ な 時 、 筆 者 は ビ う し て 悲し く 思 っ た の か 。 

Mie に 合わ せな が 6、 に ⑧ 1 か 月 後 、 猫 は ぼ の よ うに 変わ っ て いた か 。 
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④『「 キ サン 」 は と ん な 家庭 に 飼 わ れ て いた か 。 
⑮⑤「 キ リン 」 は どん な 様子 と し て いた か 。 10 斉 本 音 と 建前 の 就職 活動 
[UL 時雨 が 降っ て いる 日 、 お ば あき ん と 歩い て いた の は と ん な 小犬 だ っ た か 
[NL ⑦ 筆 者 は この 小犬 を 見 て 、 何 を 感じ た か 。 


高 太郎 幸 は 、 こ の 4 月 に 、 横 浜 大 学 の 4 年 生 に な っ た ば か り で す 。 最 終 学 年 
に な っ た 途 端 に 、 自 宅 に は お び た だ し い 数 の 郵便 物 が 、 高 太郎 君 宛 に 毎日 の よ 
うに 来る よう に な り ま し だ た 。 そ れ ら は すべ て 、 会 社 が 送っ て 〈 る 会社 案内 で す 。 
メー カー、 サ ービス 、 流 通 、 金 融 、 証 券 な ど あ り と あら ゆる 分 野 の 会 社 が 次 々 
NPC が iR 天 m が Ce 送っ て くる の で す 。 高 太郎 若 は それ ら を 全部 開封 する わけ で は あり ませ ん 。 
[I ② 疾 や 犬 の ほか に どん な ペッ ト が いる か EN 必要 な も の だ け を 取捨 選択 し て あと は その まま 捨て て し まい ます 。 

NN tu 高 太郎 君 の 学生 生活 は それ まで の 3 年 間 と は 一 変 し まし た 。 そ れ ま で は クラ 
「 グ 活 動 や アル バイ ト の た め 帰 宅 す る の は 遅かっ た の で す が 、 ク ラブ や バイ ト は 
[ON し ば らく 休む こと に し て 早く 帰る よう に な り 、 夜 遅く まで 会 社 案内 を 検討 し た 
9 、 て いね い に 履 歴 書 を 書い た り 、 就 職 試験 問題 集 を 開い て いる こと が 多く な 
り ま し た 。 高 太郎 君 は 就職 活動 の 季節 を 迎え た の で す 。 

TI 高 太郎 君 は 理髪 店 に 行き 、 そ れ ま で 少し 長め で あっ た 髪 を 短 ゆ に し て も ら 6 っ 
| だ あと 、 新 調 し た スー ツ を 着 て 写真 館 に 行き まし た 。 写真 館 の 御主人 は 高 太郎 . 
lll 苫 の 父 の 友人 で 中 原 さ ん と いい 、 高 太郎 若 は 赤ん坊 の ころ か ら 、 中 原 き ん に 折々 
の 記念 写真 を 撮っ て も ら っ て きま し た 。 お 宮参り 、 初 節句 、 入 学 、 卒 業 、 成 人 
式 な ど で す 。 高 太郎 君 が 写 真 館 に 入る と 、 中 原 き さん が 「 お や 、 も う 就 職 か 」 と 
高 太郎 井 が な に も 言わ な いう ち に 声 を か け ま し た 。 中原 きん は 、 高 太郎 君 の 服 
装 を 一 目 見 た だ け で すぐ 見 当 が つい た の で す 。 高 太郎 君 の 服装 は いわ ゆる リク 
ルー トス ー ツ と いっ て 、 企 業 を 訪問 する 際 の 、 派 手 で も な く 喧 く も な い 無難 な 
服装 ご っ た の で す 。 高 太郎 君 は 履歴 書 に は る 写真 を 撮り に きた の で し た 。 

「 何 枚 焼く ? 」 と 中 原 き さん が 閉 い た の で 、「 と りあ え ず 10 枚 お 願い し ます 」 と 高 
朱 分 若 が 答 える と 、「 そ ん な に 受け な きゃ だ めか い ?」 と 中 原 き ん は 少し 赴 い た 
よ うに いい まし た 。 高 太郎 若 は 、 い ま は 売り 手 市 場 の た め 、 学 生 は 複数 の 会 社 
の 内 定 を も ら 5 っ て お いて 、 各 会 社 の 条件 を 比較 し て 希望 の 会 社 を 選ぶ こと が で 
| きる の で 、 選 択 の 幅 を で きる だ け 広 げ て お いた ほう が 有利 で ある と 説明 し まし 
| 呈 議 た 。 中 原 さ ん は 「 お じ さ ん の ころ は 、 完 全 な 買い 手 市 場 だ っ た な 。 時 代 は 変わ 
っ た も ん だ 」 と 言い 、 望 み の 会社 に 入社 で きる よう 励ま し て くれ まし た 。 


Nl | ⑧ 筆 者 は 、 ど うぅ し て 二度と 再び ペッ ト の 目 を 見 る 勇気 が な い と 言っ た の か 。 


IV. 討論 テー マ 


Z3 


lM uh 10 課 本 音 と 建前 の 就職 活動 
| | | ll 「 青 田 買 い 」 と いう 言葉 が あり ます 。 こ は も し も と 米内 す る 言 抹 で 、 稲 が yr , 
MH 未成 熟 の 青い うち に 、 買 い 付け 業 者 が 将来 の 収穫 を 見 越し て 買い 取る こ ほ で す 。 Ow 0 が A 人 A 
| これ が 転じ て 就職 戦線 を 言 り 表す の に 使わ れる よう に な り ま し た 。 つ まり 、 大 建前 gt, | bet iit * 代 e a 
| 学 4 年 生 の 卒業 の 見 近 み も た た な い 夏 休み 前 に 、 企 業 が 座 業 を 見 越し て 採用 を wo Su we Log ルツ "wn ン 
|| 決め て し まう こと て の 意味 で 使わ れ て いま す 。 pat Me ts 
な ぜ こ の よう な こと が 行わ れる の で し ょ う 。 そ の 理由 は 、 企 業 は その 企業 に 93 が It i 8 も 6 や 2 
と っ て 望ま し い 人 材 を 、 他 の 企業 に 採用 きれ な いう ち に 、 1 日 で も 早く 確保 し 検討 け る 履歴 のみ: 0 かす we 
た いか ら で す 。 し か し 、 企 業 同士 が 優秀 な 人 材 を より 早く より 多く 採用 し よう 短め 新 軍 ずる) 号 真人 et 
と 競争 すれ ば する ほど 、 を の 時 期 は 早まる 傾向 が あり 、 青 田 買 い は 大 学 教育 を 搬 っ i 6 Stes 0 
| ヽ は だ いた い 8 月 か ら 、 3 。 VDI な いて い ゅ ぅ 9 ょ の ツン 
採用 内 定 開始 は 10 月 か ら と 決め られ て いま す 。 し か し な が ら こ れ は 建前 3 dt ot 
9 A ' o ー 前 で 、 本 \ っ ド C8 は げ NY あお た が いね rr の CN 人 関 名 OR 
童 の と ころ で は 、 企 業 も 学生 も 活動 を 始め て いる の で す 。 5 月 だ と いう の に 、 いす 坦 励ま すう 青田 買 9 H WA Lt 
| 高 太郎 君 は も う 複 数 の 会 社 か ら 内 定 を も らい まし た 。 し か し それ で 就職 活動 を 業 者 潤 穫 や 見 越す か ’ 
| や め る つも り は な いよ う で す 。 企業 ポー 人 材 科 信 け )0 
今日 も また 就職 情報 誌 が どっ きり 送ら れ て きま し た 。 高 太郎 才 は それら を 子 江利 け る) 六部 協 定 変動 
ーー は ee one 
= 本 番 に 入っ て いる の で す 。 栄 燥 wo 0 愉 
グル 
大 意 チ ェ ッ ク を メー カー (maker) サー ビス (service) クラ ブ (club) 
〇 どん かな 会社 か ゅ 寿 内 状 を 座っ よう か 1 スー ツ (suit) リク ルー ト (recruit) 
②@ 高 太郎 君 は 理髪 店 で 髪 を どう 変え た か 。 
③ 高 太郎 妊 は この 写真 館 へ 初め て 行っ た の か 。 
④ な ぜ 「 青 田 買 い 」 が お こる の か 。 


本 1 見 込み 混乱 する 


び ① 新 幹線 は 乗客 を れ よ り 早く 、 ょ より 多く 運ぶ こ と が で きま す 。 
台風 が 近づい て 、 風 は より ひど てく なり ま し だ た 。 


《) 2 . ( ) の 中 に ひら が な を 1 字 ず つ 入 れ な さい 。 


の が 和夫 車 の 特 人 で 


0 10 課 本 音 と 建前 の 就職 活動 
| 練習 問題 TI. 言葉 の 使い 方 
用 !・ 構文 1 | の 中 の 言葉 を 一 つ 選 ん で 、 適 当 な 形 に し て に 書き な さい 。 
| ①② を 参考 に し て ③④ を 完成 させ 、④ は 自分 で 文 を 作り な さい 。 上 の 海外 旅行 に 行く の で 洋服 を ! 
川 「・ た 途 端 に 有る の 邊 失 上 は いっ も を 切っ て いま す 。 
| I ① ム りな い た 途 財 に な ぐら れ た 。 | ③ 帰 国 す る の で 家族 に お みや げ を 買い まし た 。 
ll ② 家 へ 帰っ た 途 端 に 電話 が 鳴っ た 。 衣 の 先生 は 大 学 入試 に 合格 する よう に て くれ まし た 。 
HI ③ 電 車 か ら 下 り た 0 ⑤ 明 日 夕方 か ら 強 い 雨 に な る で す 。 
| な お は よ 4 約 詳 9 が 二天 0 みり 、 交 人 9 催 yk 大 が 族 商 交 有 ⑥ こ れ 以 上 行く と 危険 だ な 。 や め て お いた ほう が . だ な 。 
NN yea の ⑦ 思 ちず 皆 が 振り か える ほど 、 を の 女性 の 服 は 0 
| ① 私 が を こ に 着 か な いう ち に 、 み ん な は 行っ て し まい まし た . | ⑧ 大 火事 の た ゅ 町 の 風景 は し まい まし だ た 。 
| 草 の この ペー ジ が 終わ ら な いう ち に 、 次 の ペー ジ を や っ て は いけ ませ ん 。 』 ⑨ を の 大 学 を 志望 する 理由 を 順 書 に 書き まし だ 。 
I A NE M2 有 ⑩ 牙 切 事故 の た め 電 車 が 止ま り 、 乗 客 の 足 が まし た 。 
「 RT 短め 励ま す 無難 一変 する 子 細 派手 新調 する 
HNN 
| 


RT UOC OOO ee Oo 有 | ① あ な た の 考え が 間 四 っ て いる ゎ け ( )( ) あ り ま せん 。 
4 か ね な い 胃 。 ② に の 絵 は 一 目 見 た だ け ( ) 気 に 入り まし た 。 

① こ とも は 急 に 道路 に 飛び 出し か ね な いか ら 、 運 転 に 注意 し まし ょ う . 肛  ③ を の 方 は 私 の 友人 で 、 加 藤 きん ( ) い いま す 。 

② こ ん な に 欠席 が 多い と 留 年 し か ね ませ ん よ 。 ] 胃 の も う 5 月 だ ょ いう ( )( ) ま だ 明 房 が いる 。 
cr 人 42 MA loli ME PDO | 。 @ に の 問題 は える ( )( ) 時 間 が か か る 。 
12 oe jon iN Fil 有 有 ©⑤ い ょ い ょ 海水 浴 シ ー ズ ン ( ) 迎 えま す 。 

5. こも の の の に の 大 学 を 受験 する ( ) 思 案 し て いま す 。 

① 運 転 免許 を と っ た も の の 、 ま だ 車 が あり ませ ん 。 放 。 @ 作 文 を 終わ っ た 人 ( )( ) 帰 っ て いい で す よ 。 

② ワ ー プ ロ を 買っ た も の の 、 使 い 方 が わか り ま せん 。 | ⑨ 党 えよ うと すれ ば する ( )( ) 党 えら れ な い 。 

③ 大 学 を 卒業 し た も の の 、 )  ⑯⑲ 最 近 、 彼 は ぼん や り し て いる こと ( ) 多 い 。 


rr nN Vr 


④ 
TP を rr を を HIROU7 (| ) 1 本 


| 確保 す る 


3 . 次 の 言葉 を 使っ て 短文 を 作り な さい 。 
① と りあ ぇ ょ ず 
② ぉ びな た だ し い 


④ 一 宛 に 
⑤ 見 越す 


軸 . 下 の 質 問 に 答え な さい 。 
① 高 太郎 君 が 大 学 4 年 生 に な っ た ら 、 ど ん な 変化 が 起こ っ た か 。 
⑫② 高 太郎 君 は 就職 活動 を 始め る の に どん な 準備 と し た か 。 


出 | ③ 『 買 い 手 市 場 」「 売 9 手 市 場 」 と は どう いう 意味 か 。 
| ④ 「 青 田 買 い 」 と は どう いう こと か 。 本 来 の 意味 ほ も 、 そ れ が 転じ て どの よう 


に 使わ れ て いる か 説明 し な さい 。 

⑤「 青 田 」 の 「 青 」 と は どの よう な 意味 で 使わ れ て いる の か 。 ま た 、 あ な た 
の 「 青 色 」 に 対す る イメ ー ジ は どん な も の か 。 

⑥ な ぜ 「 青 田 買 い 」 は 大 学 教育 を 混乱 きせ る の か 。 

②⑦「 就 職 協 定 」 は どの ょ うな 内 容 か 。 

⑧「 就 職 協定 」 は 必ず 守ら れ て いる か 。 

⑨ あ な た の 国 で は 就職 に つい て どん な 間 題 が あ る か 。 

⑩ 日 本 の 就職 戦線 に つい て どう 思う か 。 


IV. 討論 テー マ 

①「 本 音 」 と は どう いう も の か 。 

②「 建 前 』 と は どう いう も の か 。 

③ こ れ ら は 日 本 人 独特 の ぉ の か 。 あ な た の 国 で は どう か 。 

(① あ な た は 日 本 に 来 て か ら 、 日 本 人 の 「 本 音 」 と 「 建 前 」 に 接し た こと が あ 
る か 。 その と きど ん な 感じ を も っ た か 。 

⑤「 本 音 」 と 「 建 前 」 の 具体 的 な 例 を あげ な きい 。 
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普通 の サラ リー マン に は 「 猫 の 額 」 程 度 の 土地 も 買え を ない 都心 で は 、 マ ン シ 


月 ヨン な と の 集合 住宅 (以下 集 住 と 遇 す ) や 超 高層 住宅 (高き 60 メ ー ト ル 以 上 の 
間 住宅 ) に 住む 人 の 割合 が 大 きい 。 日 本 に 集 住 が 登場 し て 30 年 余り と な る 。 そ れ 
間 て 建 履 の を 朽 化 、 住 民間 の トラ ブル 、 管 理 、 ご み 処理 な ど 、 き ま ぎ ま な 問題 が 深 
放 向 化し て いる の で 、 最 近 、「 集 住 の 快適 な 住み 方 と 管理 」 を テー マ に し た 国際 フ 
放 メー ラム ( ぶ 開 計 論 会 ) が 開か れ た 。 過 渡 期 を 迎え た 日 本 の マン ショ ン の 未来 を 
月 擦る 初回 除 会 識 で 、 集 住 の 歴史 の 長い 欧米 な ど 、 内 外 か ら 学 者 や 専門 家 が 参 


加 し て 、 管 理 組合 の あり 方 、 共 有 社 会 の ルー ル な ど に つい て 、 討 論 、 提 言 が な 
きれ た 。 集 住 で は 区 分 所 有 者 が 共同 で ルー ル を 定め 、 実 行 し て 、 建 物 や 敷地 を 


間 符 理 す 4 こと が 前 提 で ある 。 し か し これ は 、 職 業 、 考 え 方 、 世 代 の 異な る 多様 


な 都市 生活 者 に と っ て 容易 な こと で は な い 。 

この フォ ー ラ ム の 前 半 の テー マ と し て 、 区 分 所 有 の 仕組 み と 法律 、 管 理 、 紛 
争 処 理 シ ステ ム な ど が 取り 上 げ ら れ た 。 後 半 は 、 小 規模 マン ショ ン に 集中 的 に 
現れ て いる 賃貸 化 、 管 理 者 不在 、 毎 年 メン バー が 代わ る いわ ゆる 「 輪 番 制 理事 
会 」 の 限界 、 騒 音 ・ ペ ッ ト 間 題 な ど に 対す る ルー ル 作 り 、 総 会 決定 の あり 方 、 
修理 計画 、 管 理 費 、 駐 車場 、 物 置 な ぼる ま ざ ま な 間 題 が 全国 マン ショ ン 管 理 組 
合 連合 会 より 提起 る れ て 、 各 国 の 意見 が 求め られ だ 。 主 ちと し て 、 ド イツ 、 フ ラ 
ンス 、 ア メリ カ な ど で は 、「 日 本 の よう な 輪番 制 理 事 会 と 違い 、 強 力 な 権限 と 資 
格 を 持つ プロ の 管理 者 に よっ て 運営 る れ て いる 場合 が 多い 」、」 ま た フラ ンス で は 
管理 者 の 給与 を 国 で 決め て いる 」 と いっ た 実情 が 紹介 きれ た 。 

ペッ ト に 関し て は 、 欧米 で は 禁止 が 少数 派 と いう こと で 、「 規 約 で 禁止 する こ 
と 自体 が 法律 違反 で ある 」 と か 、「 自 分 の 持ち 分 の 中 で は 基本 的 に 自由 で あり 、 
よほど の 迷惑 と 認め られ な い 限 り 、 法 も 寛容 」 な どの 実情 説明 が あっ た 。 ル ー 
ルル 作り に つい て も 、「 合 理 的 で 平等 で 一 貫 性 が ある こと 、 そ し て 実行 する こと が 
何より 大 切 で ある 。 ルー ル 違 反 を し た 人 に は 罰金 な どの 形 で ペナ ル テ ィ ー( 冊 則 ) 
を 科す の が 当然 で ある 」 と いう の が アメ リカ の 考え 方 と し て 紹介 きれ た 。 

と に か く 〈「 快 適 な 都市 生活 を 送る た め に は 、 日 本 で も 個人 主義 、 合 理 主 義 に 
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基づく 新しい 集 住 の 生活 文化 を つく る べき で ある 」 と の 提言 が あっ た 
> が | マ な MM ぐ 
と ころ で 、 集 住 の 中 で も 、 最 近 建 設 が 進め られ て いる 超 高 層 住 宅 の 場合 に は | 革 句 と 漢字 
ご ) 宅 に 3 、 M 9 
pte Ay られ な か っ た だ きま ざま な 生活 問題 が 起き て いる 。 例 ぇ 3 し ゅ う ご うじ ゅ うた く が ちょ うこ うそ う が 
ば 本 来 、 地 上 に 住ん で いた AN MNO 都心 呈 仕 宅 昌 剖 前 人 
人 間 ヵ 空間 に 住む る て 心理 的 な 不安 を 訴え る 人 も と どう じょう あま ろう きゅう か じゅ うみ ん か ん り 
軽い 船 酔い 状態 に な る 住人 が で る こと も ある 。 放 き 2 処理 。 る は きま) 深刻 化 選 道 (な ) 国際 
きら に 建物 の 構造 上 の 問題 も ある 。30 階 ぐら い の 住宅 が トイ レン の 水 を 流す と | 急流 基 探る 初 欧米 内 外 
に い " ラ Y ゃ 3 ミ , 剛 1 v ょ 
TFT ド 沙 パイ プ 内 に 韻 あ る 醒 ボ の 鼻 い が 強く な り 、3 5 背 作 宅 の ト 学者 専門 家 参加 (する ) 組合 実 有 
イレ に 残さ れ て いる トラ ッ プ 水 と 呼ば れる 水 ま で 引き 込ん で 地下 の 下水 管 に 流 | 553 ん て げん ku うど う 紅い 
> a ap で OL A HI 1 選 と っ に 回 年 
れ 込 ん を で し まう 。 こ の た め 、 下 の 階 の 住宅 で は 防臭 の 役目 を 果たす トラ ッ プ 水 戦 人 Wee し ょ くぎ ょ う 多 緑 (7 拉 委 (7 
が な く な り 、 に お い の 苦 情 が ‘= 。 " og 
MM 昔 情 が 殺到 する 。 まだ 三輪 車 、 物 干し ざお 、 植木 鉢 、 ふ と | せん ば ん し < ほう りつ ふん そう れん ご うか い 
ん な ど 、 ベ ラン ダ や 出窓 か ら の 落下 物 に よる 事故 、 わ ざわ ぎ ざ エ レベ ー タ ー を 』 前 半 仕組 み 法律 紛争 合 会 
っ て 捨て に 行か 0 1 合 | し ょ うき 昌 し ゅ うち ゅ う て き ちん た い か ふ ざい 
| 告 て に 行か が な けれ ば な ら な い ご み 収 集 方 式 、 災 害 時 の 避難 方 法 な ど 、 早 急 WW 小 規 # 中 的 賃貸 化 不在 いわ ゆる 
I | に ゞ ドナ 3 wt りん ば ん せい り じ か い げん か い そう お か いけ っ て v ゅ た 
| ROO RIA TB A IMAI Vs: 有給 限界 上 音 総会 決定 あり 方 
「 作 中 居 信 宅 の 建設 に は 衝 《 の ノウ ハウ 枯 革 積 き れ て いる 住宅 都市 整 備 肥 団 修理 馬場 物置 きま ざま な 提起 (する ) 
UNL で も 、 超 高層 住宅 に 関し て は 経験 が 十分 で は な く 、 入 居 後 に :; 半生 ん も と し ゅ si う 7 けん げん 
| AI | き 見 求め る まし て 替 力 (な ) 
HH き て くる ケー ス が 多い そう だ 。 こ うし た 問題 を 研究 する た め に 実験 タワ ー ( 高 N 吉 衝 3 ん えい + 99) よ じ っ Y}3 L ょ うか v 
I きる 108 メ ー ト ル 、 35 階 相当 ) を 作っ て 、 超 高層 住宅 を 快適 な 住居 に する ユニ ー ク | “ : < 中 員 KA 
MM NM 1 = | 称し 3 すう は き や く じ た ほう りつ 
HN な 実験 も 行わ れ て いる 。 外観 を 損なわ な い 落 下 物 防止 用 の ひき し トイ レン の 給 祭 止 少数 派 規約 自体 法律 違反 
水 方 式 、 ご み の 収 集 方 式 、 秋 害 時 に 屋上 か ら へ リュ プター、 パ ラ シ ュ ー ト を 使 ょ ほど 迷惑 認め る 寛容 ー 作 り 
う 施 難 方 : 7 純 )~ Mr i ど よ いっ か ん せい っ きん か 
の / 遊 難 方 法 、 風 に も 地震 に も 強い 構造 、 高 所 で の 心理 状態 な と ど が 研究 課題 に な 公理 的 王 毎 ー 貫 性 嗣 金 科す 
て い ゆ る 。 ゆ ゅ っ 
当然 に か く ー 壮 義 基づく 建 
ぼん らい し ん り て き ふ あん うっ た 
心理 的 (な ) ヽ 安 訴え る ゆる や か (な ) 
大 意 チ ェ ッ ク $ 撮れ 防 く 船 酔い 構造 上 下水 
(① 一 般 に 集合 住宅 に は どん な 問題 が ある か 。 前 水 er 残す 前 き えも 続 し も 
a の 9 ) 込 iL し っ へ 
My は どん な も の が ある か 。 oe 外 『 包 て po 0 
集 住 の 管理 も 言う - ln | 3 区 著 | 
誤 理 者 や ペッ ト を 飼う こと の 是非 に つい て 欧米 と 日 本 の 違い は ? 了 い し 本 VN RR いい 
二輪 物干し ざお 直木 鉢 出窓 落下 物 
事故 わざ わざ 捨て る し ゅ うし ゅ うほ うし き ※※ 審 時 
80 
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ea は 3) 


そこ 
1 損なう 
9223 い ea う Le = し 
給 水 方 式 高 所 


トラ ブル (trouble) テー マ (theme) フォ ー ラ ム (forum) 


ルー ル (rule) ンス テム (System) メンバ ー (member) 


ペッ ト (pet) プロ (professional) べ ペナルティー (penalty) 


パイ プ (pipe) トラ ッ プ (trap) ベラ ンダ (veranda) ケー ス (case) 


ノウ ハウ (know-how) タワ ー(tower) ユニ ー ク (unique) 


へ リコ プター (helicopter) 


パラ シュ ー ト (parachute) 


RR [i 0 N は 
RS に (2 ョ コ ロー 
練習 問題 


I. 構文 
①② を 参考 に し て ③ を 完成 させ 、 (④ は 自分 で 文 を 作り な さい 。 
1 ご と か と か 
①「 ペ ッ ト を 飼う べき で は な い 」 と か 「 個 人 の 自由 で ある 」 と か の 意見 が 出 
7 と hh 
② 超 高層 住宅 は 排水 か 炎 害 時 の 対策 と か の いろ いろ な 間 題 が ある 
③ ニ ュー ス は 新聞 と か 
④ 
2 。… が は 何より 


ツル ー ル は 合理 的 で 実行 し ゃ や すい こと が 何より 大 切 で ある . 

マン ショ ン 暮 らし を 快適 に する に は 、 お 互い の 理解 と 協力 が 何より 必要 だ 
③ 子 供 を 育て る に は RY 
④ 

3 "や が は 当然 で ある 

ルール に 違反 し た 人 に は 、 ペ ナル ティ ー を 科す の が 当然 で ある 、 
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② 車 の ドラ イ バ ー も 歩行 者 も 交通 規則 を 守る の は 当然 で ある 。 
⑧ 学 生 は 
④ 
。 ご と の こと で ある て と の 提言 助言 が ある 
①「 新 し い 集 住 の 生活 文化 を つく る べき で ある 」 と の 提言 が あっ た 。 
②「21 世 紀 へ の 国民 の 生活 白書 」 は 近日 中 に 発売 る れる と の こと で ある 。 
⑧ 大 学 受験 に つい て 先生 か ら 
④ 


II. 言葉 の 使い 方 


, 


の 中 の 言葉 ー つ 選ん で 、 適 当 な 形 に し て に 書き な さい 。 
を 日 本 の マン ショ ン の 未来 を 初 


① こ の 国際 フォ ー ラ ム は 
の 会 議 で あっ た 。 

② 欧 米 な ど 内 外 か ら 、 学 者 や が 

③ 欧 米 で は 、 日 本 の よう な 理事 会 と 違い 、 強 力 な と 資格 を 持 
の ) の 管理 者 に よっ て 場合 が 多い 。 

④ フ ラン ス で は . 管理 者 の 。。 を 国人 息 肖 め 唐人 胡 0G 半 

yt 

⑤ 最 近 、 建 設 が いる 超 高 層 住 宅 の __ _ に は 、 こ れ ま で の 住宅 に 

は か っ た 、 る ま ざ ま な 生活 間 題 が US る 。 


し て 、 討論 、 提言 が な きれ た た 。 


給与 。 。 場合 。。,。 考 える, 、。 探 る ,。,. 迎え る 、。 権限 決め る 
実情 進む 過渡 期 専門 家 輪番 制 、 運営 する 
参加 #* プロ ,。。。 起 きる 


2 . ( ) の 中 に ひら が な を 1 字 ず つ 入 れ な さい 。 

① こ れ は 職業 、 考 え 方 、 世 代 ( ) 異 な る 多様 ( ) 都 市 生活 者 ( ) と っ て 容易 
AE は sa 

② 次 々 ( _) 提 起き ふれ た 問題 ( ) 各 国 ( ) 意 見 ( ) 求 め ( )( ) た 。 


ざ ペ ッ ト ( ) 関 し て は 、 欧 米 ( ) な は 、 禁止 が 少数 派 ( ) を ぅ だ 


自分 ( ) 持 ち 分 の 中 ( ) は 、 基本 的 ( ) 自 由 ( ) あ る . 

間 過 傘 ( 放 埋 ( )(( ) 間 昌史 き (|)( 4 み コ Au( )( っ 
?・ 次 の 言葉 を 使っ て 、 短 文 を 作り な さい 。 ) 
① 略 す 

② 殺 到 す る 

③ わ ざわ ぎ ざ 

④ 予 期す る 
「・ 次 の 言葉 の 説明 を 国語 辞典 な ど で 調 べ て 書き な さい 。 

( 例 ) 超 高 層 住 宅 (地上 60 メ ー ト ル 以 上 の 住宅 ) 

① 必 改 吉 る 催 

② ひ さ し ( 
③ 過 渡 期 ( ( 
(④ ト ラッ プ 水 ( 1 
⑤ 猫 の 額 ( [ 


直下 の 質問 に 答え な さい 。 

び ① あ な た の 現在 の 住居 の 間 題 点 は ? 

の 集 住 と 一 戸建て と 、 ま ちら が いい か 、 ま た る の 理由 は ? 
ざ 集 住 で ペッ ト を 飼う こと に つい て 、 あ な た の 意見 は ? 
現在 の 住居 で 、 洗 た く 物 は 、 ど こ に 王 す か . 

⑤ あ な た の 現在 の 住居 の 収納 場所 は 十分 か 。 


IV. 討論 テー マ 

① 集 合 住宅 の いい 点 と 悪い 点 

② 集 合 住宅 の 住民 間 の 交流 に つい て 
③ 集 合 住宅 と 一 戸建て と の 比較 


12 課 世界 一 の つり 橋 


本 州 と 四国 を 結ぶ 橋 に は 三 つ の ルー ト が ある 。 岡山 と 四国 と の 間 の 児島 一 坂 
出 ル ー ト は 、 瀬 戸 大 橋 (昭和 63 年 4 月 10 日 開通 ) と 呼ば れ 、 淡 路 島 と 四国 と の 
間 に は 、 大 鳴門 橋 (昭和 60 年 完成 。 長 きる 1629m) が か か っ て いる 。 明石 海 峡 大 
橋 が 完成 すれ ば 、 関 西 と 四国 が 淡路 島 を は る ん で 、 二 つの 巨大 な 橋 で 結ば れる 
と に な る 。 こ れ を 神戸 一 鳴門 ルー ト と 言う 。 こ の ほか に 尾道 一 今治 ルー ト が 
建設 され る 予定 で ある 。 

これ ら の 橋 の 開通 に よっ て 、 従 来 の 船 の 欠点 で あっ た 濃霧 、 強 風 、 高 波 に よ 
る 欠航 や 、 他 の 交通 機関 か ら の 乗り 換え が いら な 〈 く な り 、 短 時 間 で 安全 に 往復 
出来 る よう に な る 。 ま た 、 人 や 物 の 交流 が 活発 に な り 、 観 光 に も 役立つ 。 

瀬戸 大 橋 は 1978 年 に 着工 し て か ら 10 年 の 歳 月 と 、1 兆 1338 億 円 の 建設 費 が か 
か っ た 。 瀬戸 大 橋 は 六 つ の 橋 か ら 6 成っ て いて 、 合 わせ て 9369m あ る 。 鉄道 と 道 
路 の 併用 橋 と し て 世界 一 の 規模 で 、 岡 山 ・ 高 松 間 に 快 速 電 車 、 マ リン ライ ナー 
が 走っ て いる 。 車 で は 10 分 で らい で 渡っ て し まう 。 中間 地点 の 与 島 に 駐車 場 が 
ある の で 、 車 を 降り 、 遊 覧 船 に 乗っ て 見 物 も 出来 る 。 

この 瀬戸 大 橋 に は 、 地 質 、 地 形 、 距 離 な どの 条件 に よっ て 、 形 の 違う 3 種類 
の 橋 が か か っ て いる 。 長い 距離 に 適し て いる つり 橋 は ケー ブル (つり 橋 の 弓 状 
の 部 分 ) か ら ハ ン ガ ー ロ ー プ を 垂らし て 橋 げ た を つり 下げ る 。 こ の ケー ブル は 
直径 5.1 ミ リ の ピア ノ 線 を 束ね て 、 直 径 1 メー トル 6 セン チ に し た も の が 使っ て 
量 る 。 ザジ フラ ンダ スコ の ゴー ル デ ウ ゲイ ト ズ メジ の 2 まで セ 馬 より も 湊 い 
ケー ブル で ある 。 斜 張 橋 は 白鳥 が 羽 を 広げ た よう な 形 で 、 ト ラス 橋 は 与 島 に 使 
われ た だ 三角形 を 組み合わせ て 作っ た 橋 で ある 。1988 年 の 完成 を 記念 し て 瀬戸 大 
橋 博覧 会 が 、 本 州 側 の 岡山 会 場 と 四国 側 の 2 か 所 で 開催 され た 。 

現在 工事 中 の 明石 海峡 大 橋 は 、 瀬 戸 内 海 の 神戸 と 淡路 島 と を 結ぶ 明石 海峡 に 
か ける つり 橋 で 、 長 る は 3910m、 建 設 費 は 1 兆 円 か か る と 言わ れ て いる 。 こ の 
つり 橋 は 、 ま ず 東 京 タ ワー の よう な タワ ー を 海 の 中 に 2 か 所 作り 、 タ ワー の 間 
に ケー ブル を 渡し 、 こ の ケー ブル で 橋 げ た を つる 。 明石 海峡 は 流れ が 速い 上 に 、 
海 が 深い の で 、 い くつ も タワ ー を 建て る こと は 出来 な い 。 し か も 近く に 神戸 港 
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が ある た め 、 外 国 の 大 型 船 も 通る の で 、 ケ ー ブ プル で つる すこ と に し た 
つり 橋 は 他 の 橋 に 比べ て 設計 や 工事 が 難し いし 、 費 用 も か か る し 、 と り わ け Es 
基礎 工事 が 、 橋 げた CO - 
WWY Pa 重い 橋 げ た を ケー ブル だ け で つり 下げ る ため 、 タ ワー ぽ レ Mi Aige AM = ps 
貴 い 岩盤 の 上 に 建て な けれ ば な ら な い 。 海底 を 爆破 し て か ら 堅 い 岩盤 まで 届 1 敵 上 H BN 
り 進め 、 こ の 岩盤 "| , 石和 掘 = ゃ ev て せ と お お は し 0 っ 9 あわ じ し ま 3 きょう 
、 こ の 岩盤 の 上 に ケー ソン を 沈め る 。 円筒 形 を し て いる ケー ソン は 直径 坂出 意 戸 大 科 開通 淡路 大 鳴門 橋 
80m、 高 き 65m、 重 き ー は 上 作 | か あか し か いき ょ うお お は し か ん きい き ょ だ い の うい 
3 1 万 5300 ト ン も ある 。 こ の 中 に 船 か ら コ ユ コンクリート を 打 環 完 成す る ) 中 大 橋 西 巨大 (な ) 神戸 
ち 込 4 > さあ 9 が ょ PO ¥ ぃ っ ゆう らい っ 
込ん で 、 ア ンカ リッ ジ (ケー ブル を 固定 する 訓 ) の 基礎 を 作る 。 こ の ケー ツ 旬 道 公治 建設 (する ) 1 3 欠点 
ンー つ を 見 て も 大 が か りな 工事 で ある こ まお > の ぅ も きょう ふう た か な み けっ こう こう つう き か ん 
し の の つる こよ が ちか る 。 | 滋 角 強風 交通 
で 、 台 風 や 地震 な どの 対策 で 、 万 全 を 期し て 設計 し な けれ ば な ヵ の ふみ た ん じ か ん あん ぜん お う ょ く か っ ぱっ 
ら な い 。 瀬 戸 大 橋 の 場合 W * 乗り 換え 還 時 上 安全 (な ) 往 4 活発 
OW , 診 の 場合 は 、 地 震 は マグ ニチ ュー ド 8 で らい の 大 地震 に も 耐え 】 記す ちゃ っ こう する a 3 究 
0 うに 、 ま た 、 台 風 の ほ う は 風速 65 メ ー ト ル の 強風 ( 家 が 倒れ た り 、 ビ 1 講 い ぁ et 3 
ル が 崩れ た りす る ほど の 風 ) に も 大 丈夫 な よう に 設計 し て ある 1 ー 費 (で ) 成 る 。 合わ せる 鉄道 併用 橋 
明石 さ CS W 0 さき た か まつ ゅ いそ く ちゅ うか ん ち て 
有 石 海 喘 大 橋 の すべ て の 工事 が 完成 する の は 1998 年 の 子 定 で 、 完 成 し た 6 | 人 入閣 5 
中 三 ! さ LU ay : まう » 
現在 世界 で 最も 長い イギリス の つり 橋 を 抜い て 、 世 界 一 に な る 。 目 : そ を まり 生 還 生 らい 地質 地形 弁 離 
| じょう けん て き ゆみ じょう た は し 放 員 
条 1 する 5 > 垂らす 橋 げ た 
2 た ば 本 は くち ょ う ひろ 
$ 大 意 チ ェ ッ ク ぐ を 衣 還 つり 下げ る 束ね る 人 白鳥 広げ る 
ラ f きん か くけ い 〈 ぁ は くら ん か い が わ か いき さい 
① つり 橋 の 特徴 は 何 か 。 一 用 ジン 組み 合わ せる 博覧 会 ー 側 開催 (する ) 
② 橋 が か か っ て 、 ど の よう に 便利 に な っ た か 。 | っ ぁ っ る す 流れ 薄い 
③ 橋 が か か っ た た め 、 な く な っ て し まっ た 物 や 、 仕 事 は 何 か 。 EE し か も ー 港 太 型 船 設計 
こう じ ひ よう 時 を が ん ば ん 
工事 用 と り わ け 基礎 岩盤 
か いて い ば く は か た ほ : 
海底 爆破 (する ) 玉 掘る 進め る 
し ず えん と うけ い み こ 3 0 お お 3 
沈め る 円 筒 形 打ち 込む 固定 (する ) 。 大 か り () 
た いき く ば ん ぜん AE ふう そく た お 
対 耐え る 風速 | れる 
くず ぬ 
崩れ れる NE 抜く 
ルー ふ .(Greuke). ss 之 リス の WU Liner) ケー ブル (cable) 
| ] | ハン ガー ロー プ (hanger rope) ミリ (millimeter) ピア ノ (piano) 
| 
| | 86 _ 
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| | | | | 3 1 叶 12 課 世界 一 の つり 橋 
| (MN サン フラ ン シ ス ュ スコ (San Francisco) デー ル デ アジ ゲオ ト デ プリ ッ ジ (Gold - 
en 


| [Il Gate Bridge) トラ ス (truss) タワ ー (tower) ケーン (caiss6n) 導 練習 問題 


トン (ton) コン クリ ー ト (concrete) アンカ リッ ジ (anchorage) 1 . 構文 
6 


ンジ i ・ 1 
マク ニチ ュー ド (magnitude) 有 』A、 ①② を 参考 に し て ③④ を 完成 させ 、④ は 自分 で 文 を 作り な さい 。 
詳 叫 を は さん で 


月 の 関西 四国 が 淡路 島 を は る ん で 二 っ の 巨大 な 橋 で 結ば れる 。 
bai 放 ② ウ ッ ウォー ルス トリ ー ト は 狭い 道路 を は きん で 高い ビル が 建ち 並ん で いる 。 


⑧ パ ン に ハム と チー ズ を は る ん で 


| 2. と り ゎ け 
① 日 本 は 自然 に 恵まれ て いる 。 とりわけ 四季 の 変化 は すばらし い 。 
② 日 本 の 伝統 芸能 の 中 で も 、 歌 舞 伝 は 、 と り わ けり 華やか で ある 。 

明 ③ 高 野 さ ん は どん な スポ ー ツ で も 出来 る 。 とりわけ 

2 人 5 PP 

① 宇 宙 和 飛行 士 は 、 万 全 を 期し て 1 年間 も 訓練 し た 。 

② 台 風 が 近づい て いる の で 、 船 は 万 全 を 期し て 欠航 し た 。 

⑧ 三 つの 大 学 を 志願 し て 


N 
Ifr 


| 
6 内 


< が Us 77 | ④ 
UNN 
ll 傾 | 4. 一 を 抜く 
- AN 6 J 
; NN 軒 /) 放 。 ① 現 在世 界 で 最も 長い イギリス の つり 橋 を 抜い て 、 世 界 一 に な る 。 


- 


② 水 泳 の 水田 選手 は 他 の 国々 の 選手 を 抜い て 、 1 位 に な っ た だ 。 

アメ リカ の エク ッ ン 石油 会 社 は 、 世 界 中 の 会 社 を 抜い て 

④ 

B. 動詞 を 「ー て ある 」 と 「 て いる 」 の 形 に し な さい 。 次 に 「 一 て いる 」 は 
( a ) 動 作 の 継続 と 、( b ) そ の 他 に 分 け な さ い 。 
台風 や 地震 に も 耐え を られ る よう に 橋 が (設計 する ) 

② 瀬 戸 大 橋 に は 形 の 違う 3 種類 の 橋 が (か か る ) 

テス ト の 前 な の で 、 あ ちら こち ら て で 学生 が (勉強 する ) 


④ 講 演 会 場 の 入り 日 に 花 が (飾る ) 


⑤ つ っ つり橋 の ケー ブル は ピア ノ 線 が (使う ) 

⑥ 反 る きん は ハー バー ド 大 学 を 卒業 し て いる か ら 、 
よく (知る ) 

⑦ 岡 山 ・ 高 松 間 に 快速 電車 が (走る ) 

⑧ 早 田 る さん は も う 530 年 も 操 易 会 社 に (勤め る ) 

⑨ ビ ア ・ ホ ー ル で 大 勢 の 人 が ビー ル を (飲む ) 

⑩ ビ ジネス マン は た いて い 青 か 、 グ レー 色 の スー ツ を (着る ) 


ハー バー ド の こと は 


II. 言葉 の 使い 方 
1 . 次 の 言葉 を ひら が な で 書き な さい 。 
橋 を か ける 石段 
① 橋 ? つ り 橋 ② 石 1 石材 
歩道 橋 石 (容積 の 単位 ) 
船 に 乗る 西 日 
③ 船 { 船着 場 西部 劇 
船舶 所 関西 
東西 
® i ® GE | 
鳴門 次 


2.| | の 中 の 言葉 を 一 つ 選ん で 、 適 当 な 形 に し て に 書き な さい 。 
① は 六 つ の 橋 で 成っ て いて 


9369m あ る 。 
② 長 い 距 離 に て いる つり 橋 は 、 ケ ー ブ ル か ら を 垂らし て 
を 下げ る 。 
③ は 瀬戸 内 海 の と と を 結ぶ 明石 海峡 に か ける つり 
橋 で 、 長 き は 3910m あ る 。 
④ は 流れ が 上 に 、 海 が の で 、 タワ ー を 
こと は 出来 な い 。 近く に 神戸 港 が ある 。 
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a ks 岩盤 まで 慈 め 、 こ の 岩盤 の 上 に 

| を 沈め る 。 

凍 因 橋 明石 海峡 。 淡路島 つり橋 いくつ D 
4 MAC. ン 、Ja し ko 
ハン ガー ロー プ 堅い Ca A 会 わせ 電 し か も 
OO bd ot GT TC i 
ケー ウン 


3 


4 


5 。 


Nr ( ) の 中 に ひら が な を 1 字 ずつ 入れ な さい MA 

馬 誠 ( ) 四 国 を 氏 ぶ 槍 の 開 連 ( ) よ ら て 、 科 来 (?) 組 の 欠 旧 (リナリー 
oS ! hi 

ER 
る 。 

作ら かめ 見 おり か りす ei i 

大 横 は 1976 年 せ 着 王 も や 9 )10 年 の 月 (まま 和 1338 
設 費 ( ) か か っ だ 。 

の 車 は 高速 道路 ( ) 走 り 、 橋 ( ) 渡 り 、 目 的 地 ( ) 著 た? 

の 地球 上 の 自 拓 議 を な くす ( )( )、 初 め て 国際 会 議 ( ) 開 催 き ・ 


次 の 言葉 を 使っ て 短文 を 作り な さい 
CD 

② ~ に 役立つ 

③ ~- を 束ね る 

④ を 垂らす 


⑤⑧ を つる / つ る す 
左 ・ 右 関係 が ある も の を 選び 、 口 の 中 に その 番号 を 記入 し な さい < 


9 。 


b. 


トラ ス 橋 


ゴー ルデン ゲイ トブ ツ tt 


c. 大 鳴門 橋 


1. 円 答 形 
2 . 淡路 島 一 四国 バート 
3 神戸 一 鳴門 ルー ト 
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d. 付 張 橋 


4. 家 が 倒れ た り ビ ル が 崩れ た りす る 
e. 瀬戸 大 橋 5. 児島 一 坂出 ルー ト 
fi ケー プル 6. 三角 形 を 組み 合わ せ た 形 
g. 博覧 会 7. 羽 を 広げ た よう な 形 
h. ケー ソン 8. つり 橋 
1. 明石 海峡 大 橋 9. 岡山 ・ 四 国会 場 
). 風速 655 メー トル の 強風 10. ピア ノ 線 


川下 の 質問 に 答え な さい 。 

① 本 州 ほ 四国 を 結ぶ 橋 に は 、 ど ん な 橋 、 ま た は ルー ト が ある か .。 
② 瀬 戸 大 橋 は 完成 まで 何 年 か か り 、 い くら か か っ た か 。 

ざま だ た 、 こ の 橋 は いく つの 橋 で 出来 て いる か 。 ど ん な 種類 の 橋 、 特 徴 は ? 
④ 瀬 戸 大 橋 が 完成 し た 時 、 ぼ どこ で 、 何 が 開催 きれ た か .。 

⑤ 明 石 海峡 大 橋 は どう し て ケー プル で つる こと ょ に し た の か 。 

⑥ つ り 橋 の 基礎 工事 は ぼ の よ うに する の か 。 

(の ケー ブル は どん な 材料 で 、 ど の くら い 太 いも の か 。 

ケー ソン や アン カリ ッ ジ と は 何 か 。 

⑨ つ り 橋 は 基礎 工事 が 一 番 大 切 で ある 。 そ の 次 に 大 切な も の は 何 か 。 
⑩ 世 界 一 の つり 橋 に な る の は 、 何 と い ぅ 名 の 橋 か 。 


IV. 討論 テー マ 


① 舌 の 工事 は 年 月 と 費用 が か か る 。 と どう し て こん な に 大 変 な の か 。 
② 橋 が 文明 の 発達 に 役立っ て 来 て いる 理由 は 何 か 。 
あな た の 国 に は どん な 橋 が ある か 。 


ーーーーー ーーー ーーーーーーーーーーーーーーー 一 


13 課 すす む オ リン ピッ ク の 商業 化 
か aa のみ) yy ボル 鶴間 
衣 、 こ いら か ら あ な た は 、 い っ た い 何 を 想像 する だ ろ う か 。 飲料 水 の コ ー ラ を 
欲 み 、 リ ー ボ ッ ク の 靴 を は き 、 世 界 の ホテ ル ・ チ ェ ー ン 、 ヒ ルト ン に 泊まり 、 
調 ッ ク の ハン バー ガー を 食べ る 。 ボ シュ ロム と は 、 あ の か っ こい い レ イ バ ン の 
上 ング ラス を 作り 、 多 て の 若者 が 使っ て いる ユン タク ト ・ レ ンズ の 会 社 で ある 。 
上 ご 2、 わ た し た ちの 多く が 愛用 し て いる これ ら の 商品 の メー カー が 、 あ の オリ 
肛 レ ビッ ク の スポ ン サ ー 企 業 で ある 。 ま る で オリ ン ピ ッ ク は ビジ ネス の 世界 へ と 
旧 秦 直し た か の よう で ある 。 TI 0C( 国 際 オ リン ピッ ク 委 員 会 ) は 、 こ の ほか に も 
多く の 国際 企業 と 契約 を 結び 、 そ の 収入 は 1992 年 の バル モロ ナ で は 、 約 150 万 ド 
ん に 達し た 。1996 年 の アト ラン タタ 五輪 で は 約 400 万 ドル に も な る と いわ れ て いる 。 
| また 10C は オォ リン ピッ ク の テレ ビ 放 映 権 を 販売 し 、 バ ル セ ロ ナ 五 輪 で は 、 そ 
の 額 は 6 倍 ド ル ( 約 780 億 円 ) に も な っ な 。 
| 0C が 商売 上 手 か ど うか は 、 と も か く と し て 、 こ れ が 国 や 信条 や 人 種 を 超 
上 えた だ スポーツ の 祭典 の 現実 の 次 で わる 。 い まや 、 ス ポン サー な し に は 、 オ リン 
由 ピック は 成り 立た な なく な っ て いる 。 オ リン ピッ ク の 商業 化 は 、 選 手 た ち を も 東 
上 張 し 、 利 用 し 、 ス ポー ツ ほ ビジ ネス の 世界 の 区 別 が つか な く な っ て し まっ た 。 
| つま り 、 協 准 企 業 は 、 商 品 を 効果 的 に 宣伝 する こと に よっ て 、 大 き な 利 益 を あ 


| げ て いる 。 し か も 世界 記録 を 更新 する た びに 、 契 約 選手 た ち に は ボー ナス が 出 
| る こと に な っ て いる 。 こ うい っ だ た オリン ピッ ク の 商業 化 は 、 こ れ か ら 6 どん な 方 
| 向 へ と 流れ て いく の で あろ うか 。 露骨 な 商業 化 は 、 い ずれ は ファ ン 離 れ を 招く 


と いう 意見 も ある 。 それ だ け で な く 、 金 メダ ル や 記録 更新 へ の プレ ッ シ ャ ー は 


| 薬物 使用 とい う 弊 害 を 生ん で いる 。「 フ ェ ア プ レー の 精神 と 競技 を 愛す る 心 」 は 


昔 語り に な りつ つ あ る の か も し れ な い 。 
昔 と いえ ば 、 は る か が 昔 、 古 代 ギ リ シ ャ で 、 神 に る る げ る 宗教 行事 と し て 祭典 
競技 が 行わ れ て いた 。 この 行事 は 、 オ リン ピア 地方 で も 盛ん に 行わ れ て いた が 、 
や が て これ が 国家 的 な 規模 へ と 発展 し て 、 古 代 オ リン ピア 祭 と な っ た 。 こ の 祭 
典 は 長い 間 中 断る れ て いた が 、 紀 元 前 776 年 に 復活 し 、1000 年 以上 に わた っ て 、 
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993 年 の 293 回 まで 、 4 年 ご と に 続け られ て きた 。 祭典 が 行わ れる 時 は 、 


人 て ギリ シャ の 都市 国家 も 、 そ の 時 だ け は 激しい 戦い の を 休め ゆ た ょ よい われ る - 
“て 、 時 は 流れ て 19 世 紀 、 古 代 オ リン ピッ ク に 興味 を 持っ た 一 人 の フラ ンス 
人 青年 が 近代 オリ ン ピ ッ ク の 復興 を 夢み て いた 。 そ の 名 は 、 ピ エー ル ・ ド ・ ノ 
ー ペ ルン 。 人 彼 は パリ の ツル ボン ヌ 大 学 の スポ ーッ 記念 式典 で 、 オ リン ピッ ク 
島 滞 を 提唱 し た が 、 そ れ は 1896 年 に 、 ア テ ネ て 現実 の も の と な っ た 。 近 代 オ リ 
ン ピ ッ ク 第 1 回 大 会 で ある 。 4 年 に 一 度 の オキ リンピック は 、 二 度 の 世界 大 戦 
ー つ の 大 会 が 中 止 に な っ た が 、 現 在 ま で スポ ー ツ の 祭典 と し て 続け られ て いる . 
本 来 まち 「『 ア マチ ュ ア スポ ー ツ の 祭典 」 上 言い な いと ころ だ が クー ベル タン 
に よっ て 復 典 され た 近代 オリ ン ピ ッ ク は 、 第 二 次 世界 大 戦後 、 大 きく 変わ っ て 
いこ“ ヾ 。 大 戦後 、 世 界 は 東西 に 二分 きれ た が 、 そ の 結果 、 東 側 の 諸国 に よる 、 団 
家 ま る 抱え で 閥 成 され た 選手 た ち が オ リン ピッ ク に 参加 し 、 優 秀 な 成績 を 収め 
人 人 ト 2 た し ルポ ッ ルル YY[】 「 】 東 TV 
ン は 、 1979 年 の リンピック 会 議 で 、-[ オ リッ ゼ ッ ク 意 間 りか らい アカ ェ ナ ュ ゲン 
の 語 を 消し だ の で ある 。 そし て 1964 年 の 東京 オリ ン ピ ッ ク か ら 、 オ リン ピッ ク 
は 巨大 化 の 道 を 歩み 始め た 。 こ の 年 の オリ ン ピ ッ ク か ら 、 通 信 術 星 を 利用 し て 
の テ レビ の 実況 放送 が 実現 し 、 地 球 の 裏側 に いて も 、 オ リン ピッ ク を リア ル タ 
1 2 て 見 る こと が で きる よう に な っ た 。 こ の テレ ゼ の 技術 革新 は 、 き き に も 角 
だ よう に 、 放 映 権 を めぐ っ て 、 一 居 オ リン ピッ ク の 巨大 化 、 商 業 化 に 車 を 
か け 、 今 日 に 至っ た の で ある 。 
商業 化 」 は る ら に わた し た ち に こん な 問題 投げかけ て いる 。 そ れ は 開催 
内 間 間 生 ある 選任 あま 宛 光 旭 あみ の 欄 周 ん 性 居 へ き サ 6 ライ ネェ カル リカ 内 
座 て 開催 きれ 、 ア ジア で 2 回 、 オ モア ニア で は 1 回 、 ア フリ カ 大 陸 で は まだ ー 
度 も 開催 きれ で いな い の で ある 。 オ リン ピック の シン ボル ュ マ ニー ク で ある 五輪 
か つ の 大 陸 。 (アジ ア ・ ア フリ カ ・ 市 北ア メリカ < オ 吾 アニ ア コー ロッ ウラ 
を 表し て いる が 、 こ の まま オリ ン ピ ッ ク の 巨大 化 、 商 業 化 が 続け ば 、 運 営 上 の 
門 是 な どか ら 、 発 展 途上 国 で の 開催 は さら に 難し く な る だ ろう 。 開 催 地 に 関す 
る 限り 、 五 輪 の 輪 が 実現 する の は いつ の こと だ ろう 。 


神 に る さげる 祭典 競技 し し て の 「 古 代 オ リン ピッ ク 」、 マチ ュ ア ・ ス ポー ッ 
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思 の 祭典 し し て の 「 近 代 オ リン ピッ ク 」 で あっ た が 、 き さまざま の 間 題 を 抱 を る オ 


明 ピ ビッ ク は どの よう に 変わ っ て い 《 の だ ろう が か 。 それ で も な お オリ シン ピッ 
競技 が 見 る も の を 興奮 る きせ 、 深 い 感動 の ドラ マ を 生み 、 熱 い 思い 出 を われ わ 


間 れ の 胸 に 残し て くれ る こと は 、 変 わら な いで あろ う 。 


多大 意 チ ェ ッ ク 金 
(① オ リン ピッ ク の スポ ン サ ー 企 業 を 五 つ あげ な さい 。 
② こ れ ら の 企業 は 、 ど ん な 商品 の 会 社 か 。 
③ 近 代 オ リン ピッ ク は 、 い つ 、 ど こ で 始ま っ た か 。 
《④ オ リン ピッ ク は 、 何 年 ご と に 開か れる か 。 


そう ぞう いん りょう す v くつ あい よう 
想像 (する ) 次 料 フ 靴 愛用 
へ ん ぼう けい や く た っ 
変貌 (する ) 契約 ー に 達し た ーー に も な る 
ほう えい けん は ん ば い が く NE 
放映 権 販売 御 ー か どう か は 
そく ば ぱく oN きょう さん M 
東 % 区 別 が の (っ か か | ー を あげ る 
本 こつ i で ら が いら むか し が た 
臨 骨 (な ) いずれ は 敵 害 昔 語 
0 ちゅ うだ ん ふっ か つ 

は る ヵ る る ば げ る 中 断 復 
ふっ こう て いし ょ う ほう か し けん し ょ う 
復興 征 唱 月 憲章 
つき ょ う ぎじ ゅ つか くし ん ふ 
実 況 技術 革新 さる き に (も ) 触れ た 
いっ そう は くし ゃ いた な 
拓 車 を か ける ー に 至る ー を 鬼 サ る 
うん えい じょう は っ て ん と じょう こく こう ふん か ん どう 

営 ( 上 の ) 発展 途上 国 興 春 感動 


コカ ・ コ ー ラ (Coca-Cola) リー ボッ ク (Reebok) 
ヒル トン ・ ホ テル ズ (Hilton Hotels) 


ボシュロム (BAUSCH LOMB) 


き ぎょ う 
ュ ビ 


ーー と いわ れる 
と も か (と し て 
更新 
ー に な りつ つ あ る 
や す 
ー を 休め る 
つう し ん えい せい 
通信 衛星 
ー を めで ぐっ て 
か いさ い ち 
開催 ( 地 ) 


あっ 
熱い 


マク ドナ ルド (McDonald's) 


ハン バー ガー (hamburger) 
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レイ バン サン グラ ス (RayBan Sunglasses) 


リク トド インズ (contact ens) 詳 凍 (O10 C が 癌 売上 手 か ビ う か は 、 し も か く と し て 、 こ れ が スポ ー ツ の 祭典 の 
メー カー (maker) オォ オリンピック (Olympic) スポ ン サ ー (sponsor) 現実 の 次 で ある 。 
バル セロ ナ (Barcelona) アト ラン タ (Atlanta) ボー ナス (bonus) @ 合 格 す る か どう か は 、 と も か くく と し て 、 挑 戦 す る こと が 大 切 だ 。 
2 アン (fan) 。 プレ ッ シ ャ ー (pressure) フェ アプ レー (fair play) ⑧ そ れ が いい こと か どう か は と も か く と し て 、 
VAR i (Olympia) リア ル タ イ ム (real time) ドラ マ (drama) の 
5 いま や 、 一 (に) な っ て いる 
' 陣 0 、 ポン サー な し に は オリ ン ピ ッ ク は 成り 立た な なくなっ て いる 。 
- 練 習 問題 いま や 、 ス ポン サ 
MA いま や 、 外 国語 の 一 つら いで きる の は 普通 に な っ て いる 。 
T. 構文 いま や 、 宇 宙 べ の 旅 も 、 
A. ①② を 参考 に し て ③ を 完成 させ 、 (④ は 自分 で 文 を 作り な さい 。 ④ 
1 と は 、- の こと で ある B。( ) の 中 の 言葉 を 適当 な 形 に し て に 入れ な さい 。 
、 SV あの 2 き 條 づつ で WO DCOM ] 凍っ ン (飲む )、 リ ー ボ ッ ク の 靴 を 。 (は 〈)、 と ルト ン に 
と で ある 。 (泊まる )、 ハ ン バ ー ガ ー を 食べ る 。 
② リ アル ・ タ イム と | と は 、 本 来 の 意味 は 電 - 了 計 算 機 で の 即時 処理 の こと で あぁ る 。 2. 古代 ギリ シャ で は 、 神 に 。 。 (8 る げ る ) だ め の 競 技 が 盛ん に 
人 (行う ) いた 。 
3 . 古代 オリ ン ピ ア 祭 は 、1000 年 以上 に __ (わたる)、4 年 ご と に _ 
① ま る で オリ ン ピ ッ ク は 、 ビジ ネス の 世界 へ 変貌 し な か の よう で ある 。 蔽 リオ リンピック は 、 見 る も の を (興奮 する )、 楽 し ませ る 。 
② 真 っ 青 な 顔 を し て 、 ま る で 、 此 圭 で も 見 た か の よう で ある 、 
③ 彼 の 態度 は 、 ま る で 、 言葉 の 使い 方 
る 1 . 正しい 言葉 を に 入れ 、 文 を 完成 し な さい 。 
9 一 (な る ) と いわ れ て いる ① 敵 害 障害 
① を その 収入 は 、1996 年 の アァ ト フン 次 五輪 で は 約 400 万 ドル に も な る と いわ ゎ われ て a. 彼 は 、 身 体 の 。 を 見 事 に 乗り 越え て 高校 へ 進学 し た 。 
2 b. 自然 破壊 に よる きま ざま な が 生ま れ て 来 て いる 。 
② バ パル セロ ナ 五 輪 の テレ ビ 放 映 権 の 額 は 、6 億 ドル に も な っ た と いわ れ て い ② 中 断 中止 
っ 4. 予定 され て いた 政治 家 の 訪 日 は 、 内 外 の 事情 に より 。 され た 。 
③ 日 本 に お ける 外国 人 劉 学生 の 数 は b. 雨 が 少し 小降り に な る まで 、 試 合 は 一 時 し ょ う 。 
③ 復活 復興 
4 一 か どう か は 、 と も か く と し て a. バレ ー ボ ー ル の 対抗 試合 。 "_ させ る 。 
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D. 一 度 は 減 び か けた 伝統 芸能 が 再び が 。 の きざし を 見 せ て いる . 
④ 提唱 提案 

4. 私 は 、 き ょ う の 会 議 で 、 あ る 考え 方 を 。 する っ も 0 だ . 

b. 小さ な 親切 運動 を 。 する 4。 
を 伯 ) の 中 に ひら が な を 1 字 ず つ 入れ 、 左 と 右 を で 結び な さい 。 
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』 中 . 次 の 質問 に 答え な さい 。 


① な ぜ オ リン ピッ ク は 、 ビ ジネス の 世界 へ と 変貌 し た か の よう に 思え る の か 。 
② オォ オリンピック は 、 ど の よう に し て 収入 を 得 て い る か 。 

⑬ 商業 化 が 激しく な る と 、 ど ん な 弊害 が 生ま れる だ ろう か 。 

④ オォ リンピック の 歴史 に つい て 、 科 単に まとめ よ 。 


⑤ 第 二 次 世界 大 戦は 、 近 代 オ リン ピッ ク に どん な 影響 を 与 を た か 。 
⑥ 過去 の オリ ン ピ ッ ク に お いて 、 巨 大 化 、 商 業 化 に 拍車 を か けた の は 何 か 。 


IM 例 拍車 (を )・ ・ 流 れる 
| | ① 利益 a 


② 時 (De ・ 提 唱 す る ⑦ オォ オリン ピッ ク の 五輪 の 輪 が 意味 する も の は 何 か 。 
③ 復活 (as ・ 招 く ⑧ 将来 、 こ れ 以 上 の 商業 化 が 続い た 場合 、 ど ん な 問題 が 起こ っ て くる か 。 
@ ファ ン 離 れ ( ) ・ ・ 上 げ る 


SA ) の 中 に 2 . で 完成 し た 文 を 言い 換え な さい 。 IV. 討論 テー マ 


例 (いっ そう 力 を 入れ て 物事 の 進行 を は や め る こと ょ ) ① ォ リン ピッ ク の 商業 化 に つい て 。 

hl ) 1 ② あな た の 国 で の オリ ン ピ ッ ク へ の 関心 度 、 熱 狂 度 は 。 

ne ) ③ この まま 商業 化 が 続い て いく と 、 オ リン ピッ ク は 将来 、 ぼ 『 の よう に な る と 

③。 ( ) 思う か 。 

KN ) ④「j 金 」 の か か ら な い オ リン ピッ ク 、 ま だ た は 、「 ア マチ ュ ア ・ ス ポー ツ 」 の 
4 . の 部 分 を 他 の 日 本 語 で 言い 換え な さい 。 ォ オリンピック に 戻る 可能 性 と を の 方 法 に つい て 。 


① 私 た ちの 多く が 愛用 し て いる 商品 。 

② 選 手 た ち を も 東 縛 し 、 利 用 計 、 スポ ー ツ と ビジ ネス の 世界 の 区 別 が つか な 
《 な っ て し まっ た 。 

③ 露骨 な 商業 化 は 、 い ずれ は ファ ン 離 れ を 招く 。 

②④「 フ ェ ア プ レー の 精神 と 競技 を 愛す る 心 」 は 音 語り に な りつ っ あぁ る 。 

⑤ 古代 ギリ シャ の 都市 国家 は その 時 だ け は 厳し い 戦 い の 手 を 休め た 。 

⑥ 大 戦後 、 世 界 は 東西 に 二分 きれ た 。 

⑦ 東京 オリ ン ピ ッ ク か ら 、 オ リン ピッ ク は 巨大 化 の 道 を 歩み 始め た 。 


放映 権 を めぐ っ て 、 オ リン ピッ ク の 巨大 化 、 商業 化 に 拍車 を か け 、 今 日 に 
に だ の で あ に 
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\M 0 
14 課 日 本 経済 の 現実 と 課題 
最近 、 本 に 留学 し て いる アメ リカ 人 留学 生 が 、「 大 学 
就職 し 、 日本 に 永住 し た い 。」t 言 っ たよ いう 疾 を 革 に し まし た ER 
が 不安 定 で 、 生 活 に な い 0 0 
M いて 6 日 本 より 治安 の 面 な と で 安全 性 が 間 お れる アメ リ 
カ よ り も 、 、 強 い 経 済 力 を 持つ 日 本 で 生 洛 す る は けが よい と 言う < と な の で し ょ う 
これ は 一 一 つの 極端 な 例 に すぎ ませ ん が 、 日 本 は そん な に 魅力 的 、 つま り 経 済 が 
安定 し て いる の で し ょ うか 。 皆さん も る ご * 存 だ の よう に 、 
EN 以後 57 か 月 に わた っ て 、 人 の ま Ay 中 きす し tg 
| れ を 『 い - そ 合間 景 所 と いっ て いま す 。 その 後 、 景気 の 変動 が あり まし た > が 
| 1986 年 11 月 ご "ろか ら 再び 必 長所 が よく な っ て きま し た 。 こ の 「 潤 成 虹 名 は rg 
ヵ 
| 聞 ざ な ぎ 景 を る か と いわ れ ま し た が 、 長く 続い た この 好景気 も 1991 年 後 
NN か ら 、 か げ り が 見 え 始め て きま し た 。 
RN 皆さん は じじ ミア か 拓 e 
間 eg bo いう こま ば を 聞い だ こと が あゆ ます か "バブ プル 経済 」 
パブ プル が は じ け た 」 な ど と いう 2 表現 を 耳 に し た こと が ある で し ょ ぅ 
| 重 "Bubbles & は 、 せっ けん の あ ゎ 、 ある い は 、 上 芝 の ょ うな 計画 を 意 
| 
a , 創 産 会 社 が 増え 、 和信 や 人 
0 次 々 と 大事 が 起こ り 、 パプ ル が は じ け て 日 本 経済 な 大 3 0 
た ち は 就職 難 の 時 を 


ゆがみ 始め ま py 人 人 々 は 日 々 に 不景気 だ 」 と 言い 、 
皆さん の 周り で も 不景気 を 身近 に 感 に 、 覆す る こし が 


い ^ ルレ 2 
MO 


dg ot 
迎え て いま す 。 


前 k i と も ゃ か と と 最近 乗っ た EZ この 運転 手 さ ん が 、 

| . 7 と そい まし た a「 今 B。 i 、 新竹 か ら 長 硬 記 を 深夜 に 来る お客 き ん 

|| eic SO を 8 生 光 の 動向 は 、 景気 動向 指数 や GNP な ど に よっ 
こと が 出 8 

本 ます 人 セ タク シー を 待つ 人 の 列 や 、 夜 の 街 の に ぎ ゎ 

、 あ る い は 、 銀座 の 路上 に 出さ れ え づく て さ の 山 の 量 な どか ら ぉ 景 景気 の 動向 を 餅 

on cab 

さて 話 を 元 に も ど し ま す が 、 長らく 続い た 景気 拡大 は 、 われ われ に さま ざま 
な 有恒 L ) ずっ 。 

ば 問題 を 投げ か け ま し た 。 例 えば 土地 の 価格 の 高騰 や 深刻 な 人 手 不 足 が あ げ ら 

れ ま す 。 土地 の 高騰 は た と ど ま る と こ ご ころ を 知ら ず 、 普通 の す ラ リー マン で は 一 生 


りく 4 る 
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と を 卒業 し た ら 、 日 本 で 


日 | 本 経済 は 1965 年 前 


ーー 


14 課 日 本 経済 の 現実 と 課題 


か か っ て も 東京 で は 家 を 持て な いと ころ まで きま し た だ た 。 ま ただ 人 手 不 足 の 問題 は 


外国 人 労働 者 を 巻き 込ん で 深刻 化し て いま す 。 こ の まま で は 10 年 後に は 資産 格 
l 差 の た ゅ 質 富 の 差 が 著しく な り 、 
の 問題 は ます ます 深刻 に な る で し ょ 2 う 。 


また 高齢 化 が 加速 度 的 に 進 り な か 、 人 手 不足 
は 021 人 で は 世界 ピ せ 拍 の な 電導 人 入会 に な 日 本 人 
の 四 人 に 一 人 が 、65 歳 以上 で ある と いう 日 が や っ て 来る の で す 。 わ れ わ れ は 高 
齢 化 社 会 へ の 準備 し と も に 、 景 気 拡大 が 残し た ツケ を 払っ て いか な けれ ば な り 
ませ ん 。 で は 日 本 経済 は 、 こ の まま 衰退 ) て いく の で し ょ うか 。 

世界 の な か で 、 日 本 経済 を 彼 置 づけ て みる と 、 相 肖 低下 し た よし て 
も 、 まだ まだ 世界 の 中 で 日 本 は 、 トッ プ の 座 を 上 埋め て いま す 。 そ れ だ け に 貿易 
族 近 の 問題 、 ア ジア 経済 に お ける 日 本 の 位置 、 国 際 社会 で の 役割 な ど 、 日 本 に 
と っ て 対応 を 考え て いか な けれ ば な ら な い 問 題 が た くさ ん あり ます 。 
0 
に つい て 触れ て み ま し ょ う 。 過 去 20 年 間 に な いて アジ ア は 世界 の 中 で 、 最 も 高 
い 経済 成長 を 成し遂げ まし た 。 その 中 で 日 本 は 、 あ いか わら ず 強 い 経 済 力 を 示 
し まし た が 、 を の 後 を アジ ア NIES が 、 さ ら に それ を ASEAN 諸 国 が 追っ て いま 
す 。 背 さ ん は アジ プア 経済 構 禁 もい う の を こ ご 存じ で すか 。 ア ジア NIES、ASEAN 
諸国 、 日 本 な ど が 一 つの 経済 早 を 作っ て 、 お 互い に 協力 し て いこ うと マレ ー 
シア の マハ ティ ー ル 首相 が 提唱 し た も の で す 。 | 
、 これから は 、 日 本 経済 が 、 世 界 や アジ ア の 中 で 独走 する の で は な く 、 こ の 構 
用 の よ うに 、 ア ジア の 中 で 技術 交流 や 貿易 を 通し て 、 ア ジア の 他 の 国々 と より 
強く 〈 結び 付い て いく こと が の ぞ ま れ ま す 。 


ちな み に 、 


大意 チェ ッ ク 金 
(①「 バ ブル が は じ け た 」 と は 具体 的 に どん な こと か 。 
② ど う や っ て ( 何 か ら ) 景気 を 読む こと が で きる か 。 
③ パ ブル 崩壊 は われ われ に どん な ツケ を 残し た か 。 
(《 マ レー シア の マハ ティ ー ル 首相 は どん な こと を 提唱 し た か 。 


きょく た ん 

概 端 (な ) 
変動 ( す る) 
は じ け る 


不動 診 価 灯 飼 産 (する ) 合名 穫 鐘 
RE rib via 不景気 
ほん らし どう こう し 、 す う 
\ - YK 


は ん か が い 。。 
の fx 『 デ 


けい こう て いし ょ う 
経 1 構想 提唱 (する ) 
どく そう ぎじ ゅ つこ うり ゅ う ぼう えき に 清め 
狐 走 ( す る ) 章 3 祥 易 結び 付く の ぞ ま れる 
『 i sf 1 0 op 1 M a 
バブ ル (bubble) タク ea) すか ラ ト 人 が 誤 湖 ン (salaried-man) 


トッ プ (top) アジ アァ (Asia) 


NIES (Newly Industrializing Economies) * 


ASEAN (Association of South-East Asian Nations) * * 
マ ピ レー シア (Malaysia) 


* 韓 国 、 溶 香港 、 シ ン ガ ポー ー ル な ど 、 工業 化 を 共に 、 急速 な 経済 成長 を 遂げ て いる 
諸国 を 新興 工業 経済 群 いう 。 
ネ *※ 東 南ア ジア 諸国 連合 。 政治 ・ 


ジン ガ ポ ー ル 、 


経済 ・ 外 変 面 で 協力 する こ と を 目的 に 、 イ ン ド ネ シア 、 
シイ リリ PS 思え 


ン ア 、 タ イ 、 プ ルネ イ の 諸国 で 結 大 され た 。 


14 課 日 本 経済 の 現実 と 課題 


1 . 構文 


A. ①② を 参考 に し て ③ を 完成 させ 、 


(④ は 自分 で 文 を 作り な さい 。 


1 . (する) より も (一 する し た ) ほう が よい 


3 。 


① 治 安 の 面 な ど で 安 全 性 が 問わ れる アメ リカ より も 、 
よい 。 

⑳ 言 葉 を 学ぶ な ら 、 自 国 で する より も 、 

③ 私 が 説明 する より も 、 

) 


日 本 で 生活 する ほう が 


その 国 に 行っ て 学ぶ ほう が ょ よい 。 


. は わた っ て 、 ノ に わた る 


① 日 本 経済 は 、57 か 月 に わた っ て 、 景 気 の 拡大 が 続き ま し た 。 
②5 日 間 に わ た る 会 議 は 、 白 熱し た 討論 の 末 、 幕 を と じ た 。 
⑧10 年 間 に わ た っ て 行わ れ た その 調査 は 
④ 


ー か ら も する こと が で きる 

① タ クシ ー の 行列 の 長き や 、 夜 の 街 の に ぎわ いか ら も 、 
と が 出来 る 。 

② 新 聞 や ニュ ー ス だ け で な く 衛 星 放送 か ら も 、 今 や リア 
き を 知る こと が 出来 る 。 

③ デ パー ト の 売り 上 げ か ら も 、 

④ 


景気 の 動向 を 知る こ 


ル タ イ ム で 世界 の 動 


4 と と も に 、 一 (を ・ も ) し な けれ ば な ら な い 


① 私 た ち は 高齢 化 社会 へ の 準備 と と も に 、 
れ ば な ら な い 。 

② 大 学 入試 で は 、 日 本 語 と と も に 、 

③ 健 康 で ある と と も に 、 

④ 


景気 拡大 が 残し た ツケ を 払わ な け 


英語 と 数 学 も 受験 し な けれ ば な ら な い 。 
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に D ) の 中 の 言葉 を 適当 な 形 に し て に 書き な さい 。 
パプ ブル が は じ け て 日 本 経済 は 大 きく 始め まし た 。 
( ゆ が む ) 
の タク シー の 行列 の 長き や 、 街 の 
動向 を 知る こと が 出来 る 。 (に ぎわ う ) 
ざ 土 地 の 価格 の 高 勝 や 、 深 刻 な 人 手 不足 が 、 問 題 点 と し て 0 


(あげ る ) 
われ われ は 、 景 気 拡大 が 残し た ツケ を 9 
(払っ て いく ) 

や 抽 来 は 、 ア ジア の 他 の 国 よ より 強く 結び つい て い ( こ ょ が 3 

(の ぞ む ) 
II. 言葉 の 使い 方 
1 . 他 の 言葉 で 言い 換え な さい 。 
⑦ 耳 に する ( 2  ④ こぼす ( ) 
② か げ り ( GO EV ( ) 
③ は じ け る ( ) ⑥ ツケ (付け ) ( ) 


yO ( ) の 中 に ひら が な を 1 字 ず つ 入れ な さい 。 

① 日 本 ( ) 就 職 し 、 日 本 ( ) 永 住 し た い .。 

る 日本 経済 は 、57 か 月 ( ) ゎ た っ て 景気 の 拡大 が 続い た 。 

ツバ プル が は じ け た 」 な ど と いう 表現 ( ) 耳 に し た こと が ある 。 
財産 会 社 が 増え 、 証 券 全社 や 銀行 ( )、 次 々 ( ) 不 宮東 が 起こ っ た . 
⑤ 人 々 は 、 ロ 々 ( )「 不 景気 だ 」 と 言う 。 

や われ われ も 、 不明 気 ( ) 身 近 ( ) 感 じ 、 析 察 する こと が 出来 る. 

て 生 上 に 出 き れる ゴミ の 山 の 基 か ら も 景気 の 動向 ) 知 る こと が 由来 る. 
の 長らく 続い た 量 気 拡大 は 、 わ れ わ れ に きま ざま な 問題 ( ) 投 げ か けた 
日 本 人 の 固 人 (JA( )、65 隊 以上 で の えよ 。9 肝 も っ aa 
⑩ 日 本 の 後 を 、 ア ジア ァ NIES( さら に それ を ASEAN 諸 国 ( ) 追 っ て いる . 
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、 ゴミ の 山 の 量 な どか ら も 景気 の 


{ 


り 


" 
{ 


が か 


14 課 日 本 経済 の 現実 と 課題 


3 . 次 の 言葉 を 使っ て 短文 を 作り な さい 。 


① 深 刻 な / に 

② 独 走 す る 

③ 占 め る 

〈④ と と ど ま る と ころ 


| 町 . 下 の 質問 に 答え な さい 。 


① ア メリ カ 人 留学 生 は 、 ど ん な こと を 言っ な か 。 ま だ た 、 な ぜ そ ん な こと を 言 


っ た の か 。 
②1965 年 以降 の 日 本 経済 の 動き を 説明 し な る い 。 
③ 長 〈 続 いた 景気 拡大 は 、 私 た ち に どん な 問題 を も た らし た か 。 
④ 日 本 経済 は この まま 衰退 し て い 〈 と 考え られ る か 。 

⑤ 過 去 に お いて 、 世 界 に お ける アジ ア 経 済 の 動き は どう だ っ た か 。 
⑥ ア ジア 経済 圏 構想 し いう の は 、 ど ん な も の か 。 


IV. 討論 テー マ 
① ア メリ カル 人 留学 生 の 言葉 を あな た は どう 思う か 。 
② 人 手 不 足 の 問題 は な ぜ 、 深刻 化し て いく の だ ろ 3 う 。 日 本 の 若者 の 考え 方 や 、 
高齢 化 問題 、 3 K の 問題 な ど 、 多 方 面 か ら 考え て みよ う 。 
③ あ な た の 国 と 日 本 経済 の か か わり 方 に つい て 考え て みよ う 。 


UN 


| 
NN 

(MN 
I 


15 課 上 高地 


、 。、 生 0600 メ ー 和 ト の 電 氷 に あり ei ら 守れ おか 
人 er ルー ッ 砂 。 
から 導 誠に 登り 者 塞 rH ホ テル シシ 倒 山 上 燈 | て = 邊 の 
「 介し た 。 役 は 日 本 に 近代 登 術 も 導入 し な 。 人 て も ウ ュ ス トッ を 括 
「、 す 6 月 に 上 高地 に ある 石 伯 の 前 で 、 壮 注 会 や ュー ラス な と が 倍 きれ っ 
いる 。 

は 長野 県 の 松本 か ら 電 車 で 30 分 、 新 島々 駅 で 下 事 、 こ こ か ら バ ュー 


上 高地 バス ター ミナ ル ま で 1 時 間 15 分 。 マ イカ ー で 行 場合 は 夏休み や 紅葉 の 


の る た め 、ZE 放 場 ま マイ 中 業 閑寺 裕人 
か ら 国道 155 を 走り 、 沢 馬 事 場 で 車 を あず け 、 バス か タクシ ーー に 
| ビジ ダニ サラ まま まで 行人 の 導 剛 お ホ A 

EE MALL Ti i 
「。 、- の 8。 その 間 座 か ら 外 に 目 を や る よ 、 道のり す で 茜 を 流れ て いる jj 
CAX t/ 人 0) 
か ぶさ っ て いる 。 

は いて つか 有名 を 所 が ある が 、 中 で も 枯 川 に 架 か う て いる 木 の つ 。 
"人 」 か ら 兄 える すばらし い 山 の 太 名 な は 印 旬 深 い 。 呈 (455m) ゃ 邊 
高 連峰 一 西 穂高 量 (2909m)、 前 穂高 岳 (3090m)、 奥 種 高岳 (3190m)、 a 
a 日 の 半 に 所 ち て 米 8: 導 で に 者 り を 
Ne WR 
A 中 ぎら けら れれ て 征 交 夫 か ら 仙人 に 生前 攻 導 は 
EN ba Np RE 
Oa に 対し て T 山 先 まき 貞光 の まあ 
0、 ノル ピ ニ ス ト た ち は 、 日 アル プス の が に な る 

0 は 大 正 4 年 915 年 ) 寺 語 の 大 噴火 の た め 特 川 が せき 下 め られ と 
て 、 噴火 の 時 に 枯れ た カラ マツ 自 権 の 木 が 水面 か ら 突 き 肌 て いっ 
と 入 N な な その に 病 お を る 50 人 
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I5 課 上 高地 


池 の 水 面 に 映し 出さ れ て 美しい 。 


欄 川 の ほとり を 歩い て いる と 、 珍 し い ケ ショ ー 柳 が 見 られ る 。 こ の 柳 の 木 は 


還 宗 が 厳 し い 地方 で 、 水 が あっ て 荒れ た 土地 に し か 育た な い 。 四 季 折 々 に 葉 の 
則 色 が 変わ り 、 冬 に は 赤く な っ た 枝 に 水 が つ く 。 真 自 い 雪 の 山 を 背景 に 、 赤 い ク 


リス タル の 樹 水 が 、 日 の 光 に 照ら きれ て 、 キ ラキ ラ 交 く 。 ケ ショ ー 柳 と いわ ゎ れ 


放 る 理由 は 、 若 い 柳 の 木 の 枝 先 だ け 白 粉 で 化粧 し た よう に な る か ら で あ る 。 


新鮮 な 山 の 空気 を 胸 い っ ぱい 吸い な が ら 、 さ きら に 砂利 道 を 2 時 間 ぐ らい 歩く 
と 、 舘 沢 キ ャ ンプ 場 に 着く 。 夏 に は 赤 や 青 や オレ ンジ 色 の テン ト で 花畑 の よう 
に な る 。 和 早朝 、 前 穂高 策 に 日 が 差す と た 、 キ ャ ン パ ー た ち は 起 き 、 顔 が 切れ て し 
まい そう な 准 た だ たい 水 で 顔 を 洗い 、 朝 食 を 作る 。 それ か ら 各 自 の 一 日 の 行動 を 始 
め る 。 

上 高地 帝国 ホテ ル は 山岳 リゾ ー ト ホテ ル と し て 有名 で ある 。 4 月 下旬 か ら 611 
月 上 旬 ま で 営業 し て いて 、2 万 9000 円 ぶら いか ら 3 万 5000 円 ぶら いで 泊まれ る 。 
ホテ ル ラ ウン ジ 「 グ リン デル ワル ト 」 で 、 ユ コー ヒー を 飲ん で 、 一 休み する 。 ス 
イス を 思わ せる 山荘 と 赤い 屋根 は 、 ま わり の 緑 の 木 々 と よく 合っ て いて 、 ま る 
で 絵 に か いた だ よ うだ 。 外 は 、 音 と いう 音 が 森 に 吸い 込ま れ て し まっ た よう は に 静 
か だ 。 こ の 静寂 の 中 に いつ まで も 居 ら れ た ら と 思う 。 

上 高地 が 人 気 が あ る の は 、 ア ルプ ス 登 山 の 出発 点 と し て だ け で は な く 〈、 多 く 
の 人 が 都会 か ら 離 れ 、 こ の すばらし い 自 然 を 味わい 、 感 動 し 、 ま た 来 た い と 熱 
望 す る か が ら で あ る 。 上 高地 ほ と い うと ころ は 、 人 の 心 を と ら え て 放 き な いと ころ 


で ある 。 


る 大 意 チ ェ ッ ク を 
(①「 上 高地 」 と いう 地名 が 何 回 も 出 て きた が 、 何 県 に ある か 。 
②「 上 高地 」 に つい て 、 わ か っ た こと を 三 つ 言 いな さい 。 
③「 上 高地 」 に ある 有名 な 「 橋 」「 池 」「 山 」 の 名 前 を お ぼ え て いる か 。 
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15 課 上 高地 


I. 構文 
A. ①② を 参考 に し て ③ を 完成 させ 、(④ は 自分 で 文 を 作り な さい 。 


回 | 中 で も 一 


① 日 本 アル プス に は 有名 な 山 が 多い 。 中 で も 槍 が 岳 は 形 が は っ きり し て いて 、 


遠く か ら で も よく わか る 。 
ん ゆう > よう いち じ る 
の 日 本 は 急速 に 経済 が 発達 し た 。 中 で も 金融 市 場 の 成長 は 著しい 。 
③ 中 ・ 上 級 に な る と 、 日 本 語 が 難し 《 な る 。 中 で も 


④ 


2 . 失っ て いる < 連 体 修飾 > 


① 先 が 失っ て いる ナイ フ を 子供 が 持っ て いて は 危な い 。 
② あ の 屋根 が 失っ て いる 建物 は 何で すか 。 

③ 林 の 葉 が 失っ て いる 
④ 


3 . ~~ の は (だ) から で あぁ ある 


① 上 高地 が 人 気 が あ る の は 、 自 然 に 恵まれ て いる か ら で あ る 。 
② 登 山 に 危険 が ある の は 、 十 分 に 準備 し な いか ら 6 で ある 。 
③T き ん に た くさ きん 財産 が ある の は 、 


④ 
B.。 各々 の 指示 に 従っ て 、 い ちば ん いい も の を 選び な さい 。 

1 .「 川 は … 央 を な で る よう に 流れ て いく 〈 く 」 と は どう いう 状態 か 。 
① 川 が 浅く て 、 水 が 澄ん で いる の で 、 岩 の 表面 すれ すれ に 流れ て 行 《。 


② 川 が よく 流れ る よう に 岩 を 黄色 く 塗 っ て お く 〈。 

③ 硫 黄 が 川 の 水 と いっ し ょ に 流れ て 行く 。 

④ 実 際 に 手 で 岩 の 表 面 を な で る 。 

「 ア ルビ ピ ニ ス ト た ち は 、 日 本 アル プス の 山々 に 登る j。 ど うし て 登る の か 。 


2.} 
① マ ロリ ー 卿 が 登っ た か ら 。 
② 上 高地 だ か ら 。 
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③ 山 が を こ に ある か ら 。 
高い 山 だ か ら 6。 
F 回 っ た に 
は 詩 と いう 音 が 森 に 吸い 込ま れ て し まっ た よう に 静か だ 」 と は どん な こと を 
表現 し て いる の か 。 
① い ろ い ろ な 音 が 全部 森 の 中 に 入っ て し ょ うぅ 。 
の 本 が だ くさ ん あっ て 森 が 深い の で 、 す べ て の 音 を 消し て し まう 
② 森 に いる 人 が 車 を 止め た り 、 人 声 や 足音 を た て た り し な い 
(《⑥ だ れ も い な く て 静か だ 。 
「 - em 
4 . この 陸地 の 中 に いつ まで も 居 ら れ た ら と 思う 』 の 「 居 られ た ら 」 の 次 に 
どん な 言葉 が 入る か 。 
① 居 る ② よ か っ た  ⑨③ も うい ぃ ④ い い の に 


II. 言葉 の 使い 方 
1. 熱 語 プ 複合 語 を 書き な さい 。 
( 例 ) 山 策 ( が く 〈) 
NH (みあ 中 で ) ③ 山 。 。 SD ②⑦ 山 
② 山 。 (ちょ うぅ ) ④ 山 。  ⑥ 品 UNAte 
( 例 ) (つき ) 突き 出る i 
①( な が れ ) 出る ③ 出る ⑤ 出る ⑦ 出る 
②( ぉ どり) 出る 他人: 作 7N 抽 @ 出る 


2 .[ | の 中 の 言葉 を 一 つっ 選ん で 、 適 当 な 形 に し て に 書き な さい 。 


① 穂 高 連峰 が 目 の 前 に て 来る 。 

② 朝 ぉ や に と 、 神 秘 的 な ムー ド に 

③ ケ ショー 柳 は 寒 き が 厳し い 地 方 で 、 で 
(《④⑥ ク リス タル の 樹氷 が 輝い て 美しい 

⑤ 顔 が そう な 冷た い 水 で 顔 を 洗う 。 

⑥ 多 く の 人 は 都会 か 6 、 こ の すばらし い 自 然 を し 
まだ 来る 。 
⑦ と いう 所 は 、 を と ら 6 を ぇ て な い 所 で ある 。 


土地 に し か な い 。 
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味わう PC ず 包む 荒れ る 育つ 覆う 迫る 
水 が あ る 正高 地 ..。 キ ラキ ラ 人 の 心 、 離れ る 放す 
感動 する 切れ て し まう 


3 . ( ) の 中 に ひら が な を 1 字 ず つ 入 れ な さい 。 


① 今 ( )( ) 先 生 を 伸 ん ( ) ク ラス 会 が ある 。 

②@ 梓 川 ( ) 清 流 の 魅力 ( ) 引 きつ けら れ て 上 高地 ( )( ) 山 に 登る 。 

③ 焼 間 の 噴火 の 時 に 枯れ ( ) 木 ( ) 水 面 ( )( ) 突 き 出 て いる 。 

④ 若 い 柳 の 木 の 枝 先 だ け 白粉 ( ) 化 粧 し た よう ( ) な る 。 

⑤ さ ら に 砂利 道 ( ) 歩 く ( ) 徳 沢 キ ャ ンプ 場 に 着く 。 

⑥ 上 高地 帝国 ホテ ル は 山岳 リゾ ザー ト ホ テ ル ( )( )( ) 有 名 だ 。 

⑦ 高 速 道路 ( ) 車 の 事故 ( ) 片 側 通行 を し て いる 。 

4 . 次 の 言葉 を 使っ て 短文 を 作り な さい 。 

① を そびえ て いる 
音 と いう 音 

③ 四 季 折 々 に 

(④ー を 思わ せる 


皿 . 下 の 質問 に 答え な さい 。 

① 上 高地 まで どう や っ て 行く か 。 

② ウ ェ ス トン は 何 を し た 人 か 。 

穂高 連峰 に は どん な 山 が ある か 。 高き は どの くら いか 。 
アルピニスト だ た ち は ど うし て 山 に 登る か 。 

⑤ 大 正 池 は どん な 池 か 。 

⑥「 ケ ショ ー 柳 」 は どう し て 、 そ の よう に よ ば れる の か 。 
⑦ 夏 の 徳 沢 キャ ンプ 場 で は 、 と どん な 光景 が 見 られ る か 。 
⑧ 上 高地 帝国 ホテ ル は どん な ホテ ル か 。 
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IV. 討論 テー マ 


① な ぜ 「 神 河内 」、 16 課 ビデ オ と の つき あい 


『「 現 代 人 は 、 山 の よう に 積み 上 げた ビデ オカ セッ ト に 埋まっ て し まっ て 、 ふ 
還 だ ん て も 導い 部 屋 が 、 ま すま す 狭 ん な っ て し まっ た 」 と いう 新聞 記事 を 読ん で 、 
則 い は 現代 人 の 共通 し た 悩み な の だ と 考え させ られ て し まっ た 。 ビ デオ テー プ 
間 を NM う お 金 と 、 録画 と 、 再 生 し て 見 る 時 間 と 、 カ セッ ト を 置 (場所 が 費やさ れ 
央 て いる 4 に も か か わら ず 、 テ レビ の VTR や 、 自 分 で ビデ オカ メラ で 撮っ て 〈 る 
間 に し と を やめ な い 人 が 多い 。 な ぜ だ ろう か 。 

ハイ テク の お か げ で 、 電 化 生活 は 簡単 に な り 、 余 裕 が で きだ 時 間 を 文化 生活 
和光 に 利用 し て きた が 、 今 度 は 、 ビ デオ ゲー ム や ゲー ムツ フト な ど に 専 人 恋し て 、 外 


| Ni て | 
|| ヽ 人 ペー ング A 誠に 出 て スポ ー ツ と か 、 運 動 も あま り し な く な っ て し まっ た 。 これ で は 健康 に い 
|| ーー | 1 也 


神 合 地 」、「 神 降 地 」 と 書か れ 、 現 在 「 上 高地 」 に な っ た 
の か が 、 考 ん CI 括 せ 合 い 汰 きい に 


② 上 高地 が 人 気 が あ る 理由 は 何 か 。 


ーーーーーーーーーーー 


/ が 
が ーー 放 勉強 は 試験 が ある 時 だ け す る 。 従 来 の 活字 文化 の 代表 で ある 本 は 、 長 い 物 は 


根気 が な く な っ て 読ま な く な り 、 せ い ぜ い 新聞 か 、 雑 誌 の 記事 に ざっ と 目 を 通 
す で ぐら いで ある 。 学校 の 参考 書 も 、 マ ン ガ 日 本 史 や 、 マ ン ガ 経済 な ど 視覚 化 
せ た 本 が ベス ト セ ラー に な っ た り し て 、 時 間 が か か る 長い 本 や 、 堅 い 本 が きら 6 
われ て いる 。 その た め 、 ビ デオ は テレ ビ の 発達 と と も に 目 ざ ま し く 伸 び た だ 。 テ 
レビ で 見 る だ け で は 、 映 像 は 瞬時 に 消え て し まう の で 、 写 真 を アル バム に 入れ 
て し まっ て お く よ う に 、 ビ デオ テー プ に 録画 し て 記録 し て お ける よう に な っ た だ 。 
外出 し て いて も ビデ オデ ッ キ は タイ マー を セッ ト し て お け ば 、 自 動 的 に 録画 し 
て お いて くれ る 。 ビ デオ ォ が 写真 と 違う の は 、 ビ デオ は 「 動 き と 音 」 が 同時 に 記 
録 で き る こと で ある 。 オ ー デ ィ イオ ・ ビ ジェ アル の 機器 が 発達 し た の で 、 だ れ で 
も 簡単 に 手 に 入れ られ 、 楽 し め る よう に な っ た だ 。 

と ころ が 、 ビ デオ テー プ は どん どん 増え る 一 方 だ し 、 録 画 し た も の に ラベ ル 
を は っ て 整理 し な けれ ば な ら な いし 、( 最 近 、 テ レビ 関係 の 雑誌 な ぼ ま に は 、 ダ イ 
ジェ スト の 解説 が あっ た り 、 カ セッ ト に は る だ け の ラベ ル も あっ て 利用 出来 る 
の で 売り 上 げ が 伸び て いる よう だ ) 箱 や 棚 に 並べ て も 並び きれ な い ほ ど 、 だ ま 
っ て し まう 。 を の 上 、 録 画 し た ビデ オ を 見 な けれ ば な ら な い 。 平 日 は 忙し い の 
で 深夜 に 見 る か 、 土 ・ 日 に まとめ て 見 る か 、 ど ちら に し て も 時 間 が か か る 。 時 
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16 課 ビデ オ と の つき あい 


間 を 節約 する た め 一 度 に 何 本 も 見 る と 、 内 容 だ ま ざ っ て し まっ て 、 な に が な ん 


ey く な っ て し まう 。 ま た だ た 、 こ れ ば か り で な く 『 ビ デオ ソフ ト ・ ガ イ 語句 と 漢字 
IN と ど を 1 日 400 円 びら いで レン タル し て 見 る 。 こ れ で ん だ いじ ん 5N 3 4 
は 全く 見 る の が 義務 と し か 言い よう が な い 。 積み 上 げ る 埋まる ふだん ます ます 
> ゞ ニー ヾ で yp うつ う 9 ろく が さい せい つ v 
NNNWDWAT 和 fyMOtDOdhD'oNNhno200 放 本 装 務 0 i NORI MA 
| ラ で 撮り た だ た く な る 。 カ メラ は 使い や すく 〈 く コンパ る 余裕 専念 する ) 。 1 活字 
MM bd 8 目 さ まし く 伸び る 人 時 
Me の レン タル も ある の で 、 利 用 し て いる 者 も 多 ER 機器 没 理 ける ) 雑誌 解説 
い 。「 日 本 人 は すぐ わ か る 。 カ メラ を 首 か ら 下 げ て 、 パチ ノ パ チ 写 真 を 撮り まく っ 0 の bt 
0 ら 」 と 言わ れ て きた 日 本 人 が 海外 で ビデ オカ メラ を 肩 に か つい だ り ! i We i な いよ う 7 . 5 0 
FCL ot 024 ACA AD YS. よし て の 時 し うど yt al 2 1 
、 お 金 と 、 時 間 と 、 収 納 する 場所 が か か りす ぎる 。 こ うい 普及 (する ) 新 製品 ( 肩 に ) か うく パチ パチ (と ) 


LE 


うこ と を 全部 や め > Ni } も 1 き 
0 ! て し まっ だ ら 、 る きる ぞ 静か で 、 の ん びり し た 生活 が で きる だ ろ の ん びり する ED り ま わす きっ ぱり (と ) 符 
2 0 ta 。 副 械 に 振り まわ きる れる 生活 と 、 き っ ぱり 緑 を 切り た だ た いと 思っ } 
いる 者 が 多い よう だ が 、 は だ た し て で きる だ ろ 5 了 
170b < だ だ る 
RAR ビデ オ (video) カセ ッ ト (cassette) VTR(video tape recorder) 
ハイ テク (high technology) ゲー ムッ フト (game soft) アル バム (album) 
べ ベスト セラ ー(best seller) ビデ オォ デッキ (video deck) タイ マー(timer) 


① カ メラ と る 大 意 チ ェ ッ ク を ! ャ ッ ト (set) ォ ー デ ィ オ ・ ビ ジュ アル (audio visual) ラベ ル (label) 
ラ と ビデ オ の 違い は な に か 。 

② 最 近 、 KN 0 Ye ガイ ド (guide) ダイ ジェ ス ト (digest) ビデ ォ ッ フト (video soft) 
最近 、 本 を 読ん だ たり 、 ス ポー ツ を し た りす る 人 が 少な く な っ た 理由 は ? 


③ ビ デオ は どの よう に 利用 され て いる か 。 レン タル (rental) ュ ン パク ト (compact) ツ ニー (Sony) 


キャ ノン (Canon) シャ ー プ (Sharp) ビク ター(Victor) 
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[ . 構文 
A. は 完 

の を 参考 に し て ④ を 完成 させ 、④ は 自分 で 文 を 作り な さい 
1. 一 に も か か わら ず | 
ツ 人 本命 科 いた に も が か わら ず 、 湯 職 まで に 部 長 に な れ な か 7 

; i r つ ey 

の 凌 用 が か か る に も か か わら ず 、 外 国旅 行 に 行い 人 が まい 
ざい つも 喧嘩 し て いる に も か か わら 子 


④ 


2 . こ と は 言え な い 

ツ 迷 表し レビ ば か り 見 る の は 、 健康 に いい と は 言え ない 
② あ の 首相 は 政治 家 と kk て 有 能 な 人 だ ょ は 言え な ぃ い 

③ 日 本 は 経済 大 国 だ が 


④ 


9・ て も 一 きれ な い ほ ど - 


MI 0 か 0 
て 国会 図書 館 に は 、 読 ん で も 読み きれ な い ほ ょ 本 が ある 


② 夜 空 の 星 は か ぞ え て も か ぞ ぇ きれ な い は ほど ある 
③ 使 っ て も 使い きれ な い ほ ょ 


④ 


4 こと し か 言い よ う が な い 
び ① 岡 山 き ん の 会 社 は 倒産 し 、 その 上 子供 た 死な れ て 

いよ う が な い 。 

の ケネディ ー 大 統領 の 兄弟 は 暗殺 きれ た 。 

ざ 高 田 さん は 受験 し た 大 学 を 全部 落ち た 


気の毒 と し か 言 


不運 と し か 言い ょ ぅ が な い 。 


④ 


9 こない こと も な い 
し 

② ハ レッ ク さ ん の 父親 は 子供 に 厳し い が . は ほめ な いこ と も な い 
ざ ウ イス キー は あま り 好 き で は な い が . 


116 


16 課 ビデ オ と の つき あい 


④ 
6 は た し て だ ろう か 
④ 彼 は 、 は た し て アメ リカ 大 統領 に 当選 する だ ろう か 。 
② 片 山 さ ん は 山登り に 行っ て まだ 帰っ て こない 。 は た し て 生き て いる 
だ ろう か 。 
ニッ ク き る ん は ロビ ン き ん と 結婚 し だ が っ て いる 。 
④ 
B. 例 の よう に 適当 な 疑問 詞 を 使っ て 書き な さい 。 
( 例 ) あ まり た くき さん ビデ オ を 見 た の で 、 な に が な ん だ か わか ら な く な っ た 。 


① パ パー ティー で 大 勢 の 人 に 会 っ た の で わか ら な か っ た 。 
② デ パー ト で いろ いろ な 服 を 試着 し た の で 、 わか ら な く な っ た 。 
いろ いろ な 国 を 旅行 し た の で 、 わか ら な くう だ 。 


II. 言葉 の 使い 方 
1 . 次 の 語句 を 2 グル ー プ に 分 け 、 共 通 点 を 言い な さい 。 


① 積 み 上 げ る ③ 書 き 上 げ る ⑤ 読 み 上 げ る 
② 仕 上 げ る ④ 持 ち 上 げ る ⑥ 釣 り 上 ば げ る 

2 . ど の よう な グル ー プ の 言葉 か 、| | に 書き な さい 。 

( 例 ) チュ ー リ ッ プ バラ きく 61 称 花 


① 現代 人 社会 人 AN 成人 
② 長い 本 堅い 本 マン ガ 辞書 文庫 本 
⑨ ゼ デ オカ セッ ト ビデ オカ メラ 放 メ ラ フ 交 琴 % 


④ ツ ニー シャ ー プ ヤノ ツン) ピク グ タ デー 

⑤ エア ュ コン 洗濯 機 冷蔵 庫 アイ ロン オー プン 

3 の 中 の 言葉 を 一 つ 選 ん で 、 適 当 な 形 に し て _ に 書き な さい 。 

① ビ デオ ォ は 現代 人 の 共通 し た 悩み な の だ と られ て し まっ た 。 

②V T R や 、 自 分 で ビデ オカ メラ で 撮っ て くる こと を な い 人 が 多い 。 
③ の お か げ で 、 電 化 生 活 に 時 間 の が で ぎ 。 

④ 忙 し い の で 新聞 か 雑誌 の 記事 に 。 目 を 通す らい で ある 。 


⑤ は 自動 的 に 録画 し て お いて の で 便利 だ 。 
⑥ ビ デオ カメ ラ は 使い 易く に な り 、 普及 し て きた 。 
⑦ さ を 静か で 生活 が で きる だ ろう と 思う が . 


ビブ ナブ ガブ ツゲ ギ 3 パタ ド ト 視覚 化 余裕 メ Y れ 佐 . 分 
の ん びり する 構え る せい ぜ い 考え る くれ る 
7 AV4 ざっ と 止め る 


7 2 の 申 に ひら が な を 1 字 ず つ 入 れ な さい 。 

① ビ デオ が だ くき 4 売れ て いる ( ) で CO( ) 新 聞 記 事 を 読ん だ 。 

② テ レビ の 発達 と と も ( 中 ビデ オ は 教育 に も る 、 娯楽 ( )( ) 利 用 きれ て 
いる 。 

レビ で 見 る だ け ( )( ) 映 像 は すぐ 消え て し ょ ぅ . 

④ 音 楽 は ステ レオ ( 聞く と 音響 効果 ( ) す ば らし い 。 

。 オト コピ ー は 生 真 の 原理 (。) 応 用 じ た (、)(-) て ある.。 

OAM tt Le 
ある 。 

” ・ 交 の 言葉 を 使っ て 短文 を 作り な さい 。 

G⑩- 一 坊 だ 


(② パ パチ パチ (と ) 


③ き っ ぱり (と ) 


オー ディ オォ ・ ビ ジュ テル 


車 . 下 の 質問 に 答え な さ い 。 


び 現 代 人 の 共通 し た 悩み は な に か 。 

② 電 化 生活 は 文化 生活 と 言え る か 。 

③ 活 字 文化 し は な に か .。 

マン ガ 日 本 史 や マン ガ 経 済 と は な に か 。 
ざめ ぼう し て 本 を 読ま な てく な っ た の か 。 
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胃 ⑥ と うし て ビデ オ を 見 る の が 義務 に な る と 感じ る の か 。 


導い は な に か 。 
の ⑦ の V T R と 写真 の 違い sky 
⑧ 旅 行 し て いて 、 ど うし て 日 本 人 だ と すぐ わかる, の か 。 4 
⑨ 筆 者 は 、 は た し て 器械 に 振り まわ され る 生活 と 縁 を 切る こ 1 


ろう か 、 ま だ は 出来 な い だ ろ うか 。 


| IV. 計 論 テ ー マ 


ほう が いい と 思う 」 グ ルー 
「 ゼ ビデ オォ が な いと 困る と 思う 」 グ ルー ププ と と 「 な い ほ うがい いと 思う 」 
ly CA a 
プ と に 分 か れ て 討論 し な る い 。 


に 書き な さい 。 


V . 下 の 語句 を 三 つ の グル ー プ に 分 類 し て 


| オー ディ オ (聴覚) | 


| ビジ ュ ア ル (視覚) | 


| オー ディ イオ ・ ビ ジュ アル (視聴 覚 ) | 


ぜ ば 共 兆 自 piars \ 
広告 用 コピ ー ラジ オ 宣伝 用 ちら し 交通 標識 じ 

ー 話 交差 点 の 信号 。 ポス ター 
絵 新聞 スラ イド 電話 交差点 の 信号 


自動 車 の クラ クシ ョ ン 映画 


17 課 方 言 ま る だ し の 弁論 大 会 
1 音 和 お = きき ラッ 
es To 
4 [ に 包ま れ て いる 。 勇 を 鼓 し て 、 演 壇 に 進ん だ .「 こ 
と ー、 ワ シャカ 市 役所 の 農林 水産 課 の 後藤 ちゅ うん じゃ い ,。 SW か c 
「 う め ぇ 豊後 喜田 交 っ Nl ' 
ドブ 0 と hb 凍 性 生 て EE シト 
え ぎっ て (で し ゃ ば っ て ) 出 て きた ゎ 3 “ 
C け じ ゃ ね えん じゃ 」。 司 に くど か 
だ 経緯 を 説明 し た 。 idc, ol 
a 人 MM 
中 米 は 「 お 役人 」 の 唱 か ら 飛 び 出 す ふ だ ん 着 の 言葉 に 大 喜び 訪 言 で 訴え る 
しい ' hd 6 時 ( び o 本 し 器 ト え 
由夏 の 重要 課題 は 、 何 度 も 抽 手 と 爆笑 を 巻き 起こ し た 
分 時 則 後 高田 市 で 、 全 国 初 の 方言 に よる 双 論 大 会 が 始ま っ た の は 昭和 58 
が 倒 \ ーー 豆 に 4 
F。 大 分 方 言 ま る だ し 弁論 大 会 」、 副題 は 「 な ん で ん か ん で ん いう ち ぁ ぃ U 
イク まな ほ 百 こ 
。 人 褒 さん が 最 優 抽 を 北 得 し た の は 、 一 昨年 の 第 8 回 大 全 っ た 。「 計 。 
MM まし ね が それ まで は すべ て 手作り 募金 か 6 会 場 
遇 っ 人 まい 苦労 し た も の で す が 民 近 は 5 的 
こ すい は 調 - 
Me 最近 調子 が 出 て きた 。 や っ ぱり 継続 は 力 だ 


^ う 主 す の は 、 大 会 事務 局 の 土谷 雄二 きん (@) だ . 
する 豊後 高田 は 、 数 々 の 古寺 が ある 「 み 仏 の 里 」、 


国東 半島 の 付け 根 に 位置 
谷 さ ん ら の 地域 お こし グ 
プ が 、 町 づく り の 核 と し て 選ん だ の は 「 大 分 弁 」 だ っ た り 
論 大 会 の 審 戦 格 だ 。 郷土 作家 で i 
輸 太 会 の 客家 は 、 大橋 だ 。 多 寺 作家 ら 数 人 の 審査 員 り t、 表 現し 内 「 方 
言 力 」、 発 言 時 間 (制限 は 5 分 ) を チェ ッ ク す る 
年 、 書 類 審査 を パス し た 10 人 前 後 が 出場 する 。 
開催 当日 、 会 場 の 前 に は 早朝 か ら 行列 が で きる 
ぐり 」 の バス 2 


4 項目 各 5 点 の 20 点 満点 。 毎 


| 大 分 、 別 府 市 か ら 「 方 言 め 
吾 が 出る 。 入 場 し きれ な い 人 の た め の モ ニー 
今年 は 10 月 の 大 会 後 、 12 月 に 「10 周 年 記念 大 会 


| ぞ 」 を 開く 。 後藤 き ん ら 過 去 の 
最 優秀 賞 受賞 者 と 、 県 内 の 各 放 送 局 アナ ウン サー $ 参加 し て 、「 大 分 弁 ナ ン バ ー 


フン 」 の 座 を 競う そう ぅ だ. 見 も の で ある 


テテ ャ ゼ は 3 冶 。 
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も 17 課 方 言 まる だ し の 弁論 大 会 


議 の お 国 言 葉 富 水 一 朗 漫画 家 ) ーーーーーーーー 
間 の 県 南部 の 佐伯 市 に 26 歳 の 時 まで いま し た が 、 同 じ 大 分 弁 で も 南 と 北 で は 
旧 だ いぶ 印象 が 培い ます 。「 ど うだ 」 を 「 ぼ げ え か 」 と いう 所 が 多い の で 、 県 出身 
間 才 の 会 合 の 名 を 「 ど げ え 会 」 に し よう と いう 意見 が あっ た 。 僕 は 「 や ゆとり 」 
央 言っ た ん で す 。 と いう の も 、 佐 伯 で は 「 ど ね ぇ え か 」 で すか ら 。 大 分 弁 の 代表 
間 預 し いえ ば 「 よ だ きい 」( め ゆん ど て さい) で し ょ うか 。 一 般 に 大 分 弁 と され る 言 


間 華 は 、 潤 音 が 多く て あま り 好 き に な れ ま せん が 、 城 下町 ・ 佐 伯 の 旧 市 街 の 方 言 
則 だ け は 別 。 女 性 の 言葉 な ど 、 実 に 柔らか く て 優し い 。 だ ま に 帰 郷 する と 、 着 い 


だ と た ん に 昔 の 言葉 に 戻っ て し まい ます 。 


0 @ 大 意 チ ェ ッ ク $ 


① こ の ユニ ー ク な 弁論 大 会 が 始ま っ た の は 何 年 ぐら い 前 か 。 
② こ の 弁論 大 会 の 審査 の た め の 4 項目 と は どん な こと か 。 
③ こ の 弁論 大 会 は どの ぐら い 人 気 が あ る か 。 
④ 一 般 に 大 分 弁 に は 何 が 多い か 。 
富永 さん は 城下 町 、 佐 伯 の 旧 市 街 の 方 言 を どう 思っ て いる か 。 


キー 
語句 と 漢字 
ほう げん べ ん ろ ん た いか v ちょ うし ゅ う ご と う の り た か ちょ うま ん いん 
方 言 論 大 会 中 2 後藤 則 隆 超 満員 
ちゅ うお うこ うみ ん か ん ね っ つつ ゆう ご えん だ ん 
: を 


17 課 方 言 ま る だ し の 弁論 大 会 


ぜん こく は つ ふく だ い 
* 国 初 の に 玉 
いっ さく ね ん wn Fr 0 
一 昨 ー 以 後 プ f 
か いじ ょ う き が く ろう ちょ う し jT. 構文 
会 場 探す 苦労 (する ) 調 - ] _ 議 2 分 で 文 を 作り な さい 。 
けい そく < た いか いじ な きょく っ ちゃ ゆう で くに さき は ん と う A. ①② を 参考 に し て ③ を 完成 させ 、④ は 自 
本 (会 事務 局 - 谷 雄二 半島 の は 、 一 に は 一 だ で す 
い ち か ず か ず で や ほ と け さき と 較 に が uo ※ 験 だ っ た 。 
位置 (する ) 数 々 の 古寺 み 仏 の 時 間 ①1000 人 も の 聴衆 を 前 に し て 話す の は 、 後 藤 き ん に は 初め て の 経験 どっ た 
核 ー 借 審査 厳格 (な ) 則 ② 早 起き する の は わた し に は 容易 で は な い 。 
う ! な い っ i wi 1 A 3 ge 光 に は 
表現 方 傘 発言 (する ) 制 層 け る ) 間 通し て アル バイ ト を する の は 、 和 留学 
ょ る い ぜん ご np いさ い 
満点 書類 ー 前 後 開催 の 
ペ っ ポレ kp うじ 1 う 2. が 一 の は 、 一 だ です 
内 PF 滑 A RN 衣 の 後 歳 きん が 、 最 優秀 賞 を 玲 得 し た の は 、 一 昨年 の 第 8 回 大 会 だ っ た 。 
じゅ し + うし ゃ ほう そう きょく ぎ み 後 RI VODA (の * EY RL 
| 貨 者 0 の ev | ⑨ 地域 ちこ し グル ー プ が 町 づく り の 核 と し て 選ん だ の は 、 大 分 弁 だ っ た 。 
みな が いち ろう まん が か な ん ぶ さ えき きい } ルポ a る he 
| い う ゅ っ や Pp い ご う い けん 
' だ いぶ 肥 出身 者 会 全 意見 KS 
| いっ i} ; ~ > 
| 人 ー 衝 一 般 に 濁音 めん ぼ ( う )( き い 遼 3. こと いえ ば ー だ ノ で す a 
| ょ う か まち ゅ う ぱい ジ ょ せい > つ や わ ) ん y・ に 庄 】 いえ まく [ よ だ き い 」 で し ょ う 。 
| 家 宙 較 中 に 時 本 So すす 
| } ゝ ラッ A i RR 
| b き き きょう も と 人 の 好物 と いえ ば 、 * 
| 優し い が ま に 帰郷 (する) と た ん に 戻る の あの A 
| W 
| ④ 
| グル ー プ (group) チェ ッ ク (check) アナ ウン サー (announcer) 
| 、 こ 入 れ な さい 。 
| パス (pass) モニ ター (monitor) ナン バー ワン (number one) B. ( ) の 中 の 言葉 を 適当 な 形 に し て _ に 入れ な さ Oy 
| っ 。 )+ ない 2 FH 
UU ① わ ゎ た し は 出 て きた わけ で は な いん て す 記 
| | 6 も 3 ; | に 経緯 を 説明 し た 。 (出し ゃ ば る 、 前 置き する 、〈 く 
用 < 大 分 弁 の 例 > ワシ ゃ = も た し は 、 ー ち ゆう も ん じゃ い = ニ =ー と いう も の で す 、 1 9 度 も 拍手 と 爆笑 を 
| か 1 i ② 方 言 で 市 政 の 重要 課題 は 、 何 度 
2 うめ え 三 いし い 、 じゃ けど ニ で すけ れ ど 、 し えま ぎっ て = で し ゃ ば っ て 、 ネーー 7 で 
ョ 区 > el 
ね えん じゃ = な いで す 、 人 ん で ん か ん で ん いう ち み い ニ 何で も 言っ て みな きい . を る 雪 き 冊 ミ う 7 ・ 入 揚 まで も の で す 。 
の Mk 、 寺 央 の yy すっ i} ③ 初 め ゆ は すべ て 手作り 。 募金 か ら 会 場 。 ま て 、 
ど げ え か ・ ど ね え ぇ か ニニ 2 て すす 、 よ ょ だ きい めん ど ( う ) く さい 
(探す 、 苦 労 する ) 8 
と 、 と た ん に 昔 の 言葉 に ___ し まう 。 


(た だ たまに 


( 帰 卿 する 、 着 く 、 戻 る ) 
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II. 言葉 の 使い 方 
1 . | | の 中 の 言葉 を 一 っ 選ん で 、 適 当 な 形 に し て に 書き な さい 。 


① 大 分 方 言 弁論 大 会 当日 、 会 場 に か ら C8 る 2 。 
豊後 高田 は で 、 国 東 半島 の 付け 根 に が 多い 。 

③10 _ 記念 大 会 に は 、 県 内 の 各 アナ ウン サー も する 。 
④ こ の 大 会 で は 、 大 分 弁 の を 競う そう だ 。 

⑤I 旧 市 街 の 女性 の 言葉 は 、 _ 柔らか 《 て 8 

⑥ ふる さる と に 帰る と 、 そ の 土地 の _ を 使い ます 。 

⑰ 同 じ 大 分 発 宮 あ も 、 . 、 5 は 、 だ い が -。 別 涼 が 條 う 。 

⑧ 第 5 回 _ は が つき まし た が 、 を それ まで は わた 。 

] 


以後 地名 周年 参加 行列 印象 優し い 
画 寺 : 業 二 混 , 訪 葉 まる だ し ナシ バー ワン 放送 局 
を Mc SAC AST 生計 0 WNW も Am 

位置 する 大 会 


2. ( ) の 中 に ひら が な を 1 字 ず つ 入 れ な さい 。 

①100 過 ( ) 本 を 1 年 で 読む ( )( ) わ た し ( )( ) 不 可能 だ 。 

② こ れ か が ら 6、 う まい 米 づ くり に ( )( )( ) 話 そう 2( ) 思 う 。 

③ 聴 衆 は お 役人 ( ) 日 ( )( ) 飛 び 出 す ふ だ ん 着 の 言葉 ( ) 大 喜び 。 
④⑨ こ の 弁論 大 会 の 副題 は 「 何 ( )( ) か ん ( )( ) 言 っ て みろ 」 だ っ た 。 
⑤ や っ ぱり 継続 ( ) カ ( ) と 思い ます 。 

⑥ た ま ( ) 帰 卿 する ( )、 着 いた と だ ん ( )、 昔 ( ) 言 葉 に 戻る 。 

3 . 次 の 文 を 完成 させ な さい 。 

① 一般に 大 分 弁 と され る 言葉 は 


② 弁論 大 会 の 会 場 に 入場 し きれ な い 人 は 
4 . 次 の 言葉 を 使っ て 短文 を 作り な さい 。 
① 数 ・ 量 も の 一 
② 勇 を 鼓 し て 一 


胃 ③ー に 位置 する 
同上 ム の 明文 を 読ん で し 上 | に 洪 字 を 1 字 ず つ 入 れ な ざい 。 
間 ① 特 定 の 地方 だ け で 使わ れる 言葉 し 上 」 

間 の k ゃ 音楽 な E の きき て し エコ 

会 社 な ど で 、 自 分 より 上 の 人 [上 1 

剛 みい の 人 が 、 一 度 に どっ と わら うこ と し 上 


17 課 方 言 ま る だ し の 弁論 大 会 


⑧ っ づり る こと し 上 

⑧ 海中 に つき 出 て いる 陸地 [| | 
の 最高 の 点 し | 

⑧ 会 な ほ を ひら 5《 こ と し 上 


|]. 下 の 質問 に 答え な さい 


① こ の 弁論 大 会 .、 ふ つう の 弁論 大 会 の 違い は 何 か 。 

② 大 分 県 は 九州 の どの へ ん に ある か <。 

② ス ポン サー が つき は じ め た の は 、 何 回 目 か ら が 。 
豊後 高田 は 、 な ぜ 「 み 仏 の 里 」 と よ ば れ て いる の が 。 

⑤「 地 域 お こし 」 と は 、 ど うい 2 意味 が 

⑥ 力 言 弁論 大 会 の 審査 は 、 ど の ょ うに する の が 。 

の ⑦ 大 分 弁 の 弁論 大 会 の 副題 は 何 か 。 


IV 討論 テー マ ( 各 項目 に つい て 、 調べ た り 比 べた り し て 話し 合い な さい 。) 
① 日 本 各地 の 主 な 方 言 に つい て 。 
② あ な た の 国 や 各国 の 方 言 に つい て < 
③ 共 通 語 で ある 東京 の 言葉 の 特徴 と 印象 に つい て 。 


18 課 広がる 交流 の 輪 一 3 話 


18 課 広がる 交流 の 輪 一 3 話 凍 人 月 下 包 から 9 月 に か け て 、 そ れ ぞ れ 十 日 間 の 日 程 だ 。 同 協会 は 、 国 内 国外 


座 孔 の 団体 や 施設 へ 、 学 生 や 若 い 社 会 人 の ボラ ンティア を 送る 等 の 事業 を 続け 
rt きた 。 若者 た ち が ポ ボラ ンティア 活動 に 汗 を 流 事 次 は す が す が し K べ で 頼もしい 。 
問 目 由 な 時 間 が 多く 持て る 夏 は 、 そ の 活動 に 絶好 の 季節 だ 。 活動 に は きま ざま な 
華 出 会 い が あ る だ ろう 。 現代 が 失い か け て いる も の を 見 つめ る 活動 、 自 分 を 再発 


第 1 話 
者 E ェ ん 人 と 2 y 字 ヽ 主 - 、 ター ゃ 

内 力 隊 の 派 遺 壮行 会 が きのう 東京 の 協力 隊 事 務 局 で 行わ れ た 販 押 
EO うち 半 数 近い 133 人 が 女性 隊員 だ 
て 卓球 を 指導 する 鈴木 続き ん (埼玉 ) は 学生 時 代 全日 本 選手 権 に 出 7 
| 旧 洒 谷 由 コン クー ル 入 催 の 経歴 を 持つ 谷 木 香寺 きん 4 
ジン バ プ エ で 歌 を 教え x RM 
讐 同 新た か 3 崇 ーー ) こ 

「。  、・ 泊 付 象 国 に な っ た の は 、 民 主 化 後 市 場 経済 に 取り 引 も が 
が 0 . ES 

"て 日 本 文化 を 専攻 し た 山田 圭子 きん (三重 ) が 男 任 隊員 3 人 + ょ 。 
に 赴任 、 若 者 た ち に 日 本 語 を 教え る 。 i 3 
I > ミラ レー ~~ 1 
Hi ll で ポ の ボラ ンティア 休暇 制度 が し だ い に 善 及 し て きた の も 履 品 隊員 と し 
| て の 派遣 期 肝 職 に : TE 

| 休職 に する な どの 身分 措置 を 論じ て いる 企業 、 団体 は 737- の 
さる 。 日 航 名 古屋 支店 勤務 の 柴田 香苗 きん (愛知 ) も その 制度 を 活用 し た ー/ 
だ 。 手芸 の 趣味 を 生 ヵ » 3 ヽ 店 り 度 を 滞 em ノ \ 
bi か し 、 パ ラグ アイ の 展 村 女性 に 編み 物 を 教え 8 が 会 幸 に 
” 。 “ん ら か の 形 で 海外 協力 の 仕事 を 続け た い 」! 言 

3 か 1, ヽ 計 に 3 ey 1 か 
| ’ " 天 も 吉本 大 だ お 記 月 下 に は いよ 光 お の 所 
内 ^・ 任期 間 は 原則 と し て 2 年 間 だ 。 環 境 言葉 も 違う 国 様々 な 苦労 が 往 
Hi| i SR EN vc な od 
| が うる I ひ 便 庁 ビ 気 を ら け で が が は っ で 作 & A 


| 


証 見 する 旅 で わる か も 知れ な い 。 


| 第 3 話 
中 国東 北部 の 故郷 に 帰り 着い た マナ ヅル 母子 の 位置 が 少し ずつ ずれ 始め た 。 
四 母 の 名 は 桜 、 子 は 松花 (スン フォ ア )。 子 が 独立 する 日 を 迎え だ の だ ろう 。 
県 出水 を 飛び 立っ た の が 3 月 の 初め だ っ た 。 


超 小 型 発信 機 を 付け て 、 鹿 児島 県 出 
日 本 野鳥 の 会 に よる 渡り リル ー ト 追跡 調査 だ ど 。 朝鮮 半島 を 北上 し て 2000 キ ロ 、 約 


1 か 月 の 旅だっ た 。 母 の 名 は 桜島 に ちな む 。 昨 年 の 調査 で も 1 羽 に 同じ 名 が 付 
けら れ た が 、 そ れ を 襲名 し た 桜 二 世 だ 。 日 中 協力 の あか し に と 、 子 は 中 国名 に 
し た 。 ま だ 1 歳 の この 幼鳥 が 親 か ら 離 れ よ うと し て いる 。 

人 工 衛星 が 電波 キャ ッ チ 、 親 子 の 別れ の 過程 も 日 々 伝え て くる 。 マッチ 箱 
大 の 発信 機 は 約 50 グ ラム 。 細 いひ も で ラン ド セ ル の よう に 背負 っ て いる 。 飛ぶ 
に は を 2 う 支 障 な いと は いえ 、 や は り 、 わ ずら わし いか も 知れ な い 。「 鳥 たち に 負 
担 を か け て 本 当 に 申し 訳 な い 」 と 野鳥 の 会 の 樋 日 広 芳 る ん は 思う 。 た だ 、 渡 り 
どう し て も 欠か せな い 調 査 だ 。 桜 や 松花 は を 


の 中 継 地 や 繁殖 地 の 保 護 の た め 、 


の 大 切な 任務 も 背負 っ て いる 。 
出水 か ら は 、 マ ナ ヅ ジル に 続い て ナベ ヅ ゲル た ちち も 旅立ち 始め た 。 その 和 群れ の 中 


第 2 話 
| tS RO y 
MMM AA) re > 家 ) を 
| | 再現 する 。 作 業 を 通じ て 大 自然 の 中 で 神々 と 暮らす 文化 に 思い を は せる 
| | ⑨ 佐渡 ・ 赤 泊 村 の 村 ぉ こ し に 参 Tr 
~ と に 参加 、 森 林 の 整備 を 手伝う 。 過 吉 ル 寺 
の 村 を 考え る 。 KG 肖 き べ で 下る 
生島 市 ゴール の 
© 太陽 と 緑 の 会 」 で 、 リ サイ クル と 共生 の 村 作り に 参加 する 
©, で 厨 県 壮族 村 の 廃校 を ょ よみがえら せ た 「 美 麻 遊 学 合 ) で 自然 を 大 切 に 
する 暮 6 し を 学ぶ ーー 日 本 青年 素 い SA 油 9 の 
< 本 青年 泰 仕 協会 は 今年 も 以上 四 っ の 活動 /- 去 - 
を 呼び か け て いる 。 ーー まれ 


に も 発信 機 を 背負 っ た 4 羽 が いる 。「 ぜ ひ 元 気 に 飛ん で 渡り の ルー ト を 教え て は ほ 


し い 」。 樋口 さん は 北 帰 行 の 無事 を 祈っ て いる 。 
(「 読 売 新聞 記事 」 く < 第 1 話 : 1992 年 7 月 1 日 ・ 編 集 手 帳 / 第 2 話 : 1992 年 7 月 13 日 ・ よ みう り 寸 評 / 


第 3 話 : 1992 年 4 月 3 日 ・ 編 集 手 帳 > より ) 


12Z 


「 | 
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eV 


る 大 意 チ ェ ッ ク $ 


た 
NO 
< 
EN 
FTN) 
ュ っ J 
) 
35 
ぐ で 
J 
16 
人 
J 
すり 
どじ 
面 | 
1 
0 
J 
RS 
G 
SN 
ド 
NS 
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坦 
寺 
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公 
財 
IE 
4 
菩 
J 
了 臣 
や 
SN 
NG 
es 
冊 
据 
ほ / 
回 
店 
で 
中 
SN 
) 


ち が ボ ラン ティ ア 活 動 を し や すい 季節 は いつ か 。 その 理由 は ? 


征 は 、 何 【 


③ 若 者 ナ 


征 か 。 


つい て の 


』 


④ 第 3 


ち も ちなむ 


任 (する ) 


機 の 大 き さ は どの ぐ で らい か 。 


戸 


つけ た 発 1 


ーー 


⑤ ツ ル の 母子 ( 


ュ ン クー シル (⑦ concours) 


ケ 


クン (Hungary) 
デパ ラグ アイ (Paraguay) 


ア (Kenya) 


ジン バブ エ (Zimbabwe) 


ボラ ンティア (volunteer) 


放 
〇 
1 
1 
に 
ュ ン 
む 
へ 
ル 


キャ ッ チ ナ (catch) 


ラン ド ャ ル (④ ransel) 


リサ イク ル (recycle) 


し だ vit 


な ん ら か の 


(する ) 


び 


整備 (する ) 


せい 


再現 ( す る ) 


さい げん 


co 
で N 
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18 課 広がる 交流 の 輸 一 3 話 


③ 時 間 が 多く 夏 は 、 そ の 活動 に 絶好 の 季節 だ 。 (自由 、 持 つ ) 

④ 活 動 に は る さまざま な が あり 、 自 分 を 再発 見 旅 に か 
も 知れ な い 。 (出会う 、 す る 、 な る ) 

⑤ 故 郷 に 帰 9 マナ ヅル 母子 の 位置 が 、 少 し ずつ 始め た 。 


(着く 、 ず れる ) 


I. 構文 


Ohio 
1. ~( の ) 経歴 を 持っ | 
eR OE 

ES ! 
ー 財 教 25 年 の 経 を 持っ 本 きん は 外国 て 日本 生 と 用 >。 


③ ォ オリン ピッ ク の 水泳 で 銅メダル を と っ た 経歴 を る っ 
④ 


I. 言葉 の 使い 方 

1.| | の 中 の 言葉 を 一 つ ン 選ん で 、 適 当 な 形 に し て _ に 書き な さい 。 
① 青 年 海外 協力 隊 の 派遣 が 、 き の う で 行わ れ た 。 

② 世 界 45 か 国 に  _ する 今年 の 第 。 が 出発 し た 。 

③「 に 親しむ 会 」 で 、 昔 な が ら の チャ ( 家 ) を 再現 する 。 


a つや が ら 演 人 が 財 応 2 


① 8 月 下旬 か 月 に か ボ Fg 
| 是 か が 6 9 こ にかけ て 、 若 者 の ボラ ン テ ナ 活動 が さか ん に な る 
② から 11 月 に か け て は 気 供 も よく 、 涼 し い の 勉強 に 最適 だ 
w od F4 “oo 


③ 年 末 か ら 年 始 に か け て 
RE 
EE TT ea rc 


① 発 信 機 を つけ て いる と 、 動 くに な は 


④ を それ ぞ れ の 隊員 は 、 選 手 の を た り 、 ュ コンクール の 


を 生か し て 、 世 界 各地 で 2 年 間 、 活 動 する 。 
⑤ の ボラ ンティア 休暇 が 普及 し て きた の も 


⑥ 会 社 に 復帰 後 も 形 で 、 海 外 の 仕事 を 続け た い 。 
⑦ こ の 調査 は 、 渡 り の や 繁殖 地 の の た だ ため に 欠か せな い 。 


支障 な い ょ は いえ 、 や は 
ん り 不 自由 だ 

ノム ss た ( 
2 学生 は 03 導い 
代休 みよ は いえ 、 旅 行 や ボラ ンティア 清 動 
④ 
は (この 池 誠 ) を の し て き 抹 め せ の 
和信 貫き っ め る こ は 、 語 の た 全て (た 


② テ スト は 、 TT 


夫人 条 を あげ る だ ゆめ に 、 と うし て 8 深 お せ みい 
すす を シー この この 


③ 自 然 は 、 
④ 
sR ( ) の 中 の 言葉 を 適当 な 形 に し て . に 入れ な さい 


① ボ ラン ティ ア 活 動 が 、 し だ い に きだ の も 心強い (普及 する ) 
ケ ニ 1 時 
ey っ きん は 、 学 生 時 代 、 全 日 本 選手 権 に 
豚 を < うだ 。 (指導 する 、 出 る 、 生 か す ) 


3 
岡 


赴任 腕前 制度 なんらかの 一 陣 入 
企業 事務 局 壮行 会 アイ ヌ 文 化 生か す 心強い 
協力 原則 と し て 中 継 地 保護 し だ ぬ に た 


2. ( ) の 中 に ひら が な を 1 字 ず つ 入 れ な さい 。 

① 山 田 さ ん は 、 男 性 隊員 3 人 と ( )( ) に 、 ハ ン ガ リー( ) 赴 任 す る 。 

② 3 か 月 近い 訓練 ( ) 終 えた 隊員 た ち は 、7 月 中 ( ) は 、 派 遣 国 ( ) 向 か う 。 
③ 環 境 ( ) 言 語 ( ) 違 う 国 ( )、 様 々 ( ) 苦 労 ( ) 待 っ て いる だ ろう 。 
(アイ ヌス ヌ 文化 ( ) 親 し む 会 で 、 昔 ( )( )( ) の 家 を 再現 する 。 

⑤ 長 野 県 で 自然 ( ) 大 切 ( ) す る 暮らし ( ) 学 ぶ 。 

3 . 次 の 言葉 を 使っ て 短文 を 作り な さい 。 


①~ に 思い を は せる 
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②~ を 呼び か ける 


③~- に ちな む 


4. 次 の A~D の 各 グ ルー プ の 左側 と 右側 の 言葉 を 結び な さい 。 
A. ① 壮 行 会 が * * 取 り 組 む C. ① 読 書 に * e 流す 


② 腕 前 を e e 講じ る ② 夢 を ° e あ る 

③ 問 題 に * e 生か す ③ 汗 を ° e 呼び か ける 

④ 措 置 を * e 祈る ④ 出 会 い が * es 親しむ 

⑤ 無 事 を "? e 行わ れる ⑤ 参 加 を * e 実現 する 
B. ① 健 康 に * e 生か す D. ① 自 分 を * e 迎 える 

② 任 地 に e 気 を つけ る ② 電 波 を * 再現 する 

③ 一 位 に e 赴任 する ③ 古 代 に s es キャッチ する 

④ 趣 味 を も * es 負う ④ 昔 の 家 を * e 思 い を は せる 

⑤ 任 務 を * e 入賞 する ⑤ そ の 日 を e 見 つめ る 


由 . 下 の 質問 に 答え な さい 。 

① 3 話 の 中 で 、 と どれ が 一 番 印 象 に 残っ た か 。 

② あ な た が 青年 海外 協力 隊 に 参加 する と し た ら 、 ど ん な 国 で 何 を 教え たい か 
⑧ 第 2 話 の 四 つ の ポラ ンティア 活動 の 中 で ー 番 典 味 が ある の は どれ か 1 
④ あ な た は 何 か ボ ラン ティ ア 活 動 を し た だこ と が ある か 。 ) 

⑤ あ な た は 何 か が ボランティア 活動 を し て いる か 。 

⑥ ツ ル の 母子 は 、 ど ん な 発信 機 を どこ に つけ て 飛ん だ か 。 

⑦ ツ ル の 母 の 名 前 は ? 何 に ちな ん で つけ た 名 前 か 。 


IV. 討論 テー マ 


① あ な た が し て いる 国際 変 流 に つい て 。 
0 
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間 ら 日 指 す は 、 モス クワ っ 子 の 憩い の 場 ・ パ ズ マ イロ ボ 公 
旧 の 空き 地 。 取り 囲む よう に 往 歳 する 樹木 の 前 に 、 色 に とり どり の キャ ン バ パス ウ 
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両 ま いっ ぱい に キャ ン バ ス を 抱 を だ 人 の 波 が 、 モ スク リ 郊 外 の 地下 鉄 の 駅 か 
公園 近く に ある 高 


し スル を 


「 ベ ル ニ サ ー ジ (美術 展 へ の 招待 日 )」 と と 彼ら が 呼ぶ “ 緑 陰 美術 展 ” は 、 土 、 晶 


痢 配っ し に 凍 か れ 、 毎 回 300 人 近い 画家 が 店 を 出す 。「 最 近 は 、 有 名 な 絵 の 複 


画 が 増え を た わ ね 。 そ れ に 、 絵 が 描け な い 人 ま て 売り に 来る ん だ か がら RA 」。 画家 
の エレ ナ ・ ワ ロワ 女史 が 、 吐 き 捨て る よう に 言っ だ 。 

産声 を 上 げた の は 、 ペ レス トロ ィ イカ が 打ち 出 き れ た 1986 年 ご ろ 。 当時 は イズ 

ュ イ ロボ 公園 が 会 場 だ っ た が 、 彼女 は を の ころ か ら の 常連 だ 。 1 日 15 ル ー ブ ル 
( 1 ルー プル = 1 円 強 ) の 出店 料 を 払え ば 、 だ れ で も 店 が 出せ る 。 を そこ に 、「 描 
け な い 画家 」 を 生む 要素 も ある 。 

。 、。 。 ん ja 年間 、 モ スク ワ の 美学 校 を 補 業 し た 。 政府 公認 の 半生 
に は 一 度 も 加わ ら ず 、 主 婦 業 の か た わら 壁 絵 や 浴 ス ター を 描い て きだ 。 今 も 注 
区 を こなし な が ら 「 ペ ル ニ サ ー ジ 」 用 の 作品 を 手がけ て いる 。「 4、5 点 の 絵 を 半 
行 し て 描く の が 私 の 流儀 。 だ か ら 、 1 枚 描き 上 げ る の に と どう し て も 1 か 月 は ヵ 
か っ て し まう 」。 人 花びら の 1 枚 1 枚 を 玉 念 に 染め 上 げた だ リラ と シャ ク ヤ ク の 絵 が 
3 上 吾 並 だ け の 小 き な 店 。 こ こ で 、 女 主人 は 客 を 待つ 。 話 の 最 申 も 、 彼 女 の 視 
線 は 通り が か り の 客 を 追 自 い 求め る 。「 こ の 大 きき ( 約 70 モ ンチ ※ メ 約 10 モ ンチ ) で 
2000 シ ルー プル の 油絵 は お 買い 得 よ 」。 立ち 止ま ろう も の な ら 、 間髪 を 入れ す に 大 
き な 声 が 飛ぶ 。 

「 こ こ に 来る の は 金 の た ゆめ だ け じゃ な い 。 自分 の 絵 を 見 て も ら ぇ える の が 一 番 の 
楽し み 」。 の と どか な 自作 の 風景 画 の わき て 、 昼食 の パン を か じ り な が ら ア ンド レ 
ー・ ゴ リュ ー シ キ ン さ ん は いう 2 う 。 画 画 歴 50 年 の 老 画家 が 、 ふ と 漏らす 。「 ど ん な 絵 
で も 「『 目 」 を 気 に せ ず に 並べ さら れる の が 、 ここ の 絶 力 。 昔 は こう は いか な が っ 


冷や や か な 目 で 「 ベ ル ニ ニ サ ー ジ 」 を 眺め る 画 画家 も いる 。 前 衛 画家 の ドロ ビッツ 
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マー ドク クン PPE 
今 で も や り きれ な い 気 持ち に な る 」 


その 日 で 、 便 間 の 画家 30 数 人 が モス クリ 市 内 の 空き 地 で 野外 展覧 会 を 義 / 
N 0 ; 2 ぶる ざ 困 い だ 。 
当時 は 、 展覧 会 に も 当局 の 許可 が 条件 。 な の に 、 役 ら は 「 不 


許 sh な 
視 し て 計画 を 強行 し た 。 YE 


(御用 画家 で は な い ) 自分 た ちの 作品 も 見 て 欲し い 」 


野外 展 は 、 発表 の 機会 奪わ れ た 前 衛 画家 の MEN た 結果 は 無残 


ザー と 散水 車 が 展示 品 を 片っ端 か ら 
わせ た 画家 と 見 物 客 を 追い 払っ た 。 裏 で 大 き な 力 が 働い た - 
と は だ れ の 目 に も 明らか で ある 。 re 
る 今 の 『 ベ ル ニ サ ー ジ 』 と きた ら 6 


な も の だ っ た 。 突 如 な だ れ 込 ん だ ブル ドー 
踏み つぶ し 、 居 合 


"それ に 比べ 、 モ スク ワ 市 が 後ろ み 盾 に な っ て い 


9 J だ だ 絵 を 売っ て いる だ け で は な い の か 」 

茎 術 家 ・ エ ドア ルド さん の 言葉 に 、 つい 怒 気 が こも る } 
高台 の 「 ベ ル ニ サ ー ジ 」 は RR 

い * な 区 京 だ で い 3 

な か っ だ か の よう に ーー。 PN 


o 


で 読売 新聞 」1992 年 8 月 9 日 ヾ 世界 の 四季 / より ) 


ER oo ONO 


大 意 チ ェ ッ ク 
GD まま す 」 な どの 述語 の 省略 は 、 どの くら いあ っ た か 
② ワ ロワ さん は 何 を し て いる 人 か 。 MM 
"J TE さき 
3 ン キ ン さ ん は 、 何 十 年 ぐら い 絵 を 描い て いる か 
の ブル ドー ザー や 散水 車 は な に を し た か 。 


ーー ーー トー を お MC UNA 
EN 
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「1974 年 9 月 に 起き た 事件 を 思う と 
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と 漢字 
か か 3 め ぎ 4 いこ た か だ v 
抱え る 目指 す ー っ 子 憩い 高 吾 
あ ち と か こ は ん も じゅ も く いろ 
空き 地 取り 囲む 繁茂 (する ) 樹木 色とりどり 
びじゅつ て ん り ょ く いん が 選民 ふく せい が そえ が 
『 展 表 陰 画家 複製 画 4 
じ ょ し は す うぶ ぷ ご え う だ と う じ 
r 女 史 吐き 捨て る 産声 打ち 出す 当時 
じょう れん きょう で みせ りょう よう そ せい ふ こう に ん 
吊 連 で 出店 素 府 公認 
どう めし し ゅ ふ ぎ ょ う か べ え 
同 主婦 業 難 絵 避 な は 手がけ る 
て ん へ いと こう 0 うき 杜 な an た ん ね ん 
ー 点 並行 (する ) MI 花びら が に 
そ あ お ん な し ゅ じん きい ちゅ う し せん 
染め 上 げ る シャ ク ヤ ク 女 主 最 中 視線 
と お M と JMA ドコ あぶ ら え が で どく か ん は つ いら 
通り が か り 追い 求め る 油 絵 (お ) 買い 得 間 監 $ 和 人 れず に 
じ きく REA ふう けい が 5 
自作 ( 声 が ) 飛ぶ の と どか (な ) 風景 画 か じ る 
れき ろう 、 も a 9) みり ょ く 
ー 歴 老 一 漏らす 気 に せ ず 魅力 
ひ な が ぜん えい な か ま 
冷や や か (な ) 眺め る 前 衛 や りき されない 仲間 
や が い と うき ょ く き ょ か む し きょう こう 
野外 当局 許可 無視 強 行 ( す る ) 
だ よう うば む ざん と つじ ょ な に コ 
御用 一 春 う 無残 (な ) 突如 な だ れ 込 む 
さん すい し ゃ て ん じ ひん か た ば し ふ - い あ 
散 7 展示 品 っ 端 踏み つぶ す 居合 わせ る 
(ON 計上 う レ (だ て げ い じゅ つか どき 
追い 払う 後ろ 盾 芸術 家 怒 気 こも る 
こう けい げん し ゅ つ 
じ 景 E (する ) 
モス クワ (Moscow) アー ト フ ェ ア (Art Fair) キャ ン バ ス (canvas) 
ペレ スト ロイ アカ (perestroika) ルー ブル (rouble) ポス ター (poster) 


リラ (@②lilas) パン (pao) 
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EE 
| 6 . な いあ る か の よう に 
I. 構文 ① 何 事 も な か っ た か の ょ うに 一 一 
A. (①② を 参考 に し て ③ を 完成 させ 、④ は 自分 で 文 を 作り な さい 。 因 ② ベ ペッカ ー さ ん は 人 金持ち で ある か の よう に 、 ホ テル て 盛大 な 結婚 式 を し た 。 
CY | ③ き っ きま で 運動 会 で きわ が し か っ だ の が 
① 主 婦 業 の か た わら 壁 絵 や ボス ター を 描い て きた . 6 
② 彼 は 大 学生 の か た わら 、 ビア ノ を 教え ん る アル バイ ト を し て いる 。 | の 文 の の 言葉 の 使い 方 を 、「 動 作 の 途中 」 と そう で な いも の と に 分 
③ 勉 強 の か た も ゎ ら 4 け な さ い 
@ 央 の 見 物 容 は すばらし いし か り けり 花火 に 歓声 を あげ な 。 
NNC 7 の や もの 0p 必 ー 央 |  ② う メ バ ー ト で 洋服 を 見 て いた ら 、 店 員 が 話し か け て 来 た 。 
| | 立ち 止ま ろう も の な ら 、 間 髪 を 入れ ず に 大 き な 声 が 飛ぶ 。 3 ③ リ ポー ト を 書き か けた が 、 間 違い が あっ た の で 、 初 めか ら 書 き 直 し た 。 
| 生ま び 括 計 し り う も の な ら 、 首 に な りか ね な い 。 4 ④ 果 物 屋 の 主人 は 、 通 り が か り の 人 に 、「 安 いよ ょ 。 安い ょ 。 買っ て 行き な よ 」 
| | カラ オケ に 行こ う も の な ら 6 】 と 呼び か け て いる 。 
| | ④ } ⑤⑧ こ の 本 は まだ 読み か け な の で 、 終 わっ た だ たら 返し ます 。 
| a 記 う は いか な い | ⑥ 電 話し か 【 け て いた だ ら 、 玄 関 の ベ ル が 2 の 7 の 
| | 8 人 4 LT 
| ] DY ORS 音 は こう は いか な か っ た か ら ね ……」 の この ロボ ッ ト は 話 が で きる し か けが し て あっ て 、 子供 た も は 大 喜び だ 。 
NIMH ② 今 は 別荘 を 持っ た り 、 広い 土地 も 買え る が 、 昔 は こう は いか な か っ た 


川 | 
| | 間 1. 例 の ょ うに に 言葉 を 書き な さい 。 
MN MR | 例 教師 礎 
| p 「 和 ム き A i に 
| ] ①⑪「 今 の 『 ベ ル ニ サ ー ジ 」 と きた ら ……」 「 た だ 絵 を 売っ て いる だ け で は な い | ① 歴 の ② 歴 ⑨③ 歴 ④ 歴 ⑤ 礎 
MN i 】 例 老夫婦 
用 ② 家 の 子供 と きた ら 親 の 言う こと を 聞こ うと し な い 。 | ① を の ② 老 ③ 老 ④ 老 © 老 放 ! 
IL ③ 隣 の 犬 た きた ら 6 ) AA 
1 ④ 蘭 隊 の 2 その っ 人 ⑳ 2 の) の 0M 全 GE の す 
| 上 NF 2. | | の 中 の 言葉 を 一 つ 選ん で 、 適 当 な 形 に し て _ に 書き な さい 。 
TNR RT Ot N | ① 「 ベ ル ニ サ ー ジ 」 は 土 、 日 曜日 ご と に 、 毎 回 300 人 画家 が 
| 
② 生 活 に 恵まれ て い * な い の で 、 つい 文 旬 ば か り 言 っ て し ま う 。 \ 店 を " 
③ 勉 強し な けれ ば な ら な い の に 、 | の 産声 を の は 、 ペ レス トロ イカ が 1986 年 ご ころ 。 ワ ロワ 女 喝 
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は を その ころ か ら 6 の _ だ が 。 


③ 花 び 6 の 1 枚 1 枚 を 丹念 に リラ と シャ ク ヤ ク の 絵 が 3 点 だ 
け の 小さ な 店 。 
④ 50 年 の 老 画家 が 、 ょ と 。 どん な 絵 で も 『 目 」 を 気 に せ ず 
に の が 、 こ この 魅 力 。」 
⑤ 突 如 ブル ドー ザー と が 展示 品 を か ら 
画家 と 見 物 客 を 


⑥ で 大 き な 力 が こと は だ れ の 目 に も で ある 。 


画 歴 追い 払う 並ぶ 出す 常連 漏らす 高台 
踏み つぶ ぷ ぶす 裏 散水 車 明らか な 居合 わす 近い 
打ち 出す 働く キャ ン バ ス 片っ端 染め上げ る 

な だ れ 込 む 開く 並べ る 上 げ る 


ERC ) の 中 に ひら が な を 1 字 ず つ 入 れ な さい 。 

① 目 指す ( )、 モ スク ワ っ 子 ( ) 和 悪い の 場 、 高 人 の 空 ( ) 地 。 

の 1H15 ル ー プ ブル ( ) 出 店 料 を 払え ( )、 だ れ で も 店 ( ) 出 せる 。「 描 け ( ) 
( ) 画家 」 を 生む 要素 $ あ る 。 

ここ に 来る ( )( ) ぉ 金 の ( )( ) だ け じ ゃ な い 。 自 分 の 絵 を 見 て も 
ら 5 える ( )( ) 一 番 の 楽し み 。 

④ 当 時 ( ) 展覧 会 ( )( ) 当局 の 許可 ( ) 条 件 。 

め 【 )( )( )、 彼 6 は 「 不 許可 」 の 決定 ( ) 無 視 し て 計画 ( ) 強 行 し た 。 

証人 の D ペ ル こ が 名 人 は 人 5G が の Ex(。 ) 信 量 を 現し て きか 

4 . 次 の 言葉 を 使っ て 短文 を 作り な さい 。 

① 手 が ける 

②( お ) 買い 得 

③ 間 髪 を 入れ ず に 

④ 片 っ 端 か 6 
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| 下 の 質問 に 答え な さい 。 


① 次 の 人 人 た ち は 「 ベ ル ニ サ ー ジ 」 を どう 言っ て いる か 。 


了 擬 用 を 及 豚 用 


アン ドレ ー・ ゴ リュ ー シ キ ン 


ドロ ビ ツ キー・ エ ドア ルド 
② ベ ル ニ サ ー ジ は 、 い つ 誕 生 し た か 。 
③「 描 りな い 画 家 」 と は 、 ど うい う 意 味 か 。 
④ ワ ロワ さん は 主婦 業 の か た わら 、 何 も を し て いる か 。 y 
⑧ ゴ ざさ リ ェ ュー シキ ン き る ん は 、 ど ん な 絵 で も 「 目 」 を 気 に せ ず に 並べ られ る と ょ と 言 
っ て いる が 、 こ の 「 目 」 と は 何 か 。 
⑥1974 年 9 月 に 何 が 起こ っ だ の か 。 
⑦ 前 衛 画家 と か 御用 画家 と は どん な 画家 の こと か 。 
⑧「 裏 で 大 き な 力 が 働い た …… 」 と は 、 何 を 意味 し て いる が か 。 
⑨ エ ドア ルド さん は 、 ど うし て 怒っ て いる の が か が 。 
⑩ それから 高台 の 「 ベ ル ニ サ ー ジ 」 は 、 ど うな っ た か 。 


IV. 討論 テー マ NM 
①I 旧 ソ連 で は 許さ きれ な か っ た 事 が 、 ペ レス トロ イカ に よっ て 、『「 自 由 」 に な り 、 
「 目 」 を 気 に し な いで いい よう に な っ た 。 絵 の ほ か に どの よう な も の 、 事柄 
が ある か 。 dy 
② 芸 術 家 や オォ オリンピック 級 の 選手 た ち は 、 旧 ソ連 体制 で は 保護 され て いた と 
言わ れ て いる が 、 こ れ か ら は どう な る と 思う か 。 
③ 真 の アー ト と は な に か ( 絵 以 外 の 音楽 、 映 画 、 舞 踊 、 演 劇 な ど を 入れ て も 


よい )。 
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本 の 宇宙 飛行 士 、 毛 利 箱 き ん (44) ら が 乗り 組ん だ スペ ー メ シャ トル ・ ェ ッ 
"(コート ・ ギ プン ン 船 長 ら 7 人 乗り 組み ) は 、 米 東部 夏 時 間 12 昌 午前 
。 日 本 時 間 同日 生後 時 23 分 )、 米 フロ リ 州 の 米 和裕 補選 (NASA) 
ケネディ 宇宙 モン ター か 6 打ち 上 げ 6 れ だ 。 発射 と 飛行 は 、 板 め て 順調 に 進み 、 
。 “(地球 か ら 約 300 キ ロ の 円 較 道 に 乗っ た 。1981 年 4 月 の シャ トル 初 飛 行か 
。 目 、 チ ャ レン ジャ ー 事 放 後 の 再 開か ら 25 回 目 の 飛行 で ある 。 宇宙 の 旅 は 
"月 間 続 き 、 宇 宙 実 験 宇 で 「 ふ わっ 92 と 秋 称 の つい た 科学 実験 な ど を 家 
代 、19 昌 朝日 本 時 間 同日 夜 ) ケネディ 宇宙 セン ター に 施 選 。 


エン デバ ー で 宇宙 実験 を 続け て いる 毛利 さん は 、 米 中 部 夏時間 16 日 午前 6 時 
、 時間 同日 生後 8 時 半 ) 通 ぎ 、 日 本 の 子ども た ち に 無量 量 の 不思議 き 、 
さき を 伝える 宇 寺 授業 を も た 。: 今 講 大 の 作業 を こなし な が ら 6 ぷと きた は 
1 ? 王座 合 に な り 、 宇 笛 実験 に 明け 募る 毛利 きん に と っ て も 待ち こ が れ て 
ーー 、 と き 。 これ まで 取り 組ん で いた 難し い 実 験 半 置 を し ば し 浮 れ て 。 了 と 
も だ ちの 夢 を 膨らませ た 。 
利き ん と 北海 道 ・ 余 市 町 の 子ども た ちよ の 主 な や り と り は 次 の 通り 。 
DRE EET CY SE DS FD DE 

を 取り 出す と 中 の 液体 は で の よう な 形 に な る で し ょ う 。 

余市 : 丸く て な っ て 浮か ぶ と 思い ます 。 丸く な っ て クル クル 回 る と 思い ま x WA 

で 1 を の 通り て すね 。 本 当 に 丸く 大 きく な り ま す 。 宇宙 で は 液 作 を 扱う 
き に 入れ 物 は 必要 な い の で す 。 

RN nF a I ND tt 
i に ャ YWE yr4N CE 
に 行う て 、 重 い チ ョ コレ ー ト は 下 に 来る 上 思い ます ね 。 

作 市 * 私 みた いな 女の子 で も 宇宙 で は 力持ち に な れ ま すか . 
hin 2 エエ ルリ 

2 まし ょ うれ ね 。 カー ト は 地上 で は 79 キ ロ あ り ま す 。 それ を 指 二 本 で 
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小指 で も 持ち 上 げ ら れ ま す 。 

毛利 : 初め て 外 を 見 た と き に 、 全 暗黒 で 、 太 陽 も ぎら ぎら 。 星 も また た か 
な いし 、 と て も 外 に 出る と 人 間 が 住め ゆる と ころ で は な い の で す 。 一 方 、 
地球 を 見 る と 温か い 気 が する の で すね 、 青 々 と し て 。 あ と 、10 年 、20 
年 だ な つど 、 も っ と も つと 簡単 に スペ ー ス ステ ーション が で き 、) 個 人 で 
旅行 が びき る くら い 身 近 に な る と 思い ます 。 そ の 時 に 活躍 する の は 今 、 
テレ ビ を 見 て いる 皆さん で す 。 私 は 忙し に いし スケ ジュ ー ル で す が 、 も し 、 
これ が 観光 旅行 で 宇宙 に 来れ た ら す ば らし いと ころ だ と 思い ます 。 を 
れ で は 日 本 の みな る ん 、 る よう な ら 。 


毛利 さん は 8 日 間 の 宇宙 飛行 中 、 数 多く の 実験 に 追わ れ な が ら も 、「 宇 宙 授 業 」 
や 地上 と の 記者 会 見 を 通し て 、 宇 宙 で の 生活 や 地球 に つい て わか りや すく 伝え 
だ 
へ 家族 に 呼び か け (13 日 ) 
「 と て も 忙し いけ れ ど 、 仕 事 を 楽し ん で いま す 」 
宇宙 授業 で (16 日 ) 
「 仕 事 を する 時 に は 、 ど こ か を つか まな いと いけ な い の で 、 不 便 な ん で す よ 。 
で も 、 重 きる が な く な る の で 、 ス ー パ ー マ ン か ピー ター パン に な っ た 気持 ち 」 
「 寝 る の は 楽 な ん で す 。 ふ わ ふ わ の ベッ ド に いる みた いで す 。 宇宙 で は いび 
き を か か な い の で す 」 
「 宇 宙 に くる と 体 の 液体 が 上 の 方 に 来 て し まう の で 、 脚 は 細く な り ま す 」 
宇宙 か ら 記 者 会 見 で (17 日 ) 
「( 日 米 協力 は ) 言葉 や 文化 的 障害 を 超え て うま くい っ て いる 。 将来 の 良い 布 
石 に な っ だ と 思う 。 だ た だ 、 梅 干し を 食べ て も ら っ だ 時 は 閉口 し た よう で す 」 
「 水 が 飲み た く な り 、 地 上 より 3、4 倍 飲ん で いる 。 食欲 も 出 て 、 カ レー ラ 
イス が お いし か っ た だ 」 
宮沢 首相 と の 交信 で (18 日 ) 
「 宇 宙 で は 予想 で き な い こと が だ た くる ん 起き ます 。 紙 飛行 機 の 飛び 方 は 専門 
家 で も 予想 で びき な か っ た 。 宇宙 の 実験 は すべ て そう で す 。 科 学者 し し て も 楽 
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し い 」 


HI 
川 日 本 列島 の 様子 を 伝え る 「 ジ ャ パン ・ ゼ ュ 


TE NRT 
「 間 前 み ゃ AN | 

念 導 が は つき り 見 えた る の は 、( 東 京 は ) 大 都市 の 割 に 大 気 が き れい な の か 1 る 大 意 チ ェ ッ ク を る 

NNN し れ な い 。 (千葉 は ) ゴル フ 場 と 思う が 、 6 ① エ ン デ バー は いつ 打ち 上 げ ら れ て 、 い つ 帰 本 し た か 。 


( 緑 が ) は げ て いる と ころ が 点々 ょ 


UN * | | 
II ai 則  ② 毛 利 さん は 機内 で どん な 実験 を し た か 。 
| ③ 地 上 と の 交信 で 、 ど ん な 話 を し た か 。 
| ーー パー は 、 米 東部 夏時間 20 日 午前 8 時 53 分 (日 本 時 間 同日 午後 9 時 53 分 )、 1 ④ エ ン デ バー か ら 見 た 地球 は 、 ど うだ っ た か 。 
HIN 8 日 間 の 宇宙 実験 を 終え 、 米 フロ リ ダ 州 の ケネディ 宇宙 セン ター に 着陸 し た 放 © そ 利 さん は 帰っ て き て 、 ど ん な 話 を し た か 。 
デン アパ バー の 人 飛行 時 間 は 、 7 日 22 時 間 30 分 、 飛 行 距離 は 約 530 万 キロ だ っ た . | 
[ ーー 者 際 後 、 機 体 に 横 ゴ けさ れ た 乗員 の 健康 を チェ ッ ク す る 車 か 6. | | 語句 と 漢字 
で 刊 き ん は 8 日 ぶり に 地球 に 降り た っ た 。 多少 疲れ ぎみ な が 6 8 確か な 足 ど り 1 
、 少 年 詩 代 か と E の 臣 を 字 : ぅ 3 Au こう くう う ちゅ うき ょ は っ し ゃ 
て 年 時 代 か ら の 放 を 実現 もし て くれ た エン デパ ー を 、 いと お し よう に 見 て | 用 術 船長 米 皇 守 同 打 ち 上 げ る 発射 
回 (紀和 ロラ バー に あか と > 、 に 8 > ぅ ふかい > っ 【 っ いし ょ う 
AN ' \ キ ギブ ッ ン 船長 ら ほ か の 6 人 の 乗員 も みん な 元気 で 、 表 情 か Pat に 人 どう i 家 淡 守 條 終 
プ ヾ 4B え な い 。 その 後 、 エ ン デ バー 3 東 婦 7 ョ ミコ ョ 今 写 吉 5 と ゅ うり ょ う ふ ぎょ う 
MI it i | 上 て で 0 ・「 
の 待つ モン ター 内 の 施設 に 向かっ た 。 4 届 AIN 。 4 
みず か US ゃ i 
も 利き ん は に こ や か な 表情 で 出迎え の 関係 者 と 提 手 を 交 ゎ し 宇宙 生活 に っ ーー 凌 交 < inti | 20 
人 ご) - ふ た し う つか 
いて 語っ た 。 し ば し 影 ら ま せる 液 人 浮か ぶ 3 
テテ ビブ) に ぶ it te ( | ふ いち て ゆび あん こく 
宇宙 の 苦労 は 、 過密 な スケ ジュ ー ル 。 「 一 番 苦し か っ た の は 時 間 に 追 われ ス 交 じ る 振る 均一 小指 暗黒 
ケ ジ ーー 3 ぶ 屋 人 ロリ)ー > ua 3 の 『 , 3 み ちか 
ジュ ー ル が 遅れ 気味 に な っ た こと 。 無量 量 状 態 で 足 が 地 に つか な い の で 通 拓 きら ぎら また な だく 生々 個人 身 
2 と 遇 め 民 も 思い どおり い いい nm ず お お p い t ふ べ 
AMANO (の 。 銘 rr NE 0 補 
| * に \ 初日 は 宇宙 酔い も か な りき つく 頭 は ぼーっと し て いた よい う 。 し か 前 昌 玉 牧 
| し 、 そ の 毛利 きん を 支え た の は WW 8 ふわ ふわ いび き を か ( 脚 米 協 
| っ うく え / ご こ i トル に 毎日 の ょ 2 に 届い た 家族 か ら の 盛 | Ek さん ょ せき うめ ば へ いこ う 
まし の ファ クス だ っ た と いう 。 障 害 える 布 梅干 し 閉 日 ( け る) 
> レ ょ く よ く みや ざわ し ゅ し ょ う こう し ん よ そう れ と う 
うす 、 し た いこ と は と の 問い に は 『 運 動 し て シャ ワー を 浴び て すっ きり し > 食欲 宮沢 首相 交信 予想 ー 列 鳥 
ー メ ン で も 食べ た い 」 と 笑っ た 。 | 夫人 大 気 は げ る 点々 機体 
宇宙 で 一 ー 3 ‘ = ゝ に ント I [ こ > ょ うい 3; た し ょ う つか 
i 番 印 象 に 残っ て いる の は 、 赴 半球 で 見 た オー ロラ の 幻想 的 な 美 し 横 づ け す る 乗員 降り た つ 多少 疲れ ぎみ 
さっ <。 毛利 きん は 、 Us = ま d= > A に いれ つ 
AM 『 ず 宙 か ら は 国境 も 見 えな い 。 日 本 も アメ リカ だ け で な (、 央 足 と 5 いと お し む 笑み 絶え る 整 タ 
宇宙 で は 世界 が 協力 し て いか な けれ ば 」 と 語っ だ て UV ED で むか あぁ か た 
施設 に こ や が か な 出迎え 所 語る 


(「 朝 日 新聞 」1992 年 9 月 13 日 ・ 9 月 17 日 ・9 月 21 日 ・ 9 月 21 日 夕刊 の 各 記 事 よ 5 ) 
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く る ろう が みつ お さく 。 送 み あし 1 いな が ん ば 
苦労 過密 遅れ 気味 が 地 に 2 か が い 。 頑張 る 
* ss , は げ 
酔い うい ば -( う ) っ ! す 4 支え る 励ま す 


みな み きた は ん きゅう げん そう て き 
すっ きり 7 する 南 / 北 半球 幻想 的 (な ) 


スペ ー ス シャ トル (space shuttle) ェ ン デ バー (Endeavor) 
ロペ ー トブ デ ソ シン (Robert Gibson) ラ ュ リ ダ (Forida) 
NASA (National Aeronautics and SDaCe Administration) 


ケネディ (ohn Fitzgerald Kennedy, 1917-63) チャ レン ジャ ー (Challenger) 


TID が ( ゲ ツ (Curtis Brown) スー パー マン (Superman) 


ビー ター ノ や 2Z (Peter Fa) 。 ミミ ジ ャ ノ 6t bn うこ (Japan view) 


万 多 え ス (0 、 オキ こ ョ ラ (aurora) 


ーー 
ーー 
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義文 0 
} A. ①② を 参考 に し て ③ を 完成 させ 、④ は 自分 で 文 を 作り な さい 。 
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【 
1 
} 練習 問題 


1. と て も ー な い NN 
宇宙 人 間 が 住め ゆる と こ な い 。 

① 宇 宙 は 全く 暗黒 で 、 と て も lgas 
② こ の 部 屋 は 狭い し 、 ま わり が うる るい の で と て る も 勉強 で きる 環境 で は な い 。 
③ 小 きい 子供 や 病人 が いる の で 、 と て も 
④ 
2 . に は 閉口 する mgs , 

① わ た し は 大 て い の 日 本 食 は 好き で す が 、 納 豆 と 梅干 し に は 閉口 する 。 
② ペ ッ ト 好 き の 一 家 で も 、 一 晩 中 ほえ る 隣家 の 犬 に は 閉口 し て いる 。 


毎日 の テス ト と 宿題 に は 
③ 

④ 

3 . 文字 通り 一 


① 宇 宙 は 無 重 量 状態 で 、 文 字 通 り 足 が 地 に 着 か な い 。 2 
あん な 大 事故 で 死に 一 生 を を た の は 文字 通り 「 幸 運 」 の 一 語 に つき る 。 
③ あ の 学生 が 第 一 志望 の 大 学 に 合格 し た の は 
④ 6 i 
B. ( ) の 言葉 を 適当 な 形 に し て に 入れ な さい 。 dO 
エン デバ ー で 実験 を 毛利 さん は 午後 8 時 子ども だ ただちに 宇 

も し ろ き る を 伝え る 授業 を し た 。 分 刻み の 作業 を この 日 を 

こ が れ て いた だ 。 (続け る 過ぎ る ノ 不 思 議 な プ こ な す / 待 つ ) 


II. 言葉 の 使い 方 < i 
1 . | | の 中 の 言葉 を 一 つ 選 ん で 、 適 当 な 形 に し て に 書き な さい 。 


1 本 
① エ ン デ バー の と 飛行 は 極め て 進ん で 、 fee 
② 宇 宙 の 旅 は 7 日 間 、 科 学 を WM 区 
③ 宇 宙 か ら 6 地球 を 見 る と sy 気 が し た 。 
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④ 彼 は 8 日 に 多少 。 ぎみ も 足 ど り で 地球 に 降り た っ た ② 何 を 始め て も 3 日 坊主 の 人 が 多い そう だ が 、 革 が 育む ょ 。 


⑤ 宇 宙 で の 。 は 、 叶 が 用 mW まん ] ③④ テレ ビ ば か り 見 て 、 活 字 ば な れ の 子供 が ふえ た 。 大 人 だ っ て 耳 が 痛い 。 
⑥ 一 番 _ に 残っ た の は 、 南 。。 。 で 見 た オー ロラ の 美しき だ っ た 。 | ④ ゴー ルデン ウィ ー ク の 後 は 疲れ 気味 て し だ 。 
di ⑮ 軽 い 地震 が あっ た の で 、 新 幹線 は 遅れ 気味 て す 。 
軌道 実施 ぶり 青々 実験 順調 な が ら ⑥ 昨 日 は 雨 に ぬれ て 歩き まわ っ た の て 、 今日 は 風邪 気味 で す 。 
過密 発射 印象 帰還 確か 幻想 的 続く 暑い 夜道 を 一 人 で 歩く の は 、 何 と な く 気 味 が 悪い 。 
疲れ る 酔う 温かい 半球 苦労 | 。 六 の 部 分 の 漢字 を 使っ て 2 字 熱 語 を 書き な さい 。 
凡 oxw 口 弄 曰 國 回 身 軸 コ 軸 F 委 7 
2.( ) の 中 に ひら が な を 1 字 ず つ 入 れ な さい 。 ] @⑳ 提 手 | 上手 ゆま ほ | ほ [」 ほ L | 
① 初 め ( ) 外 ( ) 見 た 時 、 全 く の 吐 黒 ( )、 星 も また た か な い ( ) で お どろ 「 ⑨ 食 欲 | 1 欲 | | 欲 | 隊 | 際 [] 隙 し | 柳 LJ 
いた 。 ④ 過 富 [ 過 | [ 過 | | | 過 | 過 ]| | | 過 | 過 
②⑫ 彼 ( ) 支 えた ( ) は 、 毎 日 の よう ( ) 届 いた 家族 ( )( ) の ファ クス だ っ @ 閉 呈し HI EESMKH 駅 回 呈 記 EE! 還 
a 5 . 次 の 語 名 を 全部 つない で 、 文 を 作り な さい 。 
③ 仕 事 を する 時 ( ) は 、 ど こ ( ) を つか まな い ( ) いけ な い の で 不便 ( )。 ① (プロ ジェ クト 、 計 画 、 順 調 、 協力 、 努 力 ) 
④ 宇 宙 で ( )、 重 ( ) が な く な る ( ) で 、 ス ー パ ー マ ン ( ) な っ た 気分 だ 。 ② ( 秋 、 青 空 、 受 験 、 日 々 、 明 け 暮 れる ) 
⑤ 大 都市 ( ) 割 ( )、 大 気 が き れい ( ) か ら ( )、 東 京 の 輪郭 は よく 見 えた 。 ③ (エン デバ ー、 宇 宙 、 完 了 、 無 事 、 帰 避 ) 
3. 次 の 文 で 部 分 の 語句 の 使い 方 が 他 と 違う も の を 一 つ 選 びな さい 。 
① @ 第 一 志望 の 大 学 に 合格 し た 。 うれしく て 足 が 地 に つか な い 。 | 相 . 下 の 質問 に 答え な さい 
あの 人 は 夢 の よ うな 計画 を 次 々 と 立て て 、 足 が 地 に つか な い 。 | ① エ ン デ バー 機内 で 毛利 さん の 顔 が 少し ふく らん で 見 えた 理由 を 説明 せ ょ 。 
⑥ ぐ 宇宙 は 無 重 量 状態 な の で 、 足 が 地 に つか な い 。 ' ② 機 内 実験 の 中 で 面白 いと 思っ た の は と れれ が 。 
(そん な に 転職 ば か り し て いる と 、 足 が 地 に つい て いな い と 思わ れる 。 } ③ ビ ピー ター パン と スー パー マ ン の 共通 点 は 何 か 。 
② 初恋 の 人 と の 結婚 が 決っ た 。 幸せ すぎ て 夢 を 見 て いる よう だ 。 | の エン デバ ー の 飛行 時 間 は 何時 間 だ っ た か 。 飛 行路 離 は 何 万 キロ だ っ た ず 。 
⑥ そ の 赤ちゃん は 寝 な が ら ニ ッ ュ コリ と 笑っ た 。 夢 を 見 て いる よ うだ 。 ⑤ 帰 還 後 、 毛 利き ん が し た か っ た だこ と は 何だ っ た か ( 二 つ あ げ な さい)。 
⑨ 電 話 ボ ックス に 大 金 を 置き 忘れ た 。 私 の 手 に も う 絶対 戻っ て こない だ 
ろう と あき ら め て いた ら 6 戻っ て きた 。 夢 を 見 て いる よう だ 。 IV. 討論 テー マ 
⑨ 初 め て 買っ た 室 く じ で 100 万 円 当たっ た 。 と て も 信じ られ な い 。 ま だ 遂 ① ェ ン デ バー の 宇宙 飛行 に つい て の 感想 。 
を 押 6 よ ② 将 来 の 宇宙 旅行 の 可能 性 に つい て 。 


③ プール で 泳い で いる 時 、 水 が 入っ た の だ ろ うぅ か 。 耳 が 痛い 。 
⑥「10 年 も 学校 で 英語 を 習っ た の に 全く 話せ な い 人 が いる 」 「 耳 が 痛い 」。 
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21 課 日 本 文学 の 流 れ 一 万 葉 集 か ら 近 代 文 学 まで 


ジョ ー 


y6 ズ 氏 : 日 本 に は 世界 一 短い 型 の 詩 が あ る そう で すね 。 


NO 


節 し か あり ませ ん 。 


ジョ ー 


317 音 


の トト ・ そん な に 短い 名 で まう や っ て 内 容 が 表現 で きる ん で じょう ね . 
鈴木 氏 : こ れ で た い へ ん 奥深 い 世 界 を 表現 で きる か 5 不思議 な ん で す 。 を の た 
” 。、 者 は 無 江 の な い 、 イ メー ジ の 代 か な 言葉 を 選び ます 。 そ れ に 、 人 
者 と 角 賞 する 人 の 間 に あ る 種 の 約束 事 が 必要 な ん で す . 
ジョ ー ン ズ 氏 : どん な 約束 で すか 。 
て: たよ えば 、 便 名 の 申 に は か な ら ず 字 語 ( 衝 節 を 表す 言 業 ) が 入っ イム 、 
。「・ た よ え ば 、「 天 の 川 」 ま いう 言葉 を 見 れ ば 、 俳 名 に 心得 の ある 診 著 は 有 
。 、「 長 の の 情景 を 思い 浮か さま す 。: 読 者 は 全体 の 宮 味 を 理 枯 
2 だめ に 、 こ うし た 約束 事 を 知っ て ぉ く 必 要 が あり ます 。 
ジョ ー ン ズ 氏 : 俳句 の 歴史 は 古い ん で すか 。 
店 木 氏 : いえ 、 そ う 古 く あ り ま せん 。 俳 名 が 独立 し た 
世紀 で す 。 松 尾 意 閣 と いう 詩人 が 、 
を 芸術 的 に 深い ちる の に し た の で す 。 
ジョ ー ン ズ 氏 Ap 
うこ ir i rr 
OR RD A TD NSE NE BRD RN Oa 
す 。 俳 各 は 実は この 短歌 の 上 半分 が 独立 し て 詳 に な っ た ん で す 、 
ー ョ ー ン ズ 氏 : す る と 、 和 歌 の 歴史 の ほう が 古い ん で すね 。 
鈴木 氏 : そう で す 。 ず っ と 古い ん で す 。 日 本 で い ちば ん 古い 歌集 
、 1 り か 8 世紀 (奈良 時代 ) の も の で す 。 こ れ は 「 業 集 。 と いら て 上 
は 天皇 か ら 下 は 名 も 人 ない 席 民 まで の 4.500 首 の いろ ん な 歌 が 収め られ て いま す 。 
を 暁 むと 当時 の 日 本 人 の pp ら 6 か な 心 が ま で わかり ま す よ 
ジョ ー ン ズ 氏 : 和歌 は 万 葉 集 の ころ が い ちば ん 盛ん だ 
鈴木 氏 : いえ 、 そ の 次 の 平安 時 代 で す 。 


詩 と し て 完成 し た の は 17 
静けさ の な か の 美しき を 追求 し て 、 俳 句 


3、 俳 句 は 何 か ほ か の 詩 か ら 生ま れ た と ょ い 


ょ 7 世紀 (大 


っ だ ん で すか 。 
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21 課 日 本 文学 の 流れ 
人 a ロ に ゝ ます か 。 
ジョ ー ン ズ 氏 : 和歌 は いま も 詠 ま れ て い ぃ “ 
鈴木 氏 : を を 、 詠 まれ て いま す 。 天皇 か ら 6 一 般 国民 まで 広い 層 の 愛好 者 が いま 
| ) ヾ )ー あー 
"は 21 OR RNINRR TR RR ee" 
0 MdN 
Tooth しり io MS 
や く カ ー ド を 見 つけ て と る 遊び びす 。 こ の ほか に 優れ た だ 小説 や 日 記 、 0 
多く 書か が れ ま し た 。 その 代表 作 は 何と いっ て も 『 源 氏 物 語 』 で し ょ う ね 。 水 
っ ) 宏 " カ ゞ RE 「 宮 8 
式 部 と いう 女流 作家 が 書い た ん で 0 “ 
ppg teeg MND elsicragid aaa tei inei 
nob odie iarinpeanninreniiitiited 
語 、 も っ と は っ きり い ょ ぇ えば 女性 遍歴 を 描い だ た 長編 物語 で す 。 LI 
の 傑作 と いわ れ て いて 、 こ れ を 読む と 当時 の 貴族 の 生活 や ゃ 趣味 や 教養 、 そ 
放 御 村 導 議 人 6 次 攻 ね 近 本 症 人 OOP 2 人 8 お 作 計 わ 
れる も の の 基調 に な っ て いて 、 今 も 日 本 人 の 生活 の 中 に 生き て いる ん で す 。 
' > ) ギ ず 2 で すか 
ジョ ー ン ズ 氏 : た と を ば と ん な 形 で すか 。 | 0 
ohh Bionohniieiiihedoii ia thiissecinl Gorgon tei 
NN SN 
ioe dad Tainoiot kaloicsi ciantovcctvaoneipn 
a ーー ゝ が 
は 、 今 で も 結婚 式 な どの 機会 に 神社 に 行く と 、 神 官 や 神子 が 着 て いる の 
られ あま 表 まお ' 
ジョ ー ン ズ 氏 : その 次 の 時 代 の 文学 に は どん な も の が あり ます か 。 RO 
鈴木 氏 : その 次 は 武士 時 代 (鎌倉 ・ 室 町 時 代 ) で 、 そ の 前 半 の 代表 作 は 、『 平 家 
語 』 で す 。 DN 
ebno0o( ii WM 
鈴木 氏 : を う で す 。 こ れ は 平家 一 門 の 栄華 の 様子 と 滅亡 の 姿 を 描い た も の で す 。 
T 1 0 
平家 は 平安 時 代 最後 の 統治 者 で 、 同 時 に 最初 の 武家 政治 の 担い 手 で も あっ 7 
の で す 。 こ の 中 に は 、 一 つの 基調 と な る 考え 方 が 流れ て いる ん で す よ 。 
ジョ ー ン ズ 氏 : どん な 考え 方 で すか 。 内 
CR Na oi 
か は か な ら ず 減 び る 時 が 来る 、 と いう 仏教 思想 に 根ざす 世界 観 が ある ん で す 。 
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AM 人 MM 


ジョ ー ン ズ 氏 : 武士 時 代 に は 何 か 新 し い 動 き が あっ た ん で すか 

人 WO 後半 の 時 仙人 生計 カ を つ リマ 
0 は 違っ た 、「 町 人 文化 」 が た い へ ん 盛ん に な り ま し た " 
的 作家 と し て は 、 ま ず 井 原 西 稚 が 有名 で すね 。 - 靖 
ジョ ー ン ズ 氏 : その 作品 に は どん な 特徴 が ある ん で すか 。 

KOUEHDEGG 和 04 金 
いう ED LS +5 EAMORTED OE Ei TATT, 
言っ て みれ ば 、 庶 民 の 夢 を 物語 の な か で 見 せ て くれ だ た の で 人 気 が あ っ た 
す 。 も う 一 人 の 代表 的 人 物 は 近松 門 左衛門 で す 。 en 

ジョ ー ン ズ 氏 : 彼 は どん な 作品 を 書い た ん で すか 。 

鈴木 氏 : 彼 は 義理 ほし 人 情 を テー マ に し た ドラ マ を 書い た ん で す 。 つ まり 、 恋 
MA と し て の 愛情 と 社会 の お き て と RE oi 
決 と し て 心中 を 選ぶ ん で す 。 を そし て 彼 の 作品 は 歌舞 伎 や 人 形 浄瑠璃 で も 上 演 


る れ 、 だ たい へ ん な 人 気 で し た 。 と ころ で ジョ ー ン ズ さ ん 、 日 本 に 


文学 賞 受賞 者 が いる ん で す が 、 ご 存じ で すか 。 人 
2 ジョーシン WW 氏 (る で すか みそ を 私 は 知 下 等 を で 疹 だめ 太 本 消 か 
RSI NO IE EC UAE NE CR A 
NORLS iis 3 EL RNE ON FA 
dine 日 本 の 近代 文学 は どぼん な ふう に し て 始ま っ た ん で すか 
ro OT 
NN eidrian hanako tind RR 
itt な どの 西欧 諸国 の 文学 作品 が つぎ つぎ と 紹介 る きれ ま し て ね 。 
00 和 WM 人 KGKOHD2D COGNOS 
OK ご 外国 文学 の 影響 と 日 本 社会 の 変化 に 応じ て 、 日 本 文学 は ひじ 
内: 池 0fNYONHKSTAN Mk 
OO COR OE 
こい へ ん 影響 を 受け まし な た さ 。 


(日 鉄 ヒ ュー マン デベ ペロ プ メ ント 「 日 本 を 語る 」 ょ アル ク 発 行 よ り 一 部 改 ) 


21 課 


を 大 意 チ ェ ッ ク 多 
① 世 界 で 一 番 短 い 詩 は 何 か 。 
②「 万葉集 」 と い う の は 何 か 。 
平安 時 代 に 書か れ た 有名 な 物語 は 何 か 。 


日 本 文学 の 流れ 


④ 松 尾 色 若 は 何 を し た 人 か 。 


語句 と 漢字 

まん よう し ゅ う し kk き は いく 
葉 鈴 俳句 

ちん せつ な いよ う に を じじ ざき 

音節 ] 容 豊栄 い 不思議 (な ) 

ゆ た か ん し ょ う あま が わ ここ ろ え 

豊か (な ) 第 賞 する) 天の川 心得 

じ 2 お も う し まつ お ば し ょ う し じん 

情 昧 思い 浮か べ る 弘 尾 世 焦 i 

げ い ぃ ピ つて き た ん か か し ゅ う て ん の う 

美術 的 に 短歌 歌 皇 
し ゅ お さき きか 

一 首 め る お お ら か な 盛ん (な ) 

よ そう あい こう し ゃ ひゃく に ん いっ し ゅ 

詠む 愛好 百 炒 一 員 

すぐ し ょ う せ つ に っ き ずい ひつ 
れる 小 日 記 随 

むら きき し き ぶ じ ょ り ゅ うき っ か きゅう て い ひか る げん じ 
く ロ 流 1 = 計 品 廷 氏 

計る ぶ た い こい も の が た り へ ん れき 

6 舞台 令 功 訪 則 

お うち ょ う けっ きく きょう よう どく と く 

宇 朝 傑作 教 独 上 

い し う し た ぎ し ん か ん み [mo 

衣 装 下着 自 神子 

ぜん は ん で い サー も と 6 いち も ん 

削 平家 だ が 一 門 

め つ ぼう と うち し ゃ まけ に な 。 て 
記 宣 武家 担い 手 

ほろ ぷっ きょう し そう ね ト か ん 
びる 信教 思想 ぎす ー 


た し か に 
む だ 


無駄 


し ゅ ん か ん 
昌 


つい きゅう 

追求 (する) 
し ょ みん 

庶民 

へ いあ ん 

平安 
すばやい 


げん じ 物語 
源氏 物語 


る も 
貴公子 
ちょ う へ ん 
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21 課 日 本 文学 の 流れ 


ょ うに ん か いき ゅ う ちょ うに ん い は ら さ いか く み ぢ お か だ いざ い 
人 階 % 井原 身近 (な ) f 
ぼう い 9 じん ぶっ ちか まつ も ん ぎ ざ えも ん | 
あり の まま 言っ て みれ ば 人 物 近松 門 左衛門 
く ひ ん ぎ り に ん じょう あい じょう 重 構文 
が is 有情 人 3 | A. ①② を 参考 に し て ③ を 完成 させ 、④ は 自分 で 文 を 作り な さい 。 
じゅ ん な や あ < か いけ つ し ん じゅ うぅ り OK 
盾 悩む 揚げ 名 解決 心 中 還 半 1 の こと を ゲ は 一 ( で につい で ^ う 
| PIN が き 6 ぎょ うじ ょ う ジ ょ う しん > うし ゃ p わ ば た な 3 ト Sa 
舞 仁 ( 形 常 瑠璃 上 浴 受賞 者 川端 康成 央 の ① 俳 名 の こと を お っ し ゃ っ て いる ん で す ヵ 
肖 営 2 合 豆 の 路 生 MI 靖 | ② 予 算 は 十分 あり ます か ら 、 費用 の こと は 心配 い り ま せん 。 
よこ つぼ うち し ょ う 0 人 が ¢ あま り 
だ す 詳 国 肉 盾 区 いう 翻訳 1 ③ あ ぁ の 人 は 、 子 供 時 代 の こと は 
ょ う 3 た よう せい | 
5 応じ る 多様 性 の | 
2 そん な が に っ で 、. や 2 i 
ns \ > 3 完 い 由 突 お が 圧 上 RN 9 
ジョ ー ン ズ (Jones) イメ ー ジ (image) ゲー ム (game) ① ゆ を ん な に 短い 名 て 、 と どう や っ て 深い 内 容 が 表現 て 


0 5 国 で 生活 で き る ん だ ろう か 。 
テー マ (theme) ノー ベル (Alfred B.Nobel,1839-96) ② そ ん な に 消極 的 で 、 ど う や っ て 外国 


な に 安い 給料 で 、 ど う や っ て 
ロジ アゲ (Russia) ジェ ー ク スピ ア (Wiliam Shakespeare,1564-1616) を ん な に 安 


④ 
ヘミ ング ウェ ー (Ernest Hemingway,1898-1961) スタ イン ペ ベック (Tohn 3。 か ら 不 思 議 (な ん ) だ ty ) 
Steinbeck, 1902-1968) 2 ォ ー ク ナー (William Faulkner,1897-1962) ① た っ た 17 音節 で 、 奥 深い 世界 を 表現 で きる か ら 不 思 議 な ん だ 。 


② あ の 人 は 、 た くさ ん 食べ る の に 、 全 然 ふ と ら な いか ら 不 思 議 だ 。 


③ あ の 学生 は 、 あ まり 勉強 し な い の に 
④ 
4. 上 は 一 か ら 下 は 一 まで ( 
人 
② あ の 会 社 で は 、 上 は 社長 か ら 、 下 は 平 社員 まで 、「 き ん 」 付 け で 呼び あ う 。 
③ 上 は 100 万 円 の 着物 か ら 下 は 1 万 円 の ゆか た まで 

④ 
5. 今 も の 中 に 生き て いる 

① 王 朝 文化 は 、 今 も 日 本 人 の 生活 の 中 に 生き て いる 。 

②J・F・ ケ ネ デ ィ ー さ る ん の スピ ー チ は 、 今 も 若者 の 心 の 中 に 生き て いる 。 


③ 初 恋 の 思い 出 は 、 今 も 
④ 


153 
152 1 


B. ( ) の 中 の 言葉 を 適当 な 形 に し て に 入れ な さい 
: 語 4 = 4 = | 三 主 
① 季 ば 、 俳 句 に 心得 の 読者 は 、 瞬 間 に 夏 の 夜 の 情景 を 浮 
か べ ま す 。 (見 る 、 あ る 、 思 う ) 「 
> と か 女 と いう よう な 人 間 の 欲望 を ありのまま に い 
る ん で す 。( も うけ る 、 遊 ぶ 、 描 く ) 
、 た い べ ん な 人 気 で し た 。 (上 演 す る ) 
明治 以降 、 日 本 は 西欧 と の 交流 を 、 近代 化 の 道 を 則 坦 53K( 深 
ii こ 。( 深 
導 安 時 代 の 押 半 過信 て も 紛 議 塔 な どの 機会 に 社 社 に と 、 神 官 や 神 
の _ い る の が 。 (行く 、 着 る 、 見 る ) 
⑥ 「 平 家 物 語 」 も その 時 代 の 歴史 や 文化 に 1 いる ん で すか 
(基づく 、 書 〈) 
⑦ 武 士 時 代 に は 何 か 新 し い が あっ た ん で すか 。 (動く 〈) 
⑧ 百 人 一 首 の ふ だ を 畳 の 上 に 、、。、、 吾 が 歌 を あげ る と 、 ゲ ー 疫 を 
いる 人 が すばやく ふ だ を と る 遊び で す 
(並べ る 、 読 む 、 読 む 、 や る 、 見 つけ る ) 
⑨「 源 氏 物 語 」 は こと は ある が 、 こと は な い 。 (聞く 、 読 む ) 
( い 0 O ゝ リル し 
⑩ 外 国文 学 の 影響 と 社会 の 変化 に 、 多様 性 を よう に な っ 7 
Rt Nk 本 る が つの 7 
(応じ る 、 も つ ) 
II. 言葉 の 使い 方 
1. | | の 中 の 言葉 を 一 つっ 選ん で 、 適 当 な 形 に し て に 書き な さい 。 
① は で 一 番 短い で 、 短 歌 の が ot きた 
ay ) で {co 
②「 天 の 川 」 と いう を 見 れ ば 、 _ の 夜 の 情景 を 思い 浮か べ る 
③「 源 氏 物 語 」 は と いう が 書い た 
④ こ れ は 、 に 生ま れ た だ と いう 貴公子 の 物語 で ある 
⑤ 平 安 時 代 の 次 は の 時 代 で 、 そ の 前 半 の は 物語 で ある 
⑧⑥ 無 常 観 は 。 を 極め た 者 も いつ か は か な ら ず 時 が くる と いう a 
⑦ 武 士 時 代 の の に は 階級 が し だ い に を つけ て きた 
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21 課 日 本 文学 の 流れ 
⑧ 以降 、 日 本 は _ と の 交流 を 深め て 、 の 道 を 歩み だ し た 。 
i gi 
⑩ 短歌 は 31 _ か ら で き て いて 、 の で ある 。 


| 詩 、 経 済 力 。" 宇 家 「 叶 思 旋 光源 氏 滅び る 西欧 
世界 庶民 紫式部 恋 女流 作家 江戸 時 代 夏 
独立 代表 作 俳 旬 武士 栄華 宮廷 ー 種 
由 帯 分 町 人 明治 後半 天皇 和歌 音節 
近代 化 季語 


2 . 次 の 文 を 読ん で 、( ) に ひら が な を 1 字 ず つ 入 れ な さい 。 


① た し か ( ) 俳 名 は 、 5・7・5 の 17 音 節 ( )( ) な い 。 

② そ ん な ( ) 短 い 旬 ( ) ど う や っ て 意味 深い 内 容 ( ) 表現 で きる ( ) で し ょ 
う ね 。 

③ 作 者 ( ) 鑑 賞 す る 人 ( ) 間 に ( )( ) 種 の 約束 事 が 必要 ( )( ) で す 。 

@ 平 安 時 代 の 小説 の 代表 作 は 何 ( ) い っ て ( ) 「 源 氏 物語 」( ) し ょ 2 。 

⑤ 社 会 の 変化 ( ) 応 じ て 、 文学 も 多様 性 ( ) 持 つ ( )( )( ) な っ だ 。 


3 、 次 の 文 を 完成 し な さい < 


① 川 適 康成 は 1968 年 
② 俳 句 の 中 に は か な ら ず 、 季 節 を 
日 本 食 の 中 で は 、 何 と いっ て も 
4 . 次 の 言葉 を 使っ て 短文 を 作り な さい 。 
① 前 半 / 後 半 
②ー と し て 

③ー に 応じ て 


山下 の 質問 に 答え な さい > 
の ① 世 界 一 短い 、 俳 名 に は どん な 言葉 が 選ば れる が 
② 俳 人 と し て 有名 な 人 は 、 だ れ か 。 
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ざ 和 和歌 は いつ さろ 盛ん で 、 と ん な 歌集 が ある か .。 

④ 百 人 一 首 と は 何 か 。 

⑤「『「 源 氏 物 語 」 は 、 だ れ が 書き 、 と ん な 内 容 の 物語 か 。 
⑥ 「 平 家 物語 」 は どん な 物語 か 。 


22 課 日 本 の こと わざ 50 選 


わた し た ち は 、 読 み 物 の 中 は も ちろ ん 、 会 話 の 中 で も よく 「 こ と わざ ぎ ざ 」 を 目 
⑦ こ の 物語 の 中 の 仏教 思想 は 、 央 に し た り 、 耳 に し た り 、 あ る い は 自分 で も 使っ た りす る 。 さ て あな た は 日 本 の 
⑧「 町 人 文 開 3 Ne どの よう に 表現 きれ て いる か 。 中 に と わざ を いく つ で らい 知っ て いる か 。 下 の 50 の こと わざ の 意味 を た し か め て 

! 人 文学 」 が 盛ん に な っ た の は 何時 代 か 。 


| | ⑨ 町 人 文学 の an 内 At いら よう o 
| | NM YY れ か 。 役 の 作品 は 、 ょ ん な 内 容 か 。 | 放 以下 の 各 グ ルー プ の こと わざ の 意味 を [| | の 中 か ら 選 ん で 、 に その 記 
| | 立 代 文学 は 、 どん な ふう に し て 始ま っ た か | 号 を 入れ な さい 
| ll ! J よ ‘。 
| [i ) 
| OF a Me 0 0 
nbn ceieheita nN ] ③ 方 美人 (は っ ぽう びじん ) 
| | ③ 平 安 て 、 ど ん な 作品 が 何 困 に RS れ て いる か ] ④ 七転び八起き (な な ころ び や お き ) 
| 間 ーー 紅 ERE) ⑧ 十 人 十 色 (じゅ うに ん と いろ ) 
| | 組 に 分 か れ て 「 百 人 一 首 」 の ゲー ム を じ が きい 、。 ] ⑥ 鬼 に 金棒 (お ぉ に に か な ば ぼう) 
| | V. 発展 問題 ⑦ 花 よ り だ ん ご (は な より だ ん び ご) 
| 1 二階 か に か いか ら め で すり 
| | A。 次 の 語句 を 結び な さい 。 階 ら 目 薬 ( ら 4 す ) 
識 短 歌 * < 宮廷 生活 A ⑨ 住め ば 都 "(すめ ば みや こ ) A J 
] | Re INN 4 焼け 石 に 水 (や けい し に みず ) 
NK *17 音 節 e * 源 氏 物 語 e * 川 端 康成 e 17 世 紀 
| 平安 文学 e 3] 音 節 e ° EE e i | 
| 俳 句 ・。 NE i * 大 旦 一 庶民 e sg-19 作 紀 ' a) 好み や 考え 方 は 人 に よっ て 、 そ れ ぞ れ 違 う 。 
B. 次 の ①②③ の 各 ク ca 600 本 8 世紀 b) よい 条件 の 上 に 、 さ ら に よい 条件 が 加わ る こと の た と え 。 
① 平家 物語 ( MN i siyapia, c) だ れ か ら も よく 思わ れる よう に 、 行 動 す る こと 。 
| 源氏 物語 ( ) i 人 0 平生 時代 ( ) d) 何 に で も すぐ あき て 、 長 くつ づけ られ な い 人 。 
カ 葉 集 ( ) M 7 tk の e ) 美しい も の を 見 て 楽し む ひより 、 お いし いも の を 食べ た ほう が 
町 人 文学 ( ) ーー | よい と 思う 。 
Ed 松尾 功 焦 
雪国 ( ) Mii WO AM f ) 一 つの こと を し て 、 同 時 に 二 つ の 利益 や 効果 が 出る こと 。 
冶 時 代 ( ) g) 間接 的 な 方 法 で 、 あ まり 効果 が な いこ と の た と え 。 
h) 焼け た 石 に 少し 水 を か け て も 冷や せな いこ と か ら 、 援 助 や 努 


カカ が 足り な く て 、 ほ と ん ど と 効果 が あがら な い 。 
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usb。 「| | 


i ) どん な と ころ で も 長く 住み 慣れ る と 、 一 番 よ いと ころ に 思わ | 


れる 。 
j) 何 度 失敗 し て も 、 あ きら め な いで 、 ち ょ う せ ん する こと 。 


| 


II. ⑪ 棚 か ら ぼ た 餅 (た な か ら ぼ た も ち ) 
⑬⑫ 星 の 子 は 性 (か を る の こ は か を る ) 
⑬ 知ら ぬ が 仏 (し ら ぬ が は ほ と け ) 0 
⑬ 身 か ら 出 た 錆 (みか ら で た きび が) 
⑮ 借り て きた 猫 (か り て きた ね こ ) 
猫 に 小判 (ね こ に こ ば ん ) な きま い 入 
⑰ 泣き っ 面 に 蜂 (な きっ つら に は ち ) O 勾 八 
⑱ 馬 の 耳 に 念仏 (うま の みみ に ね ん ぶつ ) ーー 
⑲ うち 弁慶 (うち べ ん け い ) 
⑳ どん で り の 背く ら べ (どん で り の せい くら 5 で ) 
a) 何 か 悪 い 結 果 が 出 た 時 、 そ の 原因 は 自分 に ある と いう こと 。 
b) と に か く 、 子 供 は いい 点 も 悪い 点 も 、 親 に よく 似る と いう た 
と ど え 。 
c) お 金 や 貴 香 な 物 も 、 そ れ を 必要 と し な い 人 に は 、 何 の 価値 も 
な い 。 
d) 家 の 中 で だ け 、 強 が つた り 、 い ば っ た りす る 人 ( 外 で は 弱い )。 
e) どん な に あり が た い 教 え で も 、 そ れ を 聞か な い 人 に は 何 の 役 
に も 立た な い 。 
f ) あぶ な いこ と や 悪い こと も 、 知 ら な けれ ば 、 の ん びり し て い 
られ る 。 
g) 何 の 努 力も し な い の に 、 ぐ う ぜ ん 良い 物 が 手 に 入 つ て 、 得 を 
宮 終 ご る 8 
h) 慣れ な いう ち は 、 と て も お と な し い 。 
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22 課 日 本 の こと わざ 50 選 


) た いし て 違い の な いも の を く < 間 示 る 言 を 。 
) 悪い こと の 上 に も う 一 つ 不 運 な こと が 重なる こと 。 


逃し た 魚 は 大 きい (に が し た さか な は お お きい ) __ 
ころ ば ぬ 先 の 杖 (ころ ば ぬき さき の つえ を ) A 
善 は 急げ (ぜん は いそ び げ ) ee 
灯台 も と 暗 し (と うだ いも と くら し ) は 
薄 水 を ふむ (は く ひ ょ う を ふむ) <? 
良 薬品 に 苦し (りょう や くく ち に に が し ) 。 一 
猿 も 木 か ら 落ち る (きる も きか ら お ちる ) i a 
雨 降 っ て 地 固まる (あめ ふっ て じ か た まる ) Pu 
石 の 上 に も 三 年 (いし の うえ を に も きん ね ん ) 
習う より 慣れ ろ (な ら う より な れろ ) J 前 2 


I CD 
) © 
oS) 
0 @ ら 

©$ 
| ® 
の 
' 
| ⑳ 
@⑩ 


。) 自分 の 身 の ま わり の こと は 、 意 外 に 分 か ら な いも の た 。 

り ) と ん な こと で も 、 時 間 を か け て が ん ば れ ば 、 少 し は 効果 が 
管 砲 ? 

。) 頭 で 学 ぶよ り 、 実 際 に 何 回 も くり か え し て 練習 し た ほう が 党 
えら れる 。 

d) いい こと は 、 た め ら わな いで 、 す ぐに せ ょ 。 

。) 事故 や 失敗 に 困ら な いよ うに 、 起 こる 前 に いろ いら 考え て 
も で あ 。 

f) 非常 に 危な いこ と 。 

。) よく 効く 楽 は 苦く て 飲み に くい また 自分 の た め に な る 党 
な ど は 、 あ り が た い が 受 け 入れ る と き は 、 つ ら \s 

hn) 専門 家 や 名 人 で も 、 和 失敗 する こと が ある < 

| 、 手 に 入れ そこ な っ た 物 を 残念 が る と 、 ま すま す 価 値 の 高い 


の に 思わ れる 。 
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ーー 


9 光電 か て が お ス 
少し 困っ た こと が お き て も 、 か えっ て それ が よい 結果 に な る 


TN る Ss 

@⑧ 一 を 聞い て 十 を 知る (いち を きい て じゅ う を し る ) 

⑬⑫ 日 暮れ て 道 達 し (ひく れ て みち と お し ) " 二 
⑬ と ら ぬ 刈 の 皮算用 (と ら ぬ た ぬき の か わざ ん よう ) & 
⑭ 木 を 見 て 森 を 見 ず ( き を みて も り を みず ) 和 9 
0 か わい い 子 に は 旅 を きせ よ ( か わい いこ に は た び を させ よ ) 問 
0 火 の 無 い 所 に 煙 は 立た だ ぬ (CODE EE DR 
飼い 犬 に 手 を 噛ま れる (か いい ぬ に て を か まれ る ) MM 
G9 RR (と ん で ひ に いる な つの むし ) 

@⑳ 泥棒 を と ら え て 縄 を な う (どろ ぼう を と ら え て な わ を な う a 
⑩ 刺 に 短 し 、 た すき に 長 し 


(お びに み じ か し 、 た すき に な が し ) 


a) か わい が っ た り 、 世 話 を し た も の か ら 、 害 を 受け る こと 
b) どれ も ちょ うど よく 合う も の が な い 。 
C へ 1 
) 部 分 だ け を 見 て 、 全 体 を 見 な いで 判断 し て は いけ な い 
d) と て も 頭 が いい こと 。 
e) 前 か ら 準 備 を し て お か な いで 、 そ の 場 で 何 か を は じ め る こと 
f) まだ 実際 に 手 に 入れ て な いも の を あて に する こと MA 
g ) 子供 の 教育 の た め に は 0 
こめ に は 、 い ろ い ろ な 苦労 や # 9 
MI 労 や 経験 を させ る ほう 
h) 自分 か ら 危 険 な 所 へ 近寄っ て いく お ろか さ を る を 意味 し て いる 
i ) 仕事 や 勉強 が 少し し か 終 yu . 
\ 終 わっ て いな い の に も う 
こ 、 も う 期 限 が 
ば 表 所 如く WW 


| ) 原因 M A ( ーー 
口 Oo ‘事故 お 2 深 U 直 か 7 ら す 麻 


NV. © 般 頭 多 くし て 、 船 山 に 


22 課 日 本 の こ と わざ 50 選 


登る (せん どう お お く し て 、 ふ ね や ま に の ば ぼる) 


⑲ ーー 半 す に あり (か に みみ あり 、 し ょ うじ に 
(6) 負う た 子 に 教え られ て 、 誠 瀬 を 渡る (お うた こ に お し た られ て 、 


あき せ を わた る ) 


ーー ーーーー 


井 の 中 の 蜂 、 大 海 を 知ら すず ( い の な か の か わ ず 、 た いか い を し ら ず ) 


⑭ 
過 れ る 者 は わら を も つか む (お ぼれ る も の は わら を も つか む ) 
⑯ 習わ ぬ 経 を 読む (も ん ぜん の こぞう 、 な ら わ ぬ 


門前 の 小僧 、 
きょう を よせ) 


、 ィ イラ 取り が ミイ ラ に な る (みい ら こ と り が みい ら に な る ) 


i 


ーー 


a デ ーー 


人 の 振り 見 て 、 わ が 振り 直せ (ひと の ふう みて わが ふり な お せ ) 


《⑦ 
⑥) 
⑲ の ど と 元 過ぎ れ ば 熱さ 
50) 


を 忘れ る を (の と も と すぎ れ ば あつ ぶさ を わす れる ) 


6) 聞く は 一 時 の 取 、 聞か ぬ は 一 生 の 取 ( き く は いっ と き の は じ 、 


きか ぬ は いっ し ょ う の は じ ) 


大 事 だ 。 

d ) わか ら な いこ と 
こと が 恥 だ 。 
ち で ある 。 


っ て 来 な い 。 


て し まう 。 


i ) 絶望 的 な 時 は 、 


ey 
b ) 他人 の する こと を よ く 見 て 、 自分 の わる いと ころ を 直せ < 
c) 特に 学ば な く て も 、 自 然 ! 


に 人 間 は 苦し い 経験 も すぎ て し ま 
f ) 人 を むか え に 行 つ 
g) 何 か を する 時 に 、 


n) 自分 の まわ り の こと し か 知ら な い ー 


- 凍え て し まう こと が ある 。 環 境 が 
を きく の は 恥 で は な い 。 ー 生 知ら な いで いる 
(が すぐ に 忘れ で し まい が 
て ) が メ づ で ぞ の 仲間 に 入っ て し まい 


リ ー ダ ー が 何人 も いる と 、 か えっ て 失敗 し 


ty 伴 る こち 。 
どん な も の に で も 助け を 求め る 。 
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| 2 由 因 いり 和 ek 


① の 隊 で いる る の る と わき ぎる 租 員 19 

② 簡単 な こと わざ を あげ よ 。 一 石 、 八 方 超 然 な と 
\ i 0 i 

③ 人 猿 も 


mean 


| 語句 の 説明 | 


!. 坊主 (ほぼ ぅ うず) ぎの 住職 、 僧 
鬼 (な に ) 。 上 の 怪物 。 人 の を し の の し s 導 を も らん と る 。 
金棒 (か な ぼう ぅ ) 線 C0 に あな 株 た 示し た り 、 識 か いう ッッ ニニ 
都 ( み ぁゃ こ 都会 ) 

II. (が に ち ) お は ぎの 別名 。 も 5 米 の ご は ん を 固め て 甘い あん で 名 

錆 (さび ) や 属 が 水 や 空気 に ふれ 、 評 化し て 赤 茶 色 に な っ た らら の | 
に KA 。 甘 の * 金 、 う (て 胡 円 贅 の 名 
泣き っ 面 (っ つら) 7 いて いる 顔 、 泣 き 顔 
れん 0 の) 仏教 の 教え て 、 公 の 名 を 才 を 中 し て em 
弁慶 (さん けい ) 茂 考 に す で れ た 借 の 名 て 、 秀 い 人 の 代 計 。 

TT TN Mernyghungngaraiedl 

IV. 皮算用 (か ゎ ざ ん ょ ぅ ) 放 の 数 を か ぞ ぇ る 0 (| 
た まき 和服 の そ で を 背中 の 方 へ 止め て お く ひ & 

V. 障子 (し ょ ぅ じ ) 本 式 の 木 と 紙 で で きた 部 屋 と 部 屋 を 分 ける 所 
負う (お うぅ ) せな か に の せる 0 
浅瀬 (あさ せ ) 川 の 浅い ょ ころ 
に へ 間 な どの 死体 が 自然 に か わい て 固まっ た る の 
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I. 構文 
A. 次 の 省略 表現 を 普通 の 言い 方 に 直し な さい 。 


( 例 ) 三日坊主 
人 石 王 鳥 

② 十 人 十 色 

③ 住 め ば 都 

④ 八 方 美人 

⑤ 借 り て 来 た 獲 
⑥ 泣 きっ 面 に 蜂 

⑦ う ち 弁 慶 

⑧ 猿 も 木 か ら 落ち る 


22 課 日 本 の こと わざ 50 選 


何 を も や っ て も 、 す で ぐに あき て し まう 人 
ーー つの 石 で 二 羽 の 


どん な と ころ で も 、 住 み 慣 れる と 


よそ か ら 借 り て 来 た 猫 の よう に 
泣い て いる 顔 に さら に 
家族 の 前 で だ け 

木 登り の 名 人 で ある 猿 で き を ぇ 


⑨ 薄 水 を ふむ 足 を 乗せ る と すぐ われ て し まう 薄い 水 の よ うに 


⑩ 井 の 中 の 星 大 海 を 知ら ず 狭い 井戸 の 中 に 住ん で いる 


B. 次 の の 古文 の 表現 を 現代 文 に 直し な さい 。 


例 ) 知ら ぬ ね が 仏 
良 薬 口 に 苦し 


知ら な いで いる の が の ん き で いい 。 
良 薬 は 口 に 


( 
① 

② 木 を 見 て 、 森 を 見 ず 木 を 見 て 森 を 

③ 火 の 無 い 所 に 煙 は 立た ず 一 煙 は 

④ 飛ん で 火 に 入る 夏 の 是 飛ん で 火 に 
⑤ 帯 に 短 し た すき に 長 し 帯 に は b 電 すき 牧人 は 

⑥ 負う 2 た 子 に 一 子 に 一 

⑧- 坦 に 表 あ り で - 隊 子 に 昌 あ あー ャ ーー 林 子 も 目 が 一 - 交 ie 


II. 言葉 の 使い 方 
| __ | の 中 の 言葉 を 一 つの 選 ん で 、 適 当 な 形 に し て に 書き な さい 。 
① 花 より ② 石 の 上 に も ③ 坊主 ④ 都 
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7 
索 | (語句 の あと の 数 字 は 課 を 示し ます 。) 


⑤ か ら 目 薬 ⑥ と どん で ぐり の 背 ⑦ 魚 は 大 きい 
⑧ _ の 耳 に 念仏 ⑨ に 小判 面 に 蜂 ⑪ が 侯 


⑲ 灯台 も と の 第 5 や い ご と 3 いつ し か 2 
WT よっ ⑬ 雨 。 地 固 まる ⑬⑭ 飼 い 犬 に 手 を 愛好 者 <④ い こう しゃ? 21 新 * あ 5> た に 18 一 瞬 ぶ っ し ゅ ん > 9 
⑮ の ど 元 。 暑 き を ーー 旧 馬 拶 ゅ さっ 7 , 9 あぁ り 方 みゆ > 11 一 隆 … っ す ぃ > 4 
tr 較 愛 称 あ いう 20 ぁ あり と あら ゆる 10 一 斉 w っ * ゅ に 6 
剛 要 情 < ぁ いと: 21 あり の まま 21 一 層 っ を ぅ > 13 
住む NAO 還 笠 知 あ いち) 18 荒 ゅ > れる 6 言っ て みれ ば 21 
一 階 十 猫 計 筒 くら べ る Na | 7 あぁ あわ 14 ぃ つの ま に や ら 3 
知る 降る ENP 泣く LR 愛用 <④ い ょ う 13 淡路 鳥 < ぁ ゎ ヒ し まき? 12 一 般 い っ ぱん の に 17 
旨 滞 AO 二 三 (ん 。 光 が 十 アイ メタ [民族 名 ] 18 合わ せる 12 一 変 い っ ぺ の する 10 
噛む 忘れ る 暗い [ 】 青 々 < あお あお > 20 暗黒 < あぁん こく > 20 一 歩い っ ぱ > 3 
| に | Ek 安心 ゆん し 4 ん ( す る ) 1 いと お し せ 20 
| b 青田 買 あ お ぉ たがい 10 安心 感 あ もん し ん か ん > 5 在 ぃ な > め な い 3 
上 9 青森 あおもり > 4 あん ず あ め 2 稲 …p 10 
| ⑯ 湧 れる は 、 わ ら を も 大 あか し 18 安全 ゆん wt( な ) 12 祈る 18 
YO iC て La CAR 1 明石 海峡 大 橋 < あ か し か いき ょ うお お は アン ヌ プ ブリ 山 4 井原 西 稚 は らき いか 2 21 
HN ⑫ 木 を 見 て 、 を 合 > 12 上 いび き を か く 20 
| | 赤 泊 村 < あか と まり むら 〉 18 異物 か っ > 6 
⑱ 一 を 6 を 知る | 空 あ > き 地 > 19 居合 いあ わせ る 19 信治 ぐま ぼり > 12 
N | 提 手 〈 あ くし ゅ > 20 意外 いひ が > に 7 以来 5 の 9 
| ⑲ 子 に は 、 旅 を TL 則 悪玉 だ お 3 生か す 18 色とりどり 4,19 
還 か まで て 3 いか に も 9 いわ ば 1 
| 0 の 小僧 経 を 読む 明 < ぁ > け 方 が た > 4 装い き お > い 11 いわ ゆる 10, 11 
じじ 央 | 揚げ 句 ぐ ) 21 生き ざま 3 印象 の ん し ょ う ? PU 
め 半 2 よ Dr を 明 < ふ け 幕 > れる 20 息抜き めき 3 飲料 水 ん 9 ょ うす い ?> 13 
| EE )- 6 あけ すけ (な ) 7 意見 けん 11, 17 ば 
| ⑫ の 無い 所 に 煙 は _ あげ られ る 14 ー 以 後 いつ 17 3 
⑬ 帯 に た すき に 央 | ( 夜 > が ) 明 < や ける 4 題 の > い 19 植木 鉢 ら えき ぱち > 11 
の RFE "ーー 浅草 あき くき > 2 以降 こう 21 植 ふ える 6 
火 に 中 浅瀬 あや 22 異国 的 ぶ こ < て (な ) 4 うか が う 3 
| ーー 人 人 央 oo も や 15 いざなぎ 14 浮か お 20 
| @⑯ 船 頭 。 し て 、 船山 に 1 脚 < ぁ い 20 いざ な ぎ 景 気 3 ぃ き > 14 失 ③ し な > うう 18 
ーー 『 足 ぁ かせ 8 遺産 相続 いき ん そう ぞ く > 9 後 ゅ いろ 慎 だ で 19 
| 中 < ぁ い が 地 < ぁ > に つか な い 20 意識 ぃ し *〉 5 うそ 7 
ョ い i i ー ャ "4 ms ong bg 4 A Kh 
回 ー ィ い ヽ NLUN rs 味 < ぁ あら じ わ う 5 衣装 ぶし ょ うぅ > 21 打ち 込 < っ む が 
内 か わい し 火 夏 ms 聞く 飛鳥 < あす か > 5 伊豆 か や の 踊子 お どり つ 21 RA 1 
朋 者 慣れ る 立つ 飛ぶ 習 う 梓川 < も ず き が わ ゎ > 15 いずれ は 13 打ち 出す 19 
株 (見 あ ンー 央 あたり さわ り の な い 7 抱 co く 7,9 映ら っ し 出す 15 
つか む 登る 者 k< ぁ っ > い 13 痛 … な ませ る 9 訴 う っ な を る 9 ,11,17 
扱っ か がめ う 20 いた る 所 ころ > 4 ぅ うつらうつら (する ) 8 
厚田 村 ゆ っ た ss) 18 位置 ふち (する) 17 映っ る 9 
0 圧倒 的 < ぁ っ と う て き > 6 一 応 〇 ち ぉ う 〉 8 腕前 3③ で まお 18 
圧 力も つり ょ く ?> 3 一 概 〇 ち が ぃ > に 8 奪 < ば >〉 う 19 
ー 宛 < あて > に 10 閉 ふ ちと る > し い 14 産声 うぶ ご える? 19 
後 足 あ と ぁ い 9 着い むと めし く 7 理 〇 つま る 16 
油絵 < あぶ ら ぇ > 19 位置 づけ 14 梅干 5 ゅ > し 20 
あふ れる 4 一 面 〇 ちゅ ん > 7 売ら > り 上 < あげ 16 
天 ぁ ま > の 川 が ゎ > 21 一 門 … ち 6 ん > 21 売り 手 市 場 で し じょう ? 10 
雨水 < ぁ ま みず >〉 9 一 覧 いち 5 ん 〉 8 うる さい 8 
ー 余 < あま > り 11 一 流 い ちり ゅ う > 5 運営 らん か >(. 上 < と ょ うう の ) 13 
編 < ぁ > み 物 < も の 18 一 貫 性 <〈 〇 っ か ん せい > 11 運営 G ん を (する ) 11 
歩 e ゅ > み だ す 21 一 見 っ けん し て 9 運河 < ぅ ん か > 4 
164 争 < ぁ 5 そ > い 6 一 昨年 ぐっ きく ね ん > 17 運 良 らん ぉ く 4 
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££ 


え 収 ぁ る め る 21 (お ) 買 < ふ い 得 < と で <> 19 詳 過 渡 期 か と き > 11 帰還 き ぁ ん > 20 協 筑 <* が 13 
0 2 教 . ぉ いえ 子 ご > 4 飼い 主 < ぬい 9 ¢ 凍 馬 ふし い 9 気管 支 きょん 6 業者 き 1 5 \ 
: Mi > る り 。 14 惜しむ 4 開封 みぃ ょ ぅ (する) 10 凍 克 棒 < み か 々 ほう > 22 機器 <s き > 16 教授 ' ’ じ 貞 
ie ) > 1 16 白粉 < ぉ し ろ ぃ > 15 飼 ふ > う HuO 1 業 み > ね 備 さ な > を る 5 帰郷 < きき ょ ぅ >( す る ) 17 共生 き : 人 18 の 
人 お ず お ず す る 7 香織 み ぁ 9> 18 央 作ら っ ゃ > 8 帰京 きょう 4 DO 。 
re お そう 5 画家 の か > 19 6 企業 きき > 10,13,18 共通 <* ょ 3 っ (する ) 10 
営業 はい : う (する ) 15 が が < ぉ ゃ も ろ し げ 7 2 23 49 | , 株 価 < 々 か > 14 気配 < きく は > り 4,7 協定 きょう てい 10 
お 本 の 22 65 穏 ぉ 8 や や か に 7 か か 2 ka J, | 歌舞 伝 の < 3.21 客 劇 的 < きけ げき て > | 音 同 < き 3 と ぅ > 11 
描く 3,19 小樽 た s> 4 梨 の か る 15 蛇 粉 症 の ふく し ょ ぅ > 6 中 公子 < きこ うい 21 郷土 作家 きょう と きっ か 17 
Ab ee お で ん 9 ihe 7 寄港 地 き = うち > 5 強風 % ょ う + う > 12 
MON お と ぼけ 7 校 み > 17 19 気 < や きく (な ) 7 共有 ex292) 1 
え ぞ 曲 士 は い 4 和 < ぉ と 2 ろ > かす 7 Rm の の 町 ( 技術 革新 さと ゅ つか くし 13 教養 き ょ ぅ ょ ぅ > 21 
の | 欠く 2。4。18 る 16 er VI (NICO 
6 上 4 鬼 < ぉ に > 22 義和 < が く ra ) - 高地 < か みこ うち > 15 気象 きしょう > 6 し i 
人 6 尾道 < お の みち > 12 ra 1 NM 6 j ebi こう ち > 0 傷 < き 3 や > 9 協 A ょ うり ょ ら ( す る ) 6 た 20) 
演技 x ん (する) 3 雄花 < ぉ ば な > 6 op 14 } 神谷 地 < か みみ こう ち > 15 傷 き > つけ る 74 pA, 3 れ っ > 17 
内 導く Mi お び た だ し い 10 学者 Mt 11 神 降 地 み 2 = うち > 15 偽 状 < を き で ん 7 eb 
MM JW は 則 び れ わ 、 9 生地 tt く oy 6 剛 密 み ぇ っ > 20 基礎 きゃ > 12 極端 きた の (な ) 14 
este お 待 ぅ > ち 1 慈 得 ふ と (する) 17 1 re DO 貴族 < き そ <> 21 語 8 Wd 
a 衣 7 お 宮 雪 ひ ゃ ao り 10 確保 らく の (する ) 8。 凍 語ら らい 6 機体 な 20 rg 
円 筒 彩 は ん と うけ ぃ > 12 お 目 見 ゅ かえ 6 か げ り 本 時 8,10 ) 向 の れる 15 北 一 硝子 (きた いち が ら す ? 4 距離 < き る 12 
円 滴 < ぇ ん i 7 思 お いい 浮 ぶ > か べ る 21 鹿児島 < か ご し ま > 側 b 12 帰宅 きた の ( す る ) 10 嫌 き ゅ う 7 
線 み の を 切 < や る 16 思 ゅ らい が けず 9 重み め ね る 1 が 凍ら いな が る 1.9 北半球 た は ん きゅう > 20 ぎら きら こ 20 
お 思 ゆ 6 いい 立 < な > つ | 4 歌集 か し 0 本 | 皮算用 みわ きん よう ) 22 機知 きち 3 務 ペ 0 4 
a 思 < ぉ や い 直 < な ぉ > す 5 過剰 < か じょう > 6 串 | 次 < わす 4 基調 < きち ょ う > 21 上 AA 
edNk で AN 思 ぉ めい を は せる 18 か じ る 19 因 川端 康成 みわ ば た や す な り > 21 きつ い 20 きれ な い 17 
se 4 1 面 臼 おもしろ > おかしい 3 科 み > す 1 し 杜 み な 21 きっ か け 9 記録 ぷろ 16 
追 < お > 払 は ら う 19 思 < ぉ も > わせ る 9 数 限 み すみ かき > り な i 21 きっ ぱり (と ) 16 極 き ゎ p め る 21 
a COO る 夫 お 役人 ce く < に ん 17 tl で 気づく 5 的 つり 
箕 入 瀬 cpne ゃ > 4 及 お ょ > ぶ 9 in i 4 「 eR 5? 18 気 取 < き ぷり 2 禁止 4 ん 11 
ちく も 2 る 3 折々 < ぉ り ぉ 9> の 10 過 中 化 み < の 18 | 約 迎 めん 5 気 <» に せ ず 19 近接 きん 3 
0 ey 時 加速 度 的 ひく gc に 14 頑固 ぶん >( な ) 7 記念 «sh ん > 10 いけ 6 8 ,18 
i es dy 音節 < ぉ ん * っ > 21 eo 1 が kw ん きい y】 12 記念 館 & ゎ ん か ん > 4 人 本 きん かう 
PA ら る 2 女 主 人 < ぉ ん な し ゅ し ん > 19 om EN 」 RW が 培う 3 気 <\> の お け な い 2 金融 機関 < きん ゅ 3 きか ん > 14 
萌 < ぉ うち ょ う 〉 2 M 和 ? ko < き ほ う > ぶ 5 
人 2 i WW 6 ) 21 po tN, 6 M 
9 Ad < か た くる > 2 忠 賞 か ん し ょ う > る 2 NN ! 2 
A shag te foe 開架 式 み ぃ cs> 8 いい I “i co 7 気 < や まぐ れ 7 AT 1 2 
欧米 風 < ぉ 3 うさ ぃ ょ 33 (6 外観 みぃ か ん > 5 ,11 刻み め っ 端 ばい 19 1 Fy < か ん せい >( す る ig 気 > ま ま 7 空気 清浄 機 く うき \ い と ょ うめ 6 
性 * ぉ わい か ぶさ る 15 解決 み cg っ >( す る ) 11, 21 塊 < か た ま tg Fs 0 約 声 ゆん せい 4 気 パ > まま な 4 偶然 ぐぅ ぜん > 8 
Ne 人 0 会 見 みぃ go 20 傾 み た め け る 5 完全 cw の (な ) 9 義務 cy 16 義 0 1 
a PR RW) 語 : ゅ た りか ける 3 完全 主義 ゅ ん \ ん し ゅ ぎ 〉 7 きめ.5 草花 くき は な > 6 
bat et 12 開催 ( 地 ) < か 々 いき いら > 13, 17 語 : ゅ ふる 20 : 古語 か ん 9 規約 < きゃ > 11 te | 6 
et hin deeAo- 開催 み ose>( す る ) 12 価値 ゆ ぉ 8 関東 みん と うぅ > 6 客船 < きゃ * く せん > 9 A NM 
te aoi dik td 会 社 案 内 みぃ し * ぁ ん を ぃ > 10 ( 肩 み め に ) か つぐ 16 感動 みん と ぅ >( す る ) 4,13 休暇 sp か 18 4 
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十勝 か ぁ > 4 内 容 < を ぃ ょ ぅ > 16, 17, 21 入賞 < だ e3 し ょ ぅ >( す る) 18 励 の ます 10, 20 引 < の き 込 > む | 不祥事 <& し ょ ぅ > 14 
失 <cm め っ て いる 15 首 な め 6 入場 est ょ う >( す る ) 17 蘭 有 | は ける 20 18 引 < の > きつ ける 15 Je 
怒 気 <s〉 19 中 川 < な か が ゎ > 1 人 形 浄瑠璃 に ん きょう じょう る 9> 21 | 派遣 9 の す 区 les っ 6 1 iy 
We 18 RN] 人 情 < に ん じょう 3> 21 議 因 | 函館 < は に だ て > 4 悲劇 ひ り き > 9 伏 <> せ る 9 
徳島 市 と くし まい 18 長年 な が ね ん > 6 人 情 味 CE ん C+ うめ 7 3 」 5 [ 寺 
者 まり (ける 長野 県 go は の 15 任務 < に ん s> 18 橋 c ぉ ゅ げた 12 ひさ し 11 デ 久 劉 落 6 
独走 と くそ ぅ >( す る ) 14 仲間 < なかま > 7。19 は じ け る 14 美術 展 <Ct 。 っ kN =iaph 
独特 < と < と くく > 21 長 な が かめ 10 ぬ 果 < は > た す 11 9 び EY A 7y 負担 ふた の (を か ける ) 18 
人徳 沢 と < く の き ゎ > 15 眺 な が め る 19 抜 > く 12 働 < は た きず くめ 2 eit 7 ふだん 16 
な と 迷い 7 流 な め れ 12 抜け て いる 3 パチ パチ (と ) 16 Wh は る 6 ふだん 着 <\> 17 
所 狭 < と ころ せま あし と 2,4 流 な か れ 込 < っ > っ む 11 次 ぬお 9 且 11 ひっ きり な し に 9 神酒 ふっ か っ > 13 
ESSA 8 < な > きっ 面 < つ ゅ > 22 布 ぬ の 6 章 金 < っ きん > 11 Ke 越 > す 1 復帰 ふっ き >y( す る ) 18 
図書 館 し ょ か 4> 8 投 @> げ か ける 14 ( 雨 ゅ に ) ぬ れる 2,6 発見 < Ny( 凍 る ) 6 引 kx の > っ こみ 思案 < と ぁ の 7 仏教 思想 cs っ きょう し そう > 21 
Mo 10 名 古屋 支店 な こ ゃ し て ん > 18 f 発言 < まっ 『 ム (する ) 17 必要 < ひっ ょ うう 1 復興 ふっ = ぅ > 13 
途 端 と た ん > 10 成 な > し 遂 <> げ る 14 ね 八甲田 < は っ こう 大 4 人 柄 < ひ AN ol 
どん に 7 な 選 み 5 猫 < ね => 9 発射 は > し ゃ > " 20 人 手 不 足 ひ と で ぶ を <>、 14 oer apo oN" 
上 地 勘 < と ちゃ ん 8 な だ れ 込 こ > む 19 根 <: ぁ > ざす 21 発信 機 < 中 い 18 人 eee haba, 
どら に し て 褒 16 懐 < 々 っ > か し い 2 封 気 < ね っ き > 17 初 節 A > 10 1 4 い Ee 
特訓 < っ < な (する ) 1 な で る 15 熱心 ね っ し ん め に 1 発想 < そう > 「 8 深 区 < ひな ん 11 One 
どっ さり 10 な に げ な く 9 勢い 誠 < ね っ ほう > 15 欄 能 験 ten "4 0 Mo が 
突如 < を っ ヒ ょ > 19 何 < を に > より 5 年 々 < ね ん ね ん > 6 次 屋 途 上 国 < は っ て ん と し ょ うこ く : 5 3 Cs 
と 3 き 7 鍋 料 理 < な < べり ょ うり > 2 念仏 < ね ん まっ > 22 和 2 n する 4 ( 8 ! 人 1 
2 人 wi (6 粘膜 < ぉ ん まく > 6 発売 ct っ は いす る ) "6 百人 一 首 < ひゃく に ん いっ し ゅ > 21 麓 ふもと > 15 
突破 っ ぱ ゅ (する) 7 涙 な ぁみ だ > 6 派 手 < は で >( な ) 10 Ao の や や か (な ) 19 rh 
突発 的 < と っ ぱっ て き >〉 7 悩 を な やみ 16 の 邊 CO 6 ii 12 Me 
あの まる あつ 多め 4 悩 な やむ 6,9,21 能 <o ぅ > 3 花 盛 < は な さか > り 6 病気 な : ぅ sy に か か る 6 AA 
て と と や に 08 習 な め う 1 脳 < の ぅ > 8 放 <@ の す 15 ms: い e 4 0 
介さ 、 の pir 表現 力 ひ うん 9 まく 17 振る 20 
殿様 < の きま > 3 慣 な > れる 4 濃霧 lo ぅ 5> 12 化 <@ び ら 19 林 rm CE ri 
飛 e> び 出 な > す 17 な ん だ か 9 農林 水産 課 < の 3 りん す ぃ きん か > 。 17 革 <a を > や が (2 が) (る Fe 0 +62 6 
飛び 散 め る 6 な ん と な く 5 残 め > す 11 葵 te の れる 15.19 ひょっと し て |! 9 触 > れ る 4,7.14 
飛 <> ぶ 6 何 な の と も 言え ぬ 4 の ぞ 〈 2 歯 や に 衣 き め を き . や る "7 り ょ っ と し ON “ ES 
( 声 に こむ が ) 飛 < と > ぶ 19 南部 < な ん > 17 の ぞ ま れる 14 派閥 < は ほっ > 7 た の の げ る 8 ,12 受 囲 気 G ん vsy 2 
と ば と ば (と 9! 9 な ん ら か の 18 野幌 < の っ ぽ ろ > 4 は め る 8 | 広々 < ひろ びろ > 4 分 刻 <& ん きのみ 20 
昌 水 一 朗 < と みな が いち ろう > 17 に の どか (な ) 9.19 し 12 0) 貧相 < ひん そ を ぅ >( な ) 9 豊後 ぶん ご > 17 
富 <> な 3。7 0 伸 < の > びる 16 早 超 ⑬ や や き り 6 分 析 さ ん きき >( す る ) 6 
と る 7 が かく と し @ れ 18 似 合 : に あう 5 の め り こ む 7 早道 3 ゃ みち ' 3 - で て 
0 ~ に 玉 い な る 13 乗 < の > り 換 < か ふえ 12 腹 < は ら > 3, 7 無 牙 想 <k あ ぃ そう 39( な ) 7 RO 
と りあ え ず 10 新 見 <: ぃ ぁ > 4 乗 < の > り 換 み > える 15 は る 10,16 po 1 
取 <> り 囲み > む 19 に ぎわ い 2,14 の ん びり する 16 は る か 13 の 4 Ns 
取 <& ふ > り 組 ぶ > む 18 に こ や か な 20 は 春先 68 0 8 14 風景 画 ) け ぃ が > 19 \ 
EW 介 西 < ら ・ 前 ほ まね なむ ・ 興 < ぉ <>・ 北 < き 繁華 街 < は か AN CU か の 
取 <e> り そろ える 8 (穂高岳) 15 把握 はぁ» 8 緊 殖 地 < は ん 2 Ey (8 和 連 1 0 
鳥 肉 < と り に め 2 似 < に > すぎ る 9 俳句 < は ぃ <> 21 te 12 4 en RT 2,6 et 
取 <&> り 除 < ゥ る く 6 トー te 0 | 廃校 < は ぃ こぅ > 18 判断 4 だ の ( す る ) a ef ze RC 
撮 <> り まぐ る 4 ー に 達 と っ > し た 13 排除 <⑬ ぃ と >( す る ) 6 据 応 #4 の ( す る ) 複製 画 <& く さい か 19 並行 へ いこう >( す る) 19 
と り わ け 12 日 米 < に ち < ぃ > 20 排水 < ほ ぃ すい > 11 販売 < は ん ば ぃ > 13 
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閉口 へ ぃ こぅ >( す る) 20 本 来 < ほん ら ぃ > 11,14 み 仏 dg ゆみ の 里 < さ と 17 Mu うけ る 8 ゆ が む 14 流儀 Qp ぅ き 〉 19 
米 航 空 宇宙 局 cns3 <335m3 y 美麻 村 み *e ら 18 申 い うし 訳 め の な い 18 雷 国 ws<c> 21 流通 の m3 っ 5> 10 
きょく > 2 i 上 4 y ァ ー ュ NY, っ ※ 央 < りょう! に 
2 見 守 み まめ る 9 是 手 頭 む 3 うとう > 7 行 < や ゆき 届く 2 く  / WIT 
平成 景気 nen 14 舞い > 3 見 の も の 17 TR 豊か (な ) 3,5,21 緑 除 9 ょ < ん > 19 
平素 べ ぃ ゃ > 7 前 置 ほ ぇ ぉ > き 17 都 < ぁ ゃ こ > 22 | ST ぅ 9 きる ss) 20 ゆっ た り と 4 履歴 書 の 4 き し ょ > 10 
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変貌 < ata 次 < お じ る 20 む NI 拉 全 に 7 れ 
Td 0 物置 くも の お き > 1 1 谷 勿 * ま よう い パ に ( 人 
に あみ 16 地 e め える 4,10 便 | 久地 い oo し ざお 1 陽気 は (な) 7 冷静 evw( な ) 7 
弁 諭 大 会 < < ん ろ ん た いか い ぃ > 17 ま た 借 <> リ 8 昔 語 < も ぁ ヵ が た > リ り 13 物 < も の や わ ゎ > ら か (な ) 7 ー 様 式 よう しき > 1 ー 歴 We 19 
ほ また た さく 20 < も か いな が ら の 18 陳 も みほ く ぐす 8 洋食 は 3 し k<> 5 列島 HCS を 9 が 0 
| 待 * ち こ が れ る 20 無限 cb ん > 8 漏らす 19 様子 は ぅ や 4,6,8 れん が 作っ ふり 4 
放映 権 <8 ぅ うえ いけ ん 2〉 13 待 > ち 遠 ぉ > し い 4 無言 こん > 9 未 天 雪 A 要素 < ょ ぅ ゃ > 19 連 AM ご うか ぃ > 11 
貿易 うぅ ぇ *> 14 松尾 色 薦 < まっ ぉ ば し ょ うぅ > 21 むさ ぼり 食べ る 9 文部 省 < も 4 ぶし ょ う > 10 幼鳥 < ょ うち ょ 3> 18 嘩 発 4 
崩壊 < ほう ぅ ゃ ぁ い > 13 松本 < まっ も と > 15 舞 残 <vs ム (な ) 19 1 と 羊 路 山 で よう て いき 4 連峰 < れん ぽう > 15 
封建 < ほう けん 3 窓際 < ま と き ゎ > 8 無視 < な む じ 19 や r 期 はぁ > せ ぬ ( す る ) 11 ろ 
方 言 < ほ う げ ん > 1 17 マカ ル 18 蒸 < な > し 風呂 ぶろ > 4 野 et 19 翌日 < ょ よく し っ > 4 
奉仕 3 ぅ 3 18 学 ほ な > ぶ 18 無邪気 な Ess> さ 7 焼 < や き そ を ば 2 抑制 <* く きい (する ) 7 老 ぅ ぅ 一 19 
防止 3 ら 11 ね + 5 無 重 量 < な Es ぅ 9 ょ ぅ > 20 1 焼 < き 豆腐 { 9 浴槽 ょ くそ う 〉 5 老朽 化 < ろう きゅう か ? 11 
較 替 44 けし 0 が) 1 まる だ し 17 矛盾 te 21 基 | 寺 島 ce き と ! UU YA 欲望 * く ぼ ぅ > 21 録画 っ < 16 
飽食 < 5 しょ <〉 9 坊 々 < まる まる > と 9 むし ょ うに 2 oh 0 03 横 切 よ こめる 4 露骨 ら こ っ >( な ) 13 
坊主 cs3 や 22 (お 酒 < さ 洗 吉 9 計る (5 結 ぉ 3> び 付 つ > く 14 役立つ 8,12 横 < ょ こっ > づけ する 20 露天 ② て ん > 4 
放送 局 <《 ほ ぅ そ ぅ 3 き ょ <> 17 漫画 家 < ま ん が か > 17 無駄 < むだ > 21 EY 1 Y 横 な ふる に な る 3 
法律 < ほり っ > 11 漫才 < まん きい 3 藤 中 < も ちゅ う > 2 役目 < ぐ NN い わ 
セム き に A ” 2 焼 病 や け だ け > 15 鳥 < よ し ま > 12 
法律 違反 <⑬) りつ い は ん > 11 滴 点 < まん て ん > 17 むつ つり : す る に 47 f Ep し い 17 予想 < ょ そう 3> 20 勝 < ゎ き > 15 
ボカ ボカ (と ) 2 万 葉 集 < まん ょ ぅ し ゅ ぅ > 21 無 表 情 や ひょう し ょ ぅ > 3 屋台 < を ゃ たい > 2 まま 泊る 脇 目 わ きめ > 8 
計 全 人 7 み 紫式部 essCsay 21 9 欲求 < よっ se3> 7 騰 日 きめ も ふら ず に 9 
僕 <# く > 17 無理 < も り > 8 9 つけ bs 3 呼 < ゎ び か ける 6 9) 8 
北上 <@<E:)>( す る) 18 見 合 み あい 1 群 t む れ 18 や っ ぱり (や は り か TOgA7 呼 < び 込 < っ む 6 わく わく (する ) 4 
ほぐす 3,5 fb 4 室蘭 ct ろ 54 4 交 <% な 9) 5 『 報 <t ほ >> 6 わざ わざ 1 
ee 三重 (県 ) み ぇ (94> 18 時 ロロ 衝 Aa 18 ょ ほど 11 和食 < あし : く > 5 
保護 (する) 18 見 下 < る 3 ら ろ す 4 6 山小屋 まこ w> 4 よみ が える 18 わずらわし い 18 
ほこ り - | 9 ebi 3 明確 めい か >( な ) 8 山田 計 子 < や まだ け ぃ こ > 18 詠む 21 綿 c ゎ あめ 2 
ti 5 見 方 みか た 〉 3 多 言 め ぃ げん > 4 や や 3 余裕 < ょ ゅ 3> 16 渡 < ゎ な > す 12 
母子 な し い 18 神子 < みこ > 21 命令 < いれ ぃ > 3 槍 ゆ が 所 < た け > 15 弱 々 (よわ ゎ ょ ゎ ち > し い 9 渡辺 < わた を べ 〉 4 
mt 15 見 越 み => す 10 迷惑 や ぃ ゎ く > 11 0 まれ な い 19 ー 渡 ゎ な > り 18 
また 餅 % ち 22 見 込み み 10 ー め ぐり 17 条 e か わら か い 17 % Ui 
い が リボ タリ (と ) 9 身近 < みち か >( な ) 20,21 めげ ず 3 3 ーー ー 割 ゎぁ 5> 6 
歩調 < ちょ ぅ > 9 短 み と か > め 10 目指 ぬぎ す 19 ゆ 楽 oO 20 割合 < ゎ も り ぁ ぃ > 11 
北 帰 行 < ほ っ きこ ぅ > 18 自 < る みず か > ら 20 目 @ め : ぎ ざま し く 16 有意 義 ぅ ぃ s 8 問 了 8 3 割 <p り 振 G> り 8 
きま ど りき 5 水沢 < みず さき ゎ > 4 目 立 ぷ ぶな だ た な い 6 遊泳 術 @ う えい と ゅ つ 8 楽天 的 < らく < て ん て き > 3 悪気 < ゎ る \> 7 
掘る 12 未成 吾 み な ぃ Ce<> 10 目 め つき き 9 有益 cw うぅ う ぇ き >( な ) 4 2 ト 物 ら - か まっ >〉 11 われ われ 4 
減 <z> び る 21 道幅 < みち は ば > 15 減 亡 や っ ほ ぅ > 21 遊学 合う a 信和 ーー 湾 < ゎ ん > 5 
A 密度 @ っ ら 8 めで た し めで た し 3 勇気 @> き > 9 を 
本 州 3 ん Ls ぅ > 4,12 見 <> つ め る 9,18 目 < ゆ > を 通 と jp す 16 優先 的 < PO 9 理想 家 風 < り そ う か ふう > 7 
i 7 認 < み ら め る 11 目 < を や る 15 雄大 < ゅ ぅ だ ぃ (な ) 15 理 敵 店 ‘りほ っ て ん 10 ー を あげ る 13 
本 当 < ほ ん と ぅ > に 7 緑 < ぁ と どり > 6w%5 免疫 < めん えき > 6 裕福 < ゅ うふ の (な ) 9 略 < り や > す 11 すず を 投 な を げ か ける 13 
盆地 < ほん ち > 2 南半球 < み を み は ん きゅう ぅ > 20 めん ど ( う ) く さい 17 le を ょ 3>( な ) 8 理由 < の ゅ 3 ぅ > 6 ー を めぐ っ て 13 
本 音 < ほ ん ゎぉ > 7,10 見 抜 < ぁ ぬく 7 監 船 @w う らん せん > 12 留意 ps ぅ oy( す る ) 8 ー を 休 す > め る 13 
本 番 < ほ ん ば ん > 10 身分 < ぁみ さん 3 も 有 ey ぅ 9〉 10 i 流 感 <9 ゅ うか ん > 6 
翻訳 sw<> 21 身分 措置 < みょん そ ち > 18 猛威 < も ぅ ぃ > 6 勇 ぅ > を 鼓 に > し て 17 (流行 性 感冒 ) 
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ラッ プ (trap) 11 
1 トラ ッ 


シス テム (system) 1 トラ ブル (trouble) 11 
9 人 。。 RN グ (city watching) 8 ドラ マ (drama) 13 
アー ト フ ェ ア (Art Fair) 19 キャ ッ チ (catch) 18 AP 人 Nu 1 トン (tom So 
アク セ サ リ ー(accessory) 9 キャ ッ チ ュ コピー(catch copy) 8 シャ 守 Ns arD View) 20 トン ネル (tunnel) 15 
アジ ア (Asia) 14 キャ ノン (Canon) 16 lp pp p M ナ 
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本 レズ s) 2 S と onautics and Space 

Nations) 14 キャ ン ペ バー(camper) 15 ジョ A wy rp 0 1U 
アッ プ (up) 6 キャ ン パ ス (campus) 4 光 計 人 7 
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アル バム (album) 16 | 


アル ビ ピ ニ ス ト (alpinist) 15 
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アル プス (Alps) 15 


NIES(Newly Industrializing Eco- 
グッ ズ (goods) 6 スー ツ (suit) 10 
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アレ ルギー (⑬Allergie) 6 クラ ー ク (Clark) 1 基 スケ ジ シュール (schedule) 4 ネ 
アン カリ ッ ジ (anchorage) 12 クラ ス メ ー ト (class mate) 1 MT pn Steinbeck) 21 り CR ROTO 
= 0 ン べ っ < 2 AUO 6 ー カ ー(native Speaker 
アン ケー ト (⑦enquete) 6 クラ ブ (club) 10 | スタ イ WAN ネイ ティ ブス ピー カー (na 
ィ クリ スタ ル (crystal) 15 「 人 0 ' 本 ト 
リン デル ワル ト (⑧Grindelwal 5 | ヽ 5 9 2 
「 ジ ネ ー シ ョ ン (imaginati 1 yr A ioe ywp | ぇ ペー スシ ャ トル (space shuttle) 人 や リッ ハウ (know how) 11 
| イマ ジ ネ ー シ ョ ン (imagination) 8 クル ー(crew) 5 | AA ント (sports event) 5 Nebe) 21 
| ー ジ (Gi 5,2 アル ー プ (gr 7 スポ ー ツ イペ ンズ ASD05G ノー ベル (Alfred B. Nobe 
イメ ー ジ Gimage) 5,21 グル ー プ (group) 17 AM 
イラ スト (illustration) 8 ケ スポ ホン RS 
イン ター ナシ ョ ナル (international) 5 セ に 2 D 
イィ インデックス (index) 8 ケー ス (case) 11 Q ハイ ソサ エ テ ィ ー (high socleb 
イン テリ ア (interior) 5 


ケー ソン (caisson) 12 セッ ト (seD 6 
ケー プル (cable) 12 1 
ゲー ム (game) 5,21 5 を 
ゲー ム ソ フ ト (game soft) 16 ed MI 
ケニア (Kenya) 18 | ノ フ ト (so 
ケネディ (John Fitzgerald Kennedy) 20 


ハイ テク (high technology) 16 

: パイ プ (pipe) 11 

{ バイ リン ガル (bilingual) 1 

パス (pass) 17 。 

バス ター ミナ ル (bus terminal) 15 


イィ インフルエンザ (influenza) 6 


| 


ウエ イト (wait) 1 
ウォ ルター・ ウ ェ ス トン (Walter Wes- 


1 タ バタ ー(butter) 2 
ton) 15 | | バッ グ (bag) 4 
コ ダイ エッ ト (diet) 3 ハプニング (happening) 4 
ミラ | st ) 6 
カ コー ディ ネー ショ ン (coordination) 5 ダイ ジェ スト (diges 


エス テテ ィ ッ クサ ロン (esthetic salon) 5 
| NHK(Nippon Hoso Kyokai) 3 
| エベレスト (Everest) 15 


し バブ ル (bubble) 14 
コー ナー (corner) 6 タイ プ (type) 6, 7 ペラ グ ア イ (Paraguay) 18 
コー ラス (chorus) 15 タイ マー(timer) 10 パラ シュ ー ト (parachute) 11 


ゴー ルデン ゲイ トブ プ ブリッ ジ (Golden Gate A (taxi) 衝 A eh tis eg (en 
| エン ター テイ メン ト (entertainment) 5 Bridge) 12 | クッ チ (teh) 11.12 UD の: 13 
| エン デバ ー(Endeavor) 20 コカ ・ コ ー ラ (Co. ca-Co. la) 13 1 タワ ー(tower) 人 WT バル セロ ナ (Barcelon4) 
| オ コピ ー(copy) 8 


チ パン (pao) 19 


MACD e) 12 
コメ ディ アン (comedian) 3 チ ク (check) 17 ハン i " ロ die fi 
ーー ・ ビ ジュ アル (> 1iO visug = コ ンマ ディ の : 4 た N ハン ー( Hu 
pi 0 eh W 4 6 oN "0 9 6 wl (の MM 人 チャ レン ジャ ー (Challenger) 20 ハン バー が ガー(hamburger) 13 
オー ロラ (aurora) 20 コン クリ ー ト (concrete) 12 チャ ンス (chance) 8 ヒ 
オリ ジ ナ ル (original) 5 コン タク ト ・ レ ンズ (contact lens) 13 ツ MSG り 人 
オリ ン ピ ア (Olympia) 13 コン ノマク ト (compact) 16 5 ビ 7 5 iy rg ga 
1 i / 1 < ウル ze | plan ー 1 
| オリ ン ピ ッ ク (Olympic) 13 サ ッ ー ル (too!) 8 ピー ター パン (Peter Pan) 20 
| カ i r+ ク ター(Victor) 16 も 
5 NN 6 ビ 抽 (serviee) 0 7) に ター セン ター(visitor center) 15 
カー ト ・ プ ラワン (Curtis Brown) 20 サラ リー マン (salaried man/worker) 2,14 11.21 ビジ 6 
カー ド (card) 1 サン グラ ス (sunglasses) 6 MM | i 8 ビジ ネス roi 7 
PAZ((RGa26)4 6 ン フ ラン > と デッサン の deSSII1 に *※ デ オ (video) 1 
| WM MY NN サン フラ ン シ ス コ (San Francisco) 12 テ ホン サー ビス (telephone service) 6 人 bd8 0 
| カセ ッ ト eerie テン ト (tent) 15 ビデ オォ デッキ (video deck) 16 
| カト リッ ク (Catholic) 4 シー ズン (season) 6 ト ビニ ー ル (vinylI) 9 
| カム ヒア ー (come here) 1 


シェ ア (share) .6 r(top) 14 
シェ イク ハン ズ (shake hands) 1 ト まり ts 
シェ ー ク スピ ア (William Shakespeare) 20 2 
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ビニ ー ル シー ト (viny1 sheet) 2 
ヒル トン ・ ホ テル ズ (Hilton Hotels) 13 


フ 


ファ クス (fax) 20 

プ ァ シイ (fan) (43 

A i 4 By AR (fantastic) 4 
VTR(video tape recorder) 16 

フェ アプ レー (fair play) 13 

フェ リー (ferry) 4 

フォ ー ク ナー(Wiljiam Faulkner) 21 
フォ ー マ ル ドレ ヌ (formal dress) 5 
フォ ー ラ ム (forum) 11 

プラ イド (pride) 7 

プラ ス (plus) 7?7 

グル ッ ゥ シャ (pressure) 13 

グロ (professional) 5 | 

フロ リグ ダ (Florida) 20 


” 


ベス ト セ ラー (best seller) 16 

ペッ ト (pet) 1, 9 , 11 

が ルル デザ ー(penalty) 11 

ヘミ ング ウェ ー(Earnest Hemingway) 21 
ベラ ンダ (veranda) 5 "14 

ヘ へ ヘリコプター ニ (helicopter) 11 

ペレ スト ロイ ヵ (pyeryestroyka) 19 


ホ 


ポイ ント (point) 6 

「 ポ ボー イズ 、 ビ ピー ・ が ビシ ャ ス 」(Boys be 
ambitious) 4 

ポー ト (port) 4 

ポー ナス (bonus) 13 

ポ ボシュロム (BAUSCH & LOMB) 13 

ポス ター (poster) 19 

ホテ ル ラ ウン ジ (hotel lounge) 15 

ポプラ (poplar) 4 

ボテ ラジ テイ タテ (volunteer) 18 


> 


ーー の (ank) 6 

マイ カー (my car) 15 

マイ ナス (minus) 7? 

マク ドル (McDonald’s) 13 
マグ ニチ ュー ド (magnitude) 12 
マス ク (mask) 6 

マッ チ (match) 18 

A (Marine Liner) 12 
マレ ー シ ア (Malaysia) 14 

マン ショ ン (mansion) 9 


ミイ ラ (⑭mirra) 22 
ミリ (millimeter) 12 


ムー ド (mood) 2,15 
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メ 


メー カー(maker) 6 ,10, 13 
メン バー (member) | 


に コ 


モス クワ (Moscow) 19 
モニ ター(monitor) 17 
モニ ター テス ト (monitor test) 6 


< 


ユー モア (humour) 7 
(UnGtre)i 『 
ユニ オン ・ ス クエ ア (Union Square) 4 


ヨ 


ヨー ロッ パ (Europe) 6 
ヨハ ネ (Johannes) 4 


ラ 
ジグ タリ ー(Hibrary) 5 
ジイ シン (ne)' 5 


| 


ラス ベガ か スコ ー ナ ー (Las Vegas corner) 
ラベ ル (label) 16 

ラン ダム (random) 8 

ラン ド セ ル (④ranse) 18 

リ 

リア ル タ イ ム (real tfme) 13 

リー ポッ ク (Reebok) 13 

リク ルー ト (recruit) 10 

リサ イク ル (recycle) 18 

リゾ ー ト ホテ ル (resort hotel) 15 
J リラ (Qlilas) 19 


ル 


ルー ツ (roots) 3 
ルー プル (rouble) 19 
ルー ル (rule) 11 


レ 


レイ バン サン グラ ス (Rayban sunglasses) 13 
dC 0 (reception) 5 
レン タル (rental) 16 


口 


ログ ハウ ス (log house) 4 

ロシア (Russia) 21 

ロフ ペー トマ ギ デ ウ ン (Robert Gibson) 20 
ロマ ン テ ィ ッ ク (romantic) 4,7 


ワウ 
ワイ ン (wine) 4 
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Printed in Japan 


乱 ] ・ 落 丁 本 は お 取り 替え いた し ます 。 (定価 は カバ ー に 表示 し て あり ます ) 


日 本 語 能力 試験 に 合格 ! 


ALC Press Japanese Textbook Series 
for the Japanese Language ae ey 0 


よ そう たい ざく 


[予想 と 対策 ] 


日 本 語 能力 試験 受験 問題 集 


[Preparation & Strategy | 


Practice Questions for the Japanese Language Proficiency Test 
Level 1 ] 級 /Level 2 ど 級 /Level 3・4 ・2 級 

テキ スト (日 判 ) 各 1.456 円 

別売 の カセ ッ ト テ ー プ (どら 本 ) 各 3.883 円 


これ で 合格 
日 本 語 能 力 試 験 模擬 テ スト 


All you need to pass! 


The Japanese Language Proficiency Test Practice Test 
Level 1 ] 級 プ Level 2 ど 級 

テキ スト (日 己 判 ) 各 1.455 円 

別売 り カ セッ ト テ ー プ (どら 本) Ms 913 幅 


ERT YR, 


じゅ けん も ん だ い し ゅ う 


(AA AN SD RS RS EE ーー = UE ELE STE SR A EE ig RE 


CAR TT EE * CEE EEE ER 


日 本 語 能力 試験 テキ スト (日 5 判 ) 1.268 幅 


人 問題 強 ナ る 本 別売 り カセット テ ー プ ( ら 本 ) 0: 
了解 問題 に 綴 く な る 本 2 0 生 


g.4g7 円 
日 本 語 能 力 試 験 
日 本 語 能力 試験 


文字 ・ 語 葉 問 題 に 強く な る 本 “9 ー 


ME 2U 1 2 で 


日 本 語 能力 試験 漢字 ハ ンド ブッ ク 


for the Japanese Language proficiency Test 
テキ スト (BB 判 ) 1.748 円 


BE Ma TY Ee > Eh ms > ok 


日 本 語 能力 試験 1 級 に 出る 宣 相 単語 集 ) 


テキ スト (BB 判 ) 1,748 円 
別売 り カ セッ ト テ ー プ (本 ) 3.398 円 


| 


※ 表 示 価 格 は 税別 。 


水谷 信子 著 ?.136 円 
外国 人 学習 者 の 誤用 を 通し て 、 

を の 原因 ・ 分 析 の 仕方 、 呈 導 方 
法 を 解説 。 誤 用 分 析 に 関わ る 問 
題 点 を 指摘 し 、 実 際 の ? 奈 削 例 を 
も と に し て 、 ょ より 具体 的 に 指導 


清 ル ミ 著 1.942 円 
教師 の 役割 は 何 か 」 を 明確 
、 学 習 者 中 心 の 効果 的 な 授 
業 を 進め る た め の 着 眼 点 も 、 多 | 
く の 実例 を 挙げ な が ら 解 説 。 る 
ま ざ ま な 応用 の きく 教え 方 の 手 
引 書 で す 。 


山本 紀美 子 ・ 荻 野 誠 人 ・ 浅 井 清子 ・ 
吉田 絹子 共著 1.948 幅 
外国 か ら 日 本 の 学校 に 転入 し て 
講 きた 子供 に 日 本 語 を 教え る た め 
導 の 指導 参考 書 。 る ま ざ ま な 中 章 
放 教育 の 方 法 を 、 具体 的 な 指導 例 
叶 つき で 紹介 し て いま す 。 


全国 の 書店 で 好評 発売 中 。 


ミュ ニカ ティ ブ た 
on 3 人 
| 横溝 紳一 郎 著 8,P00 円 
時 ドリ ル の 果たす 役割 や 種類 か ら 、 
HP ドリ ル で ん だ こも を コミ ミニ 
WW ケー ショ ン の 場 で 活か す た め の 
| ヒン ト や ノウ ハウ 、 ド リル 練習 
後 の ロ ー ル プレ イ ま で を 満載 し 
引 た 1 僅 。 


高見 澤 舌 著 1.94Z 円 
ビジ ネス 日 本 語 教 育 の ノウ ハウ 
を 、 2 部 構成 で 解説 。 第 1 部 で 
wrt ジ ネ ei os 4 


PSTN 


| 今村 和宏 著 ?.136 円 


サー ュ アル 


「 現 場 で どの よ うに 教え た ら よ 

py いか 」 を テー マ に 、 効果 的 に 教 
MI える た だ め の ベ テラ ン 教 師 の 「 わ 

| さぶ 」 を 、 理 論 的 な 説明 を 交え な 

| が ら 、 具 体 的 ・ 実 践 的 に 解説 
半 ます 。 


会 著 

EE 

「 せ っ か く 」 と 「 わ ざわ ざ 」 な 
ど 、 日 本 語学 習 者 が 間違え や す 
い 類 似 表現 の 使い 分 け の 指導 法 
を 解説 。 意味 ・ 用 法 の 詳し い 説 
明 と 指導 例 を 、 学 習 者 の り レ ベル 
別に 掲載 。 


The Nihongo JOurnal 


MONTHLY 


Ei 


The shortest way to Jananese is through these pages. 


The Nihongo Journal is a magazine designed to teach you useful and up-to-date 
Japanese. It offers a fresh approach to all the necessary information about 
Japanese culture and life in its monthly features. It gives you a full picture of 
both traditional and modern Japan in full-color pages. It teaches beginners to 
intermediates and provides complete English translations. Do you want to get 
closer to Japan and Japanese? Read The Nihongo Journal! 


a 委 Ry EE = » 
言 上達 へ の 近道 は 、 こ の 一 冊 か ら ! 
日 本 語 ジ ャ ー ナ ル は 、 使 える 日 本 語 、 生き た 日 本 語 を 身 に つけ る ため の 学習 旋 初級 か ら 中 級 
か くし ゅ に ほん せい か つ か ぶん か いか つじ ょ うほ う いか い き 
まで 、 各種 レッ スン ペー ジ の は ほか 、 日 本 で の 生活 に 欠か せな い 文 化 、 生活 情報 を 、 毎 回 新鮮 な 切 
り で 特集 し ます 。 日 本 の 今 、 日 本 の 伝統 を 写真 伝え 4 カラ ー ベ ペー ジ も 好評 です 。 日 本 請 と 、 
より 身近 に つき あう た め に 、 ぜ ひご 活用 くだ さい 。 


New Memhers Wanted for Nihongo Networkl 


For sometime ALC Press has been building up a network for its CAT Club 
under the slogan of “Creating a Worldwide Human Network.” Designed for 
Japanese people, CAT Club currently has around 150.000 members, all of 
whom wish to communicate with people throughout the world. In order to expand 
the network on a global scale, the “Nihongo Network”, a networking club for 
foreigners, has been created as part of CAT Club. This new networking club 
will provide a forum for international exchange between Japanese and 
foreigners. 


に は ん < か い いん ば し ゅ うち ゅ w う 
室 > = 
肝 -「 日 本 語 ネッ トワ ー ク , 会 員 募 集中 ! 才 
ち きゅう じん つく そ に ほん じん む か いい ん そ し き 
アル ク で は 「 地 球 人 ネッ ト i ク を 創る 」 と いう ス ロー ガン に 治っ て 、 日 本 人 向け の 会 員 組 織 CAT 
プ く す げん ぎ いん まん に ん せ か い 
i 員 は 15 万 人 。 こ の ネッ トワ ー ク を 世界 


クラ ブ で ネッ トワ ー ク 作り を 進め て きま し た 。 現在 CAT 会 
中 に 広げ る た め に も 、CAT ク ラブ の 中 に 外国 人 の た め の 
か いい ん そし き 。 に ほん ご っ < そ 
人員 組織 「 日 本 語 ネ ットワーク 」 を 作り まし た 。 こ の 組 
し っ う が いこ くじ ん に ほん じん こう り ゥ 3 て いき ょ う 3 う 
織 を 通じ て 、 外 国人 と 日 本 人 と の 交流 の 場 を 提供 し て い 同 
きま す 。 クタ る tk 
OK 


本 誌 定価 530 円 (本 体 500 円 ) 。 
カセ ッ ト テ ー ブ 定価 (本 体 .000 円 ) 二 税 
Magazine ¥600 (plus tax). RE 
Cassette Tan \2.00O(mus tax). 毎月 11 日 発売 


